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序文

山口大学構内遺跡調壺研究年報 XNを刊行することができた。

本報告書に収録した内容は、平成 6年度に山口大学埋蔵文化財資料館

が行った学内発掘調査の成果であり、その大半は、景気浮揚を目的とし

た前年度補正予算の繰り越しによる事業に関わるものである。これらの

事業は、資料館の通常年度の業務に上乗せされたものであったため、平

成 5・6年度の業務は、資料館の能力 を大幅に超過することになった。

結果、屋外調在終了後の室内整理作業と報告に多くの歳月を要した。

この反省にたち、資料館では平成 7年度以降、学内発掘調査業務の円

滑化を計るべく、種々の取り組みを行 って きた 。と りわ け、 工事 計画 策

定に先立ち埋蔵文化財調査の必要性や調査内容等について十分な連絡協

議を行う体制を整えるに至ったことと、文化財保護法に則る手続き業務

のマニュアル化が達成されたことは、ひとえに関連部局のご協力による

ものである。ここに記してお礼申し上げる次第である。

しかしながら、なお長年の念願とする、埋蔵文化財資料館の展示及び

整 理 ・ 収 納 設備の改善充実が未だ実現しないなど問題も多い。館員とし

ても、発掘成果の地域への還元を図る機会を設けるなど、一層の努力が

必要である。さらに、遅滞する平成 7年度以降の業務報告が今後の急務

である。館員の全力を挙げてこれらに 取り 組む とこ ろで ある ので 、今 後

一層のご理解 とご鞭撻を賜りたく、関係各位にお願い申し上げ、巻頭の

辞としたい。

山口大学埋蔵文化財資料館

館 長 加 納 隆
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1 . 本書は、山口大学埋蔵文化財資料館が、埋蔵文化財資料館運営委員会の指示を受けて、

平成 6年度に山口大学構内で実施した調在の報告書である。

2 . 現地における調杏・研究は、人文学部考古学研究室中村利至久 (4年生）・中村幸弘

(3年生）の協力を得て、資料館員 豆谷和之・村田裕一• 田崎美佐が担当した。

また、出土遺物の整理と報告書の作成は平成 6年度から平成11年度の間に行い、同館

員 佐野正子（～平成8年3月 30 日）• 田崎美佐（～平成8年3月30日）・八杉幸子（平成

8年4月1日～平成10年3月30日）・品川直江（平成8年4月1日～平成11年3月30日）・金子

大輔（平成10年4月1日～）・中村仁美（平成11年4月1日～）が携わった。整理と報告

書作成の統括は当初、豆谷・村田で行っていたが、豆谷の転出により、村田と後任の

田畑直彦（平成8年8月～）とで引き継いだ。

3 . 調査・研究における事務一般は、平成 6年度は事務局庶務課庶務係が統括し、実施面

においては各関係部局の事務部があたった。

4 . 現地における遺構の実測などは、豆谷・村田• 田崎・中村（利）・中村（幸）が行った。

5 . 遺物実測は、土器• 木製品を田畑• 八杉・品川・中村（仁）が、石器を村田・八杉が、

ガラス小玉を品川が行った。製図は、田畑・品川・金子・中村（仁）が行った。

6 . 本文の執筆分担は目次に記した。

7. 現地の写真撮影は、田崎の補佐を得て豆谷・村田が行った。遺物写真は、第 2章に関

係するものは土器• 石器を田畑が、ガラス小玉を村田が撮影した。第 3章に関係する

ものは村田の指示で金子が撮影した。

8. 近世陶磁器については財団法人北九朴I市教育文化事業団 佐藤浩司氏・山口県埋蔵文

化財センター 谷口哲ー氏に、石器の石質鑑定は山口大学理学部助教授 永尾隆志氏

に助言を仰ぎ、懇切なご教示を得た。また、当館収蔵遺物について、山口県埋蔵文化

財センター 小南裕一氏よりご寄稿いただいた。記して感謝の意を表したい。

9 . 本書の編集は中村（仁）の補佐を得て村田が行った。

10. 調査・研究においてはカラースライド・フォト CDを作成しており、出土遺物とあわ

せて埋蔵文化財資料館で保管している。

11. 調査担当は次のとおりである。（平成 6年度）

調在主体 埋蔵文化財資料館 館 長 中村友博
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館 員 豆谷和之

同 村田裕一［平成6年7月1日～］

同 佐野正子

同 田 崎 美 佐

事務局 事務局長 木村 豊

本部庶務部 部 長 本田虔司

庶務課 課 長 岩 本 義 男

課長補佐 松本正史

庶務係 係 長 森 田 義 富

笠井政雄

片 山 信 一

田中 薫

深尾ヒロ子

12. 調査研究にあたって下記の方々の多大な御協力と援助を受けた（官職は平成 6年度）

事務局庶務部 人事課長糸永憲義、同課長補佐柳洋二、同専門職員 中野拓彦、

人事係長岡村秀幸、同係清廣哲之、森山睦

経理部 部長新藤勇、主計課長太田正信、同課長補佐石崎啓介、

経理課長 月貫和夫、同課長補佐 田中善人、総務係長上谷克弘、

予算係長牧原和仁、監杏係長高林昭夫、管財係長末次敏男、

用度係長山崎昭博、同係常国武志、田中 隆

施設部 部長黒岩七三、企画課長本永清、建築課長山地久司、同課長

補佐 岡崎正則、設備課長池尻安宏、総務係長平川和孝、同係

田坂武男、企画係長 鈴木輝美、建築第一係長 小川賀津夫、同係

中谷幸一、武市佳人、建築第二係長 河田徹也、同係 澤谷弘美、電

気係長 吉永峯生、同係 松田清司、岡野友資、前田康孝、機械係長

鹿嶋正則、同係 板垣健一、新里英明、中村兵衛

学生部 部長降矢順治、次長平島明、学生課長中村勤、同課長補佐

岩佐登典、総務係長 中光博輝、同係 庄野栄二、平岡朋子、学生係

長 山田直行、同係尾川圭三、宮本達司

人文・理学部 事務長兵頭欣二、事務長補佐藤川年章、中島岩弘、会計係長
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教育学部

経済学部

医学部

伊藤篤紀、同係 安食ーニ三

事務長西野雅博、事務長補佐 中村文穂、会計係長 荒石光明、附

属山口小学校校長 岡村豊太郎、同副校長 松村芳彦、附属山口中学

校校長 川村博忠、同副校長 中原和昭、山口附属学校係係長

蟻部孝至、同係 河田孝行、佐村順子、須藤弘子、附属光小学校校長

田代直人、同副校長 内山英治、附属光中学校校長 末廣正巳、同副

校長神足進、光附属学校係係長浜田千春、同係高橋吾郎、

西村文隆、吉田常子、松重淳子、附属養護学校校長 横山省三、同副

校長 古屋博樹、附属養護学校係係長 小松治樹、中谷雪生

事務長野村宗成、会計係長藤井良雄同係高橋修二、

山根美千代、池田浩弥子、川神宣一

事務部長永田榮一、同次長畦西繁夫、総務課長松添光弘、同課

長補佐原和男、管理課長今井勝、同課長補佐石川恒夫、

亦野高志、庶務係長 楠元敏胤、総務係長 佐村研治、経理係長

高崎明祈、施設管理係長須川 悟、同係村上民子、濱井富吉、

田村勇治、建築係長 川西智信、設備係長 山本安雄、同係

吉野高己、吉井貞雄、橋本一範、弘中智則、田中武敏、田村悦夫、

教養部 事務長竹腰直道、会計係長山本隆嗣同係金子淑子、

佐々木義正、石田傾二、矢田部洋治

人文学部考古学研究室

吉田構内の発掘調査作業員

安達世津子、石川芳江、石津京子、茨木重美、岡 イッコ、岡野美智恵、金海美代子、

金子万代、金子幸江、金子芳子、川端信子、河村伸子、栗林さつき、栗林妃抄子、

桑原恭子、篠原澄江、杉山久枝、鈴木久子、津野田志津子、中村 節、中村美佐子、

原 千寿恵、原 百合子、深野生恵、福田良子、亦野芳江、宮内和子、三好澤江、

森近冴子、山崎シヅエ、山下リツ子、山本京子
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1. 吉田構内における調査区および層位・遺構の位置は、国土座標を基準として北から南

へ 1~24、西から東へA~Z の番号を付して50m方眼に区画した、構内地区割のA-

24区南西隅を起点（構内座標 x=O, y=O)とする構内座標値で表示する。なお、平面

直角座標系第皿系における座標値 (X,Y)と構内座標値 (X'y)とは下記の計算式

で変換される。

x = X +206,000 

y = Y +64,750 

2. 各遺構は下記の記号で表記することがある。

竪穴住居跡……・SB,土坑……・SK,溝……・SD,柱穴……・Pit, 落ち込み……..sx 

3. 本書に使用した方位は、吉田構内では国土座標を基準とした真北、他の構内では磁北

を示す。

4. 標高数値は海抜標高を示す。

5. 本文中の遺物番号は、挿図• 図版・出土遺物観察表の番号と一致させた。

6. 土層および土器の色調記号は、農林省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖」

(1976)に準拠した。

7. 土器・ 陶磁器の実測図は、下記のように器種分類した。

断面黒塗り………•須恵器、陶磁器

断面白抜き………• 縄文土器、弥生土器、土師器、土師質土器・陶器、瓦質土器
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(4) Bトレンチ第 2号竪穴住居跡炉跡検出状況（南西から）

PL. 9 (1)配線トレンチ第 3号竪穴住居跡検出状況（南東から）

(2)配線トレンチ第 3号竪穴住居跡完掘状況（南東から）

(3)配線トレンチ第 4号竪穴住居跡検出状況（南東から）

(4)配線トレンチ第 4号竪穴住居跡完掘状況（南東から）

PL.10 (1) B トレンチ縄文土器検出状況（北西から）

(2) Bトレンチ縄文土器検出状況（南東から）

(3) Bトレンチ縄文土器検出状況（北から）

(4) Bトレンチ河川土層断面（北西から）

PL.11 (1) B トレンチ第 1号溝検出状況（南西から）

(2) Bトレンチ第 1号溝完掘状況（南西から）

(3) Bトレンチ第 1号溝完掘状況（北東から）

(4) Bトレンチ第 1号溝土器出土状況（南西から）

PL.12 (1) B トレンチ第 3号土坑土層断面（南東から）

(2) B トレンチ第 3号土坑完掘状況（南東から）

(3) Bトレンチ第 4号土坑土器出土状況（南東から）

(4) Bトレンチ第 4号土坑完掘状況（南東から）

PL.13 (1) B トレンチ第 1号土坑検出状況（北東から）

(2) Bトレンチ第 1号土坑完掘状況（北東から）

(3) B トレンチ第 2号土坑検出状況（北西から）

(4) Bトレンチ第 2号土坑完掘状況（北西から）

PL.14 (1) B トレンチ第 5号土坑完掘状況（北東から）

(2)配線トレンチ第 2号溝完掘状況（北西から）

(3)配線トレンチ落ち込み 1完掘状況（南西から）

(4) Bトレンチ落ち込み 1完掘状況（北西から）

PL.15 (1) C トレンチ遺構検出状況（南東から）

(2) Cトレンチ遺構完掘状況（南東から）

PL.16 (1) C トレンチ第 1号土坑土層断面（北西から）

(2) Cトレンチ第 1号土坑完掘状況（北西から）

(3) C トレンチ落ち込み状遺構完掘状況（北東から）
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(4) Cトレンチ北西壁土層断面（南東から）

PL.17 (1) Dトレンチ完掘状況（北東から）

(2) Dトレンチ完掘状況（南西から）

(3) Dトレンチ北西壁土層断面（東から）

PL.18 (1) Eトレンチ全景（北東から）

(2) Eトレンチ全景（北西から）

(3) Eトレンチ南西壁土層断面（東から）

(4) Eトレンチ北東壁土層断面（西から）

PL.19 (1) Fトレンチ遺構完掘状況（北東から）

(2) Fトレンチ遺構完掘状況（南東から）

PL.20 (1) Fトレンチ縄文土器出土状況（西から）

(2) Fトレンチ縄文土器出土状況（北西から）

(3) Fトレンチ北東壁土層断面（西から）

(4) Fトレンチ南西壁土層断面（北から）

PL.21 (1)配線トレンチ E区遺構検出状況（北東から）

(2)配線トレンチE区土層断面（南西から）

(3)配線トレンチ F区（北から）

(4)配線トレンチ G区（北から）

PL.22 (1) A トレンチ河川出土縄文土器

(2) A トレンチ河川出土弥生時代前期～中期土器①

PL.23 A トレンチ河川出土弥生時代中期土器②

PL.24 (1) A トレンチ河川出土弥生時代中期土器③

(2) A トレンチ河川出土弥生時代中期土器④

PL.25 A トレンチ河川出土弥生時代後期土器①

PL.26 A トレンチ河川出土弥生時代後期土器②

PL.27 A トレンチ河川出土弥生時代後期土器③

PL.28 A トレンチ河川出土古墳時代前期土器①

PL.29 A・Bトレンチ出土土器

PL.30 A トレンチ河川出土古墳時代前期土器②

PL.31 A トレンチ河川出土古墳時代前期土器③
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PL.32 Aトレンチ河川出土古墳時代前期土器④

PL.33 Aトレンチ河川出土古墳時代前期土器⑤

PL.34 Aトレンチ河川出土古墳時代前期土器⑥

PL.35 Aトレンチ河川出土古墳時代前期土器⑦

PL.36 Aトレンチ河川出土古墳時代前期土器⑧

PL.37 Aトレンチ河川出土古墳時代前期土器⑨

PL.38 Aトレンチ河川出土古墳時代前期土器⑩

PL.39 A トレンチ河川出土土器• 石器•石製品、表採磁器

PL.40 Bトレンチ河川出土縄文時代晩期土器①

PL.41 Bトレンチ河川出土縄文時代晩期土器②

PL.42 Bトレンチ河川出士縄文時代晩期土器③

PL.43 Bトレンチ河川出土縄文時代晩期土器④

PL.44 Bトレンチ河川出土縄文時代晩期土器⑤

PL.45 (1) B トレンチ第 1号竪穴住居跡出土土器

(2) Bトレンチ第 1号竪穴住居跡出土石器

(3) Bトレンチ第 2号竪穴住居跡出土石器

(4) Bトレンチ第 2・3号竪穴住居跡出土士器

PL.46 (1) Bトレンチ第 4号竪穴住居跡出土土器

(2) Bトレンチ第 1号土坑出土土器

(3) Bトレンチ第 2号土坑出土石器

PL.47 (1) Bトレンチ第 3号土坑出土土器

(2) Bトレンチ第 4号土坑出土土器

PL.48 (1) Bトレンチ第 6号士坑出土土器

(2) Bトレンチ落ち込み 1出土土器

(3) B トレンチ落ち込み l出土石器①

PL.49 Bトレンチ落ち込み 1出土石器②

PL.50 (1) Bトレンチ落ち込み 1出土石器③

(2) Bトレンチ土坑 8出土石器

PL.51 (1) B トレンチ第 1号溝出土土器

(2)配線トレンチ第 2号溝出土土器
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PL.52 配線トレンチC区落ち込み l出土遺物

PL.53 (1)配線トレンチ落ち込み 1出土土器

(2)配線トレンチ落ち込み 1出土土玉

(3)配線トレンチ落ち込み 1出土石器

PL.54 (1) Bトレンチ暗渠、遺構検出時出土土器

(2) Bトレンチ暗渠、遺構検出時出土石器①

(3) Bトレンチ遺構検出時出土石器②

PL.55 Bトレンチ撹乱・表土掘削時出土土器

PL.56 (1)配線トレンチE区 ・G区出土土器

(2)配線トレンチE区出士石鏃

(3)配線トレンチG区出土士器

(4) C トレンチ出土土器

(5) Eトレンチ出土土器

PL.57 Fトレンチ河川出土縄文時代後期土器

PL.58 Fトレンチ河川出土縄文時代晩期深鉢①

PL.59 Fトレンチ河川出土縄文時代晩期深鉢②

PL.60 Fトレンチ河川出土縄文時代晩期浅鉢①

PL.61 Fトレンチ河川出土縄文時代晩期浅鉢②

PL.62 (1) Fトレンチ河川出土弥生時代前期～古墳時代中期土器

(2) Fトレンチ河川出土敲石

(3) Fトレンチ河川出土三脚石器

く吉田構内第 2屋内運動場新営に伴う発掘調査＞

PL.63 (1)調壺前全景（東から）

(2)遺構完掘状況（南上空から）

PL.64 (1)大溝 1・2検出状況（北東から）

(2)大溝 1・2完掘状況（北東上空から）

PL.65 (1)大溝 l完掘状況（北から）

(2)大溝 l完掘状況（南から）

(3)大溝 2完掘状況（北から）

(4)大溝 2完掘状況（南から）
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PL.66 (1) 大溝 l 土層断面（北壁部分• 南から）

(2) 大溝 1 土層断面 (BB' 断面•南西から）

(3) 大溝 1 土層断面（南壁部分•北から）

PL.67 (1) 大溝 2 土層断面 (AA' 断面•南西から）

(2) 大溝 2 土層断面 (BB' 断面•南西から）

(3) 大溝 2 土層断面（南壁部分• 北から）

PL.68 (1)大溝 2杭跡列配列状況（南西から）

(2)大溝 2杭跡列配列状況（東から）

PL.69 (1)大溝 2杭跡列検出状況（東から）

(2)大溝 2杭跡列完掘状況（東から）

(3)大溝 2杭跡列検出状況拡大（東から）

(4)大溝 2杭跡列完掘状況拡大（東から）

PL.70 (1)大溝 2杭列検出状況（南東から）

(2)大溝 2杭列断ち割り状況（北東から）

PL.71 (1)土坑 l完掘状況（北東から）

(2)土坑 l土層断面（南東から）

(3)土坑 1土層断面（南西から）

PL.72 (1)小溝 1・2・5・7・9検出状況（南西から）

(2)小溝 5・7・9及び大土坑検出状況（西から）

(3)小溝 1・2・5・7・9完掘状況（南西から）

(4)小溝 7完掘状況（南西から）

PL.73 (1) 小溝 1·2·5·7 土層断面 (FF' 断面•南西から）

(2) 小溝 1·2 土層断面 (GG' 断面• 南西から）

(3) 小溝 5·7 土層断面 (GG' 断面• 南西から）

(4)小溝 5・7土層断面 (JJ' 断面• 南西から）

PL.74 (1)貯蔵穴内炭化物層上面検出状況（北から）

(2)貯蔵穴完掘状況（北から）

(3)貯蔵穴上部土層断面（北から）

(4)貯蔵穴内炭化物層土層断面（北から）

PL.75 (1)大土坑完掘状況及び西壁土層断面（北東から）
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(2)近世大溝西壁部分土層断面（東から）

PL.76 (1)配管等埋設部分調究区全景（南から）

(2)配管等埋設部分調査区土層断面（南西から）

PL.77 (1)大溝 1・2・3出土縄文土器

(2)大溝 1・2・3出土弥生土器

PL.78 大溝 2・3出土弥生土器

PL.79 大溝 1・2出土石器

PL.80 (1)小溝 1・5・7・9出土土器

(2)小溝 5出土石器

PL.81 (1)大土坑出土土器

(2)近世用水路出土土器・粗陶器①

PL.82 (1)近世用水路出土土器・粗陶器②

(2)近世用水路出土砥石

(2)近世用水路出土下駄

く経済学部商品資料館新営に伴う試掘調査＞

PL.83 (1)調査前全景

(2)調査区完掘状況全景（東から）

PL.84 (1) A トレンチ全景（北から）

(2) Aトレンチ河川 l土層断面（北西から）

(3) Bトレンチ全景（北から）

(4) Bトレンチ河川 1土層断面（南東から）

PL.85 (1) Bトレンチ遺構完掘状況（北西から）

(2) Cトレンチ全景（北から）

(3) Dトレンチ完掘状況（東から）

(4) Eトレンチ遺構完掘状況（東から）

く実験廃液処理施設棟新営に伴う試掘調査＞

PL.86 (1)調査区完掘状況全景（南西から）

(2)調査区北西壁土層断面（南から）

く吉田体育器具庫及び便所新営に伴う試掘調査＞

PL.87 (1)調査区全景（南東から）

-XIII -



(2)調査区全景（北西から）

(3)河川 1北壁土層断面（西から）

(4)河川 2北壁土層断面（南から）

付篇 II く山口市内採集の縄文時代草創期石斧＞

PL.88 縄文時代草創期の石斧（山口市内採集・刃部拡大）

原色図版

く吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調査＞

PL.89 B トレンチ第 1号竪穴住居跡出土ガラス小玉

PL.90 B トレンチ第 3号竪穴住居跡出土ガラス小玉

PL.91 Bトレンチ出土ガラス小玉（部分拡大）

く吉田構内第 2屋内運動場新営に伴う発掘調査＞

PL.92 (1)近世用水路出土土師質士器

(2)近世用水路出土陶器①

(3)近世用水路出土磁器①

(4)近世用水路出土陶器②

(5)近軋用水路出土磁器②

PL.93 近世用水路出土陶器③

PL.94 近世用水路出土磁器③

挿図 H 次

く平成6年度山口大学構内遺跡調査の概要＞ く吉田構内の発掘調査＞

Fig.1 山口大学吉田・亀山構内 グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調査

位置図........................................................3 Fig.4 調査区位置図•…………·……………………·5

Fig.2 山口大学小串• 常盤構内 Fig.5 トレンチ配置図……………………………..7 

位置図•• …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 Fig. 6 Aトレンチ遺構配置図…………………・8

Fig.3 山口大学光構内位置図…………………・4 Fig. 7 Aトレンチ壁面土層断面図…………・9
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Fig.8 Bトレンチ、配線トレンチ Fig.28 Aトレンチ河川出土弥生時代

遺構配置図………………………………• • …... 10 前期・中期土器実測図 (3)……………… 41

Fig. 9 Bトレンチ壁面土層断面図………… 11 Fig.29 Aトレンチ河川出土

Fig.10 配線トレンチA区壁面土層断面図…..12 弥生時代後期土器実測図 (1)…………..43 

Fig.11 配線トレンチC・D区 Fig.30 Aトレンチ河川出土

壁面土層断面図………………………………・13 弥生時代後期土器実測図 (2)…………..44 

Fig.12 Bトレンチ第 1号竪穴住居跡 Fig.31 Aトレンチ河川出土

実測図......................................................15 弥生時代後期土器実測図 (3)…………..45 

Fig 13 Bトレンチ第 2号竪穴住居跡 Fig.32 Aトレンチ河川出土

実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 弥生時代後期土器実測図 (4). …………・47 

Fig.14 Bトレンチ第3・4号竪穴住居跡 Fig.33 Aトレンチ河川出土

実測図......................................................19 古墳時代前期土器実測図 (1)…………..49 

Fig.15 Bトレンチ第 1号溝、 Fig.34 Aトレンチ河川出土

第3・4・6号土坑実測図……………・21 古墳時代前期土器実測図 (2)…………..51 

Fig.16 Bトレンチ第 1・2・5・7号土坑、 Fig.35 Aトレンチ河川出土

配線トレンチ第2・3号溝実測図…… 23 古墳時代前期土器実測図 (3)…………..53 

Fig.17 Cトレンチ遺構配置図………………..24 Fig.36 Aトレンチ河川出土

Fig.18 Cトレンチ壁面土層断面図………… 25 古墳時代前期土器実測図 (4)…………..55 

Fig.19 C トレンチ第 1 号土坑実測図•…….. 26 Fig.37 Aトレンチ河川出土

Fig.20 Dトレンチ実測図………………………..27 古墳時代前期土器実測図 (5)…………..57 

Fig.21 Eトレンチ遺構配置図………………..28 Fig:38 Aトレンチ河川出土

Fig.22 Eトレンチ壁面土層断面図………… 29 古墳時代前期土器実測図 (6)…………..59 

Fig.23 Fトレンチ遺構配置図………………..30 Fig.39 Aトレンチ河川出土

Fig.24 Fトレンチ壁面土層断面図………… 31 古墳時代前期土器実測図 (7) …•………. 60 

Fig.25 配線トレンチE・F・G区 Fig.40 Aトレンチ河川出土

実測図 •• • ……・ …....................................... 33 古墳時代前期土器実測図 (8)…………..61 

Fig.26 Aトレンチ河川出土縄文時代晩期～ Fig.41 Aトレンチ河川出土

弥生時代中期土器実測図 (1)…………… 39 古墳時代前期土器実測図 (9)…………..62 

Fig.27 Aトレンチ河川出土 Fig.42 Aトレンチ河川出士

弥生時代中期土器実測図 (2)…………… 40 陶磁器•石器実測図……………………… 63
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Fig.43 Bトレンチ河川出土

縄文時代晩期土器実測図 (1)…………… 65

Fig.44 Bトレンチ河川出土

縄文時代晩期土器実測図 (2)…………… 66

Fig.45 Bトレンチ河川出土

縄文時代晩期土器実測図 (3)…………… 67

Fig.46 Bトレンチ河川出士

縄文時代晩期土器実測図 (4) …•……….. 68 

Fig.47 Bトレンチ第 1号竪穴住居跡出土

遺物実測図•………• ……• …………………….. 71 

Fig.48 Bトレンチ第2号竪穴住居跡出土

遺物実測図……………………………………..72 

F屯.49 Bトレンチ第3号竪穴住居跡出土

遺物実測図………………………………•……・72 

Fig.50 Bトレンチ第4号竪穴住居跡出土

遺物実測図…………・…………………………・73 

F屯.51 Bトレンチ第 1号土坑出土遺物

実測図..........................…• • • • • …................. 74 

Fig.52 Bトレンチ第 2・3号土坑出士遺物

実測図…...................................................75 

Fig.53 Bトレンチ第4・6号土坑出土遺物

実測図…...................................…• …• • ….... 76 

Fig.54 Bトレンチ落ち込み l出土遺物

実測図......................…..... …................. …・77 

Ftg.55 Bトレンチ落ち込み l、土坑8出土

遺物実測図……………………………………..78 

Fig.56 Bトレンチ第 1・2号溝出土遺物

実測図…................................…................ 79 
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第 1章 平成 6年度山口大学構内遺跡調査の概要

山口大学の関連諸施設は、山口市（古田・亀山構内）、宇部市（小串• 常盤構内）、光市

（光構内）の県内各市に分散している。各構内には、縄文時代後・晩期から江戸時代にかけ

ての複合集落遺跡として著名な古田構内をはじめとして、旧石器時代の遺物が出上する小

串構内など周知の遺跡が埋存している。山口大学埋蔵文化財資料館は学内共同利用施設と

して、これら各構内において現状変更を行う諸工事に対し、埋蔵文化財保護の立場から調

査・研究を行っている。埋蔵文化財の調査を必要とする場合は、工事地域周辺での既往の

調在結果や工事の内容、埋蔵文化財に対する影評の度合いなどを勘案し、埋蔵文化財資料

館運営委員会の議を経て、事圃• 試掘• 立会の三種の方法によって調査を実施している。

平成 6年度は下記のように、事前調杏3件、試掘調脊3件、立会調任23件の計29件の調査

を実施した。本年度は通常年度を大きく上回る調査を行うこととなったのであるが、これ

は平成 5年度の第 3次補正予算関連事業の繰越し分が、翌 6年度の事業として組み込まれ

たためである。資料館では平成 6年度中この対応に大変苦慮する結果となった。発掘調在

は平成 6年度中に全ての項目を終了したが、平成 5年度事業報告のための整理作業は大輻

に遅滞せざるを得なかったのみならず、平成 6年度事業分の整理作棠にはさらに通常を大

幅に上回る期間を必要とすることとなった。

Tab.1 平成 6年度山口大学構内遺跡調査一覧表

調査
調 木且 名 構内地区 構内地区割

面積
調在期間 挿図番号

区分 (m) 

グランド屋外照明施設新設 存田
E -20, F -21, G -18 

496 
5月9日～ Fig 144 

事 22, H-19 20, I -21 7月15H No 149 

第2杞内運動場祈営 吉田 G-15 16, I -15 16 726 
7月16日～ Fig 144 

10Jl20日 No 150 
月’’IJ 

グランド屋外賠明施設配線埋設 古田
F-21, G-20 21, H- 11月7日ヽ Fig 144 

124 
19 20 12月2日 No 151 

経済学部商品責料館新‘凶 古田 K -21. L -21 87 5 
4月4日～ Fig.144 

試 4月22H No 152 

実験廃液処坪施設棟祈営 青田 H-12, 13 2 
4月25日～ Fig 144 

4月2711 No 153 

掘
体育器几庫及び便所新営 占W

10月3H - Fig 144 
G-17, H -17 60 

10月5lJ No 154 

経済学部商品責料館仮設電柱設渭 古川 L -22, M -22 23 5 6月20H
Fig 144 

No 155 

¥＇ / 人文学部前駐車場棺備 古田 K -23, L -22 23 6 7 }-j27日
Fig 144 

No 156 

教育学部附属養護学校4活排水管改修 占田 F -19 2 8月2日
Fig 144 

No 157 

会 テニスコート改修 古lll
B-17, C-16 18, D-

15 9月5H 
Fig.144 

15~17, E-15 16 No 158 

教育学部附属養護学校生活訓練施設棟新営 吉田 B -20-22, C -20 16 9月26H
Fig.144 

No 159 
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中成 6年度山口大学構内遺跡調査の概要

調査
調 在 名 構内地区 構 内 地 区 割

面積
調 査 期 間 挿図番号

区分 (m) 

陸上競技場整備（透水管埋設I 古田 C -18, D-18 19 200 10月7日
Fig 144 

No 160 

ハンドボール場改修（プレハブ設置） 吉田 K-22 30 10月20日
Fig.144 

No 161 

野球場フェンス改修 吉田 H -22, I -21 22 3 10月20日
Fig.144 

No 162 

基幹環境整備（ホイラー室配電板設置） 吉田 0~16 4 10月25日
Fig.144 

No 163 

九田川河川局部改良 吉田 D-15, E-14 15 100 
10月28日 Fig.144 

1月11[:l No.164 

第2屋内運動場仮設電柱設償 吉田 G -14 15 05 11月llH
Fig.144 

止， No 165 

教羨部水道秤破裂修理 吉田 I~16 2 11月15日
Fig 144 

No.166 

グランド屋外照明施設配線埋設 古田
E -20, F -20-22, G -18 19 

150 
12月15 Fig.144 

22, H -19, 20, I -20 21 19 20日 No 167 

公共下水道接続
吉田 A-21 4 

12月9E:I Fig 144 

（教育学部附属査護学校プール排水施設設置） 1月20日 No.168 

サークル棟給水管埋設 吉田 F -14 1 12月16日
Fig 144 

No.169 

プール新営給水管埋設 吉田 E -15, F -15 16 10 
12月26日 Fig.144 

2月15日 No.170 

公共下水道接続（汚水管雨水排水施設設置） 吉田 C-18 6 3月3日
Fig.144 

No 171 
会

Fig.144 
教育学部スロープ設置（音楽棟） 吉田 H~17 10 3月17日

No 172 

医学部附属病院 MRI-CT装置棟新菅 小串 300 3月24日
Fig.145 

No25 

教育学部附属山口小学校プール新営給水管埋設 亀山 3 11月10日
Fig.147 

No 14 

教育学部附属山口中学校プール新営給水管埋設 亀山 7 1月27日
Fig 148 

No 15 

教育学部附属光小中学校プール新営給排水管埋設 光 19 2月16日
Fig 149 

No 16 

湯田宿舎公共下水道接続及び排水施設改修 その他 44 
1月13日

2月2 9日

吉田構内の調査（本紐、人文・教育・経済理・農の各学節、教養部：山口市大字詞1677-1、教育学部開属養護学校：伺吉田3003所在）

事前調査3件、試掘調査3件、立会調査18件を実施した。

グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調査では、吉田構内南西部に位置するサッカー・

ラグビー場を囲むようにしてA・B・C・D・E・Fの6つのトレンチを設定した。この

うち Bトレンチでは、弥生時代中期から後期にかけての4棟の竪穴住居跡を検出した。と

くに、後期の2棟の竪穴住居跡からは、合計37個のガラス小玉が出土している。 Bトレン

チは、弥生時代から古墳時代にかけての竪穴住居跡を多数検出した遺跡保存地区に隣接し

ており、これらは一連のものである。この他、 Aトレンチでは河川を検出し、弥生時代終

末から古墳時代初頭の上器が多量に出士した。これは、昭和42年に吉田遺跡調査団が検出

したものと同一の河川であると推定できる。また、 Fトレンチの河川からは、縄文時代後

期から晩期後半の土器• 石器が出土した。なお、この工事では付随する配線の埋設工事も

行われた。これについても事前調介を実施したが、本体部分工事に伴う事前調査と合わせ
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平成 6年度山口大学t/1,内遺跡調杏の概要

て第 2章で報告している。

第 2屋内運動場新営に伴 う発掘調査

では、大小の溝と 土坑を検出した。調

査地は吉田構円の低地部に あたるが、

調査地区の全域において青灰色及び黄

灰色の安定したシル ト層の地山を検出

した 。溝以外の遺構の検出 が乏しく、

若干の削平も考えられるとはいえ住居

跡など直接生活と 結びつく逍構の検出

がなかったことは、吉田遺跡におけ る

土地利用を考える上での璽要な手がか

りとなろう 。追物は、大溝か ら弥生土

器や石器が、用水路か らは近枇の陶磁

器が多量に出土した。

経済学部商品館新営に伴う試掘調査

では、古墳時代以前と考え られる河川

を2条検出 した。遣物の出土は極めて少

なか った。実験廃液処理施設棟新営に

伴 う試掘調在は小規模で、遣構 ・遣物

の検出はみら れなか った。体育器具唐

及び便所新営に伴 う試掘調査では、河

川を検出したが出土遺物は土器1点のみ

で時期の特定はできない。

立会調奔はいずれも小規模で、 グラ
Fig.1 山口大学吉田 ・亀山構内位置図

ンド屋外照明施設配線埋設工事、公共下水道接続工事 （汚水普雨水排水施設設置）に伴う

調査で遺物包含層を検出した以外は顕著な遣構・ 遺物は検出できなかっ た。

亀 山 構内の調査 （教育学部附属LIJIこI幼稚岡山日市白石三頂 1-2、同111日小学校 ：白石三丁廿1-1、同Iii日中坪校 ：白石一丁B9-1所在）

立会調査2件 を実施した。 附属小学校、附属中学校とも にプール新営に付随する給水管

埋設工事に伴うものでいずれも小規模の調査である。 附属中学校で河川の一部と 考えうる

上層を確認したが、 他に顕著な遺構 ・遺物は検出でき なかった。
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平成 6年度山11人学fllir!-J遺跡調介の概嬰

Fig.2 山口大学小串• 常盤構内位置図

小串構内の調 査 （医学部、I岡附属病院、医療技術短期大洋部：字部市大字小串1144所布）

立会調菊1件を実施した。 顕著な選構• 選物は検出できなかった。

光構内の調査 （教府学部附属光小学校、同光巾学校 ：光市大牛空積捕1-1所在）

立会調査1件、プール新営工事に付随する給水管埋設工事に伴う 調査を実施 した。

現地表下30~55cmに遺物包含層と考えられる土層を確認した 。 ここからは 、 土器の小片が

少量出土した。

0 1km 

その他構内の調査

山口市湯田温泉 6丁目に所在する 山口

大学湯田温泉宿舎敷地で、公共下水道

接続及び排水施設改修工事 に伴い、立

会調査一件を実施した。当地は過去に2

回ほ ど立会調査が行わ れている 。今回

の調査では、昭和61年度の調査で確認

された敷地南西部分の地山 に引き 続き 、

敷地北辺部分で地山 を検出し、 宿舎全

域に安定 した地山の存在が想定できる

光キャ ンパス
I I I I I I I よう にな った。

Fig. 3 山口大学光構内位置図
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A トレンチ

II-1 カクラン土

8
 

灰色粘土ブロック

II-2 11-2 

基本層序

I 表土 褐灰色土

グランド層 淡赤褐色砂質土（マサ土）

グランド層 コークス透水層

造成士 灰黒色シルトと黄色粘七ブロック

且こ愈ー

カクラン士

14 

W 地山

V 地山

VI 地山

VII 地山

I X=180 

II-1 

青灰色シルト

明緑色粘砂礫

黄灰色粘土

明黄色粘礫

北東煎
19.6m I x=183 

゜
4m 
(1/80) 

遺構埋土 5 
1 河川堆積土上層 明黄色礫

2 河川堆積土上層 灰白色砂礫

3 河川堆積土上層 灰褐色砂

4 河川堆積土中層 黒灰色シルト

5 河川堆積土中層 明緑灰色砂と黒色シルトの互層

6 河川堆積土中層 灰色砂礫

7 河川堆積土中層 灰色砂

8 河川堆積土中層 灰色祖砂

9 河川堆積土中層 青灰色シルト

10 河川堆積土中層 黒色シルト

11 河川堆積土下層 黄灰色砂礫

12 河川堆積上下層 灰色粗砂8と黒色シルト10の互層

13 河川堆積土下層 灰黒色砂

14 河川堆積土下層 黒色シルト

15 河川堆積土下層 暗灰色砂礫

16 河川堆積土下層 暗灰褐色砂礫

Fig.? Aトレンチ壁面土層断面図

(1)層序

本トレンチ内においては、薄い表層土の直下は河川堆積士であった。グランドから一段

上がった南門道路の法面部分において、表層土直下から検出した厚さ約50~60cmに渡る明

黄色礫は河川の最終堆積土と考えられる。礫の大きさから、突発的な大水がもたらしたも

のと推測できる。この層から遺物は一切認められなかった。この明黄色礫に密閉されてい

たのが、中層の黒灰色シルトである。植物遺体と共に、多数の士器片が出土した。下層は

砂礫層であるが、土器はほとんど含まない。地山は黄灰色粘士あるいは青灰色シルトを主

とし、一部明緑色• 明黄色の粘砂礫が認められた。
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Bトレンチ

~~~ ロ
北西壁
18.9 m I Y=370 I 

~ 三二三
zL-II 

ill 

~~---==-
I Y=375 

~----.:..、―一- 二

III T II I コンクリート

S A Iて口~二三→三書圧i,

淡赤褐色砂質土

コークス透水層

淡黄灰色粘質土

褐色粘質土

黒灰色粘質土

明黄灰色シルト

明黄灰色粘質土

明黄灰色砂礫

遺構埋上

1 透水管埋t
2 暗渠埋土

3 SD-1埋t

4 SD-1埋t

5 SD-1埋 L

6 SD-1埋土

7 SB-1埋t

礫

水田耕土と地山ブロソク

黒色粘質土

茶褐色砂礫

黒色粘上と地山ブロック

黒色粘土

暗茶灰色粘質上

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
 

~ 一ー］
N 

4m 
(1/80) 

SB-1埋土

SB-2埋土

SB-3埋土

SK-7埋土

落込1埋土

落込1埋土

落込1埋t

黒灰色粘質土（砂礫混）

暗茶灰色粘質上

暗褐色砂礫

灰色シルト

黒灰色粘質土（茶斑）

灰色粘土

灰色粘士と地山ブロック

Fig.9 Bトレンチ壁面土層断面図

2
 

B トレンチ (Fig.8~11, PL.4) 

Bトレンチは、保存地区の南西側（グランドの北辺中央にあたる）、 クラブハウス前に設

定したlOmX10mのトレンチである。 グランド層直下が竪穴住居跡の遺構検出面であり、

削平の著しさを窺わせた。調在は5月9日から7月15日まで実施した。また、周囲の配線ト

レンチAl・A2・B(透水管による撹乱内に設置した） ・C・D区からは、

一連の遺構が検出されているため、合わせて報告を行う。

Bトレンチと
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調介

Al区南東壁 Al区南西壁 X=260 
19.0m 19.0m 

I-1 

基本層序

Al区北西墜
19.0m 

亨三亨-三三；三ー3

I -1 表 t 暗赤褐色砂質土 11 グラント層 コークス透水層 V 地山 灰青色シルト A 河）II堆積土 黄灰色シルト

I -2 グランド層淡赤褐色砂質！：（マサい m水田耕土淡黄灰色粘質!: VI 地山 明黄灰色シルト B 河川堆積七 灰黒色細砂

I -3 グランド層 暗赤褐色砂質土（マサ土） W 水田床l 淡灰褐色粘質土 Vl1 地山 灰青色細砂 C 河川堆積土 暗青灰色砂礫

D 河川堆積土 黒灰色砂礫

A2区南西壁 I x=245 x=250 

三
遺構埋土

1 SB-3埋土 黒灰色粘質土

2 SB-3埋士 黒灰色粘質土

（明黄灰色シルトブロック混）

3 SB-1埋土 暗褐色粘質土

4 SB-1埋土 暗褐色粘質土（砂礫ブロソク混）

3m 
(1/80) 

5 SB-1埋土 茶灰色粘質士 10 SB-4埋上 暗茶褐色粘質土

6 SB-1埋七 茶灰色粘質土（砂礫ブロック混） 11 SB-4埋土 黒灰色粘質土

7 SB-1埋土 黒褐色粘質土 12 SB-4埋土 黒灰色粘質土と

8 SB-1埋土炭・ 灰 明黄灰色シルトブロソク

9 SD-1埋土 茶褐色粘質土 13 SB-4埋士 暗褐色粘質土

Fig.10 配線トレンチA区壁面土層断面図

(1)層序

Bトレンチの北東側では、グランド層の直下に数cmの水田層が残されているだけで、す

ぐに第VI層：明黄灰色シルトの地山となる。南西にゆくにしたがい地形は落ち込み、厚く

なった水田層下で、第V層：黒灰色粘質士の遺物包含層が認められた。

この士層堆積状況は、配線トレンチ内においても同様であった。北東側のAl・A2区で

は水田層はほとんど残っておらず、グランド層の下は撹乱層を挟んで、河川堆積土の明黄

灰色砂礫及び地山と考えられる第VI層：明黄灰色シルト（上面標高約18.5m)となる。しか

し、撹乱をまぬがれた A2区の東側では、標高18.7 mで第V層：灰青色シルトを検出して

いることから、本来第VI層の上には第V層が広く堆積していたと考えられる。実際、地形

が落ち込んだC区では、第V層：灰青色シルト（上面標高約18.5m)及び第VI層：明黄灰色

シルト（上面標高18.4m)の上下2層の堆積を確認している。また、 C区では撹乱の少ない

部分で水田層を確認することができた。 C区は南西側のD区に向かって深く落ち込んでい

る。 D区では地山層を確認しておらず、配線トレンチのD区から E区中央にかけては、大

きな谷地形があったと想定される。
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Bトレンチ

東限 南壁 カクラン土 y=390 カクラン土 南西壁

三~2三二二三二言／ふ正
基本層序

I -1表 L 暗赤褐色砂質土 II グランド層コークス透水層 W 水田床土 淡灰褐色粘質十 V1 地 山 明黄灰色シルト

I -2グランド層淡赤褐色砂質L(マサ土） 1II 水田耕土 淡灰色粘質L V 地 ill 灰青色シルト Vil 地 山 青灰色砂礫

南壁
19.0m I-2 I-3 II 

1y=380 
VI 

D
 

南壁 I y=37s I y=37o 南西壁

／ニロー ニ L
11 SB-4埋土黒灰色粘質土 17 SD-2埋土暗褐色粘質土と 23落込1埋土黒灰色粘質土

12 SB-4埋t黒灰色粘質t 暗黄灰色シルトブロック 24落込1埋t 明茶灰色粘質上

A 河川堆積土黒灰色砂礫 と明黄灰色シルトブロソク 18 SD-3埋十暗灰色粘質士 25落込1埋土青灰色シルト（上部黄斑）

B 河川堆積土灰青色シルト（砂礫混） 13 遺物包含層黒灰色粘質上 19 SD-3埋土暗灰褐色粘質土 26落込1埋土灰黒色細砂

C 河川堆積土暗灰色砂礫 14 落込2埋土暗灰色粘質土 20 柱穴埋士 暗灰褐色粘質土 27落込1埋土灰黒色砂礫

D 河川堆積土明黄灰色粘土と 15 SD-2埋上灰黒色粘質土 21 柱穴埋土 暗灰褐色粘質士 a 水田耕土 灰褐色粘質土

青灰色粘土の互層 16 SD-2埋士暗褐色粘質土 22 落込1埋土賠灰褐色粘質土 b 水田床土 暗灰色粘質土（黄斑）

Fig.11 配線トレンチ C•D 区壁面土層断面図

これらのことから、 Bトレンチ付近は微高地から低地への変換域にあたり、その南西側

は大きく落ち込み、北東側の微高地は後他に著しい削平を受けていることが判明した。

(2)遺構

う可JII(PL.10) 

Bトレンチの北東辺に沿って検出した。弥生時代の遺構検出面となる第VI層：明黄灰色

シルトと同一面上の標高約18.5mで、河川堆積層と考えられる明黄灰色砂礫の広がりを認

めた。この明黄灰色砂礫の際に沿うように堆積し、明黄灰色シルトよりやや色調の薄い淡

黄灰色シルトから縄文時代晩期中葉の土器を検出した。淡黄灰色シルトは下層になるにつ

れ、明黄灰色粘質土へと変化していた。明黄灰色粘質土層は無遺物層であるらしく、この

層こそが本来の河川肩部と考えられた。おそらく、明黄灰色砂礫が河川本流の堆積士であ

り、淡黄灰色シルトは河川屑部の堆積士であろう。

明黄灰色砂礫の検出状況から、河川は南東から北西に流水していたと考えられる。検出

したのは南肩部で、北肩部は調杏区外にあるため、河幅は不明である。深さも、河床面を

確認していないので不明である。給水管による撹乱が河川上面から深さ約40cmに及ぶが、

河川の堆積士内にとどまる。明黄灰色砂礫層からは縄文士器小片がわずかに出土した。
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古田構内グランド！せ外照明施設新設に伴う発掘調査

第 1号竪穴住居跡 (Fig.12,PL.5• 6) 

Bトレンチの北東部と配線トレンチで検出した、直径約8.4mの円形竪穴住居跡である。

Bトレンチには住居跡の西側約1/3がかかり、住居跡の東側は配線トレンチで固溝の南北

両端を検出したことから推定している。 Bトレンチで検出した住居跡西側部分は、給水管

とグランド透水管、弥生時代後期終末の第 1号溝によって著しい撹乱を受ける。また、住

居跡の北西側は、第 3号住居跡に切られているが、周溝には撹乱が及んでいない。住居跡

検出面の標高は18.52mである。住居跡の基盤となる土層は、明黄灰色シルトと明黄灰色砂

礫である。これは河川堆積士上に竪穴住居を掘り込んだことによるもので、明黄灰色砂礫

が河川本流部分の堆積土である。住居跡の埋士は一様ではなく、黒灰色粘質士を主としな

がら、基盤士層が明黄灰色砂礫の部分は砂礫を多く含む。

本住居跡は上面の削平が著しく、 Bトレンチで辛うじて約5cmの周壁立ち上がりが検出

できた。配線トレンチ南側では削平が床面にまで及び、下層の河川堆積上が露出している。

土色は若干にごっているが、踏み込みなどによるものであろう。床面標高は、 Bトレンチ

で18.47m、配線トレンチで18.58mである。床面は自然地形と同じく、北東から南西にむか

ってやや傾斜していたと考えられる。固溝が巡るが、南側の一部が途切れており、出人口

の可能性がある。周溝は幅約30cm、床面からの深さが約10cmである。周溝底面の標高は、

Bトレンチで18.35m、配線トレンチで18.40mを測る。固溝も床面と同様に、北東から南西

にむかって傾斜がつけられていたと考えられる。柱穴は住居跡内において8基検出した。

これらは平面形が円形あるいは楕円形を呈し、直径20~40cm と大きさに間題はないが、床

面からの深さが10~25cm といずれも浅い。

炉については、配線トレンチにおいて炭・灰が充填した不定形な落ち込みを検出してお

り、可能性がある。ただし、この炉跡と考えられる落ち込みは、上面を溝状の遺構に、北

側をグランド透水管によって撹乱されており、検出したのは東肩にとどまる。したがって

平面形態については不明である。深さは、住居跡床面から約17cmである。

遺物は、住居跡埋土より、小片ではあるが弥生時代後期の士器が出土している。また、

固溝の上面からは滑石製紡錘車が出土した。なお、埋士を水洗選別したところ19点のガラ

ス小玉を検出した。しかし、石器及び剥片を見いだすことはできなかった。

本住居跡の時期は、滑石製の紡錘車を伴うことや石器が消失していることから、出土土

器が示すとおり弥生時代後期に比定できる。また、弥生時代後期終末の特徴を持ったタタ

キ甕を含む第 1号溝に切られることから、終末以前の弥生時代後期と考えられる。
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Fig.12 Bトレンチ第 1号竪穴住居跡実測図
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調杏

第 2号竪穴住居跡 (Fig.13,PL.7・8) 

Bトレンチの北西辺で検出した、直径約7.2mの円形竪穴住居跡である。住居跡の西半分

は調杏区外にある。検出した住居跡の東半分は、給水管と透水管によって著しい撹乱を受

けていた。北側は第 3号竪穴住居跡によって切られており、当初この第 2号竪穴住居跡に

伴うと考えた北側固溝は、最終的には第 3号住居跡に伴うものと判断した。本住居跡の検

出標高は18.54mであるが、著しい削平のため周壁は残っておらず、周溝のみを検出してい

る。しかし、その周溝も断続的にしか検出できず、削平が周溝底面直上にまで及んでいる

ことを示している。ただし、後世の水田による削平は、住居跡の北側のみであり、住居跡

の南側上部には遺物包含層の堆積が認められた。遺物他含層は、弥生土器の他、土師器を

含んでいた。第 2号住居跡はかなり早い段階（おそらく古墳時代）に削平を受けていたこ

とが窺える。住居跡の検出面となる土層は、第VI層：明黄灰色シルトである。

検出した床面には、第 1号住居跡と同様のにごりが認められた。床面の明黄灰色シルト

に、黒灰色粘質士がブロック状に混じっている。おそらく、生活面として使用され、踏み

込まれた結果であろう。周溝は検出面から2~6cmの深さである。削平を受け周溝が浅くな

る部分があり、また断続的である。住居跡の東側では周溝の一部が二重になる箇所がある。

柱穴は住居跡内において13基検出しているが、このうち主柱穴になると考えられるものが

8基である。ただし、このうちの6基については、 2ヶ所でそれぞれ3基ずつが切り合ってい

る。建て替えを示すものであろう。これらの柱穴は、いずれも平面形が円形を呈し、直径

は30~40cm、深さは検出面から30~60cmである。

住居跡中央付近において炭・灰層の広がりを確認した。掘り下げた結果、 2基の土坑と、

浅い柱穴状の落ち込みとなった。このうち浅い柱穴状の落ち込みの性格については不明で

ある。 2基の土坑ば炉跡と考えられ、浅い柱穴状の落ち込みについても、上面か削平され

た炉跡の可能性がある。炉跡 1(北側の士坑）は長軸80cm、短軸70cmを測り平面形は円形

に近い。深さは検出面から約20cmである。炉跡 2(南側の土坑）は長軸75cm、短軸56cm

を測り平面形は楕円形を呈する。深さは検出面から約20cmである。両者とも埋土は2層か

らなり、上層は茶灰色粘質土で下層は炭•灰である。周溝は二重になる部分があり、柱穴

も切り合いがあることから、本住居跡は最低2回の建て替えが行われたと考えられる。

遺物は、削平が床面にまで及ぶため極めて少ない。したがって本住居跡の時期について、

出土遺物からは明らかにできないが、第 3号住居跡に切られることから、弥生時代後期以

前のものと考えられる。
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Fig.13 Bトレンチ第 2号竪穴住居跡実測図
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調介

第 3号竪穴住居跡 (Fig.14,PL.9 (1) (2)) 

Bトレンチの北隅と配線トレンチで検出した、推定直径約6.0mの円形竪穴住居跡である。

第 1号竪穴住居跡と第 2号竪穴住居跡を切り込んでいる。検出当初、第 3号住居跡の周溝

を第 2号住居跡のものと考えたため、第 3号住居跡を落ち込み状遺構ととらえ、住居跡と

しての検出を行っていない。しかし、平坦な床面や多数のガラス小玉の出土、その後に行

った配線トレンチの調介結果から、住居跡と判断するに至った。配線トレンチでは、住居

跡北側の大半が撹乱を受けていた。検出標高は18.54mである。河川堆積土である明黄灰色

砂礫（部分的に賠青色砂礫層）を検出面とする。

床面の標裔は18.46mであり、高さ約10cmの周壁を残していた。埋土は賠褐色砂礫であ

る。周溝は Bトレンチでの第 2号住届跡との切り合い部分と、配線トレンチで検出してい

る。周溝輻は約20cmを測り、床面からの深さは約5cmである。固溝底面の標高は18.35mで

ある。 Bトレンチでは住居跡内で柱穴を2基検出したが、両者とも主柱穴になるとは考え

られない。

遺物は、弥生時代後期の士器とともに、ガラス小玉が18点出土している。本住居跡の時

期は、第 1号竪穴住居跡を切ることから、弥生時代後期でもやや下がると考えられる。

第 4号竪穴住居跡 (Fig.14,PL.9 (3) (4)) 

配線トレンチで検出した推定直径約6.3mの円形竪穴住居跡である。調査区の輻が狭いた

め、北東の周壁及び周溝と、西の固壁を検出したにすぎない。また、北東の固壁部分のほ

とんどは、給水管によって撹乱されていた。検出標高は18.52mである。基盤となる士層は

明黄灰色シルトであるが、住居跡の中央部分は明黄灰色シルトを切り込んだ黒灰色砂礫が

基盤となっている。弥生時代以前の河川堆積士であろう。

床面の標高は18.44mである。床面からの固壁の立ち上がりは、 B区では約8cmであるが、

A2区では20cm近くを測る。埋土は黒灰色粘質士であるが、基盤層上面において原さ約

10cmに渡る黒灰色粘質士と明黄色灰色シルトのブロック土を検出している。貼り床とも考

えられるが、周溝埋土との切り合いを観察する限りにおいて、このブロック土は周溝の埋

士である賠褐色粘質土を覆っていた。第 1 号• 第 2号住居跡と同じく床面のにごりの可能

性が強い。周溝を検出したのは A2区の南端部である。 C区においては、周壁の立ち上が

りを確認したが、周溝は認められなかった。周溝は幅約20cmで床面からの深さが約5cmで

あった。周溝底面の標高は18.40mである。住居跡内において4基の柱穴を検出した。弥生

時代中期後半の土器片が出土している。
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調介

第 1号溝 (Fig.15,PL.11) 

第 1号溝は北東ー南西に軸をもつ溝である。 Bトレンチで検出した弥生時代後期の第 1

号竪穴住居跡の埋土上面から切り込まれている。 Bトレンチを中心として、配線トレンチ

の A2区及びC 区で検出しているが、溝はさらに調査区外へと延びている。溝幅40~60cm 、

調在区内での延長12.9mを測る。北東側の底面標高は18.3mであるのに対し、南西側の底面

標高は18.lmとやや低く、溝幅は北東側が約60cm、南西側が約40cmを測る。自然地形の傾

斜方向から、北東から南西への流路方向が考えられる。第 6号士坑の西に隣接した溝の底

面には、甕が口縁部を下にして置かれていた。この甕や、他に出土した士器片の特徴は、

弥生時代後期終末を示している。

本溝は、弥生時代後期の第 1号竪穴住居跡が埋没してから掘削されたと考えられる。性

格は不明であるが、北東側は微高地がさらに高くなっていると考えられ、そこにある住居

跡の排水路であろうか。

第 3号土坑 (Fig.15,PL.12 (1) (2)) 

Bトレンチの西側で、第 1号溝に連結した状態で検出した隅丸方形の土坑である。規模

は、長軸1.8m、短軸1.2mを測る。検出面の標高は18.5m。士坑の底面標高は18.28mである。

土坑内の第 1号溝の底面標高は18.22mと、溝底面のほうが士坑底面よりやや深い。また、

士坑内の溝中央部には柱穴があった。柱穴の底面標高は18.lmである。埋士は2層からなり、

第 1層：黒色粘質士、第 2層：黒灰色粘質士である。埋土の検討により、溝と士坑の間に

切り合いを認めたが、一連のものである可能性も高い。

出士遺物にはタタキ甕胴部片があり、土坑の機能時期は第 1号溝と同じく弥生時代後期

終末と考えられる。性格は不明である。

第 4号土坑 (Fig.15,PL.12 (3)(4)) 

Bトレンチ内の第 1号溝のほぼ中央で検出した不定形な土坑である。第 1号溝が幅90cm

ほどに広がる士器溜まりの可能性もある。底面においても幅は広がっているが、底面の標

高は溝と同じである。埋士は 2層からなり、第 1層：灰黒色粘質士、第 2層：暗茶灰色粘

質土であるが、溝の埋土と基本的に同様である。

第 6号土坑 (Fig.15)

B トレンチ内の第 1号溝の東側、第 1号竪穴住居跡の埋土上面で検出した土坑である。

第 1号竪穴住居跡の埋土の上から切り込まれていたため、検出当初は輪郭が不明確であっ

た。第 1号溝が幅1.6mほどに広がる土器溜まりの可能性もある。
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調介

第 1号土坑 (Fig.16,PL.13 (1) (2)) 

Bトレンチの西側、落ち込み 1の東肩に接して検出した、平面形が楕円形を呈する土坑

である。長軸は1.3m、短軸は80cmを測る。検出面の標高は18.4mで、深さは検出面から約

25cmを測る。断面形は浅い皿状となる。底面標高は18.15mである。埋土は2層からなり、

第 1層：黒色粘質士、第 2層：黒灰色粘質土である。上面で高杯脚部と甕口緑部、自然石

などを検出している。出士した高杯脚部の特徴は、弥生時代後期後半を示す。

第 2号土坑 (Fig.16,PL.13 (3)(4)) 

Bトレンチのほぼ中央、給水管と賠渠によって分断された状態で検出した士坑である。

平面形は不定形な長楕円を呈すると考えられるが、西側を給水管によって切られるため、

全形は不明である。長軸2m、短軸は50cm以上である。深さは検出面から約30cmで、南側

のみにテラスをもった、変形二段掘りの土坑である。一段深くなった北側底面では、やや

南よりに柱穴が検出された。柱穴の深さは土坑底面から約40cmである。

第 5号土坑 (Fig.16,PL.14 (1)) 

Bトレンチの南西辺で検出した不定形な土坑である。大部分は西側の調在区外にあると

考えられ、全形は不明である。検出面の標高は18.38mである。深さは検出面から約4cmほ

どしかなく、底面標高は18.34mである。

第 2号溝 (Fig.16,PL.14 (2)) 

配線トレンチの C区で検出した溝である。北側にコーナーがあり、長楕円形を呈する土

坑の可能性もある。長さはlm以上、幅は70cmを測る。検出面の標高は18.4mであり、深さ

は検出面から約40cmである。底面標高は18.86mであった。弥生時代中期後半の士器が出

土した。

落ち込み 1(Fig.16, PL.14 (3) (4)) 

Bトレンチの南隅及び配線トレンチの C区で検出した落ち込みである。埋土の下層は砂

礫からなり、河川と考えられる。調在したのは北肩のみであり、全体の規模については全

く不明である。仮に E区で検出した落ち込みを Bトレンチ落ち込み 1の南肩とすると、幅

は30mを超えるが、妥当性に疑問を残す。北肩はほぼ垂直に落ち込んでいる。埋土は大き

く3層に分かれる。上層の黒灰色粘質土は古墳時代前期の遺物を包含している。下層の灰

黒色砂礫からは弥生時代中期後半の士器が出士している。検出面の標高は18.5mである。

深さは河床面を確認できた地点で検出面から約70cmを測るが、河床面はさらに南側へと落

ち込んでいた。
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調在
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Fig.17 Cトレンチ遺構配置図

3 Cトレンチ (Fig.17・18,PL.15) 

Cトレンチは、陸上競技場との境にあたるサッカー・ラグビー場の北端に位置する。遺

構は、調査区の南端で2条の小溝が連結する小土坑を、調在区の西側で古代から中世にか

けての土器を含んだ浅い落ち込み状遺構を、調査区中央で溜池状遺構を検出している。調

在は5月30日から 6月10日まで実施した。
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(1)層序

基本層序は次の順である。第 I層：マサ士、第 II層：コークス透水層、第皿層：造成土、

第W層：灰色粘土（水田耕土）、第V層：黄灰色粘士（水田床土）、第VI層：淡黄色粘士。

第III層は、グランド造成時に平坦地を確保する目的で、地形的に低まったグランド西側

のみに持ち込まれたものらしい。 Eトレンチと同じグランド西側の Fトレンチでも確認さ

れる。厚さは約50cmである。第W層と第V層は、統合移転前の水田層である。遺構は第V

層を除去した第VI層の上面、標高18.0mで検出した。また、トレンチの西から北にかけて

は、第V層と第VI層の間に、わずか数cmではあるが遺物包含層を挟んでいる。このことか

らも、旧地形が西側に向かって傾斜していると判断できる。
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調査
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Fig.19 Cトレンチ第 1号土坑実測図

(2)遺構

第 1号土坑 (Fig.19,PL.16 (1)(2)) 

トレンチ南端で検出した不定形の土坑である。長軸約1.0m、短軸約0.8mを測る。検出面

の標高は18.0mである。深さは約20cmで、底面標高は17.78mである。南側には、平行する

2条の小溝が取り付く。小溝は幅20cmである。深さは検出面から約5cmで、底面標高は

17.95mを測る。埋士は、土坑• 溝ともに黒褐色粘土の単層である。

落ち込み状遺構 (PL.16(3)) 

トレンチ西側で検出した浅い落ち込みで、全形は不明であるが、西側へ谷状に落ち込ん

でいる可能性がある。検出面の標高は17.9mで、調在区内で最も深い西端の底面標高は

17.7mである。埋土は2層に分かれ、上層が灰褐色粘質土、下層が黒褐色粘士である。

溜池状遺構

調在区の中央やや北東寄りで検出した楕円形の落ち込みである。陪梨に切られた形で検

出したが、埋士は賠渠と同じく灰色粘砂と黄色粘土のブロック土であり、暗燥と同時期か、

それ以前であっても近接した時期と考えられる。長軸約6.0m、短軸約5.0mを測る。
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Fig.20 Dトレンチ実測図

4 Dトレンチ (Fig.20,PL.17) 

Dトレンチはグランド南端、南門のすぐ西側に設定したトレンチである。調査は5月30

日から行う予定であったが、表層を除去した途端、礫層となり湧水が激しく、水中ポンプ

の排水鼠を上回ったため、一旦調査区を埋め戻した。 Dトレンチの位置が地下水の本流に

あたると予想されたため、 7月13日からの再調介は重機のバケット幅の掘削にとどめ、土

層の確認のみを目的とした。調在区は幅lm、長さ4mで、面積約4面の小規模なものとなっ

た。遣構は全く認められず、 7月15日に埋め戻しを行った。

(1)層序

層序は、第 I層：マサ士と第 II層：コークス透水層からなるグランド層の直下が、河川

堆積士の第m層：明茶褐色礫と賠褐色礫の互層となっており、激しい湧水をみた。第皿層

はより下位に続くが、湧水を水中ポンプ2台で辛うじて排水していたため、安全管理面か

ら現地表下約80cmのところで掘削を中止した。
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Fig.21 Eトレンチ遺構配置図

5 Eトレンチ (Fig.21・22,PL.18) 

Eトレンチはグランド南西部、 Dトレンチと Fトレンチの並びの中央に設定したlOmX

10mのトレンチである。調杏は6月10日から6月21日まで実施し、 7月13日に埋め戻しを行っ

た。縦横に近世暗渠が巡らされており、顕著な遺構は認められなかったが、調査区の全体

に渡り黒色粘質土の遺物包含層が広がっていた。
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南東壁
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Fig.22 Eトレンチ壁面土暦断面図

(1)層序

4m 
(1/80) 

基本層序は以下のとおりである。第 I層：マサ土（表士）、第 II層：バラスと砂の透水

層、第III層・．シルトと第W層のブロック上（造成士）、第W層．．灰褐色粘質土（水田耕土）、

第V層：茶灰色粘質土（水田床土）、第VI層：黒色粘質上（遺物包含層）、第VII層：青灰色

シルト（地山）。

地山となる第VII層：青灰色シルトの検出面は標高18.2mである。上面には遺物包含層で

ある第VI層：黒色粘質土が厚さ約20cmに渡って堆積していた。第VI層と第VII層の境では、

黒色粘質上が青灰色シルトに溶け込んでマーブル状になっていた。第VI層が第VII層を強い

勢いで浸食しながら堆積していったことを示すと考えられる。遺物包含層である第VI層に

含まれる炭化物は少なく、人為的形成というよりは洪水など自然的要因によって形成され

た可能性が高い。 Aトレンチ及び配線G区で検出した弥生時代後期終末の河川の氾濫原で

あった可能性も考えられる。ただし、 Eトレンチの第VI層は、須恵器出現直前の士師器を

含んでおり、前述の河川より新しい年代が与えられる。
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Fig.23 Fトレンチ遺構配置図

6 Fトレンチ (Fig.23・24,PL.19・20) 

Fトレンチはグランドの西端に設定したlOmX10mのトレンチである。 調査は6月21日

から7月8日まで行い、 7月13日に埋め戻しを行った。

縄文時代の河川を検出した。河川は青灰色シルト及び青灰色砂礫を河床とする上層と、

それ以下の下層の 2時期に区分できる。上層から晩期士器が、下層から後期土器が出士し

た。なお、 Fig.23には、北亜肩が検出できた、河川上層（縄文時代晩期）を図示している。
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Fig.24 Fトレンチ壁面土層断面図

(1)層序

水田層直下に厚さ約10cmの第VI層：黒色粘質土の遺物包含層が広がっていた。弥牛土器

や土師器を含み、 Eトレンチで検出した遺物包含層と一連のものと者えられる。以下は河川

堆積土で、上下2つのまとまりで捉えられる。上部は縄文時代晩期の河川堆積土 (1~4) 、下

部は晩期以飢の河川堆積土 (5~17) である。上部の河川は、下部の河川堆積士 (5·6) を肩

として検出する。 7以下は砂礫層が続き、若干の縄文時代後期の土器片を出土している。
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7 配線トレンチ (Fig.25,PL.21) 

前述したように、照明塔への電源を引き込むために、電線の地中埋設がグランド内で計

画された。高圧電線のため現地表から50cm以上の掘削が必要であり、幅はlmが要求され

た。検討の結果、 Bトレンチと Eトレンチの間には暗渠が通っており、この暗渠部分を掘

削することによって周囲の埋蔵文化財への影響を極力小さくしようとする妥協策が取られ

た。結果的に、グランドの中央にトレンチを人れる形となった。 E区は長さ25m、F区は

長さ20m、G区は長さ22mのトレンチである。調査期間は11月7日から12月2日までである。

(1)層序

基本層序は次の順である。第 I層：マサ士、第 II層：コークスを主とするグランド透水

層、第皿層：暗褐色粘質土を主とする水田耕土、第W層：灰黄色粘質土（水田床土）、第V

層：灰褐色粘質土を主とする水田耕土、第VI層：暗灰褐色粘質土（水田床土）、第VII層：黒

灰色粘質土（遺物包含層）、第VIII層：青灰色シルト（地山）、第IX層：明黄灰色粘土（地山）、

第X層：暗灰色砂礫（地山）

I·II 層は大学のグランド造成に関係するもの、 m~vr層は統合移転以前の水田層であ

る。第VII層が遺物包含層であるが、 E区西端 ・F区 ・G区東半では検出していない。後世

の開墾により削平されたのであろう。標高18.5~18.6mで第 VIII層を検出している。これも、

遺構面が一定の高さを保っていたと考えるよりは、後世の浸食や開墾の著しさを示すもの

であろう。 F区は第VIII層の検出面が18.6mと他の調査区と比較して若干高いが、包含層及

び遺構は検出していない。 F区付近は本来微高地であり、遺構は削平されたと考えるべき

であろう。なお、 E区西半は深い落ち込みになっており、遺物を含む埋土が厚く堆積して

いた。

(2)遺構

配線トレンチ E~G 区は、 トレンチを暗渠上に設定したこともあり、遺構の検出は極め

て少ない。 E区では東半のほとんどが深い落ち込みになっている。この落ち込みは、 Bト

レンチで検出した弥生時代中期後半の落ち込み lと埋士が近似する。

G区では河川を2条検出している。調杏区東側の河川 lは河幅が約5m、深さは検出面か

ら30cm以上あるが河床を検出していない。河川 lの西隣にある河川 2は河幅が約1.2m、深

さは約20cmである。河川 1が本流で、河川 2は支流であろう。河川 lから複合口縁壺が出

士していることから、 Aトレンチで検出した河川につながると考えられる。
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Fig.25 配線トレンチ E・F・G区実測図
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小粘

8 小結

本調査は、吉田構内南西部に位置するサッカー・ラグビー場の周囲及びその中央部で実

施した。結果的に、土層や埋蔵文化財の有無を広範囲に確認でき、また旧地形を復元する

大きな手がかりとなった。グランド北東部の Bトレンチ付近と、グランド中央の配線トレ

ンチ F区付近に、南東から北西に延びる二つの微高地があり、その間には谷状の大きな落

ち込みのあることが判明した。また、配線トレンチ F区付近の微高地の南側にも低地部が

あり、 G区では弥生時代後期から古墳時代前期の土器を含んだ河川を検出した。この旧地

形に対応するように遺構及び遺物の分布が認められた。検出した遺構について、時代を追

ってまとめる。

(1)縄文時代

Fトレンチにおいて、縄文時代後期の河川を検出した。この河川は、現在古田遺跡で遣

構検出面としている黄色系あるいは青色系シルト層の下位で確認された。流路方向は不明

である。この河川の上面に、北から南に流れる縄文時代晩期の河川を検出した。 Bトレン

チにおいても、南東から北西に流れる縄文時代晩期の河川を検出している。これらの河川

肩部の堆積土がシルトであり、このシルトが古田遺跡低地部の弥生時代の遣構面を形成し

ていることが判明した。

(2)弥生時代

Bトレンチと配線トレンチAl・A2・C区において、 4棟の円形竪穴住居跡を検出した。

うち2棟は中期、他の2棟が後期のものと考えられる。いずれも削平が著しく残存状況は良

くない。最大のものは後期の第 1号竪穴住居跡で、直径8.4m、推定床面積約54m2である。

なお、後期の2棟の竪穴住居跡から、合計37個のガラス小玉~が出土している。その他、 B

トレンチ及び配線トレンチ C区からは、弥生土器を含んだ士坑7基と溝2条を検出した。

(3)古墳時代

Bトレンチにおいて、弥生時代後期の第 1号竪穴住居埋没後に上面から掘り込まれた小

溝を検出した。小溝にはt坑が連結しているが、両者の機能的関係は不明である。グラン

ド北東部に設定したAトレンチとグランド中央の配線トレンチ G区では、弥生時代後期か

ら古墳時代前期の土器を多量に含んだ河川を検出しており、これらは一連のものと考えら

れる。また、この河川は、より低い南東部側にたびたび氾濫したと考えられ、 Eトレンチ

やFトレンチにおいて、洪水堆積土である黒色粘質土層を検出している。
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(4)古代

グランド北西隅の Cトレンチにおいて、古代の土器を含んだ落ち込み状遣構を検出して

いる。性格については不明である。

今回の調査分を加えると、遺跡保存地区から教育学部講義実験棟にかけての微高地では、

弥生時代中期から古墳時代前期の竪穴住居跡が30棟検出されたことになる。その内訳は、

遺跡保存地区21棟、昭和56年度教育学部校舎新党4棟、昭和59年度ラグビー場防球ネット 1

棟、平成 6年度屋外照明施設新設4棟である。これらの調査は微高地上全体には及んでお

らず、微高地全休では竪穴住居跡の棟数はさらに増加するものと考えられる。今回検出し

たBトレンチの状況は、竪穴住居跡の切り合いはあるものの、遺構密度は遺跡保存地区と

比較すると希薄で、地形的にも微高地の末端であることを考えるならば、集落の中心は B

トレンチの北東側から遺跡保存地区にかけて存在したと想定される。

また、今回の調在ではグランド中央においても微高地を確認しているが、遺構及び遺物

を検出することはできなかった。しかし、山口大学古田遣跡調査団刊行の『吉田遺跡発掘

調在概報』には、第皿地区南区とする南門周辺において、河川北側で弥生時代中期から後

期にかけての遺構が検出されたとの記述がある。南区で検出した河川の北側は、位置的に

はグランド中央付近にあたり、配線トレンチ F区で検出した微高地の末端と考えられる。

とすれば、配線トレンチ F区では遺構が認められなかったが、これは微高地が後戦に大き

く削平されたためで、本来は遺構が分布していた可能性が高い。南区の出土遺物から、遺

跡保存地区の微高地と谷を挟んだグランド中央の微高地にも、弥生時代中期から古墳時代

前期の生活域が広がっていたと考えられる。遺跡保存地区からサッカー・ラグビー場にか

けては、弥生時代中期から古墳時代前期の大規模な集落が形成されていたのであろう。

微高地に対し、低地部では弥生時代後期から古墳時代前期にかけての士器を含む河川を

検出した。河川堆積土に含まれる遺物は水漬け状態であったため、土器は器面が美しく保

たれ、植物遺体は腐食せす残っていた。これらは生活域である微高地上から流れ込んだも

のと考えられる。河川の大部分は、未だグランド下に眠っている。将来、有機質遺物を調

在研究することによって、往時の自然環境と生活を総合的に復元する大きな手がかりを得

ることが可能であろう。
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構内遺跡調査研究年報VI』、 1987年）

4)山口大学埋蔵文化財資料館「山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調介（昭和60・61年度）」（『山口

大学構内遺跡調在研究年報VIII』、 1990年）

5)山口大学埋蔵文化財資料館「教育学部構内 H-16区の発掘調在」（『山口大学構内遺跡調介研究年報

I』、 1982年）

6)山口大学埋蔵文化財資料館「吉田構内ラグビー場防球ネソト設置に伴う発掘調脊」（『山 D大学構内遺

跡調在研究年報III」、 1985年）

7)河村吉行「山口大学構内の埋蔵文化財の分布」（『山口大学構内遺跡調査研究年報X』、 1992年）

8) 第 1 号竪穴住居跡出士としたものには、第 1 号溝出土のもの (228~232) を含む。これは、第 1 号溝

からのガラス小玉の出土が、第 1号溝が第 1号竪穴住居跡を切り込んだ部分付近に限られることから、

本来住屈跡内にあったガラス小玉が流れ込んだと判断したためである。

9)前掲注 8参照

10)山口大学埋蔵文化財資料館「吉田構内遺跡保存地区の発掘調在（総括）」（『山口大学構内遺跡調査研究

年報IX』、 1991年）

11)前掲注 5文献

12)前掲注 6文献

13)前掲注 1文献
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占HI構内グラント／脊外照間施設祈設に1半う兌掘調在

第3節出土遣物

1 A トレンチ出土遺物

Aトレンチでは、河川から縄文時代晩期～古墳時代前期の土器が大量に出土した。遺物

は、排水溝をはさんで南側を 1区、北側を 2区とし、各層ごとに取り上げたが、各時期の

土器が混在しているため、一括して時期別に分けて説明を行うこととする。地区、層位に

ついては観察表を参照されたい。

(1) 縄文時代晩期 (Fig26-1~4, PL.22 (1)) 

わずか4点であるが、縄文時代晩期中葉の土器が出土している。

1は深鉢胴部片である。外面には二枚貝条痕を施し、内面は条痕をナデ消している。岩

田四類 cに相当する。

2・3は浅鉢の口縁部～桐部片である。 2は口唇部をカマボコ状に肥厚させ、胴部はヘラ

状工具により扶りを施す。口緑部内面もヨコミガキによって扶りが施されている。外面に

はヨコミガキが施される。 3は口縁部に山形状の突起があり、内面に挟りを施す。内外面

とも風化が激しい。ともに岩田四類 cに伴う浅鉢で、岩田四類 bに相当する。 4は底部で

ある。浅鉢の底部の可能性が高い。凹底を呈する。風化が激しい。

(2)弥生時代前期 (Fig.26-5・28-8, PL.22 (2)・24 (2)) 

5は甕の胴部である。外面にタテハケの後、 4条のヘラ描沈線を施す。煤が付着している。

内面はナデが施される。 28は甕底部である。やや上底で外面にタテハケを施す。

(3)弥生時代中期

北部九州系壺 (Fig.26-6,..._,10,PL.22 (2)) 

6は長頸壺の頸部である。外面は丹塗りで、タテミガキを施す。 7~9は鋤先口縁壺であ

る。 7・8はヨコナデにより口唇部を凹ませ、 9は丸くおさめる。 10は広 [J壺である。ヨコ

ナデにより口唇部を跳ね上げる。

垂下口縁壺• 在地系壺 (Fig.26-11,..._,14,PL.22 (2)・23) 

11は口縁部である。ヨコハケの後山形文とヘラ状工具による刺突が施される。 12は頸部

で、貼付突帯が剥離している。 13は口唇部を刻み、 D縁部内面を肥厚させ、 2ヶ所で穿孔

する。頸部は2条のヘラ描沈線と3条の貼付突幣を持ち、その上から逆U字状の浮文を施す。

外面はナデで内面はヨコミガキである。 14は胴部で、 2条一組の貼付突幣を持つ。
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吉田構内グランド屋外照明施設祈設に伴う発掘調査
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Fig.27 A トレンチ河川出土弥生時代中期土器実測図 (2)

甕 (Fig.27-15,...,22,PL.23) 

15は瀬戸内系の甕である。胴部に1条の貼付突幣を持つ。突帯貼り付け時の強いヨコナ

デにより、大きくくぼむ。突帯には布巻棒圧痕が施される。外面はハケの後、

れる。内面には指頭痕が顕著に残る。風化が激しい。

ナデが施さ

16~19は跳ね上げ口縁の甕である。 16~18の胴部外面はタテハケ後、 ナデが施される。

20・22は口縁部に面を持ち、 21は丸くおさめる。 20の口縁部外面はタテハケの後ヨコハケ

が施される。内面はナデが施される。 21の胴部外面はタテハケの後、 ナデが施される。内

面はナデである。 22は口唇部が凹む。外面は大半が風化しているが、残存部分はナデが施

され、煤が付着している。内面には左上がりのハケが施される。体部はやや外に張り出し
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Fig.28 A トレンチ河川出士弥生時代前期 ・中期土器実測図(3)

ており 、後期初頭に下る可能性もある。

鉢 • 高坪 ( Fig.28-23-26, PL.23) 

23・24は鉢である。23は直口で口唇部に面を持つ。 24は口縁部を肥厚させる。外面は風

化が激し く調整は不明。内面は ヨコ ミガキが施さ れる。25・26は高杯の杯部である。25は

口唇部を欠損している。 26は内面に枯土紐を貼り 付け肥厚させる。

器台 (Fig.28-27,PL.24(1)) 

27は北部九州系の器台である。 外面は丹塗り でタテ ミガキが施される。 口縁部内面は丹塗

りで、その直下は下から上ヘケズリが施される。出土状況から後期に下る可能性もある。

底部 (Fig.28-28-34,PL.24 (2)) 

29~34は底部であ る。 29 · 30は壺底部、 31~34は甕底部である 。
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占[Tl構内グランド屋外照明施設糾設に伴う発掘調介

(4)弥生時代後期

河川出土遺物は弥生時代後期後半以降～古墳時代前期が主体である。このうち、複合［」

縁壺、底部については終末期及び古墳時代前期のものと区別が困難なものが含まれる。今

回の報告では、複合口縁壺は弥生時代後期に、底部については古墳時代前期の土器に含め

た。終末期については古墳時代前期の士器と区別が困難なため、古墳時代前期の土器に含

めた。

広口壺 (Fig.29-35,PL.25) 

35は頸部が短く直立して外反する。口縁部はあまり広がらない。口唇部に面を持ち、軽

くつまみ上げる。風化が激しく内外面の調整はわからない。後期中葉のものと考えられ

る。

複合口縁壺 (Fig.29-36,....,44, Fig.30-45, PL.25・26) 

36は立ち上がりで剥離している。立ちtがりは短い。やや外反し、端部を外側につまみ

出す特徴から後期後半以降と考えられる。 37・40は立ち上がりのみで以下を欠損している。

37は端部に面を持つ。内外面はナデである。 40は口縁部外面に5条単位の櫛描波状文が施

され、内面はナナメハケ後、ナデが施される。 38・39は立ち上がりを欠損しており、剥離

痕が観察できる。 38は受部端部に面をもち、立ち上がりと合わせてヨコナデが施される。

外面は風化が激しく、調整は不明。 39は受部端部にヘラ状工具による刻みが施される。内

面に剥離痕が観察できたため、複合口縁壺として復元した。内外面の調整はヨコナデであ

る。

41は立ち上がりで剥離している。立ち上がりは内傾し、接合面が観察できる。外面には

上部に指頭痕が残り、その直下に4条単位の櫛描波状文と4条の擬凹線が施される。風化が

激しく、内外面とも調整は不明。 42は立ち上がりがほぽ直立し、端部は丸くおさめる。立

ち上がりで剥離しており、接合痕が観察できる。内外面はタテハケの後、斜方向のミガキ

が施される。 43は立ち上がりの上半を欠損する。下半には櫛描波状文が施されており、現

状では2条が確認できる。内面にはナナメハケがわずかに残る。風化が激しい。

44は複合口縁壺の頸部～胴部である。頸部は断面台形の貼付突帯をもち、突幣上にはハ

ケ原体によって斜格子状に刻 Hが施される。刻目は右上がりの後に、左上がりに刻まれる。

外面はタテハケ、内面はヨコハケが施される。

45 は [1 縁部及び立ち上がりを欠損する。色調は淡黄色で、 lmm~3mm大の砂粒を含む

が胎土は比較的精良である。 42と近似した胎土であり、同一個体の可能性がある。胴部下
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Fig.29 A トレンチ河川出土弥生時代後期土器実測図 (1)
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調査
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Fig.30 Aトレンチ河川出土弥生時代後期土器実測図 (2)

半は接合しないが、同一個体と考えられるため図上復元した。胴部外面はハケの後、ヨコ、

斜方向のミガキが下から上へ施される。上半部はハケが顕著に残っている。頸部には1条

の貼付突帯を持ち、突帯上はハケ原体によって斜格子状の刻目が施される。刻目は右上が

りの後に、左上がりに刻まれる。胴部中位には突帯の剥離痕がある。頸部と同様な貼付突

帯があったと考えられる。突帯貼り付け前にヨコハケが施される。内面は粘土帯接合痕が

2ヶ所で確認できる。荒い左上がりのハケが下から上へ施される。頸部内面はハケの後、

ヨコ・斜方向のミガキが施される。残存器高は28.8cm、胴部最大径は39.3cmを測る。

甕 (Fig.31-46,_,50,PL.25) 

46・49は後期前葉の甕である。 46は口縁部が「く」の字状に短く外反し、肩が張る。ロ

縁部内面にはヨコハケが施される。胴部外面は風化しており、調整は不明。内面は下から
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Fig.31 A トレンチ河川出土弥生時代後期土器実測図 (3)

上ヘケズリが施される。 49は口唇部に2条の擬凹線が施される。内外面にはヨコナデが施

され、煤が付着する。 47は後期後葉の甕である。 口唇部を凹ませ、外面には左上がりのハ

ケが施され、煤が厚く付着する。 口縁部内面はヨコハケ、胴部内面は下から上へ荒いケズ

リが施される。 50は口縁部が舌状で大きく外反する。胴部中位が張り出す。 口縁部外面は

タテハケ後、 ヨコナデ、 口縁部内面はヨコハケ後ナデが施され、胴部外面、内面は左上が

りのタテハケが施される。後期終末のものと考えられる。

山陰系甕 (Fig.31-48,PL.25) 

48は拡張した口縁部に5条の擬凹線が施される。内外面にはナデが施され、外面には煤

2 I 3 l 

が厚く付着する。藤田編年 2期、中川編年皿期相当の後期中葉のものと考えられる。山

4) 5 I 6 I 

口県内において後期中葉の山陰系士器は県北部で突抜遺跡、坂手沖尻遺跡、羽波遺跡、

7 I 

宮ケ久保遺跡で甕の大半を占め、 また、佐波川下流域においては右田一T田遺跡で11号住

8 I 

居跡から出土している。山口盆地では出土例は少なく、後期中葉のまとまった資料が得ら

れていないことから、位置付けは今後の課題である。
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古田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調査

高坪 (Fig.32-51,....,61,PL.27) 

51は坪部である。上半が屈曲し短く外反する。内外面にわずかにタテハケを残す。その

特徴から後期中葉のものと考えられる。

52~55は杯部で後期後半のものと考えられる。 52は口唇部の面取りを行う。杯部上半で

屈曲し、外反する。内面には接合時の段を残す。内外面はタテミガキが施される。 53も口

唇部の面取りを行う。杯部が直線的に外反する点で52よりも新しい傾向を持つ。内面は接

合時の段を残す。内外面はタテミガキが施され、内面はヨコハケをわずかに残す。

54は口唇部を丸くおさめる。杯部上半は緩やかに外反する。外面はタテミガキが施され、

内面は右上がりのミガキが施される。風化が激しい。 55は口唇部に強めの面取りを行う。

杯部上半は緩やかに外反する。外面はタテミガキ、内面はヨコミガキが施される。風化が

激しい。

56~59は脚部で後期後半のものと考えられる。 56は杯部との接合面で剥離しており、完

成した脚部に杯部を接合したものと考えられる。円形透かし孔が2ヶ所で確認でき、 3方透

かしと考えられる。外面はタテミガキが観察できるが、風化が激しい。内面は透かし孔よ

り上部で下から上のケズリが観察できる。 57も接合面で剥離し、中央に穿孔する。外面は

タテミガキ、内面はナデが施される。 58は杯部と脚部の上半部が残る。外面は風化が激し

く調整は不明。杯部内面は放射状にタテミガキが施される。脚部内面にはシボリ痕を残す。

59は杯部と脚部が接合面で剥離しており、完成した脚部に杯部を接合したものと考えられ

る。脚部には6方の円形透かし孔が施される。裾部の開きは小さい。杯部外面はヨコハケ

が施される。内面はかすかに放射状ミガキが観察できるが、風化が激しい。脚部外面はタ

テハケ後タテミガキが施される。風化が激しい。内面はナデが施される。裾部外面は左上

がりのハケ後、タテミガキ、内面はヨコハケが施される。

60・61は裾部である。 60は裾部があまり広がらず、端部に面を持つ。外面がタテハケ後、

タテミガキが施される。 1ヶ所で円形透かし孔の下部が残る。内面はケズリ後、ヨコハケ、

タテミガキが施される。 61は端部を丸くおさめる。風化が激しいが、外面はヨコハケがわ

ずかに観察できる。内面はヨコハケ後、ヨコミガキが施される。小片のため、古墳時代前

期の高杯の可能性もある。

鉢 (Fig.32-62,PL.27) 

62は鉢である。ヨコナデにより口唇部をつまみ出して先を尖らせている。このために歪

みがみられる。外面にはタテハケをわずかに残す。内面はタテハケ後、ナデが施される。

-46-



A トレンチ出土遺物

\~, -=-'~ □□ • • -~=ー／
I /ク

51 

¥、---

/ I ＼ヽ＼
56 

／

＼

 

／

＼

 〗
~
ぃ
＼

ー

ー

,' 
ー

1
'’

，
 

ー

,
9
 

,＇ '
,
 

／
 

¥

)

 

‘

/

 

ヽ

ノ

ヽ

60 

/ I ＼ヽ

/~;J~ •',~61 

4
 

5
 

一ク／
／
 

／
55 

―
ニ

＼ぺ(;,
I I I I 58 

---/ --- / 

---

57 

゜
10cm 

(1/3) 

9

2

 

5

6

 八日
日
日
I
I

~
l
-

l

n

ー

L

`

,

＇_， 
I
'
 

,’
 

“
 

一

／

，

’

三一
―

一

」

！

ー

／

’炉ー

9
ー

i

！
 

I
'
 

i
 l

'
 リ

/
，
’
 

[

9

9

,

！
 

＇ 

¥[¥j 
(

、

iー

区

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

^
r
 

L
 

Fig.32 A トレンチ河川出土弥生時代後期土器実測図 (4)

弥生時代後期としたが、他時期の可能性もある。
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調査

(5)古墳時代前期

河川出土土器のうち、主体を占め、時期的に下限となるのが弥生時代終末から古墳時代

前期の土器である。先に述べたように、弥生時代終末の土器は古墳時代前期の土器と区別

が困難なものが含まれるため、合わせて説明を行う。

直口壺 (Fig.33-63・67,PL.28・29) 

63は直口壺である。口縁部は外方へ直線状にのび、球状の胴部を持つ。口縁部外面には

タテミガキ、胴部外面はヨコミガキが施され、部分的に煤が付着している。口縁部内面に

はヨコミガキ、胴部内面上半部には接合痕を明瞭に残し、指頭痕がみられるほか、下半部

にはヨコミガキが施されており、煤が付着している。

67は直口壺の頸～胴部である。接合しないが同一個体3片から図上復元した。外面はヨ

コハケ後、ヨコミガキが施される。内面はヨコハケ後、草茎状の原体で下から上へのナデ

が施される。

広口壺 (Fig.33-64・65,PL.28) 

64は口縁部以下を欠く。口縁部の中程で屈曲して外反する。外面はナデで内面はヨコハ

ケが残るが、風化のためよくわからない。 65は口縁部が緩やかに外反する。口縁部外面は

T寧なヨコミガキを施し、内面にはヨコハケ後、ナデが施される。胴部外面はヨコミガキ

を施し、内面はヨコハケの後、右から左方向のケズリが施される。

東部瀬戸内系壺 (Fig.33-66,PL.29) 
9) 

66は壺の口縁～桐部で、形態が香川県下川津遺跡出士の下川津B類士器に近似している。

下川津B類の特徴を以下に要約しておく。①胎土は微細な角閃石を多く含む。②形態は直

立ないし、内傾する頸部から強く折れて口縁部はほぼ水平に開き、端部をつまみ上げる。

③体部外面はヘラミガキ、内面の上半は深く顕著なユビオサエで、下半はヘラケズリが施

される。④口縁部内面には凹線状の強いナデが施される。

この特徴を跨まえて66を見てみると、胎土には角閃石は含まず、他と同様に1~3mmの

砂粒を多く含んでいる。形態は近似しているものの、口唇部のつまみ上げはなく、口唇部

は丸くおさめる。体部外面はタテハケの後、タテミガキを施し、内面上半にはユビオサエ

が施されるが、下川津B類ほど顕著ではない。下半はヨコハケが施される。

以上のように66は胎上、口唇部形態、調整において下川津B類とは異なっている。間接

的には下川津B類の影響を受けた可能性が考えられるか、下川津B類土器は丸亀平野以東

と阿波の一部に多く分布し、讃岐西部以西ではわずかしか出上していない。時期的に、移
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動の時期は庄内期の古相に相当する下川津 4期に多く、その前後では極めて少ないという。

66は単独で時期を決定するのは困難であり、判断は難しい。いずれにせよ下川津B類の影

臀が認められるとすれば、異例なものとなる。山口県東部では庄内～古墳時代初頭のまと

まった資料が極めて少ないので、類例を待って判断したい。

壺 (Fig.33-68• 69, PL.28) 

68~69は壺の胴部である。 68は外面にタテミガキが施され、内面はケズリ、 ヨコハケの

後にヨコミガキが施される。 69は休部外面に左上がりのハケが施される。内血にはヨコハ

ケ、 タテハケが施される。
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調介

山陰系甕 (Fig.34-70,..._,82,PL.30) 

70~72は口縁部の破片である。 70は外面にヨコナデが施され、屈曲部が鋭く突出する。

内面にはヨコナデが施され、屈曲部以下は右から左方向のケズリが施される。 71は外面に

ョコナデが施されるが、屈曲部の突出はやや甘い。内面はヨコナデで屈間部以下は右から

左方向のケズリである。 72は口唇部が上方にわずかにつまみ出され、やや内側に巻き込む。

外面はナデで屈曲部が下に鋭く突出する。内面はヨコナデである。

73は口縁部と胴部上半がわずかに残る。口唇部が外側につまみ出される。口縁部外面に

はヨコナデが施され、屈曲部が突起状に張り出す。口縁部内面にはナデ、胴部内面には右

から左方向のケズリが施される。外面全体に煤が付着する。

74~7sは口縁部の破片である。 74は口縁部が直線的に外反し、ヨコナデにより屈曲部が

突起状に張り出す。外面に煤が付着する。内外面とも風化が激しい。 75は口縁部が緩やか

に外反し、ヨコナデにより屈曲部が突起状に張り出す。外面にば煤が付着している。内外

面とも風化が激しい。 76は口縁部が緩やかに外反する。内面下半はヨコナデによる＜ぼみ

が目立つ。ヨコナデにより屈曲部が下方に突起状に張り出す。内外面にヨコナデが施され

る。 77は口縁部が直線的に外反する。ヨコナデにより屈曲部が突起状に張り出す。外面に

煤が付着する。 78は口縁部が緩やかに外反する。屈曲部が鋭く突起状に張り出す。外面に

煤が付着する。

79・80は胴部である。 79は口縁部を欠くが、内面に屈曲を残している。水平ないし、や

や右上がりのタタキ (1条2mm 7mm/3本）の後、タテハケが施され、口縁部下はヨコナデ

が施される。外面全体に煤が付着する。内面下半には左から右方向にケズリが施される。

上半にはケズリの後左上がりのハケが施され、指頭痕が残る。他とは異なる灰白色系の胎

土、口縁部内面の屈曲から山陰系甕と判断したが、異なる可能性もある。

80も口縁部を欠くが内面に屈曲を残す。外面はヨコハケの後、タテハケ、ナデが施され、

煤が付着する。内面は上半が右から左ヘタテハケの後、ナデが施され指頭痕が残る。下半

はナデが施される。

81・82は胴部片である。 81は櫛描波状文が施される。風化が激しいが、 6条確認できる。

内面は左から右方向のケズリが施される。 82は8条以上の櫛描波状文の直下に11条単位の

櫛描波状文が施される。内面には左から右へのケズリが施される。以上の山陰系甕は、中

川編年の VI期中相•新相にほぼ併行するものであろつ。
庖
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調査

タタキ甕 (Fig.35-83,__,110,PL.31・32) 

タタキを有する甕を一括してまとめた。タタキ調整の記述は年報XIにしたがい、タタキ

1条の凹み幅と3条の幅を一単位として記述する。胴部片は内面の調整等によって上下傾き

を決定したが、異なる可能性もある。

83~85は口縁部である。 83は外面が右上がりのタタキ (1条3mm l.lcm/3本）で、内面

は右から左のケズリ。 84は外面が右上がりのタタキ (1条1.5mm 7mm/3本）の後、上半部

はヨコナデ。内面はヨコナデ。 85は外面が右上がりのタタキ (1条 3mm l.3cm/3本）。内

面はヨコハケ後ヨコナデ。

86~110は胴部片である。 86は外面が平行ないし右上がりのタタキ (1条2.5mm lcm/3 

本）で内面は左から右方向のケズリ。 87は外面が左上がりのタタキ (1条2mm 7mm/3本）

で内面は右上がりのケズリ。 88は外面が右上がりのタタキ (1条2mm 7.5mm/3本）、内面

はナデで、接合痕が残る。 89は外面が平行タタキ (1条2mm 6.5mm/3本）で内面はヨコハ

ケ後ナデ。 90は外面が平行タタキ (1条2mm 7mm/3本）の後、タテハケ。内面はナデ。

91は外面が右上がりのタタキ (1条1.5mm 6.5mm/3本）で内面はタテハケ後、ヨコハケ。

92は外面が平行タタキ (1条3mm 1.2cm/3本）の後、タテハケ。内面は右上がりのハケ。

93は外面が平行タタキ (1条2mm 7.5mm/3本）で内面は左上がりのハケ。 94は外面が平行

タタキ (1条1.5mm 6.5mm/3本）で内面は左上がりのケズリ後ナデ。 95は外面が平行タタ

キ (1条2mm 9mm/3本）で内面はヨコハケ後ヨコナデ。 96は外面が平行タタキ (1条2mm

l.2cm/3本）で内面は下から上方向のケズリの後、ヨコハケ。 97は外面が平行タタキ (1条

2.5mm 1.2cm/3本）で内面は左上がりのハケ。 98は外面が平行タタキ (1条1.5mm

6.5mm/3本）で内面はナナメハケ後ナデ。 99は外面が右上がりのタタキ (1条2mm

8mm/3本）で内面が左上がりのケズリ後ナデ。 100は外面が平行タタキ (1条2mm

l.4cm/3本）後ナデで内面は左上がりのハケ。 101~103は同一の可能性が高い。 101 は外面

が平行タタキ (1条3mm l.3cm/3本）で内面はヨコハケ後タテナデ。 104は外面が平行タタ

キ (1条2.5mm lcm/3本）で内面はナデ。 105は外面が平行タタキ (1条2mm9mm/3本）で

内面はヨコハケ。 106は外面が平行タタキ (1条1.5mm 6mm/3本）で内面はナデ。 107は外

面が左上がりのタタキ (1条2mm 8.5mm/3本）で内面はナデ。 108は外面が左上がりのタ

タキ (1条1.5mm 5.5mm/3本）で内面はヨコハケ。 109は外面が平行タタキ (1条1mm

4mm/3本）で内面は左上がりのハケ。 110は外面が平行タタキ (1条2mm 7mm/3本）で内

面は左上がりのハケ。
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調介

庄内系甕 (Fig.36-111,PL.33) 

111は庄内系甕である。外面にば煤が付着している。口縁部は短く直線的に外反し、ロ

唇部を上につまみ上げる。口縁部内面はヨコナデで、胴部との境には鋭い稜線が形成され

る。胴部外面には平行タタキ (1条2mm 8mm/3本）が、内面は右から左方向のナデが施さ

れる。胴部器壁は4.5mmを測る。

山口県内において庄内系甕は綾羅木郷遺跡、吉田馬場遺跡で出土しており、他にも散

発的に出土しているようである。綾羅木郷遺跡を除くと、内面のケズリがなく、器壁が厚

いため、搬人品とは考えにくい。なお、従来庄内系甕とされてきた、口唇部を丸くおさめ、

胴部にタタキを持ち、内面にハケを施す球形の甕は、布留系甕を模倣した伝統的V様式系
13) 

の甕と考えられる。

在地系長胴甕 (Fig.36-112,PL.33) 

112は口縁部が「く」の字状に短く外反する。胴部の張りは少なく長胴である。口縁部

及び胴部外面に右上がりのタタキ (1条3.5mm 1.5cm/3本）が下から上、左から右方向に

施される。口縁部内面はヨコハケ、胴部内面は下から上ヘヨコハケが施される。胴部中位

に粘土紐接合痕が観察でき、器壁は6mmを測る。

このタイプの甕はいわゆる伝統的V様式系の甕と呼ばれるものだが、本例のように頸部

のすぼまりが少なく、長胴で胴があまり張らないものは、伝統的V様式系甕の影響を受け

て、従前の在地系の甕が外面にタタキを残したものと理解できる。山口県内では柳瀬遺跡

LSOOSで一括出土例がある。弥生時代終末期に出現し、古墳時代初頭まで残存するものと

考えられる。口縁部形態には「く」の字に外反するものと後期後半と同様な舌状口縁があ

る。タタキのくぼみ幅は3~5mm程度と庄内甕に比べて太く、ハケによってタタキを消す

ものも多い。内面は粗いハケ調整で器壁は5~7mm程度と厚く、小さな平底を特徴とする。

甕 (Fig.36-113,....,115,Fig.37-116, PL.33) 

113~116は甕の胴部である。いずれも内外面の調整によって傾きなどを判断したもので

誤っている可能性もある。 113は風化のため単位幅がはっきりしないが、平行タタキの後、

ョコハケ、タテハケが施される。内面調整はナデである。

114は外面に平行タタキ (1条1.5mm 9mm/3本）の後、タテハケが施され、タタキが消

される。内面は下から上ヘヨコハケが施される。器壁は5mmを測る。 115は大型の甕で外

面に平行タタキ (1条3mm 1.2cm/3本）が施された後、タテハケによりタタキが消される。

内面は左上がりのハケの後、タテナデによりハケを消している。器壁は6mmを測る。
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Fig.36 A トレンチ河川出土古墳時代前期土器実測図 (4)

116は外面に平行タタキ (1条1.5mm 8mm/3本）の後に左上がりのハケが施される。内

面にはヨコハケが施される。器壁は9mmである。

113~116の甕から、 Fig.35のうち、タタキの凹み幅、器壁の厚さ、内面調整から 85·

90·92·97·100~103·104は在地系長胴甕もしくは伝統的 v様式系甕、その他は布留系

系甕を模倣した伝統的V様式系の甕と考えられる。
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甕 (Fig.37-117,.._,127,PL.34) 

ここでは胴部外面がハケ調整の甕をまとめた。 117・118・120は口縁部のみ残存するも

ので胴部にタタキが施されていた可能性もある。 117は口縁部が「く」の字状に鋭く屈曲

し、内面には稜線を持つ。口唇部は面を持ち、口縁部外面は左上がりのハケ、内面はヨコ

ハケが施される。全体的に風化が激しい。 118は口唇部を丸くおさめる。口縁部外面はヨ

コハケ、胴部との境にはタテハケが施される。内面はヨコハケ後ナデが施される。 119は

口唇部を丸くおさめる。口縁部外面はヨコハケ、胴部外面はタテハケが施される。口縁部

内面はヨコハケが施される。胴部内面は風化が激しいが、ケズリの可能性が高い。 120は

口唇部を丸くおさめる。口縁部外面は左上がりのハケ、内面はヨコハケが施される。

121は口縁部が舌状に外反し、胴部はやや肩が張る。内面にはD縁部の粘土帯接合痕が

明瞭に残る。口唇部は面を持つ。口縁部外面はタテハケの後、ヨコハケ、口縁部内面はタ

テハケの後、ヨコハケが施される。

122は口縁部は「く」の字に外反し、胴部は肩が張る。口唇部は丸くおさめ、胴部外面に

は左上がりのハケ、口縁部はヨコナデが施される。外面全体に煤が付着している。口縁部

内面はヨコハケ、胴部内面は左上がりのケズリが施され、器壁が4.5mmとやや薄く仕上げ

られている。

123は布留系甕の口縁部である。口縁部の中位がやや膨らみ、やや内湾しながら外反す

る。口唇部は面を持つ。口縁部外面は左上がりのハケ後、ヨコナデが施される。胴部との

境にはわずかにタテハケが残る。口縁部内面はヨコハケが施される。河川の下限を示す土

器であり、第 1層から出土した。

124は口縁部上半のみの破片である。口唇部には面を持つ。口縁部外面はタテハケ後、

ョコナデが施される。口縁部内面は風化が激しく、調整は不明。

125は胴部の上半と下半が直接接合しないが、同一個体と判断して図上復元した。口縁

部は「く」の字に外反し、胴部中位が張り出す。上半は欠損する。口縁部内面には、稜線

がみられる。口縁部外面はタテハケ後、ヨコハケ、胴部外面はタテハケ及び左上がりのハ

ケが施され、煤が付着する。口縁部内面はケズリの後、ナデ、胴部内面はヨコハケ、左上

がりのハケが施される。

126・127は布留系甕もしくは山陰系甕の胴部片と考えられる。内面のケズリにより器壁

は源く仕上げられている。両者は同一個体の可能性が高く、他にも同様な破片がある。い

ずれも内外面の調整によって上下、傾きを判断したので異なる可能性もある。
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Fig.37 A トレンチ河川出土古墳時代前期土器実測図 (5)

126は外面がタテナデで、内面は下から上へのケズリである。器壁は3mmで外面に煤が

付着する。 127は胴部下半から底部にかけての破片であり、外面はタテナデで、煤が付着

する。内面は上半が上から下へのケズリである。下半は指頭痕が顕著にみられる。器壁は

3mmである。
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高坪 (Fig.38-128---137,PL.35) 

128~130は杯部である。 128は上端を欠き、外へあまり広がらない。外面はタテミガキ

で下半との境にはヨコナデが施される。内面はタテハケ後ナデが施される。下半との境は

明瞭でタテハケが施されている。 129は上半が外へ大きく開く。口唇部は丸くおさめる。

外面はヨコハケの後、放射状にタテミガキが施される。内面はタテハケが施される。 130

は有段高杯の杯部として復元したが、脚部の可能性もある。口縁部は屈曲部から外へ大き

く開く。口唇部はヨコナデによりわずかに上下に突出し、屈曲部もヨコナデにより、下方

に突出する。内外面にはヨコミガキが施される。

131~137は脚部である。 131 は中実の脚部で、中心部に杯部との接合面がわずかに残っ

ており穿孔がみられる。内外面ともナデが施される。 132は脚部の中心部分が剥離してお

り、中実であったと考えられる。外面にはわずかにタテミガキが残る。 133は脚部の上端

が中実になる。裾部は屈曲して開き、 2孔一組の透かし孔がある。 3方透かしと考えられ

る。

134~137は小型高杯の脚部である。 134は内面にシボリ痕が残る。風化が激しい。 135 は

脚部が短く、裾部、杯部が屈曲して開く。脚部外面には下から上方向のケズリが施され、

裾部外面にはタテハケ、裾部内面にはヨコハケが施される。 136は裾部である。風化して

いるが、外面にはタテミガキが残る。円形透かし孔があり、 5方透かしと考えられる。内

面はヨコハケが施される。 137は裾部で端部はヨコナデによって内湾している。外面はタ

テハケ後、タテミガキが施される。円形透かし孔の下部が残存する。

鉢 (Fig.38-138,....,141,PL.35) 

138は直口の鉢で外面下半に左から右へのケズリが施される。風化が激しい。 139は小形

丸底鉢である。口縁部は外反し、緩やかに胴部が張り出す。外面は風化のため調整は不明。

内面は左から右方向のケズリの後、ヨコハケが施される。 140は口縁部と胴部が接合しな

いが、同一個体と考えられるため、図上復元したものである。口縁部は短く外反する。胴

部は肩が張り、底部は尖り気味の丸底である。外面は底部が左上がりのタタキ、胴部は右

上がりのタタキが施される。口縁部内面はヨコハケ、胴部内面はヨコミガキが施され、底

部内面にはユビオサエが残る。 141は直口の鉢である。外面上半には煤が付着しており、

下半部は被熱のため、一部は赤橙色に変色している。口縁部外面はヨコナデが施される。

胴部内面は上半はナデで、下半は右から左へのケズリの後、下から上へのケズリが施され

る。
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Fig.38 Aトレンチ河川出土古墳時代前期土器実測図 (6)

底部 (Fig.39-142,_,154,40-155,_,175, 41-176・177,PL.36,_,39) 

底径が縮小傾向にあるもの、もしくは丸底化の傾向がある壺、鉢、甕の底部である。弥

生時代後期～終末期のものも識別が困難なためここに含めて記述する。 142~154は壺もし

くは鉢の底部と考えられる。 148は接合しないが、同一個体と考えられるため、図上復元
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Fig.40 A トレンチ河川出土古墳時代前期土器実測図 (8)

175 

した。複合D縁壺の底部の可能性が高い。

155~177は甕の底部である。煤が付着し、被熱のため赤橙色に変色したものが多い。

169・170は丸底である。 170は外面がヨコハケ後タテハケ、内面はユビオサエ、ナデが施

される。 171~175は外面にタタキを施し、 173·175は丸底である。内面は171·172がケズ

リ、 173・174はナデで、 175はタテハケが施される。
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Fig.41 A トレンチ河川出土古墳時代前期土器実測図 (9)

176は接合しないが同一個体と考えられるため、図上復元した。底部は欠損しているが、

丸底気味の小さな平底と考えられ、胴部は緩やかにすぽまる。外面にはタテハケ後ナデが

施され、煤が付着している。内面は下から上方向の荒いケズリの後、 ナデが施される。

177は痕跡化した平底で、胴部が大きく外へ張り出している。外面はタテハケ後ナデが施

される。内面は下から上方向のケズリで、底部内面には指頭痕が残る。
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磁器 (Fig.42-178,PL.39) 

178は青磁碗の底部である。全面に施釉している。内底面の釉はカキ取られ、露胎とな

る。内外面に貰人がみられる。高台畳付は側面が削られることにより、やや幅が狭くなっ

ている。表採遺物で近世以降のものと考えられる。

石器・石艘品 (Fig.42-179-181,PL.39) 

Aトレンチでは弥生時代終末から古墳時代初頭の上器が主体を占めているため、石器の

出上量は少ない。

179は調整剥片である。背面5枚、腹面1枚の剥離面より構成される。背面の剥離面は全

て同方向から打撃しており、特に新しい3面は打点も近接している。このことから、石器

製作の際の外形を整えるための調整で生じた剥片である可能性がある。石質はサヌカイト

である。

180は石鏃の未製品である。素材剥片の形状は不明だが、表がその腹面になると考えら

れる。右先端部には折り取りによる剥離面がみられ、調整加工の剥離面も大きく、かなり

加工の度合いは高い。裏の調整は1ヶ所だけであるが、剥離面は大きい。石質は黒曜石で

ある。

181は角閃石安山岩製の紡錘車の破片である。中心部は欠損している。復元径は2.6cm、

最大厚5.5mmで、表・裏及び側面に二次研磨の痕跡が明瞭に残る。
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2 Bトレンチ・配線出土遺物

Bトレンチ及び配線では縄文時代晩期の河川、弥生時代後期の住居跡、弥生時代後期か

ら終末の土坑、溝、近憔の水田賠渠を検出した。出土遺物には縄文時代晩期の土器、弥生

時代中期から終末の土器、ガラス小玉、古墳時代初頭の土器、近世の陶磁器と弥生時代の

石器などがある。以下、時代を追って説明を行う。

(1)河川出上遺物

縄文時代晩期の土器は河川の肩部や堆積土から出土している。鉄分が付着し、保存状態

は不良なものが多い。出土土器はいずれも岩田四類 cに相当する晩期中葉の士器である。

深鉢 (Fig.43-182,_,184,44-185, 45-186・187,PL.40,_,42) 

182は外反する口縁部である。口唇部は丸くおさめるが、風化のため、刻目の有無は不

明である。内外面とも風化が著しく、調整は不明。他にも接合しないが同一個体と考えら

れる破片がある。

183は口縁部～胴部である。直口でバケツ状にすぽまる。口唇部は面取りをしている。

外面は右から左方向の二枚貝条痕が下から上へ施される。内面は左から右方向の二枚貝条

痕が下から上へ施される。全体的に鉄分の付着が激しい上、極めて脆いため、採拓を行う

ことができなかった。岩田四類 cに伴うものと考えられる。

184は頸部～胴部である。頸部から胴部にかけて張り出す。外面は横方向の二枚貝条痕

が施される。頸部と胴部の境には二枚貝による2条の沈線がみられるが、左側では条痕に

よって消されている。内面は左から右方向の二枚貝条痕の後にナデが施される。

185は頸部～胴部である。胴部下半は接合しない同一個体から図上復元している。頸部

は胴部にかけて張り出し、胴部はバケツ状にすぼまる。緩やかに立ち上がる口縁部を持つ

ものと推測される。頸部外面は右から左方向の二枚貝条痕が施され、胴部は縦もしくは左

上がりの二枚貝条痕の後、ナデが施される。頸部内面は右から左方向の二枚貝条痕が施さ

れ、胴部内面上半は、二枚貝条痕の後ナデが施される。下半は左上がりの二枚貝条痕が施

される。

このように二枚貝条痕をナデ消すのは岩田四類 cでも新しく位置づけられ、近畿地方の

篠原式の中～新段嘉、九州の黒川式の新相段階に併行する士器と考えられる。山口県内で

は岩田四類 cの出土例が増えつつあるが、新相については出土例が少ない。吉田遺跡にお

いては、農学部連合獣医学科棟新営に伴う発掘調在で、該期の河川から深鉢が出士してい
16) 

るほか、養護学校敷地では士坑から浅鉢と深鉢の底部が出士しているが、大半は小破片で
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Fig.43 Bトレンチ河川出土縄文時代晩期土器実測図 (1)

ある。本例のように頸部から胴部の形態がわかるものは少なく、後述する Fトレンチ出上

遺物とともに貴重な類例を加えることができた。

186は頸部～胴部である。頸胴部界の屈曲部がわずかしか残っていないため、径と傾き

については検討の余地がある。頸部から胴部上半にかけては横方向の二枚貝条痕が施され、

胴部卜］半は右下から左上へ二枚貝条痕が施される。内面は横方向の一．枚貝条痕後ナデであ

-65-



吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調介

＼ ＼ 

” 

＼
 

＼
 

三
ミi

l

l

-

―

ミこ
ミ

l
l
二[[三

l

-

[

[

[[l二[
i
[
[
_
i
[
=

』
]
-

」
4
9
 

＼
 

＼ヽ
 

‘
¥
¥
 

＼

＼

 

¥
＼
¥
 

¥
＼
 

,

＼

¥

 

＼
 

＼
 

,' 

｀
＼
 

＼
 ＇＼ 

1
,
 

＼

＼

＼

 

＼
 

＇ 

＼
 

＼
 

い、＼

\~\\ 
＼い

＼ ＼ 

185 

10cm 
(1/3) 

Fig.44 Bトレンチ河川出土縄文時代晩期土器実測図 (2)

る。風化が激しいため、採拓を行っていない。

187は胴部下半である。他に接合しないが同一個体と考えられる破片がある。外面は風

化が激しいため、二枚貝条痕がわずかに観察できるにすぎない。内面はナデである。
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Fig.46 Bトレンチ河川出土縄文時代晩期土器実測図 (4)
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深鉢口縁部・頸部 (Fig.46-188,__,192・196,PL.43) 

188は口縁部の破片である。先端はヨコナデにより、やや外に折れ曲がる。口唇部は丸

くおさめる。内外面とも横方向の二枚貝条痕の後、ナデである。鉄分の付着が著しい。

189も同様に先端はヨコナデによりやや外に折れ曲がり、口唇部は丸くおさめる。外面の

風化が激しく調整は不明。内面は横方向の二枚貝条痕後ナデである。

190は深鉢の頸部～胴部の破片である。頸部は胴部にかけて張り出し、胴部は緩やかに

すぼまる。頸部外面は横方向の二枚貝条痕が施され、内面も同様に横方向の二枚貝条痕が

施される。 185と同一個体の可能性が高い。胴部外面は風化が激しく、調整は不明。胴部

内面は横方向の二枚貝条痕後ナデである。

191・196は接合はしないが、士器の色調・胎士・焼成、出土状況などから同一個体とし

て図上復元した。頸部から胴部にかけて緩やかに張り出し、バケツ状にすぼまる。外面は

左上がりの二枚貝条痕が施される。鉄分の付着が著しい。内面は横方向の二枚貝条痕後、

ナデである。

192は頸部の破片である。外面には横方向の二枚貝条痕が施される。内面はナデである。

深鉢胴部片 (Fig.46-193,__,195,197,__,202, PL.43) 

193は外面が縦方向及び左上がりの二枚貝条痕後ナデである。内面は横方向の二枚貝条

痕が施される。 194は内外面とも横方向の二枚貝条痕後ナデである。風化が激しい。 195は

外面に左上がりの二枚貝条痕が施される。内面はナデである。 197は外面に横方向の二枚

貝条痕が施される。内面はナデである。 198は外面が左上がりの二枚貝条痕で内面が横方

向のミガキである。 199・200は左上がりの二枚貝条痕後ナデ、内面は横方向の二枚貝条痕

が施される。風化が激しい。 201は外面が左上がりの二枚貝条痕後ナデで内面もナデであ

る。 202は内外面とも横方向の二枚貝条痕後ナデである。

浅鉢 (Fig.46-203,__,205,PL.44) 

203は口縁部で、口唇部を欠く。外面がヨコミガキ、内面が二枚貝条痕後ナデである。

204は屈曲部が残る。外面がヨコミガキ、内面がヨコナデである。 205・206は胴部片で、

205は外面がミガキか。内面はヨコミガキである。 206は内外面ともナデである。

底部 (Fig.46-207,__,209,PL.44) 

207・208は浅鉢、 209は深鉢の底部である。 207は内外面にナデを施す。 208はやや上底

で横方向の―今枚貝条痕が施される。 209は上底で、外面は右から左へ横方向の二枚貝条痕

が施される。内面は風化で不明。
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(2)第 1号竪穴住居跡出土遺物

土器•石器 (Fig.47-210---218, PL.45 (1)~(3)) 

210は鋤先口縁の壺である。口縁部の一部が欠損する。内外面は風化が激しい。傾きは

異なる可能性もある。弥生時代中期後半～後期初頭と考えられる。 211は壺の口縁部であ

る。口縁部下半に紐孔を持つ。 212・213は弥生時代中期後半の跳ね上げ口縁の甕の口縁部

の破片である。 214・215は弥生時代後期前半の高杯の口縁部である。 214は直線的に短く

外反し、内面には段を持つ。口唇部は欠損している。 215は中程まで垂直に立ち上がり、

外反する。

216・217は使用痕のある礫及び剥片である。 216は扁平な素材剥片を使用している。表

は先端部が剥離しており、左側縁部に研磨痕がある。裏は全体的に麿滅している。石質は

結晶片岩である。柱穴 3出土。 217は扁平な素材剥片を使用している。表は先端部に使用

による剥離があり、裏にも上部及び先端部に使用による剥離がある。また、左右の側縁部

の角が細かく剥落していることから、楔形石器と同様に使用されたものと考えられる。石

質は結晶片岩である。柱穴 5出土。 218は紡錘車である。直径は3.85cm、孔径は0.5cmであ

る。全体的に丁寧な研磨が施されており、裏には欠損部分にもT寧な研磨痕が残る。石質

は滑石である。

ガラス小玉 (Fig.47-219---237,PL.93) 

Bトレンチでは遺構埋土の水洗選別を行った。その結果、第 1号竪穴住居跡の埋土から

は植物遺体の他に19点のガラス小玉を検出した。これらについて、色調、大きさ、外部形

態、紐孔形態から観察する。色調には、淡い水色、濃い紺色、淡い青緑色の3種類がみら

れる。大きさは、小口部長径で2.5~4.7mmの範囲に分布し偏差は見られない。外部形態は、

小口部径と側部長の比率により分類する。側面長／長径が0.6未満となり側面長が比較的短

く環状になるものを外形 l、側面長／長径が0.6以上となり側面長が比較的長く円柱状にな

るものを外形 2とする。さらに側面長／長径が1前後で球状になるものを外形 2の特殊形

として外形 3とする。紐孔形態には、正円形に近いもの、楕円形のもの、やや角張り円弧

の一部が潰れて平坦部分を形成し、アルファベットの Dのような形態をなすものの3種類

がみられる。それぞれ紐孔Cl、紐孔C2、紐孔Dとする。

色調が淡い水色のものは、 220・223・225・226・230・231・234・235・237。濃い紺色

のものは、 219·221·224·227~229·232·233。淡い緑青色のものは、 222·236である。

外部形態が外形 lのものは、 219・222・224・227・228・230・233・234・236・237。外
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Fig.47 Bトレンチ第 1号竪穴住居跡出土遺物実測図

形 2のものは、 220・221・223・225・226・231・235。外形 3のものは、 229・232である。

紐孔形態が紐孔Clのものは、 221・227・231。紐孔C2のものは、 219・222・224・225。

紐孔D のものは、 220·223·226·228~230·232·233~236である。

表面が平滑なものは220・221・225・228・229・231・232・235・237である。このうち

221・225・229・232は特に平滑性が高く、研磨仕上げを行った可能性が高い。
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Fig.49 Bトレンチ第 3号竪穴住居跡出土遺物実測図

代後期前半と考えられる。

ガラス小玉 (Fig.49-245,..._,262,PL.94) 

(3)第2号竪穴住居跡

出土遺物 (Fig.48ー238~

242, PL.45 (3) (4)) 

238~240は甕の口縁部で

ある。 238は弥生時代中期後

半の跳ね上げ口縁の甕口縁

部である。柱穴 4出士。 239

~241 は後期前葉の甕であ

る。 240は口唇部に2条の擬

凹線を持つ。 241は甕の底部

で、丸底化傾向にある。内

外面とも風化が激しい。 242

は凹基式の石鏃である。先

端が欠損しており、風化が

激しい。石質はサヌカイト

である。

(4)第 3号竪穴住居跡

出士遺物

土器 (Fig.49-243・244,

PL.45 (4)) 

243は壺の頸部である。上

半に刺突が施される。外面

には斜方向のミガキが施さ

れる。 244は甕の胴部である。

外面にば煤が付着する。風

化が激しい。ともに弥生時

色調が淡い水色のものは、 253·255·256·258·259。濃い紺色のものは、 246~252·

254·257·260~262。淡い緑青色のものは、 245である。
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(13) 第 1 号溝出土遺物 (Fig.56-302~308, PL.51 (1)) 

／／ 

¥ ¥ 309 

10cm 
(1/3) 

302は甕の口縁部である。ヨコナデにより口唇部が凹む。口縁部には強いヨコナデが施

される。 303は高杯の杯部である。風化が激しいが屈曲部がわずかに残る。 304は鉢の把手

である。指頭痕が顕著に残る。下半部は欠損している。遺跡保存地区第 9号竪穴住居跡か

18) 

ら同様な把手が出士している。 305は伝統的V様式の甕である。小型・球胴で、外面には

口縁部から体部にかけて右上がりのタタキ (1条2mm 8mm/3本）が施されている。風化

が激しく、内面の調整は不明。 306は小型高杯の脚部である。風化が激しい。 307・308は

甕の底部である。 307は底部側面がやや外に張り出し、指頭痕が残る。いずれも風化が激

しい。 302~304は弥生時代後期、 305·306は古墳時代前期、 307·308は弥生時代中～後期

と考えられる。

(14) 配線トレンチ第 2 号溝出土遺物 (Fig.56-309~312, PL.51 (2)) 

309は垂下口縁壺の頸部である。 3条以上の断面三角形の貼付突帯を持つ。 310・311は高

杯の裾部である。 310は円形透かし孔を持つ。風化が激しい。 311は端部を丸くおさめる。

風化が激しい。 312は小型の鉢である。口縁部は接合しない同一個体から図上復元したも

のである。底部側面に指頭痕、胴部内面下半にナデを残すほかは風化が激しく、調整は不

明。 309は弥生時代中期、 310~312は弥生時代後期と考えられる。
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(15) 配線トレンチ C 区落ち込み 1 出土遺物 (Fig.57-313~335, PL.52・53) 

最下層（灰黒色砂礫土）

313は弥生時代中期の垂下D縁壺の頸部である。胴部には断面三角形の2条の貼付突帯を

持つ。風化しており、内外面の調整は不明。 314・315は弥生時代中期後半の跳ね上げ[]緑

の甕の口縁部である。内外面ヨコナデで端部を畢直につまみ上げる。 316は壺の口縁部で

ある。口唇部に面を持ち、 3条の擬凹線を持つ。 317は第 3層出上t器であるが、 316と同

一個休と考えられる。肩の張る桐部片で2条の沈線が施され、その上下にはハケ原体によ

る右上がりの刺突が施される。弥生時代後期初頭のものと考→えられる。 318は磨製石斧の

頭部である。全体的にT寧な研靡が施されている。表の左側と下半を欠損しており、左側

の欠損部の下は研磨によって若干変形している。石質は輝石安山岩である。

下層（青灰色砂礫土）

319は小型壺の胴部～底部である。胴部はあまり張らず、底部は厚く、わずかに上底で

ある。胴部外面にはヨコミガキ、底部側面にはタテミガキが施され、指頭痕が残る。内面

はユビオサエの後、ナデである。 320は高杯の脚部である。裾部の端部は沈線が1条施され

る。外面はタテミガキ、内面はナデである。いずれも弥生時代中期後半と考えられる。

中層（暗灰黄色粘土）

321・322は甕の底部である。 323は壺の胴部で外面は丹党りされている。 324は甕の口縁

部である。短く外反し、 D唇部には1条の沈線が施される。 325は口縁部が「く」の字に外

反する甕である。風化しており調整は不明。弥生時代後期後半と考えられる。

中層（黒色粘土）

326は高杯の杯部である。上半は短く外反し、接合面で剥離している。外面にはタテハ

ケを残す。 327・328は高杯の脚部である。ともに外面にタテミガキが施される。 328は杯

部との接合に円盤充填技法が用いられる。内面にシボリ痕を残す。 329は壺の底部である。

底面は剥離している。内外面ともナデが施される。 330は士玉である。焼成前に中心部か

ら左側に途中まで穿孔した後、再度右寄りに穿孔する。

上層（黒灰色粘土）

331は甕の底部である。丸底で風化が激しく内外面の調整は不明。

(16)配線トレンチD区落ち込み出土遺物 (Fig.57-332・333,PL.53 (1)) 

332は弥生時代中期後半の跳ねじげ口縁の甕口縁部である。 333は甕の底部で側面にタタ

キを残す。弥生時代終末～古墳時代初頭と衿えられる。
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Bトレンチ・配線出土遺物

(1 7) 暗渠出士遺物 (Fig.58-334~338, PL.54 0) (2)) 

334は複合口縁壺である。屈曲部を欠損している。混人と考えられる。 335は瓦質士器の

壺の破片と考えられる。外面には風景画を型押しする。 336は肥前系染付でいわゆるくら

わんか碗である。二重編目文を染め付ける。 337は萩焼の片口である。片口の下部のみ残

存し、高台は鋭く削り込まれる。藁灰釉を内面と外面の胴部半まで施す。幕末以降のもの

と考えられる。 338は姫島産黒曜石の剥片である。背面は上方及び左下方から大きく剥離

され、右下縁は階段状の最l離を生じる。腹面に主要剥離面を残す。混人と考えられる。

(18) 遺構検出時出土遺物 (Fig.58-339~360, 59-361------366, PL.54 (3)・55) 

Bトレンチの遺構検出はトレンチを四分割し、北東隅を G-1、南東隅を G-2、北西

隅を G-3、南西隅を G-4に分割して行った。以下各グリッドの出上遺物について述べる。

G-1出土遺物

339は弥生時代中期後半の跳ね上げ口縁の甕口縁部である。ョコナデにより口唇部をつ

まみ上げる。 340・341は弥生時代中期の甕の底部である。底部は外側に張り出し、上底で

ある。

G-2出土遺物

342は士師器甕の底部である。外面はケズリが施され、底面は凹む。 343は剥片である。

下縁部に使用痕がみられる。石質は安山岩である。 344は使用痕のある剥片である。表の

左側縁に調整を加え、外形を整えている。下縁部に使用痕がある。裏は円礫面である。石

質は流紋岩である。

G-3出土遺物

345は弥生時代中期後半の跳ね上げ口縁の甕口縁部である。口唇部をヨコナデによりつ

まみ上げる。 346・347は弥生時代後期の壺の頸部である。 346は1条の貼付突帯を持つ。突

帯には押圧が施される。 347は頸部に棒状工具による刺突が2段施される。 348は弥生時代

後期の複合口縁壺で、口縁下端に1条沈線が施される。風化が激しい。 349は弥生時代後期

前半の甕口縁部で、口唇部に3条の擬凹線が施される。 350は弥生時代後期前半の高杯杯部

で、上半が外反する。接合面で剥離している。外面には縦方向のミガキが施される。

351・352は弥生時代中期の壺底部、 353・354は弥生時代中期の甕の底部である。風化が激

しい。 355・356は古墳時代中期の高杯の杯部である。いずれも風化が激しい。 357は古墳

時代後期の須恵器蓋杯の杯底部である。底面に回転ヘラケズリが施される。 358は士師器

婉の底部で、低いカマボコ状の高台がつく。 359・360は士師器皿の底部である。糸切底で、
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いずれも風化が激しい。

G-4出土遺物

361・362は弥生時代中期の甕の口縁部で、 361は口縁部に強いヨコナデが施される。 362

は跳ね上げ口縁の甕で、ヨコナデにより口唇部をつまみ上げる。 363~365は甕の底部であ

る。 363・364が弥生時代中期、 365が弥生時代後期と考えられる。 366は高杯の杯部である。

上半が屈曲して短く外反する。内外面にヨコミガキの痕跡が残る。弥生時代後期前半と考

えられる。

(19) 撹乱、表士掘削時出士土器 (Fig.59-367~370, PL.55) 

367は縄文時代晩期の刻目突幣文深鉢の口縁部片である。口唇部に接して断面三角形の

貼付突帯を持ち、突帯上には極小の刻目が施される。配線トレンチA2区撹乱出士。

368は弥生時代中期後半の跳ね上げ口縁の甕口縁部である。「く」の字に外反し、口唇部

をつまみ上げる。風化が激しく調整は不明。配線トレンチ C区表土掘削時出土。

369は須恵器杯の底部である。貼付高台でやや外に張り出す。その特徴から9世紀中頃の

ものと考えられる。配線トレンチC区表土掘削時出土。

370は土師器高杯の脚部である。杯部の接合面で剥離する。外面には右上がりのハケが

残り、部分的に面をなす。配線トレンチD区表土掘削時出土。
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Fig.60 配線トレンチ E区・ G区出土遺物実測図

(20)配線トレンチ E区包含層出土遺物 (Fig.60-371・372,PL.56 (1) (2)) 

包含層から遺物が出上した。 371は土師器婉の口縁部である。内外面はナデで、口唇部

は丸くおさめる。風化が激しい。 372は平基式の石鏃である。背面は調整の度合いが大き

いが、腹面は右側縁をわずかに整えるのみで素材面を多く残している。石質はサヌカイト

である。

(21)配線トレンチ G区出土遺物 (Fig.60-373・374, PL.56 (1) (3)) 

G区では河川から遺物が出士した。 373は弥生時代後期の複合口縁壺である。頸部はほ

ぼ垂直に立ち上がり、立ち上がりが接合面で一部剥離している。口唇部を欠く。頸部外面

はタテハケ、口縁部外面にはヨコナデが施される。頸部内面はタテハケ及びヨコハケ後ナ

デで、口縁部内面はヨコナデが施される。

374は須恵器杯の底部である。やや低い高台を底部と胴部の屈曲部に接して貼り付けて

いることから、 9世紀前半以降のものと考えられる。底面はヘラ描による文字がみられる

が、右半分は欠損している。この文字は現状では「位」に最も近いが、「領」の可能性も考

えられる。字がほぼ完結していることから、欠損している右側にももう 1字あった可能性

が高い。「位」と「領」では「領」の方が類例が多く、郡司の官職名である「大領」「少領」な
19) 20) 

どに使用された場合が多い。仮に「領」であれば、大学会館前庭部、神郷大塚遺跡では官
21) 

衡的遺物が出士していることから、官職名を記した可能性がある。
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Fig.62 Eトレンチ出土遺物実測図

3
 

375は須恵器杯底部である。やや低い貼付高台が

底部と胴部の境の屈曲部につく。底部にはヘラ切

り痕が残る。 9世紀前半以降のものと考えられる。

水田溝出土。 376は士師器婉の底部である。形態が

375と極めて近似しており、須恵器を模倣したもの

であろう。遺物包含層出士。 377は土師器杯の底部

で、底面にはヘラ切り痕を残す。溜池状遺構出土。

378は土師器婉の口縁部である。風化が激しい。第

1号土坑出士。

4
 

E区では包含層から弥生時代後期前半の土器が

出土した。 379は壺の口縁部である。

り開かない。外面はタテハケ後ヨコミガキ、内面

はヨコナデで、爪跡が残る。 380は甕の口縁部であ

る。

施す。

Cトレンチ出土遺物

(Fig.61-375~378, PL.56 (4)) 

Eトレンチ出土遺物

(Fig.62-379~385, PL.56 (5)) 

口縁部は短く外反し、休部が張る。

山陰系甕の口縁部である。

口縁部はあま

口縁部内

外面はヨコナデである。体部外面はタテハケ、休

部内面は右下から左上ヘケズリが施される。 381は

口縁部には擬凹線を4条

口縁部内外面にはヨコナデが施される。風

化が激しい。 382は甕の頸部である。板状工具によ

って右上がりの刺突が施される。風化が激しい。

383は高杯の脚部である。弥生時代後期のものと考

えられる。内面にはシボリ痕が顕著に残る。上面

は杯部との接合面で剥離する。風化が激しい。 384は甕の底部である。底部はやや厚手の

小さな平底である。外面は風化が激しく調整は不明。内面はタテハケ後ナデである。 385

は甕の底部である。外面はタテハケで、内面はナデである。
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Fig.63 Fトレンチ

河川出土縄文時代

後期土器実測図

5 Fトレンチ出土遺物

Fトレンチでは縄文時代の河川から、下層では縄文時代後期、

上層では縄文時代晩期を中心とする士器が出土した。なお、河

川を掘り込んだ水田暗渠及び河川上面包含層からも、本来河川

堆積士中に含まれていた縄文士器が出士しており、河川出士士

器と共に掲載している。詳細は観察表を参照されたい。

(1) 縄文時代後期 (Fig.63-386~390, PL.57) 

386~388は磨消縄文系士器で、岩田 2 類、月崎上層 2 類に相

当する九州の西平系土器と考えられる。 386は深鉢の口縁部であ

る。無文で外反する口縁部と立ち上がりを持つ。口唇部は欠損

している。内外面ともナデである。 387は有文深鉢の胴部である。

3条の沈線をもち、 RLの縄文が施される。風化が激しい。 388

は有文深鉢の胴部である。 3条の沈線を持つ。沈線間には巻貝の

刺突による擬縄文が施される。内面は風化が激しく、調整は不

明。 389は深鉢の口縁部である。立ち上がり部分に3条、その下

に3条の凹線が施される。風化が激しい。岩田 3類bに相当する

九州の御領系の士器と考えられる。 390は深鉢、もしくは鉢の胴部である。 3条の右上がり

の沈線が施される。下地に施された貝殻条痕が観察できる。晩期初頭に下る可能性もあ

る。

(2)縄文時代晩期

縄文時代晩期深鉢 (Fig.64-391,65-392, 66-393---399, PL.58・59) 

391は深鉢の口縁部～胴部である。寸づまりの形態で、口径と器高がほぼ等しくなると

考えられる。口縁部と胴部の境で屈曲し、 D縁部は直線的に外反する。 D唇部は面をとり、

無文である。胴部外面、口縁部外面には右から左方向の二枚貝条痕が施される。口縁部と

胴部の境は二枚貝条痕の後にナデが施される。口縁部内面は右から左方向の二枚貝条痕が

施された後、ナデにより人念に条痕が消されている。胴部内面は右から左へ二枚貝条痕が

施された後、ナデが施される。以上の特徴は寸づまりである点を除けば、岩田四類 cの新

相に相当する。

392は深鉢の口縁部～底部である。接合しない同一個体の口縁部、胴部、底部を図上復

元した。寸づまりの形態で、口径が器高を上回る。緩やかに口縁部が外反し、尖底の底部
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Fig.64 Fトレンチ河川出土縄文時代晩期土器実測図 (1)

に続く。口唇部はヨコナデにより丸くおさめ、余った粘土が口縁部下にはみだす。胴部外

面・ 口縁部外面には右から左方向のケズリが施され、煤が付着する。口縁部と胴部の境に
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Fig.65 Fトレンチ河川出土縄文時代晩期土器実測図 (2)

10cm 
(113) 

は半裁竹管状のエ具によって C字状の刺突が部分的に施される。体部内面はナデで、口縁

部内面にも C字状の刺突が施される。このようなケズリ調整、 C字状の刺突には突帯文土

2?) 

器成立直前の岡山県の谷尻式に代表される瀬戸内の強い影響がうかがえる。山口県内では、
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23) 

山口市毛割遺跡 1号土坑で胴部に C字状の刺突を持つ深鉢が出土している。

393は口縁部に段を持つ。 口縁部外面は二枚貝条痕後ナデである。 394は口唇部が無文で

ある。口縁部外面は二枚貝条痕、内面は二枚貝条痕後ナデである。 395~397は口唇部に刻

みを持つ。 395は縦長のV字刻みの左右に横長の O字刻みを施す。 396は逆D字、 0字刻み

が施される。 395・396の内外面は二枚貝条痕後ナデである。 397は口唇部に二枚貝による

0字刻みが施される。内外面には横方向の二枚貝条痕が施される。 398は刻目突帯文土器

深鉢の口縁部である。 口唇部は丸くおさめ、 わずかに下がった位置に低い断面三角形の貼

付突帯を持つ。突帯上には 0字刻みを持つ。 399は深鉢の胴部片で、 3条の沈線が施され、

上部の2条がやや曲線を描くことから、岩田 4類 cの波頭部の一部と考えられる。小片の

ため他器種の可能性もある。

浅鉢．壺 (Fig.67-400,...,409,PL.60) 

400・403・407 ,±、 口唇部を丸くおさめるか面取りを行うものである。 400は口縁部に1

条の沈線を持つ。外面は右から左方向への二枚貝条痕の後、 タテミガキが施される。内面

はヨコミガキである。 401は口縁部に立ち上がりを持つ。 402は口縁部内面に沈線を持つ。

404・405は口縁部の内面に粘土紐を付加して玉縁状に肥厚させる。 406は剥離しているが、

口縁部の内面を方形に肥厚させる。 408は体部で屈曲する浅鉢の胴部で、扶りによる段が

ある。 409は壺の胴部と考えられる。胴部には浅いヘラ描沈線が施される。内面はナデで

ある。小片のため他器種の可能性もある。
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Fig.67 F トレ ンチ河川出土縄文時代晩期土器実測図 (4) 、弥生時代前期土器• 土師器実測図

底部 (Fig.67-410-412可 PL.61)

410・411は浅鉢底部、412は深鉢底部である。 いずれも風化が激 しい。

(3)弥生時代以降 (Fig.67-413-416,PL. 62 (1)) 

413は弥生時代前期初頭の大型壺の口縁部で、口縁部に段を持ち、外面に丹塗 りを施す。

内面は風化が激しく調整不明。414・415は弥生時代前期末～中期初頭の甕、416は古墳時

代中期の高杯で、 河川上面に堆積する他含層から 出土した。
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゜
10cm 

(1/3) 

爪

c::> 

贔[
-~- -<::::>-

゜
5cm 
(2/3) (418) 

Fig.68 Fトレンチ河川出土石器実測図

敲石 (Fig.68-417,PL.62 (2)) 

417は敲石である。円礫を使用している。表は全体的に研磨が施され、中心部と縁部に

敲打痕がある。表の左側約1/4を欠損する。側面にも敲打痕を残す。裏は大半を剥離して

いる。石質は輝石安山岩である。

三脚石器 (Fig.68-418,PL.63 (3)) 

418は三脚石器で、表にはほぼ全面に調整剥離が施される。表面はやや風化している。

裏の側縁部には調整刺離が施されている。石質は黒曜石である。

6 小結

(1)縄文時代

Fトレンチで検出された縄文時代の河川から縄文時代後期の西平系土器、御領系士器と、

上層からは岩田四類 cの新相に相当する縄文時代晩期中葉の深鉢や浅鉢が出土した。これ

らに伴って磨石や三脚石器が出上した。また、 Bトレンチから検出された縄文時代晩期の

河川からも、深鉢を中心とする縄文時代晩期中葉の土器が出土した。

24) 25) 26) 

近年、県内では下関市の吉田川下流域で吉田馬場遺跡、大判遺跡、松ヶ坪遺跡、柳瀬

遺跡などの晩期の遺跡の調査例が増加し、編年案も出されている。しかし、小片が多く一
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小結

括性に欠けるため、その内容はなお検討の余地があろう。 Fトレンチ河川出土士器は数は

少ないが、時期の異なるものを差し引くと、谷尻式の影欝を受けた深鉢 (392)、口唇部に

刻みを持つ深鉢 (395,..._,397)、婉形、皿形の浅鉢 (400・402・403)、口縁部内面を肥厚させ

る浅鉢 (404__, 406)の組み合わせが想定できる。晩期中葉終末に比定され、九朴lの黒川式

2?) 

終末、愛媛県の持田式、岡山県の谷尻式、近畿地方の篠原式新段階との併行関係が考えら

れる。

(2)弥生時代

F トレンチの河川からは、突帯文土器の深鉢の口縁部 (398)や弥生時代前期初頭の丹塗

磨研の大型壺 (413)が出士した。同様な壺の口縁部は、 Fトレンチから北西に約500m離れ

29) 

た第 I地区B区でも出士している。また Fトレンチの南西約1kmには前期初頭の遺構・遺

30) 

物の検出された小路遺跡が所在する。調査地一帯に前期初頭の遺構・遺物が展開している

可能性があり、今後の周辺の調査が期待される。

また、 Aトレンチの河川からは前期～終末期の土器が出士した。前期～中期の上器は少

なく、後期～終末期の士器が多い。 Bトレンチ・配線トレンチでは、弥生時代後期の第 1

号竪穴住居跡から 19個、第 3号竪穴住居跡からは18個、合計37個ものガラス小玉が出士し

た。ともに、竪穴住居跡 l棟あたりの出土数としては県内最多である。竪穴住居跡からは

中期後半～後期の土器が少量出士し、周辺の士坑からは後期後半～終末の土器、落ち込み

からは中期後半～後期後半の土器が出土した。

(3)古墳時代

Aトレンチと配線トレンチ F区からは古墳時代前期を下限とする河川が検出され、上器

が多数出土した。弥生終末期～古墳時代初頭の士器は、直口壺 (63・67)、山陰系の甕 (70

~s2) 、庄内系甕 (111) 、布留系甕 (123) 、タタキを持つ在地系の甕 (112) 、ハケ仕上げの

在地系甕 (121·122) 、高杯 (128~136) 、鉢 (138~141) などの組み合わせが考えられる。

このうち、外面にタタキをもち、口縁端部をつまみ上げる庄内系の甕は県内でも類例が少

なく、貴重な例を加えることとなった。これらの土器群は第 I地区A区で検出された古墳

時代前期前半の土器群と様相が近似する。時期的にも湯田楠木町遺跡第 I地区士器捨て場

32) 

跡出土上器とほぼ同時期のものであろう。

(4)古代

Cトレンチでは古代の土器を含んだ落ち込みが検出されている。また、配線トレンチの

包含層からは底面にヘラ書きによる文字を持つ9世紀後半の須恵器の杯が出土した。文字
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は「位」もしくは「領」と考えられ、職名、人名、地名などを記した可能性が高い。大学会

館前庭部では、墨で「冨」と書かれた9冊紀後半の杯底部がが出士している。近年、第 2学

生食堂敷地では、 9但紀後半の大溝と掘立柱建物跡が2棟検出され、 9世紀後半を中心とす

る官術的施設の存在が考えられている。また、調査地から南に約600m離れた神郷大塚遣

跡では、 8世紀~13軋紀の掘立柱建物15棟、柵列6、土坑5基や多数の柱穴が検出されてい

る。出土遺物には土師器、須恵器のほか緑釉陶器、製塩土器、靴羽口、金属滓などがあり、

341 

金属製品の生産を行っていたと想定されている。これらとの関連が注目されよう。

［注］

1)潮見 浩「山口県岩田遺跡出土縄文時代遺物の研究」（『広島大学文学部紀要』第18号、 1960年）
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5)村岡和雄網『坂手沖尻遺跡・惣の尻遺跡』（『山口県埋蔵文化財調介報告』第42集、 1978年）
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Tab.2 出土遺物観察表（土器） 法量( )は復元値

遺物
出土遺構 層位 器 種 部位

口径 底径 器高
⑰色j.面②調内面 胎 土 備 考番号 (cm) (cm) (cm) 

1 
A トレンチ

中 悩自 縄文 f器深鉢 胴部 ⑫1I浅火黄色 1-3rnmの砂粒を含む
M/1121メ： 黄色

2 
A トレンチ

中固9』 縄 文［器改鉢
11縁部 心I黒暗I火貨色 1-3mmの砂粒を少鼠

泊［川21メ^^ -m,1部 掲色 含む

3 
A トレンチ

叶I 屈" 縄文L器戊鉢 11糸哀府II 望し黒陪｝火黄色 1-3mmの砂粒を含む
'<':lt! リ亜＼ィヒヵ汀iiしい

泊J川2[K 褐色 /,: Iり条痕がかすかに残る

4 
A トレンチ

中層 縄文 i器浅鉢 底部 (8.0) ①⑫灰淡白色 1-3mmの砂粒を含む 風化が激しい
河川1区 偵色

5 
A トレンチ

ド柑 弥牛 l器甕 胴部 ①⑫灰灰黄色 1-3mmの砂粒を含む
）亜＼ィヒカゞ i房iしし、

泊T/ll2Gメー 白色 煤が付着

6 
A トレンチ

中層 j」fli 弥牛 l器長頸壺 頚部 ①（2〉「J途り 1-3mmの砂粒を含む 北部九fl・I系
氾I川1区 灰白色

7 
A トレンチ

卜 悩自 弥牛 t器鋤先11縁壺 11縁部 (27.1) ①灰色鉄分
1-3mmの砂粒を含む 北部）豆1-1系

iAJlll2lx 付着2~1火 (1 色

8 
A トレンチ

中層 t面 弥生 f器鋤先LJ縁壺 l! 縁部 (28.4) 橙色 1-5mmの砂粒を含む 北部九州系
M/llllx 

， A トレンチ
ド属Fヨ 弥牛十器鋤先11縁令 11糸ゑ許II (28.6) 1-3mmの砂粒を含む 北部）しm系

i"J/llllx 

10 
A トレンチ

卜’悩s 弥1!0.t器）ム11壺 11縁部 (23.8) 浅黄橙色
2mm前後の砂杓を含 北部）し小l・I系

iAJ/llllx む 内外面の風化が激しい

11 
A トレンチ

中洒 弥生 L器垂 I、IJ縁壺 LJ糸点粁I¥ (315) I火白色 1-5mmの砂粒を含む
泊T/112[メ

12 
Aトレンチ

中杓 弥生」器垂卜l」縁壺 頸部 ①(:! 一ノ黄伶色 1-3mmの砂粒を含む
inf/1111メ 浅貨杓色

13 
Aトレンチ

透水怜撹乱 弥牛十器在地系壺
「l縁部 (18.8) 浅黄色 1-4rnmの砂粒を含む

在地系
ir>J/1121/ ～頸部 「l縁部穿孔、棒状浮文

14 
A トレンチ

卜陪 弥生い器乖卜lJ縁壺 胴部 ①⑫I浅火白色 l-3mmの砂粒を含む
祖T/1I 1[,Z 黄橙色

15 
A トレンチ

中将 弥牛:t器甕 胴部 (35.8) 1-3mmの砂粒を含む 瀬戸内系
河）112区

16 
A トレンチ

中屈9可 弥牛l器甕 「l縁部 (211) 1 -3mrnの砂粒を含む
河川1区

17 
A トレンチ

中層 弥牛卜器甕 11縁部 (19.41 1-3mmの砂粒を含む
泊T/112[え

18 
A トレンチ

中界 弥化L器甕 [1縁部 1-3mmの砂粒を含む
河川2区 ②浅黄

19 
A トレンチ

下 脳自 弥叶十器甕 11縁部 1-3mmの砂粒を含む
河川11,{ ②賃怜色

20 
A トレンチ

中層 弥牛十器甕 11縁部 (21.0) ①暗灰黄色
1-3mmの砂粒を含む

inf/1111メ． 灰黄色

21 
A トレンチ

ト→ 脳s 弥'Lf悩甕
[]縁部

(19.0) 〈②1)/黄火災色 1-3mmの砂粒を含む
氾［川1[;{ ～胴部 橙色

22 
Aトレンチ

撹乱 弥牛十器甕
「l緑部 (26.71 ①②灰浅白色 1-3mmの砂粒を含む

M/1121メく ～胴部 黄杓色

23 
A トレンチ

排水溝撹乱 弥牛 t器鉢
I 1縁部 (15.0) 淡黄色 1-3mmの砂粒を含む

iof/!Jllx. -m,1部

24 
A トレンチ

撹乱 りヵ、 'f'~t甘芹 合本 l」奇汝紆II 淡黄色 1-4mmの砂粒を含む 風化が激しい
;,,J/1121メ：

25 
A トレンチ

中層 l面 弥庄 l―悩高杯 杯部 (1＇ •, 2―)̀ ) 褐灰色
1-3mmの砂粒を多献

氾J/112[メ； 黒褐色 に含む

A トレンチ 介＼ヽ：北晶・i癸,r, 1mm前後の砂粒を含
26 

inf/1121ベ
中層 ，｝り、'LI lif I府J土ィ、 杯部 -・ 

む
外面の風化が激しい

27 
A トレンチ

中層 弥小 I器器台
11縁部 (18 1) 

]〕)tiをり
2-3mmの砂粒を含む 北部九州系

ifif/112[>< -I][,]部 :2)/幻'1色

A トレンチ
ト層 弥化 I一器 甕 底部

:iwぶIヽ
'"『

1-4mmの砂粒を多凰
I匝＼イじ力吋散しし、28 Milll[メ：

(7 4) 
に含む

29 
A トレンチ

F 層 iり、'f.j・ 苔恰 、］ 底部 (6.5) (t1)/i火火色黄色 1-2mmの砂粒を含む
風化が激しい

if,f/ll2[x: [i、1頂i力も礼l脅ト

30 
A トレンチ

中屈" iり、11'.f 苔片 、応t 底部 (8.8) 
(1没黄色

l-3mmの砂粒を含む
ii<J/llllメ・ 20褐灰色

31 
A トレンチ

中IMI面 弥'l'.i器甕 底合II (7.21 浅貨伶色
1mm前後の砂粒を含

底部が剥落
泊J1111 Iメ む

32 
A トレンチ

排水溝撹乱 弥牛 l器甕 底部
r.I;J火白色

1-4mm0)ii少床立を含む 匝＼イヒカ刈g文しい
氾J川1区 GU火貨色

33 
A トレンチ

中1(4Lrfll 弥牛 l器党 底部 19.5) 
(j'./火貨色

1-3mmの砂粒を含む
氾f川1区 2 I火白色

-96-



出十．遺物観察表

法量（ ）は復尤値

苔 出土遺構 層位 器 種 部位
口径 底径

器(cm高) ①外色面②調内面 胎 土 備 考
(cm) (cm) 

34 
Aトレンチ

中層 弥牛 t器甕 底部 (5.4) :i② にぶい扮色 1-4mmの砂粒を多屈

泊T/112[;,< 黒褐色 に含む

35 
Aトレンチ

中 「晶自 弥庄 t器広r1令 I I弟咲ffl¥ (16.21 にぶい黄橙色 1-3mmの砂粒を含む
祖Jll/21メ．

36 
Aトレンチ

表採 弥牛 t器複合lJ縁壺 「l縁部 (14.4) 灰白色 微砂粒を含む
祖J川2区

37 
Aトレンチ

中層 弥叶十器複合LI稼壺 11縁部 (20.6) 灰黄色 微砂粒を含む
泊J/1l2lメ'.

38 
Aトレンチ トと 脳目 弥牛t器複合LJ縁壺 [1緑部 ①②灰黒黄色 1mm前後の砂粒を含

外面の風化が故しい
河）112区 褐色 む

39 
Aトレンチ

中層 f・.面 弥牛十器複合II縁壺 r r縁部 ③①灰I火黄杓色 2mmまでの砂粒を含

河川2区 白色 む

40 
Aトレンチ

給水管撹乱 弥小し器複合11縁壺 L」糸家府II ①②灰里白色 1-2mmの砂粒を含む 外面に櫛描波状文
泊TII I 1[ベ 掲色

41 
Aトレンチ

中悩s 弥生 L器複合11縁壺 11緑部 (22.8) 橙色 l-3mmの砂粒を含む
泊T/112[メ：

42 
Aトレンチ

中層 弥生 L器複合「1縁壺 u糸ゑ孔I¥ (26.8) I火白色 2-3mmの砂粒を含む 45 と同—伽]{,fか
MJll21メ

43 
Aトレンチ

中層 弥生 L器複合[!縁壺 ll緑部 ①(2•ノ' 灰黄橙色
1-lOmrnの砂粒を含

河川2区 にぶい黄橙色 む

44 
Aトレンチ

撹乱 弥牛十器複合LJ縁壺
頸～

C②L灰灰白色 l-5mmの砂粒を含む
河）I I 1区 胴部 黄色

45 
Aトレンチ

中柄 弥牛十器複合「l緑希
頸～

淡黄色
1mm前後の砂粒を含 桐部中央に突帯貼付痕

ior/112[><: 胴部 む 42と同 ・jl!J休か

46 
Aトレンチ

中晋卜．面 弥牛十．器甕
lJ縁部

(11.6) 灰白色 l -3mrnの砂粒を含む 外血の風化が激しい
河川2区 -ij粕1部

47 
Aトレンチ

中杓 弥牛十器甕
[]縁部

(18.0) 黒褐色 2-3mmの砂粒を含む 外血に煤か付省
泊J/111[,{ ～胴部

48 
Aトレンチ

中 脳自 弥生 L器甕 口縁部 (14 7) ①(_21 , 暗灰黄色 2-3mmの砂粒を含む
山陰系

河11111メ． 淡黄色 外印に5条の擬凹線

49 
Aトレンチ

弥生上器甕 11緑部 灰白色 l-3mmの砂粒を含む 擬凹線2条
iaJ/1 I 11メ：

50 
Aトレンチ

中層 弥生十．器甕
I l糸及音II

(21 0) 灰白色 l-5mrnの砂粒を含む
M/1121メ ～胴部

51 
Aトレンチ

中層L面 弥生上器高林 杯部 (10.2) ①②黒淡褐色 1mm前後の砂粒を含

泊I川l区 橙色 む

52 
Aトレンチ

中層 弥牛十．器翡杯 杯部 (312) 灰白色
2mm前後の砂粒を含

河川1区 む

53 
Aトレンチ

排水溝撹乱 弥叶十器裔杯 杯部 (32.6) <⑫ Di友黄怜色 1-2mmの砂粒を含む
泊J/1 Illズ． 灰白色

54 
Aトレンチ

下層 弥1tL器高杯 杯部
2mm前後の砂粒を含

風化が激しい
河川1区 む

55 
Aトレンチ

中層 弥叶十器高林 朴部 淡笛色 2-3mmの砂粒を含む 風化が激しい
祖T/112[メ．． 

56 
Aトレンチ

中層 弥生 L器高杯 脚部 灰白色 1-3mmの砂粒を含む 円形透かし穴
l"JJll21x 

57 
Aトレンチ

弥生 L器高杯 脚部 ①②橙浅色黄色 1-Smmの砂粒を含む 中央部穿孔
祖f/111lメ：

58 
Aトレンチ

ト層 弥牛f器高林 杯部 aC1ノ灰杓色黄橙色 微砂粒を多鼠に含む 外血の風化か激しい
M/1121メ：

59 
Aトレンチ

中層 弥生」＾器高杯 脚部 (118) ①＼ふ淡黄色 l-5mmの砂粒を含む 11Jjf幻壼力、し穴
氾/JI12[メ 明黄褐色

60 
Aトレンチ

中悟 弥牛 t揺高杯 裾部 (15.0) ①②灰浅白色 l-5mmの砂粒を含む 円形透かし穴
泊J/112[メ： 黄橙色

61 
Aトレンチ

中屁 弥4十器高杯 裾部 (17.9) ② ~]/火-黄色 1-3mmの砂粒を含む
泊T/111[メ： 部黒褐色

62 
Aトレンチ

中層 りホ！「t-閣if ii本 11糸改音II (112) (⑫Df淡火黄裕色 1-3mm(!)砂粒及びわすか
11唇部木翡）悴

河）112[;{ 黄色 に12mmの砂粒を含む

63 
Aトレンチ

中府 げ叫器但11壺
II緑部

(11.2) ,ベdじへ) 戊黄杓色 1-3mmの砂粒を含む
外由］の頸部及び111,1部に煤

河II11区 -ij[,j部 褐灰色 が付杓

64 
Aトレンチ

中屈" 十帥器 Iム11壺 l l脊汝音II (17.1) 灰白色 1-4mmの砂粒を含む
柑f/111(;{

65 
Aトレンチ

u印 6~Jl、 I ls:¥i 
IJ糸咬音II

(14.4) 淡黄色 l-2mmの砂粒を含む
河）Ill Ix ～りl•l 部

66 
Aトレンチ

中 I曽 l師悩屯，:
lJ奇家音II

(15 11 にぶい赤杓色 l-2mmの砂粒を含む 束部瀬戸内系か
iwr/111[メ． ～刷部
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古田構内グラント屋外照明施設新設にfl'う梵掘調仔

法景（ ）は復元値

遺物
出t遺構 層位 器 種 部位

口径 底径 器高
①外色面②調内面 胎 i~ 備 考

番号 (cm) (cm) (cm) 

67 
A トレンチ

中屈" fr. 巾苔t 1/ii J-d区 胴部
l淡杓色 1-3mmの砂粒を含む

;oJll[l[,{ 2, ,'じ糾色

68 
A トレンチ

中屈" I O!i化if・i笠 胴部
11火白色

1-3!Tu11の砂粒を含む
inJ II 12区 2褐I火色

69 
Aトレンチ

中 屈自 t月jj群壺 胴合1;
ii炎黄色

l-3mmの砂粒を含む
i'卯1121メ Xi火黄色

70 
Aトレンチ

中悩'3 t帥悩甕 11奇点名I, I 13.2) 淡黄色
1mm前後の fi日を多

山陰系
inf/1111メ 州に含も

71 
Aトレンチ

中層 t帥謡甕 11系点怜II i15 5) 浅貨杓色 微砂村を多りに含む 山陰系
ii'rll¥2¥J. ・

72 
Aトレンチ

中屈" I直巾器 甕 11縁部 ¥21.Si 淡黄色 微砂杜を多早に含む
白陰系

氾J/112[;{ 内巾ケズリ

73 
Aトレンチ

中屈" j師器甕
I 1縁部

(19 4) にふし罰杓色 微砂粒を多贔に含む
山陰系

;oJ/112「メー ～胴部 11、1向ケズリ、外間に煤付杵

A トレンチ
"'屈9可 f fi1!ir, 仕サt LI希は音1; にぶい黄杓色 1-2mmの砂粒を含む

[[[陰系
74 jPJ /112[メ： ！乱ftヵバ散しい

75 
A トレンチ

中料 L帥器甕 11系点部 戊黄拾色 1-2mmの砂粒を含む
訓陰系

iPJ /112[メ： I匝＼化力＼敦しい

76 
Aトレンチ

中属F' 十帥謡甕 1 1糸象ttl¥ 灰白色
1mm前後の砂杜を含

山陰系
刈川llx も

77 
A トレンチ

中I付い旬 l帥硲甕 fl命家名I¥
1mm前後の砂和を多 山陰系

iliTJII 11メー 』浅黄枠 砿に含む 外川］に媒付沿

78 
Aトレンチ

中屈" L師器甕 11縁部 ，:! l． 黒褐色 微砂杜を多贔に含む
山陰系

MJll21メ 灰白色 外印に煤付ぷi

A トレンチ I' 
十 帥 悩 甕 伽j部 2ヽ i田褐色 1mm削後の砂粒を含 山陰系

79 
氾JII I 1区 灰白色 も 外巾に煤付着

80 
Aトレンチ

中悩,― 9 l帥器甕 枷］部 灰白色 1-5mmの砂粒を含む
山［陰系

1日JIIIW 外面に煤付杓

81 
Aトレンチ

中層 l且Iii名i 見t 胴部
1mm以内の砂粒を含 叫唸系、外和櫛描波ii、文、

;of)I 121メ． む 11、11有iケズリ

82 
Aトレンチ

中層 l:111i ト帥謡売 胴部
1mm以休］の砂和を含 山軟系、外1fli櫛抽波ii、文、

ii1J/1121X: 2 む 内血ケズリ

83 
Aトレンチ

中凶0 

り~;tjc_ ●、. Ur!i化芥
1 1系京Ji, 灰白色 1-3mmの砂粒を含む

刈川21>< タタキ甕

84 
A トレンチ

中 悩自
｝り；'/'.-i: 和1i化且

r I糸政紅I¥ 1-3皿の砂粒を含む
illJ/1121メ． タタキ甕 戊黄

85 
A トレンチ

心水料麗乱
弥牛.-t・. 帥器

11糸哀名II 灰偵色
l -2mmの砂和をわず

泊I川2区 タタキ売 かに含む

86 
A トレンチ

中層 1面
，｝り、'i.-t 且巾化怜

桐部 灰白色 1-3mmの砂粒を含む
氾J1112[ズ タタキ甕

87 
A トレンチ

中屈n 
弥牛～卜帥器

枷］部 2 i爪褐色 1-3mmの砂粒を含む タト印に煤付着
氾J1112区 タタキ売 淡貨色

88 
A トレンチ

中厨
弥牛:-t帥器

桐部 淡黄色 1-3皿1の砂粒を含む
氾JJIIW タタキ甕

89 
Aトレンチ

中悩,-, 
ウ方、ijc_-u而名芹

胴部 、21賠灰黄色 1-3nlillの砂粒を含む
;11J /1[2[メ タタキ甕 灰白色

90 
Aトレンチ

中層
弥、'I'.-u而;;;:c

胴部 灰黄色 1-5mmの砂粒を含む 外間に煤付杓
;'nJ/112[メ タタキ甕

91 
Aトレンチ

透水行撹乱
1{1、1!>j r.rll:tt 

it,] ,111 田褐色 1-3mmの砂粒を含む 外間に煤付杓
i'rrrJI 12[メ タタキ甕

92 
Aトレンチ

中層
5~;14-_ 、- l」叶i各芥

胴部 淡貨艇色 1-3mmの砂粒を含む
111flll21X: タタキ甕

93 
Aトレンチ 弥1L-I師器

胴部 淡貨影色 1 -5mn1の砂粒を含む
刈川l区 タタキ甕

94 
Aトレンチ

中 /('l
iり、'L-t・ 月rt1名且

胴部 ].21'火l県褐色 1-3mmの砂和を含む 外間に煤付杓
;of 1112L.i.__ タタキ党 •し

95 
A トレンチ

中超" 
りj;叶:-l」lrli各苔

/IMJII 灰白色 1-3mmの砂粒を含む I亜しfl::力＼閑tしい
i≪T/1121メ・・ タタキ甕

96 
A トレンチ

給水管槌乱
弥生-t帥辟

胴部 2 l--淡貨色 l-3mmの砂粒を含む
氾JIll 11ズー タタキ売 灰黄色

97 
A トレンチ

ト^ 府
iり、'I.-i fi巾苔且

伽1部 ； !―_¥ Iり］赤褐色 1-3mmの砂杓を含む
111JJll2V タタキ売 杓色

98 
Aトレンチ

中層
iり、11.-IP, 巾 ~if

桐部 ＇" l） 黒褐色 1-3mrnの砂粒を含む タ~I旧 1 こ［某 1寸ぷj
i0J JI 121メー タタキ甕 灰1'1色

99 
A トレンチ

中層
弥；'l'-U1li化；；

刷部 浅黄杓色 I -3mm!J)n少床立を含む
氾T/1121メ タタキ甕

-98-



出土遺物観察表

法贔（ ）は復元値

訂 出土遺構 層位 器 種 部位 口(an径) 底(cm径) 器(cm高) 訊色面②調内面 胎 土 備 考

100 
Aトレンチ

F 層
弥牛-L師器

胴部 ①②淡黄灰色 1-3mmの砂粒を含む
泊JJI121え タタキ甕 黄色

101 
A トレンチ

F 層
弥生～上師器

桐部 ②①灰浅黄色 1-3mmの砂粒を含む 102 103と[ii] 個体か
Mlll21X: タタキ甕 黄色

102 
Aトレンチ

透水管撹乱
弥牛>-t. 師器

胴部 ①② /― 黒褐色 1-3mrnの砂粒を含む 101 103 と同—刈個休か
河/112区 タタキ甕 浅黄色

103 
Aトレンチ

中層
弥生～土帥器

胴部
①② にぶい赤褐色 1-3mmの砂粒を含む 101 102と同個体か

河!112区 タタキ甕 浅黄色

104 Aトレンチ 表採
弥生-t.師器

胴部 ②①灰黒褐色 1-3mmの砂粒を含む 外曲に煤付着
タタキ甕 白色

105 
Aトレンチ

中層
弥牛:-i_師器

胴部 ②①浅黒褐色 1-3mrnの砂粒を含む 外面に煤付府
河川2区 タタキ甍 黄色

106 
A トレンチ

下層
弥生～上師器

胴部 C②DIに幻ぶ＇い赤褐色 1-3mmの砂粒を含む
泊T!II 11メ タタキ甕 l色

l<Jl 
Aトレンチ

中層
弥生～上師器

胴部 浅黄橙色 1-3mrnの砂粒を含む
河川2区 タタキ甕

108 
Aトレンチ

透水管撹乱
弥生～上師器

胴部 灰黄色 1-3mmの砂粒を含む
ioJJl/21メ： タタキ甕

109 
Aトレンチ

F 層
弥生～土帥器

胴部 ①②灰黒褐色 1-3mmの砂粒を含む 外面に煤付着
河川1区 タタキ甕 白色

110 
Aトレンチ

中層
弥牛～十師器

胴部 灰白色 1-3mmの砂粒を含む 風化が激しい
河川2区 タタキ甍

111 
Aトレンチ

中層
弥生～士師器 口縁部

(15.4) 灰白色
2-3mmの砂粒を多量 庄内系

河川2区 庄内系甕 ～胴部 に含む 外面に 部煤付着

112 
Aトレンチ

中層
弥牛～七師器 L」縁部

(19 2) C②じI灰火黄色 1-3mrnの砂粒を含む 外面に一部煤付杓
河ill2区 在地系長胴甕 ～胴部 黄色

113 
Aトレンチ

ト層
弥生～上師器

胴部 ①②灰褐灰黄色色 1-3mmの砂粒を含む
ioIJI/ 1/X タタキ甕

114 
Aトレンチ

中層
弥生～上師器

胴部 ①②淡浅黄色 1-3mmの砂粒を含む
河}112区 タタキ甕 黄色

115 
Aトレンチ

中層
弥牛-t.師器

胴部 橙色 微砂粒を含む
河川2区 タタキ甕

116 
Aトレンチ

中層
弥生～上師器

胴部 ①②灰浅黄色 1-4mmの砂粒を含む
河川1区 タタキ甕 黄橙色

117 
Aトレンチ

中層卜．面 土帥器甕 口縁部 灰黄色
1mm前後の砂粒を含

風化が激しい
河川2区 む

118 
Aトレンチ

透水管撹乱 十師器甕 [l縁部 灰黄色 1-2mmの砂粒を含む
沖J/l/2[X

119 
Aトレンチ

中層 上師器甕
口縁部

淡橙色
2mm以内の砂粒を含

風化が激しい
氾f/112区 ～胴部 む

120 
Aトレンチ

中層 土師器甕 口縁部 灰黄色
1mm前後の砂粒を含

泊I川2[え む

121 
Aトレンチ

中層 上師器甍
[l縁部

(8.5) 灰白色 1-5mrnの砂粒を含む 外面に一部煤付着
河川2[;{ ～桐部

122 
Aトレンチ

中層 ±: 師器甕
「l縁部 (16.8) 灰黄色 1-3mmの砂粒を含む

外面に煤が付着

河川2区 ～胴部 内面ケズリ

123 
Aトレンチ

中層 士帥器甕 口縁部 (17.8) ①②灰浅白色 1-3mmの砂粒を含む 布留系
河川2区 黄橙色

124 
Aトレンチ

給水管撹乱 t師器甕 [ l縁部 (30.1) ①②淡黄黄色 1-3mmの砂粒を含む
河川1区 灰色

125 
Aトレンチ

中層 十．師器甕 胴部 浅黄橙色 1-3mmの砂粒を含む 外面に煤付着
河川2区

126 
Aトレンチ

中層 t師器甕 胴部 ①②I黒火褐色 1-3mmの砂粒を含む
布留系もしくは山陰系、

泊T/112[,Z 白色 外向に煤付着、 127と1可ーか

127 
Aトレンチ

中 I曽 L師器甕 胴部 ②①黒にふ褐い色黄橙色 1-3mmの砂粒を含む
布留系もしくは山陰系、

泊I川2[,( 外面に煤付着、 126と同 2か

128 
Aトレンチ

排水溝撹乱 上師器高杯 杯部 ②①黒淡褐黄色色 1-3mmの砂粒を含む 外曲に煤付着
M/111!/ 

129 
Aトレンチ

中層 L師器高杯 杯部 (29.1) ②①橙淡黄色橙色 精製粘上 外面に煤付着
jof/1/21メ．

130 
Aトレンチ

中層 上師器尚杯 杯部 (151) ①②灰淡白色 微砂粒を含む 脚部の可能件あり
氾rn121;,(: 黄色

131 
Aトレンチ

中層 L帥器邸林 脚部 淡黄色 2-3mmの砂粒を含む
河川2区

132 
Aトレンチ

ド層 t師器高朴 脚部 黄橙色 1 -3mrnの砂粒を含む
河川l区
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調査

法量（ ）は復元値

悶 出土遺構 層位 器 種 部位 口(cm径) 底(cm径) 
器高

①外色面②調内面 胎 土 備 考(cm) 

133 
Aトレンチ

中層 士師器高杯 脚部 淡黄色 1-3mmの砂粒を含む 2孔一組の透かし穴
河川2区

134 
Aトレンチ

中層 ＋師器高杯 脚部 浅黄色 1-3mmの砂粒を含む
河川21メ

135 
Aトレンチ

中層卜阻面 上師器高林 脚部 黄橙色 赤色斑粒を含む
河川2区

136 
Aトレンチ

中層 土師器高杯 脚部 浅黄橙色 精製粘十． 円形透かし穴
河川2区

137 
Aトレンチ

中層 上師器高林 脚部 (13.4) 灰白色 微砂粒を含む 円形透かし穴
河Jill区

138 
Aトレンチ

中層 土師器鉢
口縁部

黄橙色 2-3mmの砂粒を含む
河）112区 ～胴部

139 
Aトレンチ

中層 +師器小形丸底鉢
口縁部

淡黄色 1-3の砂粒を含む
泊r/II 11メ： ～胴部

140 
Aトレンチ

中層 t麻而各店 9本
U縁部

(12.3) (11.3) 淡黄色
精製粘土に1mm以ドの砂

外面にタタキ痕
inJ/llllX: ～底部 粒を少量含む

141 
Aトレンチ

ト層 t師器鉢
口縁部

(13.4) ①②灰淡黄色 1-4mmの砂粒を含む
一部被熱

河川2区 ～底部 白色 煤付着

142 
Aトレンチ

下層 弥生～上師器壺 底部 (8.0) ①②淡にぶ赤し橙色 微砂粒を含む 風化が激しい
河川1区 横橙色

143 
Aトレンチ

透水管撹乱 弥牛．～土師器壺 底部 (4.8) 灰白色 1-7mmの砂粒を含む 風化が激しい
河川2区

144 
Aトレンチ

中層 弥牛～士師器壺 底部 (6.0) 灰黄色 1-3mmの砂粒を含む
河川2区

145 
Aトレンチ

給水管撹乱 弥牛．～土師器壺 底部 (8.6) 淡黄色
1-4mmおよび9mmの

氾I川1区 砂粒を含む

146 
Aトレンチ

ド層 弥牛～十帥器壺 底部 (8.2) 黄橙色 1-5mmの砂粒を含む
河川2区

147 
Aトレンチ

中悟 弥生～上師器壺 底部 (7 5) 黄橙色 1-5mmの砂粒を含む
河川跡1区

148 
Aトレンチ

中層 弥生～上師器壺 底部 (6.8) 灰黄色 1-3mmの砂粒を含む 一部被熱
河/112区

149 
Aトレンチ

中層 弥牛～七師器壺 底部 (5.6) 灰白色 1-2mmの砂粒を含む 風化が激しい
河川1区

150 
Aトレンチ

中層 弥生～上師器鉢 底部 (3.8) ①②灰灰色白色 1-3mmの砂粒を含む
河川2区

151 
Aトレンチ

中層 弥牛～士師器壺 底部 (6.0) ①②黒浅黄色 1-2mmの砂粒を含む
泊if/I I 11メー 褐色

152 
Aトレンチ

ト層 弥牛～十．帥器壺 底部 (5 6) ①②黒黄褐色 1-4mmの砂粒を含む 風化が激しい
河川1区 灰色

153 
Aトレンチ

中層 弥生～上師料壺 底部 (5.0) ①②浅灰黄橙色 1-2mmの砂粒を含む
河川2似 白色

154 
Aトレンチ

中層 弥生～卜師器壺 底部 (14.0) ①② 浅黄橙色 1-2mmの白色砂粒を

河川2区 にぶい橙色 含む

155 
Aトレンチ

中層 弥生-L師器甕 底部 (3.8) ①② 淡赤橙色 1-3mmの砂粒を含む 被熱
河川1区 浅黄色

156 
Aトレンチ

透水管撹乱 弥生～上師器甕 底部 (5.2) 灰黄色 1-5mmの砂粒を含む
氾J/1121メ．． 

157 
Aトレンチ

中層 弥牛～十．師器甕 底部 (3.2) 黄灰色 1-3mmの砂粒を含む 外面に煤付着
河1112区

1祁
Aトレンチ

下層 弥牛～士師器甕 底部 (3 7) ①②淡淡赤橙色 1-3mmの砂粒を含む 被熱
乳iJ/1 I 11メ． 黄色

159 
Aトレンチ

下層 弥牛-J-.師器甕 底部 (4.8) 灰黄色 1-5mmの砂粒を含む
河川11メ．

160 
Aトレンチ

中層 弥生～十帥器甕 底部 (4.6) 灰黄色 微砂粒を含む 風化が激しい
河川1区

161 
Aトレンチ

下層 弥生-l師器甕 底部 (4.6) ①②灰淡白色 1-4mmの砂粒を含む
i可川1lメ： 黄色

162 
Aトレンチ

中層卜．面 弥生～十帥器甕 底部 (5 2) ①¥r,-2) , 淡黄色
1mm前後の砂粒を多

I乱イ1::力刃Jiしい
河川2悩 浅黄橙色 量に含む

163 
Aトレンチ

中層 弥生～［師器甕 底部 (6.2) 黄灰色 1-2mmの砂粒を含む 外向に煤付着
河1112区

164 
Aトレンチ

下層 弥牛～上師器甕 底部 (3.8) ①②灰淡赤橙色 1-2mmの砂粒を含む 被熱
ioJ Ill 1lメ： 黄色

165 
Aトレンチ

ド I晶自 弥牛-r. 師器甕 底部 (6.0) ①遵灰黒白色 1-2rnrnの砂粒を含む 風化が激しい
inrJII 11メ 褐色
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166 
Aトレンチ

下層 弥生～土師器甕 底部 (6.2) 灰黄色 1-2mmの砂粒を含む 風化が激しい
河川1区

167 
Aトレンチ

中層 弥生～土師器甕 底部 (2 5) ①②淡黄黄色 1-6mmの砂粒を含む 風化が激しい
河川1区 灰色

168 
Aトレンチ

中層 弥生～土師器甕 底部 (3.6) ②①灰淡黄色 微砂粒を含む 煤が付着
河川2区 黄色

169 
Aトレンチ

中層 弥生～土師器甕 底部 (2.0) 浅黄橙色 1-3mmの砂粒を含む
河川1区

170 
Aトレンチ

中層 弥生～土師器甕 底部 (0.9) 黒褐色 1-3mmの砂粒を含む
河川2区

171 
Aトレンチ

透水管撹乱 弥生～土師器甕 底部 (36) ②①灰淡褐赤橙色色 1-3rnrnの砂粒を含む 外面にタタキ痕
河川2区

172 
Aトレンチ

中層 弥生～土師器甕 底部 (2.2) ①② 黄橙色 1-3mmの砂粒を含む 外面にタタキ痕
河川1区 淡黄色

173 
Aトレンチ

中層 弥生～土師器甕 底部 (11) ①②灰黄黄色 1mm前後の砂粒を含
外面にタタキ痕

河川1区 灰色 む

174 
Aトレンチ

中層 弥生～土師器甕 底部 (3.5) 赤①変灰白色 一部 1-5rnmの砂粒を含む 外面にタタキ痕
河川1区 ③灰白色

175 
Aトレンチ

中層 弥生～土師器甕 底部 (2.4) ①② 淡黄色 2 5mm以内の砂粒を
外面にタタキ痕

河川2区 にぶい黄橙色 含む

176 
Aトレンチ

下層 弥生～土師器甕 底部 ①②灰明白色 1-5mmの砂粒を含む 外面に煤付着
河川2区 褐灰色

177 
Aトレンチ 下層

弥生～土師器甕 底部 (5.0) ①②灰淡黄色 1-3mmの砂粒を含む 外面に煤付着
河川2区 河床上面） 黄色

178 Aトレンチ 表採 磁器碗 底部 (6.0) 
素 地 白 色

精良
青磁

釉調緑灰色 内外面貰人

182 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文土器深鉢 口縁部 (39.6) 灰白色
1mm前後の砂粒を含

全面風化
河/II屑部 シルト層 む

183 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文土器深鉢
口縁部

(24 8) ①② 暗褐色 1-2mmの砂粒を含む
河川肩部 シルト層 ～胴部 明黄褐色

1糾
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文土器深鉢
頸部～ ①②褐にぶい橙色 1-2mmの砂粒を含む 内面の風化が激しい

河川肩部 シルト層 胴部 灰色

185 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文士器深鉢
頸部～

②①黄灰灰黄色色 1-3mmの砂粒を含む 190と同個体か
河川肩部 シルト層 胴部

186 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文土器深鉢
頸部～

①②灰暗黄白灰色色
1mm前後の砂粒を含

河川肩部 シルト層 胴部 む

187 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文士器深鉢 胴部 ①② 淡黄色 1mm前後の砂粒を含

河川肩部 シルト層 黒褐色 む

188 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文土器深鉢 口縁部 ①② 明黄褐色 1mm前後の砂粒を含

河川肩部 シルト層 黒褐色 む

189 
Bトレンチ

縄文土器深鉢 口縁部 明黄褐色 1-2mmの砂粒を含む
河川屑部

190 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文上器深鉢
頸部～ ①②1)(黄黄色 1mm前後の砂粒を含

185と同一個休か
河川肩部 シルト層 胴部 灰色 む

191 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文土器深鉢 胴部 ①②灰褐黄褐色 1-3mmの砂粒を含む 196と 同 個 休
河川肩部 シルト層 灰色

192 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文土器深鉢 胴部 ①②灰淡黄色 1mm前後の砂粒を含

河川肩部 シルト層 黄色 む

193 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文土器深鉢 胴部 ①②灰黄黄色 微砂粒を含む
河川肩部 シルト層 灰色

194 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文十．器深鉢 胴部 ①②灰灰色白色 1-2mmの砂粒を含む
河川肩部 シルト層

195 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文土器深鉢 胴部 ①②黄にふ橙い色黄橙色 1mm前後の砂粒を含

河川肩部 シルト層 む

196 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文上器深鉢 服部 ②①褐灰I黄火色褐色 1-3mmの砂粒を含む 191と同個休
河川肩部 シルト層

197 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文土器深鉢 胴部 ①②褐にぶ灰い色黄褐色 1-3mrnの砂粒を含む
河川肩部 シルト層

198 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文上器深鉢 桐部 ①②黒にふ褐
1mm前後の砂粒を含

河川肩部 シルト層 む

199 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文土器深鉢 胴部
①② にふい黄橙色 1mm前後の砂粒を含

河Ill肩部 シルト層 黄橙色 む

200 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文十．器深鉢 桐部 ①？ ~J 灰白色
1mm前後の砂粒を含

河川肩部 シルト層 黒褐色 む

201 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文士器深鉢 胴部 ①9~ ア＼黄灰色 1mm前後の砂粒を含

河川肩部 シルト層 黒褐色 む
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占廿l構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調在

SB: 竪穴住居跡、 SK:土坑、 SD:溝、 sx:落ち込み 法贔( )は復元値

遺物
出土遺構 層位 器 種 部位

口径
底(cm径) 

器高 色調
胎 土 備 考

番号 (cm) (cm) 訊 面 ② 内 面

202 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文［器深鉢 胴部
①明黄褐色 1mm前後の砂粒を含

河Ill屑部 シルト層 ②黒褐色 む

203 
Bトレンチ 賠灰色

縄文t器浅鉢 fl縁部 ①＼ -2>黄I火色 1mm前後の砂粒を含

河川肩部 砂礫層 褐灰色 む

204 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文t器浅鉢 胴部
~I)明貨褐色 1mm前後の砂粒を含

沿iJJlllfl 音〖 シルト層 ⑫褐I火色 む

205 
Bトレンチ 淡黄I火色

縄文 l器浅鉢 胴部
a、明黄褐色

微砂粒を含む
河川肘部 シルト層 ②褐灰色

206 
Bトレンチ

シルト層 縄文十器浅鉢 胴部 o② : 淡黄色 1mm前後の砂粒を含

泊I川Iii部 明黄褐色 む

2<Yl 
Bトレンチ

シルト 1曽 縄文 l符片 戊鉢 底部 ①⑫黒明黄褐色 1mm前後の砂粒を含

i可川肩部 褐色 む

208 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文 i滑．器浅鉢 底部 (4.6) 黄橙色 1-3mmの砂粒を含む
河川肩部 シルト 1曽

209 
Bトレンチ 淡黄灰色

縄文十器深鉢 底部 (8.7) ①②し一褐にふ灰い色黄橙色 1-3mmの砂粒を含む }j¥ィヒカ刃itしい
河川肩部 シルト1曽

210 
Bトレンチ

弥牛土器鋤先口縁壺 口縁部 (42 4) 灰色 1-3mmの砂粒を含む 北部九州系
SB-1 

211 
Bトレンチ

弥牛十器壺 LJ縁部 (14.0) 灰白色 1-3mmの砂粒を含む 口縁部に紐孔
SB-1 周溝

212 
Bトレンチ

弥生上器甕 fl緑部 ①② 浅黄橙色 1-4mmの砂粒を多鼠 被熱

SB-1 淡黄色 に含む 風化が激しい

213 
Bトレンチ

弥生上器甕 口縁部 灰黄色 1-3mmの砂粒を含む 風化が激しい
SB-1 

214 
Bトレンチ

ド層 弥生L器 高 杯 □縁部 淡赤橙色 1-3rnmの砂粒を含む
被熱

SB-1 風化が激しい

215 
Bトレンチ

弥牛土器高杯 [J縁部 (18.2) ①② j 淡黄色 1-3mrnの砂粒と安犀
内面ヘラミガキ

SB-1 黄灰色 を含む

238 
Bトレンチ

弥生十器甕 口緑部 ①②灰淡黄色 2-4mrnの砂粒を含む I亜I.イじ力'携tしい
SB-2 Pit-4 白色

239 
Bトレンチ

弥生上器甕 「l縁部 灰白色 1-4mmの砂粒を含む 風化が激しい
SB-2 

240 
Bトレンチ

弥牛土器甕 [J縁部 ①②灰黄黄色 1-4mmの砂粒を含む 口唇部に2条の擬凹線
SB-2 灰色

241 
Bトレンチ

弥生上器甕 底部 (5.4) 灰白色
1-5mmの砂粒を多羅

風化が激しい
SB-2 に含む

243 
Bトレンチ

弥牛t器壺 頸部 灰黄色 1-4mmの砂粒を含む
SB-3 

244 
Bトレンチ

弥生十器甕 胴部 灰白色 1-3mmの砂粒を含む
風化が激しい

SB-3 煤付着

263 
Bトレンチ

弥生上器甕 口縁部 (21.9) ①②I淡火黄色 1-3mrnの砂粒を含む
SB-4 黄色

264 
Bトレンチ

弥生上器甕 n縁部 ①②橙淡色赤橙色 1-2mrnの砂粒を含む 風化が激しい
SB-4 Pit-4 

265 
Bトレンチ

弥生上器高杯 杯部 灰黄色 1-4mmの砂粒を含む
SB--4 Pit-5 

266 
Bトレンチ

弥牛．上器甕 底部 (6.8) ①②灰淡黄色 1-3mmの砂粒を含む
SB-4 Pit-4 白色

267 
Bトレンチ

弥叶十器甕 LJ縁部 (17 0) 淡黄色 1-2mmの砂粒を含む
SB-4 

268 
Bトレンチ

弥牛十．器鉢
口縁部 (10.8) 淡黄色 1-4mmの砂粒を含む

被熱

SB-4 Pit-4 ～桐部 煤付着

269 
Bトレンチ

十帥器甕 日緑部 (12.9) ②①灰黄灰色 1-3rnmの砂粒を含む
山陰系

SB-4 黄色 風化が激しい 混人か

270 
Bトレンチ

弥牛t器複合LJ縁壺 口縁部 淡黄色
1mm前後の砂粒を含 山形文

SK-1 む 風化が激しい

271 
Bトレンチ

弥生上器甕 口縁部 灰白色 1-4mmの砂粒を含む 風化が激しい
SK-1 

272 
Bトレンチ

上層 弥生L器 甕 [1縁部 (28.0) 灰黄色 1-3mmの砂粒を含む
被熱

SK-1 風化が激しい

273 
Bトレンチ

遺椙面清椅時 弥生L器高杯 杯部 (25.8) 浅黄色 1-2mmの砂粒を含む
風化が激しい

SK-1 274と同個体か

274 
Bトレンチ

l 層 弥牛 t器高杯 脚部 (18.2) 灰白色 1-5rnmの砂粒を含む
2孔—組の透かし穴 風化

SK-1 が激しい 273と圃一個体か

275 
Bトレンチ

l一層 弥牛十．器甕 底部 (5.4) ①②賠黒）火黄色 1-5mrnの砂粒を含む 風化が激しい
SK-1 褐色

-102-



出士遺物観察表
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：悶 出土遺構 層位 器 種 部位 口(cm径) 底(cm径) 器(cm高) 訊色面②調内面 胎 土 備 考

277 
Bトレンチ

ト^ 層 弥牛 t器甕
fl縁部

(17.8) ①②淡黄灰色 1-5mmの砂粒を含む
SK-3 ～胴部 黄色

278 
Bトレンチ

下層 弥生上器甕 ll縁部 灰白色 微砂粒を含む
SK-3 

279 
Bトレンチ

弥生上器甕 胴部 ①② 浅黄色 微砂粒を含む
SK-3 灰白色

280 
Bトレンチ

ト．層 弥牛十器甕 底部 (14) ②①灰にぶい橙色 1-Smmの砂粒を含む 風化が激しい
SK-3 黄色

281 
Bトレンチ

上層 弥牛t器甕
［］縁部

淡黄橙色 1-2mmの砂粒を含む 風化が激しい
SK-4 ～伽l部

282 
Bトレンチ

j--_ 層 弥牛十器高杯 脚部 (20.7) 灰白色 微砂粒を含む 風化が激しい
SK-4 

283 
Bトレンチ

上層 t師器高杯 脚部 にぶい黄橙色
2mm以下の砂粒を含

風化が激しい
SK-4 む

284 
Bトレンチ

上師器器台 脚部 (8.8) 浅黄橙色 微砂粒を含む
透かし穴5ヶ所

SK-4 風化が激しい

函
Bトレンチ

弥生上器壺 底部 (6.6) ①②橙褐灰色色 1-6mmの砂粒を含む
被熱

SK-4 風化が激しい

286 
Bトレンチ

上師器高杯 脚部 淡黄橙色 1-2mmの砂粒を含む 風化が激しい
SK-o 

汲
Bトレンチ

土師器高杯 脚部 淡黄橙色 1-2mmの砂粒を含む 風化が激しい
SKふ

288 
Bトレンチ

弥生土器壺 底部 (10.8) 灰白色
1mm前後の砂粒を含 被熱

SK-6 む 風化が激しい

289 
Bトレンチ

上層 弥牛十器甕 底部 (5.6) 浅黄橙色
1mm前後の砂粒を含

風化が激しい
SK-6 む

290 
Bトレンチ

下層 弥生土器甕 口縁部 灰白色 微砂粒を含む
SX-1 

291 
Bトレンチ

下層 弥生土器甕 口縁部 灰白色 微砂粒を含む
SX-1 

傘
Bトレンチ

弥牛寸器高林 裾部 (13.0) 灰白色 1-2mmの砂粒を含む 風化が激しい
SX-1 

幽
Bトレンチ

弥生t器甕 底部 (6.0) ②①淡にぶい橙色 1-25mmの砂粒を含
風化が激しい

SX-1 黄色 む

294 
Bトレンチ

弥牛十器壺 胴部 灰白色
1-35mmの砂粒を含

5条単位の櫛描波状文
SX-1 む

302 
Bトレンチ

弥生L器甕 口縁部 ①②黒灰褐色 1-3mmの砂粒を含む 風化が激しい
SD-1 白色

303 
Bトレンチ

弥生上器高杯 杯部 浅黄橙色 微砂粒を含む 風化が激しい
SK-6 

304 
Bトレンチ

下層 弥牛土器鉢 把手 浅黄橙色 1-5mmの砂粒を含む 風化が激しい
SD-1 

305 
Bトレンチ t師器 l」縁部

(14.0) 灰白色 1-2mmの砂粒を含む 風化が激しい
SD-1 伝統的V様式系甕 ～胴部

306 
Bトレンチ

下層 上師器高林 脚部 浅黄橙色
精製粘上に1mm前後の

風化が激しい
SD-1 砂粒をわずかに含む

307 
Bトレンチ

弥牛十器甕 底部 (4.5) ①②褐浅黄橙色 1mm前後の砂粒を含
風化が激しい

SD-1 灰色 む

308 
Bトレンチ

弥生 t器甕 底部 (6.9) 灰白色 1-2mmの砂粒を含む 風化が激しい
SD-1 

309 
配線トレンチ

弥1,L器垂下「l縁壺 頸部 浅黄橙色
1-2mmの砂粒を多贔

風化が激しい
SD-2 に含む

310 
配線トレンチ

弥生 l器高杯 脚部 (16.7) 浅黄橙色 1-4mmの砂粒を含む
円形透かし穴

SD-2 風化が激しい

311 
配線トレンチ

弥生上器高杯 裾部 (17.1) 灰白色 1-3mmの砂粒を含む
SD-2 

312 
配線トレンチ

弥牛十器鉢
胴部～

(8.1) (1.9) (8.1) 灰白色 1-4mmの砂粒を含む
SD-2 底部

313 
配線トレンチ

下層 弥生上器車n,縁壺 頸部 褐灰色 1-2mmの砂粒を含む 風化が激しい
C[x:SX-1 

314 
配線トレンチ

下層 弥生t器甕 「l縁部 灰白色 微砂粒を含む
C悩SX-1

315 
配線トレンチ

ド層 弥牛十．器甕 11縁部 ①②黒淡褐色 1-2mmの砂粒を含む 外血煤付省
C区SX-1 黄色

316 
配線トレンチ ト・ 層 弥牛t器壺 Ll糸ゑ音II (18.9) 淡黄色

3mm以内の砂粒を含 I I唇部に3条の擬凹線

C区SX-1 む 317 と lo] —個体
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遺物
出土遺構 層位 器 種 部位 口(cm径) 底(cm径) 器(cm高) 訊色面②調内面 胎 土 備 考

番号

317 
配線トレンチ

ド層 弥生十．器壺 胴部 ①②灰淡黄色 1-3mmの砂粒をわず
316と同刈個体c区SX-1 白色 かに含む

319 
配線トレンチ ト・ 層 弥生土器壺

胴部～
(5.2) ①②灰浅黄色 1-3mmの砂粒を含む 内外面に黒斑c区SX-1 底部 白色

320 
配線トレンチ

下層 弥生上器高杯 脚部 (7.6) ①②淡黄黄色 1-2mmの砂粒を含む
Clメ:sx-1 灰色

321 
配線トレンチ

下層 弥牛土器甕 底部 (5.0) ②①灰浅黄橙色 1-2mmの砂粒を含む 風化が激しいc区SX-1 黄色

322 
配線トレンチ

下層 弥牛土器甕 底部 (8.0) ①②灰淡黄色 1mm前後の砂粒を含
c区SX-1 白色 む

323 
配線トレンチ

中層 弥生十器壺 胴部 ①②黄丹灰塗色り 1-3mmの砂粒を含む 北部九州系c区SX-1

324 
配線トレンチ

中層 弥生土器甕 口縁部 ①②灰黄灰色 1-3mmの砂粒を含む 外面煤付着
C区SX-1 白色

325 
配線トレンチ

中層 弥生土器甕
口縁部 ①②灰淡黄色 1-4mmの砂粒を含む 風化が激しい

C区SX-1 ～胴部 白色

326 
配線トレンチ

中層 弥生上器高杯 杯部 浅黄橙色 1-2mmの砂粒を含む
C区SX-1

327 
配線トレンチ

上層 弥生上器高杯 脚部 にぶい橙色
1-4mmの砂粒を多星 被熱

c屁SX-1 に含む 風化が激しい

328 
配線トレンチ

中層 弥生十．器高杯 脚部 橙色
1-4mmの砂粒を多量

c区SX-1 に含む

329 
配線トレンチ

中層 弥生士器壺 底部 (8.5) ①②淡里橙色 1-3mmの砂粒を含むc区SX-1 褐色

331 
配線トレンチ

k 層 弥生十伶器 甕 底部 (3 5) 淡黄色 1-3mmの砂粒を含む
風化が激しい

c区SX-2 外面に黒斑

332 
配線トレンチ

ト一 層 弥生土器甕 口縁部 灰白色 1-2mrnの砂粒を含む 風化が激しい
D区SX

333 
配線トレンチ

上層 土師器甕 底部 (5.0) ②①灰灰黄色 1mm前後の砂粒を含
D区sx 白色 む

334 
Bトレンチ

清掃時 弥牛士器複合口縁壺 口縁部 灰白色 1-2mmの砂粒を含む 風化が激しい
暗渠1

335 
Bトレンチ

瓦質上器壺 胴部 灰白色 精良 風景画型押し
暗渠1

336 
Bトレンチ

磁器碗
口縁部

(9.8) 
索地白色

精良 肥前系染付
暗渠1 ～｛本部 釉調灰色

337 
Bトレンチ

清掃時 陶器片U
体部～

(6.6) 
素地灰色

精製粘土
萩焼

暗渠1 底部 釉 調 灰 白 色 外面の釉は休部ド半まで

333 
Bトレンチ

遺構検出時 弥生上器甕 口縁部 浅黄橙色 1-2mrnの砂粒を含む 風化が激しい
G-1 

340 
Bトレンチ

遺構検出時 弥牛十器甕 底部 (4.5) 灰白色
1mm前後の砂粒を含

風化が激しい 上底
G-1 む

341 
Bトレンチ

遺構検出時 弥牛土器甕 底部 (6.4) 浅黄橙色
1mm前後の砂粒を含 u氏

G-1 む

342 
Bトレンチ

遺構検出時 十帥器甍 底部 (1 7) ①②褐浅黄橙色 1-2mmの砂粒を含む
外面ケズリ

G-2 灰色 風化が激しい

345 
Bトレンチ

遺構検出時 弥生t器甕 □縁部 淡黄色 1-3mmの砂粒を含む
G-3 

346 
Bトレンチ

遺構検出時 弥生上器壺 頸部 淡黄色
1-4mmの砂粒を多量 1条の貼付突帝

G-3 に含む ／風化力ゞ榜iしい

347 
Bトレンチ

遺構検出時 弥生上器壺 頸部 灰白色 1-3mrnの砂粒を含む
2段の刺突文

G-3 風化が激しい

348 
Bトレンチ

遺構検出時 弥生上器複合LJ縁壺 口縁部 淡黄橙色
1mm前後の砂粒を含

風化が激しい
G-3 む

349 
Bトレンチ

遺構検出時 弥牛上器甕 口縁部 灰白色 1-3mmの砂粒を含む
口唇部に3条の擬凹線

G-3 風化が激しい

350 
Bトレンチ

遺構検出時 弥牛十器高杯 林部 淡黄色
微砂粒含 と3-5mmの砂 原＼ィヒカゞ榜文しし)

G-3 粒をむ

351 
Bトレンチ

遺構検出時 弥牛土器壺 底部 (6.8) 淡黄色
2-4mmの砂粒を多量

底部貼付風化が激しい
G-3 に含む

352 
Bトレンチ

遺構検出時 弥fj+. 器甕 底部 (7.2) 灰白色 1-4mmの砂粒を含む I亜＼ィヒカゞ i房tしし、
G-3 

353 
Bトレンチ

遺構検出時 弥生上器甕 底部 (4.3) ①？ ＼ノ浅黄色 1-3mmの砂粒を含む 風化が激しい
G-3 褐灰色

354 
Bトレンチ

遺構検出時 弥生 L器 甕 底部 (6.7) ①(u  』C'ヽ淡黄色
1mm前後の砂粒を含

風化が激しい
G-3 黄灰色 む
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出土遺物観察表

法量（ ）は復元値

:: 出土遺構 層位 器 種 部位 口(cm径) 底(cm径) 器(cm高) 訊色面②調内面 胎 土 備 考

355 
Bトレンチ

遺構検出時 十師器高杯 杯部 浅黄橙色 1-3mmの砂粒を含む 風化が激しい
G-3 

356 
Bトレンチ

遺構検出時 上師器高杯 杯部 浅黄橙色 1-5mmの砂粒を含む 風化が激しい
G-3 

357 
Bトレンチ

遺構検出時 須恵器蓋林杯 底部 (7.5) 肖灰色
1mm前後の砂粒を含

G-3 む

358 
Bトレンチ

遺構検出時 土帥器婉 底部 (8.5) 淡黄色 精製粘＿十
G-3 

359 
Bトレンチ

遺構検出時 上師器皿 底部 (4 8) 灰白色 精製粘上
糸切底

G-3 内面に炭素吸着

360 
Bトレンチ

遺構検出時 土師器皿 底部 (6.5) 淡黄色 梢良 糸切底
G-3 

361 
Bトレンチ

遺構検出時 弥生土器甕 口縁部 (171) 灰白色
金雲母と赤色斑粒を

風化が激しい
G-4 わずかに含む

362 
Bトレンチ

遺構検出時 弥生上器甕 口縁部 (23.2) 淡黄色
1-3mmの砂粒を多量

風化が激しい
G-4 に含む

363 
Bトレンチ

遺構検出時 弥生土器甕 底部 (5.4) 淡黄色
1mm前後の砂粒を含

風化が激しい
G-4 む

364 
Bトレンチ

遺構検出時 弥生上器甕 底部 淡黄色
1mm前後の砂粒を含

風化が激しい
G-4 む

365 
Bトレンチ

遺構検畠時 弥生土器甕 底部 (5.4) 淡黄色 1-2mmの砂粒を含む 風化が激しい
G-4 

366 
Bトレンチ

遺構検出時 弥生士器高杯 胚部 (22.9) 淡黄色 1-3mrnの砂粒を含む
G-4 

367 
配線トレンチ

撹乱 縄文土器深鉢 口縁部 橙色 1-3mmの砂粒を含む 貼付突喘
A2[>( 

368 
配線トレンチ

表t掘削時 弥牛t器甕 LJ縁部 (26.4) 
①摺色

1-2mrnの砂粒を含む
被熱

C区 ②灰白色 風化が激しい

369 
配線トレンチ

表上掘削時 須恵器杯 底部 (8.5) 青灰色
1mm前後の砂粒を含

C区 む

370 
配線トレンチ

表土掘削時 十師器高杯 脚部 橙色 1-Zmrnの砂粒を含む
D区

371 
配線トレンチ

遺物蝕含層 上師器坑 □縁部 (116) 灰白色 精製粘土
E区

373 
配線トレンチ

下層 弥生L器複合口縁壺
口縁部

淡黄色 1-3rnrnの砂粒を含む
G区河川 ～頸部

374 
配線トレンチ

写真清掃時 須恵器杯 底部 (7.6) 青灰色
1mm前後の砂粒を含

G区 む

375 
Cトレンチ

須恵器杯 底部 (7.2) 青灰色 1-2mmの砂粒を含む
水田溝

376 
Cトレンチ

遺物包含層 十師器婉 底部 (7.2) 〔②し灰淡黄色 1mm以内の微砂粒を

北西端 白色 含む

377 
Cトレンチ

土帥器杯 底部 黄橙色 微砂粒を含む
溜池状遺構

378 
Cトレンチ

-t. 師器婉 口緑部 浅黄橙色
精製粘十．に1mm前後

風化が激しい
SK-1 の砂粒を含む

379 
Eトレンチ

遺物包含層 弥生上器壺 口縁部 (14 4) 淡黄色
1-2mmの砂粒を少贔

南半 含む

380 
Eトレンチ

遺物位含層 弥生土器甕 「］縁部 (13.4) 淡黄色
1-2mmの砂粒を少畢

北半 含む

381 
Eトレンチ

遺物包含層 弥生上器甍 □縁部 灰白色
微砂粒を多屈に含み 山陰系

南半 1-6mmの砂粒を含む 風化が激しい

382 
Eトレンチ

遺物包含層 弥生上器甕 頸郭 灰白色 微砂粒を含む
北半

386 
Eトレンチ

遺物蝕含層 弥牛十器高杯 脚部 灰貨色 1-3mmの砂粒を含む
南半

384 
Eトレンチ

遺物且含屑 弥牛 t器甕 底部 (3.6) 灰黄色 l -4mmの砂粒を含む
南半

385 Eトレンチ 遺物位含層 弥牛十．器甕 底部 (5.2) 灰貨色
2mm以内の砂粒を含
む

386 
Fトレンチ 縄文晩期

縄文十揺深鉢 口縁部 灰黄色 1-2mmの砂粒を含む
河川 堆積十f層

387 
Fトレンチ 縄文晩期

縄文 L器深鉢 胴部 暗灰黄色 1-2mmの砂粒を含む 縄文RL
河川 堆積 j・ト層

388 
Fトレンチ 縄文晩期

縄文上器深鉢 胴部 ①乞灰黄灰色 1-3mmの砂粒を含む 巻貝による擬縄文
河ill 堆積11層 黄色
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” 
出土遺構

389 
Fトレンチ

河川

390 
Fトレンチ

河/11

391 
Fトレンチ

れ1Jill~ ヒlri

392 
Fトレンチ

河ill

函
Fトレンチ

河川

394 
Fトレンチ

河川

395 
Fトレンチ

河Ill

396 
Fトレンチ

河川

匈
Fトレンチ

河川

臨
Fトレンチ

河Ill

399 
Fトレンチ

河川

400 
Fトレンチ

河Ill

401 
Fトレンチ

河川

402 
Fトレンチ

河川

403 
Fトレンチ

暗渠

404 
Fトレンチ

河川北肩

405 
Fトレンチ

河川

406 
Fトレンチ

洲ill

407 
Fトレンチ

河川北屑

瑯
Fトレンチ

河川

409 
Fトレンチ

河/II

410 
Fトレンチ

暗渠

411 
Fトレンチ

暗楳

412 
Fトレンチ

j/!J/11」ヒ1「1

413 
Fトレンチ

河/II

414 
Fトレンチ

河）II 

415 
Fトレンチ

河川

416 
Fトレンチ

河JII

鳳330姦'CIX:

吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調杏

法鼠（ ）は復元値

層位 器 種 部位
口径

底(cm径) 器(cm高) 訊色面②調内面 胎 ± 備 考(cm) 

t面包含層 縄文上器深鉢 口縁部 灰黄色
1mm前後の砂粒を含

6条の凹線
む

縄文晩期
縄文十器深鉢 胴部 灰黄色

2mm以内の砂粒を含 3条の沈線
堆積t下層 む 風化が激しい

縄文晩期
縄文上器深鉢

LJ縁部
(36.8) 

暗褐色～
1-5mmの砂粒を含む

堆積十上層 ～胴部 にぶい褐色

縄又晩期
縄文t器深鉢

「l縁部
(10) (26.1) ②①灰黒黄褐色 1-9mmの砂粒を含む

堆積t.上層 ～底部 褐色

縄文晩期
縄文 t器深鉢 口緑部 灰白色 1-3mmの砂粒を含む

堆積上t層

縄文晩期
縄文i―器深鉢 口縁部 黒褐色

1-2.5mmの砂粒を含
外血に煤付着

堆積士上層 む

縄文晩期
縄文 t器深鉢 口縁部 黒褐色 1-9mmの砂粒を含む

外面に煤付着
堆積上下層 口唇部刻Hあり

縄文晩期
縄文上器深鉢 口縁部 ①② 淡黄色 1mm前後の砂粒を含

口唇部刻Hあり
雄積H層 黒褐色 む

上面包含層 縄文士器深鉢 口縁部 黒褐色 1-2mmの砂粒を含む
外面に煤付着
口唇部刻Hあり

l血i包含層 縄文土器深鉢 口縁部 ①②灰黄黄色
灰色

1-2mmの砂粒を含む

縄文晩期
縄文t器深鉢 胴部 淡黄色 1 -Zmrnの砂粒を含む

堆積t.下層

縄文晩期
縄文十器浅鉢 fl緑郎 (42.0) ①②黒黄褐色 1-3mmの砂粒を含む

堆積t下層 灰色

縄文晩期
縄文土器浅鉢 口縁部 浅黄色 1-3mmの砂粒を含む

堆積上卜層

J面包含層 縄文上器浅鉢 i」縁部 黄灰色 1-3mmの砂粒を含む

縄文上器浅鉢 口縁部 黄灰色 l-2mmの砂粒を含む

縄文晩期
縄文十器浅鉢 口縁部 黄灰色

1mm前後の砂粒を含
外面に貝殻条痕を残す

堆積士l層 む

縄文晩期
縄文上器浅鉢 口縁部 黄灰色 1-2mmの砂粒を含む

堆積H 層

縄文晩期
縄文十器浅鉢 □縁部 黄灰色

1mm前後の砂粒を含
堆積t」上層 む

縄文晩期
縄文上器浅鉢 口縁部 黄灰色 精良 内面に剥離痕

堆積上 H曾

}. 面包含層 縄文上器浅鉢 胴部 黄灰色
1mm前後の砂粒を含
む

縄文晩期
縄文t器壺 胴部 黄灰色 1-2mrnの砂粒を含む

堆積土l層

縄文1:器浅鉢 底部 ①③灰黄灰色
黄色

微砂粒を含む

縄文t器浅鉢 底部 (7.4) 浅黄色 1-2mmの砂粒を含む

縄文晩期
縄文上器深鉢 底部 (7 8) ③①暗黄褐色 1-3mmの砂粒を含む

風化が激しい
堆積J上層 灰黄色 内面に煤付着

上面包含層 弥牛十．器壺 □緑部 (27.5) ③①丹淡塗り
黄色

1-3mmの砂粒を含む 外面！｝命り

l血冦含層 弥生上器甕 Ll縁部 浅黄色 1-3mmの砂粒を含む 混人か

上面包含層 弥生十器甕 11縁部 浅黄色 1-3mmの砂粒を含む 混人か

t面包含層 t師器高杯 杯部 浅黄色 1-2mmの砂粒を含む 混入か

Tab.3 出土遺物観察表（土製品）
法量（ ）は復元値

層位 器種 Fょ叶最乱門11,ぷ厚I,g, I 色 調 備 考

甲色粘 L t 玉 2.1 I 0.2 I 1.9 
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Tab.4 出土遺物観察表（石器・石製品）
法量（ ）は現存値

悶 出土遺構 層位 器種 最(cm大)長 最(cm大幅) 最(cm大)厚
重鷺

石 質 備 考(g) 

179 
Aトレンチ 最卜層

調整剥片 2.6 2.6 0.6 2.6 サヌカイト
氾f/1111:Z （河1,t;ト．面）

180 
A トレンチ

ド層 石鏃 38 16 0.95 4.4 黒曜右 未製品
河川lL:{

181 
Aトレンチ

中層 紡錘車
径

06 2.6 角閃fi安111岩
河川2区 (2.6) 

216 
Bトレンチ

礫 5.7 3.8 0.7 18.8 結品片岩 使用痕あり
SB-1 Pit-3 

217 
Bトレンチ

剥片 6.1 3.0 0.7 15.2 結晶片岩 使用痕あり
SB-1 Pit-5 

218 
Bトレンチ

紡錘車
最大径 孔径

0.7 17.8 滑石
SB-1 3.85 0.5 

2位
Bトレンチ

石鏃 (1.4) (11) 0.35 0.3 サヌカイト
SB-2 

町6
B トレンチ

上層 凹石 9.1 14.7 5.0 592.9 凝灰岩
SK-2 

295 
Bトレンチ

右1位丁 8.1 7.4 1.2 120.4 粘品片岩 未製品か
SX-1 

函
Bトレンチ

石1位丁 6.7 11 7 1.6 102.8 粘晶片岩 木製品か
SX-1 

297 
B トレンチ

ト・ 層 大型ガ器 13.0 20.3 3.8 771.2 熔結凝灰岩
SX-1 

298 
B トレンチ

刃器 7.1 10.4 2.5 214.5 結晶片岩
SX-1 

299 
Bトレンチ

下層 刃器 8.3 9.6 32 231.4 熔結凝灰料
SX-1 

300 
Bトレンチ

中層 台石 14.0 8.4 75 940.7 安山宕
SX-1 

301 
Bトレンチ

紡錘車 5.15 7.5 1.0 39.7 角閃石安111岩 未製品
SK-8 

318 
配線トレンチ

ド層 磨製わ斧 (8.3) (6.0) 6.1 468.0 輝石安ill岩
C悩SX-1

338 
B トレンチ

剥片 4.4 3.6 1.3 15.5 姫島産黒曜石
賠渠

343 
Bトレンチ

遺構検出時 剥片 (2.4) (3.4) 0.95 4.2 安山岩 使用痕あり
G-2 

44 
Bトレンチ

遺構検出時 剥片 12.2 6.7 2.4 236.5 流紋岩 使用痕あり
G-2 

372 
配線トレンチ

遺物包含層上面 石鏃 14 1.4 0.2 0.3 サヌカイト
E区

417 
Fトレンチ

敲石 10.5 10.7 48 720.8 輝h安山岩
河ill

418 
Fトレンチ

縄文晩期堆積上 三脚石器 26 2.8 0.5 2.0 黒曜伍
河川

Tab.5 出土遺物観察表（ガラス小玉）

：悶 出土遺構 層位 小口(mm長)径 小口(llllll短)径 最大(mm孔)径 側面長） 重量 ~= 色調 紐孔形態 備 考
(mm (g) 

219 
Bトレンチ

水洗選別 31 3.0 11 15 0.03 形態1 濃紺色 紐孔C2 気孔管がある
SB-1 

220 
Bトレンチ

水洗選別 3.8 3.6 16 4.5 0.08 形態2 淡水色 紐孔D
SB-1 

221 
Bトレンチ

水洗選別 2.9 2.8 0.8 3.3 0.03 形態2 濃紺色 紐孔Cl 小LJ面に大きな小純物がある
SB-1 

222 
Bトレンチ

水洗選別 3.6 34 1.4 1 7 0.02 形態1 淡緑青色 紐孔C2 断面形が ．． 角形状になる
SB-1 

223 
Bトレンチ

水洗選別 42 41 13 2.9 0.07 形態2 淡水色 紐孔D 熔着痕跡がある
SB-1 

224 
Bトレンチ

水洗選別 2.4 2.4 0.8 11 0.02 形態l 濃紺色 紐孔C2
SB-1 

225 
Bトレンチ

水洗選別 4.4 4.4 18 3.6 0.08 形態2 淡水色 紐孔C2
SB--1 

226 
B トレンチ

水洗選別 3.8 3.7 1.4 3.6 0.06 形態2 淡水色 紐孔D
気孔秤がある

SB-1 表面の［叱州が激しい
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吉田構内グランド屋外照明施設新設に伴う発掘調在

鍔 2出土遺構 層位
小口長径 小口短径 最大孔径 側（面長 重(g量) 

外部
色調 紐孔形態 備 考(nnn) (mm) (mm) mm) 形態

227 
Bトレンチ

水洗選別 25 2.4 1.0 11 0.01 形態l 濃紺色 紐孔Cl
SB-1 

228 
Bトレンチ

水洗選別 3.4 32 1 7 12 0.02 形態1 濃紺色 紐孔D
SB-1 

229 
Bトレンチ

水洗選別 35 3.4 1.0 34 0.05 形態3 晨紺色 紐孔D
SB-1 

230 
Bトレンチ

水洗選別 3.8 37 21 18 0.03 形態1 淡水色 紐孔D
SB-1 

231 
Bトレンチ

水洗選別 2.9 27 1 6 30 0.03 形態2 淡水色 紐孔Cl 器陛が簿く環状になる
SB-1 

232 
Bトレンチ

水洗選別 3.2 3 1 1.2 31 0.05 形態3 濃紺色 紐孔D
SB-1 

233 
Bトレンチ

水洗選別 35 3.4 1.3 18 0.04 形態1 濃紺色 紐孔D 気孔管がある
SB-1 

234 
Bトレンチ

水洗選別 3.3 3.2 16 13 0.02 形態1 淡水色 紐孔D
SB-1 Pit-2 

235 
Bトレンチ

水洗選別 3.0 2.9 11 20 0.03 形態2 淡水色 紐孔D
SB-1 

236 
Bトレンチ

水洗選別 3.1 2.9 16 16 0.03 形態1 淡緑青色 紐孔D
SB-1 

237 
Bトレンチ

水洗選別 18 
計測

形態1 淡水色 不明 欠損品
SB-1 不能

245 
Bトレンチ

水洗選別 4.3 42 11 35 0.08 形態2 淡緑青色 紐孔D
SB-3 

246 
Bトレンチ

水洗選別 3.0 28 1 1 29 0.03 形態2 濃紺色 紐孔C2
SB-3 

247 
Bトレンチ

水洗選別 3.2 3 1 15 14 0.02 形態l 濃紺色 紐孔D
SB-3 

248 
Bトレンチ

水洗選別 3.6 34 15 16 0 03 形態l 濃紺色 紐孔C2
SB-3 

249 
Bトレンチ

水洗選別 3.5 34 1.4 32 0 05 形態2 濃紺色 紐孔C2
SB-3 

250 
Bトレンチ

水洗選別 3.1 27 13 28 0.03 形態2 濃紺色 紐孔C2
SB-3 

251 
Bトレンチ

水洗選別 4.2 38 17 18 0 03 形態1 濃紺色 紐孔C2
SB-3 

252 
Bトレンチ

水洗選別 4.0 36 18 21 0 04 形態1 濃紺色 紐孔C2
SB-3 

253 
Bトレンチ

水洗選別 3.3 31 13 18 0 02 形態l 淡水色 紐孔D
SB-3 

254 
Bトレンチ

水洗選別 3.6 35 13 20 0 03 形態1 濃紺色 紐孔C2
SB-3 

255 
Bトレンチ

水洗選別 3.4 32 13 24 0 02 形態2 淡水色 紐孔D
SB--3 

256 
Bトレンチ

水洗選別 4.3 40 17 34 0 07 形態2 淡水色 紐孔D
SB-3 

257 
Bトレンチ

水洗選別 3.1 30 12 27 0 03 形態3 濃紺色 紐孔D
SB-3 

258 
Bトレンチ

水洗選別 3.9 38 17 28 0 05 形態2 淡水色 紐孔Cl
SB-3 

259 
配線トレンチ

水洗選別 48 44 17 39 0.10 形態2 淡水色 紐孔D しわ状の収縮痕がある
A W  SB-3 

260 
配線トレンチ

水洗選別 31 2.9 13 21 0 03 形態2 濃紺色 紐孔Cl
Al区 SB-3

261 
配線トレンチ

水洗選別 3.6 36 14 18 0 03 形態1 濃紺色 紐孔Cl
Al区 SB-3

262 
Bトレンチ

水洗選別 46 46 17 21 0.06 形態1 濃紺色 紐孔D
SB-3 
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DD断面
17.5m 

A A'断面
17.5m 

A 

□二□三□／
DD'断面 t層

小溝 1埋 L

小溝 2埋 f

暗灰色粘質l(Ila) 

黒褐色砂質 t

小溝 7埋 f-_上層 黒灰色粘質 l一一
- ---—, — 

4 小溝 7埋t下層 /;Jく褐色粘質i

5 小溝 3埋士 黒褐色粘質1

6 大溝 l卜層上部埋土 黒褐色粘質土（黄褐色礫少量混）

---―,--------------------------------------------------------------------7 大溝 l卜層下部埋土 黒褐色砂質土（黄褐色砂礫混I
---- ----- -—-—'—- --- --- -----------

8 大溝 1じ層下部埋土 黒灰色粘質砂

8' 大溝 lL層下祁埋土 褐灰色粘質砂

AA'断面土層

1 k溝2じ層埋士 暗灰褐色土（砂礫、シルトブロノク混）
-•-

2 )(溝 2上層埋土 黒褐色粘質土
- - . 

2' 人溝 2上層埋土 黒掲色粘質土（砂礫混）

3 大溝 2卜層埋上 黒灰• 茶灰色砂礫互層

9 小溝 5埋土 里褐色粘質土

BB'断面 l一層

1 暗楽埋 t 履乱t
2 小溝 3埋!・・ ＇黒掲色粘質土

3 小溝4埋七 黒茶掲色粘質L

~4―一大溝 2上層埋土 暗灰褐色砂質t

-5 6 -「iI-大大溝溝 22 上下層層埋埋土土-----—→i黒廿音灰褐色粘茶灰質土色砂質土互層 ―---------------

7 大溝 2下層埋土 I黒灰 茶灰色砂礫冗層

ー98一←: 一大大溝溝 1l 上I-_層層上卜部部埋埋土土ー→i黒暗毘灰色黄粘褐色質粘土質土 —----------------------

10 大溝 1上層 F部埋土 暗灰褐色砂質土

|-ぃ1312-j -人lk!i溝苫-H11l--卜:厨哨ご埋l-日I-_ --I__-, 僻i1I患灰賂I灰I焚を火整色茶朗色粘色笠砂質相癌砂砂甕~-'!',__ ,; 聾門腔,_

BB断面
17.5m 

B
 

H
 

゜cc断面
17.5m 

3m 
(1/40) 

Ilb lb 

c
 

23 

26 

12 大溝 l上層上部埋土 黒褐灰色粘質j (砂礫混）

13 大溝 l上層卜-部埋土 黒褐色粘質士（小礫混）

14 1 大溝 l卜層ド部埋土 黒 I火色砂礫i・（黄色礫多量混）-----------

14' 大溝 1l層卜部埋土 黒灰色砂礫王

15 大溝 l 上層下り部〖埋埋土土二瓜暗褐色粘質土（淡黄色礫混）

16 j大溝 l上層F 褐色砂礫土

17 大溝 l上層下部埋上 明黄灰色粘質砂
--~-—•-——- - ----—----- -

18 大溝 l上層下部埋七 黒灰色粘質砂

19 大溝 1卜層下部埋土 ; 8音灰色礫

20 i 大溝 1I・. 層ド部埋土 黒灰色粘質砂

21 ! 大溝 11層卜部埋土」暗灰色粘 t及び砂------------------------

黒褐色粘質七（黄色砂礫混）

l黒褐色粘質土
--—• 一―------

開褐色粘質土

C' 

22 大溝 l卜層埋土 黄灰色シルト五［口i下層埋土 1暗黄灰色粘質土
- - - - -- I - -

24~ 大溝 l下層埋 l: i暗灰黄色シルト

25 大溝 l下層埋t 灰色砂礫

26 大溝 1下層埋t 黒褐色炭化物層

27 大溝 1下層埋土 灰色砂

28 i 大溝 l卜層埋土 T賠灰色粘t

CC'断面上層

1 小溝 3埋 t
, • —- --

11 I小溝 3埋十．
—ャ

2 : 小溝 4埋土

2'1小溝 4弗士 黒褐色粘質土（砂裸混）

3 I 大溝 2卜層埋土 黒褐色粘質土（小礫混）
I I 

3'! 大溝 2卜層埋土 1黒茶褐色粘質土（小礫やや多い）

4 : 大溝 2上層埋土 暗灰褐色粘質！：（小礫を含まない）
--ャ

5 大溝 2上層埋t I暗灰褐色砂質t
5' 大溝 2上層埋t 黒褐色粘質七

6 大溝 2下層埋土 賠灰褐色粘質土

7 : 大溝 2下層埋土 1、黒茶褐色粘質土（小礫混）
I----- - ------―-- I 

8 i 大溝 2下層埋土 I音灰茶色砂
I , 

，＿—|大溝 2 下層埋土 灰黄色砂礫

rn I 大溝 2下層埋土 1黒灰色粘質砂

11'大溝 2卜層埋土 黒灰色砂礫

Fig.72 大溝 1・2土層断面図
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大溝

(2)大溝

大溝 1(Fig.70・72, PL.64・65 (1) (2)・66) 

調在区中央やや東よりに位置する北東ー南西方向の溝である。検出面での遺構規模は幅

約3.5m、深さ 68~90cm、調介区内での検出長は約25mを測る。検出範囲に大型のコンクリ

ート塊が設置されており調査に支障を来した。調査小区を設定し北壁--RR'ラインを 0区、

RR' ライン ~BB' ラインを 1 区、 BB' ライン ~TT' ラインを 2 区、 TT' ライン～南壁を 3 区と

した。土層は複雑である。南壁 (CC'断面）で整理すると、上層上部・上層下部・下層の 3

つのまとまりに捉えることができ、掘り直しを示すと考えられる。上層上部は黒褐色粘質

士を基本とする埋土、上層下部は黒灰色系統の土・ 砂・礫の互層である。下層は灰色系統

の土層で、粘士・ シルト• 砂・礫の互層となる。比較的粒子の細かい埋土を主体とする上

層と、砂礫を主体とする下層では土質に隔絶がある。北壁 (DD'断面）では下層を確認し

ていない。これには二つの可能性が考えられる。一つは、上流側となる北壁付近では、上

層溝に削られて下層が消滅した可能性で、もう一つは、上層と下層は 1区付近で流路を異

にする別遺構である可能性である。しかし 1区に所在したコンクリート塊による撹乱のた

め、精査を行うことができず、この点についての所見を得ることができなかった。このた

め今回は 2・3区で上下層として認めうる点にしたがった。

溝底の標高は、上層上部が北壁で16.98m、BB'断面で16.88m、南壁で16.76mである。上

層下部では、北壁で16.55m、BB'断面で16.60m、南壁で16.40mである。下層では、 BB'断

面で16.36m、南壁で16.00mである。以上より、概ね北から南への流水を想定できる。

遺物は各層から出土するが散漫で、集中部分は特にみられない。大部分が弥生士器で時

期のわかるものでは後期のものが多い。下層を中心に少贔の縄文時代晩期の士器が出土す

る。新しい時代のものを含まない。靡滅した小片がほとんどで、詳しい時期を特定できる

ものは少ない。石器では、砥石、擦敲石、剥片が出士しているがやはり少量である。この

ように、遺物の出士状況は、この溝の機能期間を正確に把握するには不十分で全てが流れ

込みの可能性さえある。敢えて出土遺物から積極的に位置付けを行うとしても、埋没時期

の上限を示唆するにとどまる。またこの溝は大溝 2に先行する遺構である。これらを考え

合わせ、大溝 1上層は弥生時代になってから掘削され、弥生時代後期中には埋没していた

といえる。また、下層の砂礫層を中心として縄文士器が出土していることから、縄文時代

晩期の河川を改修して溝を敷設した可能性も考えられる。この溝には、耕作に伴う用水路

としての機能を想定できる。
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大溝 2• 大溝 3(Fig.70・72, PL.64• 65 (3) (4)・67) 

大溝 2は調査区東半に位置する北東ー南西方向の溝で、試掘調査Aトレンチで検出して

いたものである。大溝 2 の検出面での遺構規模は輻約4m、深さ 40~74cm、調査区内での

検出長約21mを測る。大溝 1・2の検出範囲には、一辺約1.5mの正方形のコンクリート塊

が約5m間隔で4個配置されており、調在に支障を来した。調在小区を設定し、北壁~AA' ラ

インを 0 区、 AA' ライン ~BB' ラインを 1 区、 BB' ライン ~TT' ラインを 2 区、 TT' ライン～

南壁を 3区とした。溝の断面形は北側で弧形、南側で底面の広いU字形である。試掘調在

では、溝の西側部の一部にテラス状の平坦部を作る段掘りの溝として検出している。今回

の調査では、 2·3 区では溝の東• 西側部ともにこのような段掘りは認められなかった。

また、この溝の南半では、井桁状に配置された杭列を検出し、溝底一面には、杭跡列と考

えられる遺構を検出した。士層を南壁 (CC'断面）で整理すると、上層と下層の大きく 2つ

のまとまりとして捉えられる。上層と下層の間には不整合面が見られ掘り直しがなされた

と考えられる。埋土は、上・下層ともに黒褐色・賠灰褐色のものが主体となり、上層の土

質は細かく、下層の土質は粗い。下層最下部では砂礫が堆積する。士層堆積はAA'断面、

BB'断面では比較的単純であり、複雑なCC'断面とは様相を異にする。溝の断面形はAA'断

面、 BB'断面、 CC'断面の 3つの土層断面で著しく異なるが、これに関して有効な説明をな

し得ない。あたかも別遺構のようであるが、杭痕列を溝底面のほぼ全面に検出したことで

同一遺構であることを確認した。

溝底の標高は、上層が北壁で16.82m、BB'断面で16.65m、南壁で16.75mである。下層は、

北壁で16.60m、BB噺面で16.52m、南壁で16.55mである。概ね、北から南への流水を想定

できる。出士遺物は土器、石器ともに大溝 lとはぼ同様の状況である。ただし、大溝 2で

は、試掘調在で須恵器が出土しており、これから大溝 2の埋没時期の上限は古代以降と判

断できる。掘削時期は、大溝 2は大溝 l埋没後に掘削されていることをBB'断面の土層で

確認していることから、弥生時代後期が上限となる。

大溝 3は、大溝 2の中程でこれに取り付く溝である。北東ー南西方向の溝で、取り付き

部分南側の溝肩部に小規模の崩れがあることから、大溝 3側から大溝 2に流れ込んでいた

可能性が高い。底面の標高は16.62mと大溝 2上層底面とほぼ対応する。底面の一部が土坑

状にくぼむ。このくぼみは大溝 3下層土坑状遺構として後に述べる。大溝 3は遺物の出士

は散漫であった。大溝 2. 大溝 3とも、大溝 l同様の耕作に伴う用水路としての機能を想

定できる。
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大溝
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~5 

17.2 

Fig.73 大溝 2北半杭跡列実測図

大溝 2杭跡列 (Fig.73, PL.68・69) 

y =359 

+-
口

lm 
(1/40) 

大溝 2の底面で杭跡列と考えられる遺構を検出した。賠黄茶色シルトの地山に、溝最下

層埋土の砂質上が充填しているため明確に検出できた。杭跡は、平面形が長軸約10~2scm 、

短軸約6cmの長楕円形を呈し深さは約2~6cmである。これが法則性を持って配列する。大

溝北半では並行して4条の列がみられるが、西から2条目の列が最も規則正しい。南半には

3条の列が並行している。本遺構は杭跡列としたが、杭根の残存はなく、現検出面からで

は杭として機能するための深さも不十分であるという間題点もあり、鋤跡などの可能性を

残す。遺構の正確な評価には類例の集積を含めなお検討を要する。
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゜゚00 @ 改〕EDR 
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e
 

1暗灰色粘質土（地山）
2青灰色粘質土（地山）

゜
Fig.74 大溝 2杭列実測図

大溝 2杭列 (Fig.74,PL.70) 

大溝 2 南半で杭列を検出した。杭根は8本で北西ー南東方向に並ぶ。 b~d 、 e~gの杭は

密集しており、それぞれ3本1単位で機能した可能性があり、 2つの単位は約30cmの間隔を

持つ。杭には直径4cm程度の丸木と、幅5~10cmの割木があり、検出面からの深さは約

30cmを測る。杭列の南側では杭痕跡を検出した。いずれも直径6~9cmの円形で、深さは3

~scm と極めて浅い。杭根及び杭痕跡の検出面は、本来の溝底面であるシルトが扶れて粗

砂堆積を形成する。堰のような施設の存在も考えられる。
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17.0m 
大溝 3下層土坑状遺構埋土

1 黒灰色粘土砂礫互層

『 黒灰色粘質砂

2 黒灰色粘質砂

2' 暗灰色粗砂

2" 黒灰色砂礫

3 黒灰色粘土

4 暗灰黄色砂

5 暗灰青色粘土

6 暗灰色砂

大溝 3埋土

① 中層：黒灰褐色粘質土

② 下層：暗灰色砂礫 Fig.75 大溝 3下層土坑状遺構実測図

大溝 3下層土坑状遺構 (Fig.75, PL.71) 

大溝 3の底面で検出した。平面形は長径約4.5m、短径約2.4mの不整楕円形の土坑で、大

溝 3底面からの深さは約 lm、最下部の標高は15.68mを測る。土層堆積は大溝 3とは不整

合面を持ち、しかも士坑状遺構南西部の埋土上に杭跡があり、両者の機能期間と埋没時期

に時間的な隔絶があったことが明瞭にわかる。遺構埋土は粗砂層と粘質シルト層の互層と

なり、所々に樹木の枝・葉などの植物遺体を含む黒褐色土層が見られた。遺物は、弥生時

代前期から後期の士器が出上した。弥生時代の遺構と考えられる。
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Fig.76 大溝出土縄文土器実測図

大溝出土縄文土器 (Fig.76,PL.77 (1)) 

1~5-7·8は口縁部、 6は胴部の小片である。 1

が大溝 3、2が大溝 2で他は大溝 lからの出上であ

る。総じて磨滅が激しい。 1は薄い器壁に内側から

粘土を貼り足しユビオサエでやや外方に張り出し、

D唇部をナデて平坦に収める。外面ナデ。 2は外面

に2条の沈線、口唇部に1条の沈線を施す。 3は外反

する口縁内側へ粘土を継ぎ足し屈曲部を作り出す。

粘土の接合部位を挟んで上下に2条の沈線を施し屈

曲部を強調する。 4の屈曲部も3と同様の手法と考え

られるが磨滅のため不明瞭である。 5の器壁は薄く

外面ナデ、内面には二枚貝による横方向の条痕を施

す。端部外側には巻貝による刻目を施す。 7は薄い

器壁に粘士紐を貼り付け断面カマボコ形の低い突帯

とし、巻貝による刻目を施す。突帯は端部先端よりやや下がった位置に作らる。内面には

貝殻条痕を施す。 8も7と同様に突帯を作るが、相違点は断面三角形の高い突幣で刻目の原

体も貝ではないと考えられる点である。

大溝出土弥生土器 (Fig.77, PL.77(2)・78) 

9·10は大溝 1 、 11~13·15·16は大溝 2 、 1s~20は大溝 3 、 17·21 は大溝 3 下層士坑

状遺構からの出土である。 9は小型の甕である。器壁が薄く円形の底部を持つ。 10は高杯

の杯部である。内外面ともに風化が激しい。 11は高杯の脚部である。器壁は裾部に向かっ

て薄く、全体に細身で均整のとれたプロポーションを形成する。風化が激しい。杯部との

結合部に特徴があり、粘土の剥離状況から、脚部頂部に粘土を覆い被せるようにして脚部

と一連で杯部を作ったと考えられる。 12は高杯の杯部である。内面はT寧なミガキ、外面

はナデを施す。 13は壺の底部。 14は甕の口縁部で大溝 1・大溝 2にまたがる撹乱よりの出

土である。 15・16は甕の底部である。

17は甕の口縁部である。右下から左上へのハケの後、口縁の下位をナデ消した上で6条

のヘラ描沈線を施す。内面には右上がりのミガキを施す。 18は高杯の杯部である。内外面

ともミガキの後ナデを施す。 19は壺の口縁部である。外面には頸部から肩部にかけて放射

状にミガキを施す。内面には指頭痕が残る。 20は高杯の脚部である。 11に比べ、器壁は全
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Fig.77 大溝 1・2・3及び大溝 3下層土坑状遺構出土弥生土器実測図
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体的にやや厚く、太めで重心の低いプロポーションである。外面上半には丁寧なミガキ、

裾部は目の粗いハケの後ナデを施す。内面には、中空部の頂部に棒状のエ具を回転させて

粘土塊を押し広げた痕跡が明瞭に残る。内面裾端部から約5cmはハケの後ナデを施す。円

形の透かし孔が3つ見られ、復元すると全部で5方向の透かし孔があったと考えられる。 21

は如意形口縁を持つ甕である。接合点はないが、図上復元している。外面には下から上へ

のタテハケを施し、口縁の屈曲部の下をヨコナデする。内面はケズリの後ナデを施す。

大溝出土石器 (Fig.78, PL. 79) 

22·23·28~30は砥石である。 22は横断面正方形で側部の4面を砥面として使用する。

石材は硬質のため使用痕は残らないが、左側面以外の3砥面の平面性は比較的高く、よく

使用していることがわかる。上端部にはあばた状の敲打痕がみられる。折損部の稜にも潰

れが見られ、折損後敲石に転用したことがわかる。中型の粗粒砥石である。 23は長方体状

で、側部の4面を使用する。表・裏の砥面は特に平面性が高く、長軸方向の反り、短軸方

向のくぼみもほとんどない。稜には打撃による潰れがみられ敲石としての使用を想定でき

る。石材は硬質で使用痕などはみられない。中型の粗粒砥石である。 28は破片である。砥

面は1面見られ、小片のため平面性は確認できないが、明瞭な使用痕が観察できる。浅い

V字状の切れ込みを形成しており、この中央部から放射状の線状痕が刻まれる。小ないし

中型の中粒砥石である。 29は平板状で、表・裏・下端部の3面を砥面とする。平面性は比

較的高い。被熱したようで、破損面は赤褐色化し、表層は風化が著しく白色化して脆くな

る。使用痕は見られない。小型の中粒砥石である。 30は表の1面は明瞭な砥面で、長軸方

向には反りがあるが短軸方向にはほぼ平坦である。左側部下半の平坦面も砥面の可能性が

強く、面の反りはほとんど無く、短軸方向にはややふくらむ。小刑の中粒砥石で手に持っ

ての使用が想定できる。あるいは士器の表面調整での使用も考えられる。

24は磨石・ 敲石である。本来の楕円球形が半分程度に折損している。全面を擦っており

平滑で、磨石としての使用が主体であったと考えられるが、上端部と裏にはあばた状の敲

打痕が見られ敲石としても使用されていたことがわかる。折損部の稜にも潰れが見られ、

この利用形態は折損後も変わらなかったと考えられる。裏は擦りによる使用が著しく平坦

面を形成する。この平坦面の上半分、折損後の石器形態からすれば裏の中心部にあばた状

の敲打痕が集中する。磨石として使用する際に圧搾物の滑り止めを目的とした意図的な打

痕とも考えられ注目される。 25は台石の破片と考えられる。変形の三角錐状で、台石の角

の頂部が欠けたものであろう。全体に被熱し白赤色化している。
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Fig.78 大溝出土石器実測図
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26・27は剥片である。 26は縦長の剥片である。上端部に主要剥離面側からの2回の剥離

調整が行われており、これによって打面が失われている。背面には他に4面の素材剥離面

がみられる。上方向からのものが2面、下方向からのものが1面、最も古い左方向からのも

のが1面である。この剥片が剥離された石核では、 90度ないし180度の打面転移を行いなが

ら、連続的な剥片剥離作業が行われた可能性が高い。左側縁辺には使用によるものか微細

な剥離痕が連続している。 27は横長の剥片である。背面には左上方からの剥離面があり、

これが打面を取り去っているが、この剥離自体が剥片の剥離と同時であると考えられる。

剥離調整、使用痕などはみられない。

(3)小溝

小溝としたものには、幅40cm程度の小規模なものから幅1.5m程度の中規模のものまで

含めている。これらの小溝からの出土遣物はそのほとんどが小片で数も少ないため、遣構

の時期を細かく特定できない。そこで、遺構の重複による相対的な前後関係とこれを基に

した大まかな時期の把握にとどまった。基準となるのは、小溝 7、小溝 5、大溝 1の重複

関係である。

小溝 7は小溝 5に先行する遣構で、小溝 5は大溝 l上層下部と同時期になる可能性が高

い。小溝 5. 小溝 7の出t遺物は、ほとんどが小片ではあるが全て弥生土器と考えられる。

これらのことを考え合わせると、小溝 5. 小溝 7は弥生時代の遺構と判断できる。埋土の

状況から考えて、小溝 6は小溝 5と、小溝 8は小溝 7と同時期と考えられる。小溝 9も弥

生時代の遺構であろう。小溝 3は大溝 lが、小溝 4は大溝 2が埋没した後の遺構である。

小溝 1、小溝 2からは陶器が出士しており、近軋以降の時期が考えられる。このように、

現状で把握できる遺構の時期は非常に大まかにならざるを得ない。下の表にまとめる。

Tab.6 小溝一覧表

遺構名 方 向 幅 (cm) 深さ (cm) 検出長 (cm) 流 水方 向， 推 定 時 期

小溝 l 北東ー南西 40~50 14 13.0 十南西→北東—―ー近代～現代
小溝 2 ← 北棗—南西 i 140 20 16.5 北東-=南西 i 近世～近代

小 溝 3---—ャ: 北東ー南西t 90 37~44 24.5 南西→北東！ 古墳時代～中世

小溝 4 戸北東ー南酉 --90 --— ' 30 14.5 南西→ 北 西東両束+-1＇II ， 古弥弥弥弥代生44生～時時時時中世小溝 5:Tt嵐—南西 120 : 17~33_ --24.5ー北東→ 南 代
小溝 6 I 北 西ー南東 '40 • 8 -------r--4.0ー 北 西→南 代

小溝 7 北東一ー南西! 150 , 5o~n 22.5 北棗→南 代

小溝 8 北西ー—南一東， 80 10 I 1 6.0 不明 代

小溝 9 北東-ー---南-―西 ,-40~110 —: -------1-7 . 1--7-.-5-- 南西→ 北東 I 弥生時代
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小溝

/」＼；髯 1(Fig.70・81, PL.72・73) 

調査区の西半部分に位置する。溝底の標高は、調奔範囲のほぼ中央部で17.lOm、北壁付

近で17.05mを測り、南西から北東方向への流水が想定できる。小溝 2の上部に位置し小溝

2が埋没した後に敷設されている。遺構配置図は小溝 2を掘り上げた段階のため、ほとん

ど図示し得ていない。出土遣物は陶器碗が1点出土している他は小片ばかりで数も少なく、

正確な時期決定には不十分であるが、埋士の状況を考えあわせると近代から現代にかけて

の溝と判断できる。

／」＼；髯 2(Fig.70・81, PL.72・73) 

調介区西半部分に位置し、流路は小溝 1とほぼ直なる。溝底の標高は、調査区北壁土層

で17.05m、近世用水路に削平される南蝸部分で17.00mを測ることから、北東から南西方向

への流水が想定できる。出上遺物は小片ばかりで数も少なく、正確な時期決定には不十分

であるが、埋土の状況を考えあわせると、近世から近代にかけての溝と判断できる。

/」¥)髯 3 (Fig.70• 72, PL.72・73) 

調査区東半部分の西寄りに位置する。大溝 lの上部、西肩部分に位置する。溝底の標高

は、調介区南壁士層で16.93m、BB'ライン上で16.82mを測り、南西から北東方向への流水

が想定できる。遺物は出土しておらず、遣構の重複、埋土の状況から、大溝 l埋没以後す

なわち古墳時代以降で近世以前と考えられる。

／」＼；費 4(Fig.70・72, PL.72•73) 

調査区東半部分の西寄りに位置する。大溝 2の上部、西肩部分に位置する。 BB'ライン

以南を中心に検出した。検出長約14.5m、溝底の標高は、調査区南壁部分で17.05m、BB'ラ

イン上で16.78mを測り、南西から北東方向への流水が想定できる。この溝は本来、北方向

に伸展していたと考えられるが、撹乱によって遺構の検出は不可能であった。遣物は出土

しておらず、遺構の重複、埋土の状況から、大溝 2埋没以後すなわち古代以降で近軋以前

と考えられる。

/」＼濯髯 5 (Fig.70 • 79 ・81 , PL.72 • 73) 

調査区西半部分に位置する。小溝 7の上部に位置しており、小溝 7が埋没した後に新規

に敷設された溝と考えられる。検出範囲の大部分で 2つの溝はほぼ完全に重複するが、調

在区外へ向かっての流路の伸展方向が小溝 7とは異なる。溝底の標高は、調究区北壁士層

で16.97m、近憔用水路の掘削によって削られている南端部分付近で16.90mを測り、北東か

ら南西方向への流水が想定できる。調在区北壁付近で大溝 lから枝分かれし、約3m西方向
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Fig.79 小溝 5平面図 Fig.SO 小溝 7平面図
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小溝

地山

A 緑灰色粘質上

B 黄灰色粘質土

C 青灰色粘質土

D 灰色砂礫

E 黒褐色粘質土

F 青灰色シルト

FF'断面
17.5m 

F F' 

三 F 

GG"断面
17.5m 

G
 

G' 
G" 

ソ-2 

A 

遺構埋土

1 小溝 l埋士 黄灰色粘質土

1'小溝 1埋土 灰黄色粘質土

2 小溝 2埋士 灰褐色粘質土

3 小溝 5埋土 淡橙褐色粘質土 J17J.'5断m面
4 小溝 5埋土 黒褐色粘質土

5 小溝 5埋土 黒灰色粘質土

6 小溝7埋土上層 黒灰色粘質土
J 

7 小溝7埋土上層 黒褐色粘質士

8 小溝7埋土下層 灰黒色士

9 小溝7埋土下層 灰色砂質土

9' 小溝7埋土下層 灰色砂質土

灰黄色砂質士

10小溝7埋土下層 灰色砂

゜

J' 

F
 

2m 
(1/40) 

Fig.81 小溝 5・7土層断面図

に伸展した後に、やや東よりに方向を変えて南流している。

出土遺物は少ないものの埋土の下半部分、特に溝底付近に集中し、上半部分ではほとん

ど出土しなかった。いずれも弥生土器の小片で、遺物からの時期判断は困難である。調介

区北壁士層から大溝 l上層下部とほぽ同時期であったことが判断できる。

／」＼；髯 6(Fig.70•82, PL.72・73) 

調在区中央部の北半に位置し、小溝 5と東側の大溝 lを連結する可能性がある。溝底の

標高は、小溝 5と分岐する部分で17.14m、大溝 lとの交差部分で17.08mを測ることから、

小溝 5から大溝 2への流水が考えられる。遺物は出土していない。

1J,5費7(Fig.70・80・81, PL.72•73) 

調介区西半部分に位置する。小溝 5と重複し下位に位置する。溝底の標高は、調在区北

壁付近で16.64m、近世用水路の掘削によって削られている南端部分で16.60mを測り、北東
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17.4m 

k
 

K' 

゜

2 

1 黄灰色粘質土

50cm 2 砂混緑灰色

(1/20) 粘質土（地ill)

Fig.82 小溝 6土層断面図

17.4m 

M M' 

奮~ニニ~—• 
3 

17.4m 

0• 

゜

から南西方向への流水が想定できる。この溝

は、調査区北壁付近でほぼ真南に約3m伸展し

た後に、やや西向きに曲折しそのまま南西方向

に延びている。埋土は大きく上層と下層に分け

ることができる。下層の方が色調が淡くやや灰

色が強くなるが、土質に大きな差はみられない

ため、溝の掘り直しは想定していない。

出土遺物は少ないものの埋土の下半部分、

特に溝底付近に集中し、上半部分ではほとんど

出土しなかった。いずれも弥生土器の小片であ

り、遺物からの時期判断は困難である。小溝

5 . 大溝 lに先行する遺構であるが、埋士の色

調・士質から考えて大ききな時間差は考えにく

1砂混黒灰色粘質土 し‘。

50cm 2砂混暗緑灰色粘質土

(1/20) 3緑灰黄色粘質l:(地山）
/」＼；髯 8(Fig.70・83, PL.72・73) 

調査区中央部の南半に位置し、小溝 7から

分岐し、東に延びる。南東側は削平により遺構

が消滅している。溝底の標高は、小溝 7から分

岐するあたりで17.16m、大溝の側で17.12mを

測り、小溝 7の側から東の方向への流水が考え

られる。遺物は出上していない。

/」＼；髯 9(Fig.70・84, PL.72・73) 

調介区の北西部分に位置し、北半部分はや

や蛇行する。溝底の標高は、調在区北壁付近で

16.70m、近軋用水路の掘削によって切られれ

ている南端部分付近で16.74mを測り、南から

北への流水を想定できる。近・現代の水田耕作によって、上部はかなり削平されており残

Fig.83 小溝 8土層断面図

17.0m 

2 

17.0m 

Q ． ヽ
3 

1 暗灰色粘質土（黄灰

色シルトブロ／ク混）

゜
50cm 2 茶灰色シルト（地ilJ)

(1/20) 3 黄灰色シルト（地山）

Fig.84 小溝 9土層断面図

存状態は悪いが、溝底面の標高は小溝 5と同程度である。少量の弥生士器が出土するが小

片ばかりである。
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Fig.85 小溝等出土遺物実測図

小溝出土遺物 (Fig.85,PL.80) 

31は小溝 7出土の前期弥生土器の胴部上半の破片である。肩部に段を持ち、 この直下と

胴部最大径の位置に沈線による区画を行い文様帯とし、ヘラ描沈線による無軸羽状文を施

す。内面には上下2列の指頭痕と意図して施したのではないがヘラ状工具による幅2~3mm

の沈線が2条認められる。山口盆地内では、小路遺跡第12号溝に次ぐ古手の様相を持つ前

期弥生土器である。 32は小溝 1出土の陶器碗である。高台内のケズリは深く底部は痺い。

藁灰釉を施し、見込みには貰入がみられる。底部露胎。 33は小溝 5出土の甕底部である。

内外面ともに風化が激しい。 34は小溝 9出土の士師質士器の高台である。 35は小溝 9出土

の弥生士器である。壺の口縁部と考えられるが内外面ともに風化が激しい。 36は小溝 5出

土の楔形石器である。残核を素材とする。左側縁から表への3枚の剥離面が石核としての

最終作業面で、左側縁上半部がこの打面である。上下縁辺には使用による潰れが顕著であ

るが、剥離調整は行っていない。 37は縦長の剥片である。磨滅と風化が激しい。左右の側

縁に自然面を残しており、薄い板状の原礫を石核とした剥片か、

い段階で生成した剥片であることがわかる。

または目的剥片剥離の早
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y=337¥ 

x=451.5 --
y::336.5 ¥ x==450.5 -—-

＼
 ／＼二

茶灰色シルト

（地ilJ)

゜
50cm 
(1/20) 

Fig.86 貯蔵穴実測図

--x==451 

I x=444 

遺構埋土

1 暗灰色粘質土

2 黒茶灰色粘質t

3 黒灰色粘質十→

(3)その他の遺構

貯蔵穴 (Fig.86,PL.74) 

小溝 9と重複しており調在区北壁から

約2mの位置で検出した。小溝 9との前後

関係は確認できなかった。長径73cm、短

径66cmと平面正円に近く、現存で55cmの

深さを測る。底が平坦なビーカー状の穴

である。穴底には、炭化した植物が層を

成して堆積していた。堆積状況は穴の中

心部では薄く 5cm程度、外縁部では厚く

18.5cm程度となる。このため炭化物上面

は中心部がくぼむ揺り鉢状を呈する。出

士遺物はなく遺構の正確な時期は不明で

トーン里色粘質土 ある力＼壮犬況から判断して縄文時代の貯
（炭化植物混）

¥ x=449 

1 暗黄灰色砂質土 2 赤褐色粘質粗砂（青灰色シルトプロノク混）
3 暗灰色粘質砂（赤褐色利砂・ 黒褐色粘質土・ 賠青灰色粘質t.ブロソク混）
4 黒褐色粘質土・暗青灰色粘質土ブロノク状堆積 5 暗灰色砂礫

こ~~-―
- - 0 5cm 
-- - 38 I I I I I I (1/3) 

Fig.87 大土坑及び出土土器実測図

蔵穴の可能性が考えられる。

大土坑 (Fig.87,PL.75 (1)• 81 (1)) 

近軋用水路のすぐ北側で、調介区西壁

に接して約半分を検出した。南北5.Sm、

東西約4.8mの平面楕円形と推定できる。

現存で約1.0mの深さを測る。近冊用水路

と同時に埋められており、用水溜池のよ

うな機能が想定できる。調査範囲内には、

近軋用水路との間に堰などの施設は検出

できなかった。遺構に伴うものではない

が、遺構南東部の底面から、須恵器杯が

出士している。胎土は精良で、体部は緩

く屈曲し、屈曲部外面に沈線を施す。ハ

の字形に張り出した背の高い高台を持つ。

T寧な作りである。 7憔紀末の年代があて

られよう。
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近世用水路

-T 

x=437 
--

17.5m 

遺構埋土

1 暗黄灰色砂質土

2 暗灰色砂礫

3 茶灰色礫

（径4-lOcm程度の礫）

4 暗灰色粘質土

5 暗灰色粘質土

6 茶灰色砂礫

7 賠灰青色粗砂

8 黄褐色砂礫

9 黒褐色粘質土と

砂の互層堆積

10 暗黄灰色砂礫

基本層序

① 造成土

② 水田耕上1

③ 水田耕土2

゜

④ 水田耕上3

⑤ 小溝 5埋土

2m 
(1/50) 

Fig.88 近世用水路実測図

近世用水路 (Fig.88,PL.75 (2)) 

調在区の南西隅部分に位置する北酉ー南東方向の溝である。輻約2.5~4m、検出面から

の深さ約1.lmを測る大規模なもので、調在区内で長さ約11.Smを検出した。断面形は逆台

形を呈し木杭の設置がみられる。多量の近肌陶磁器が出士したことから近世用水路とした。

調査当初、本学統合移転直前まで機能していた溝と考えていたため、調査区西壁際を部分

的に調在するにとどめた。出土遺物は18世紀後半から19世紀末を中心とする。

調査区西壁で土層断面を観察すると、用水路南肩の上部が、統合移転直前の水田区画の

段差によって削平されていることが明瞭に観察できる。また、埋上 4層以後と 5層以前の

堆積は不整合面を形成しており、改修が行われていることがわかる。検出した木杭は、打

ち込まれている深さから、改修と同時あるいは以後に設置されたと考えられる。これらの

木杭の南東側には、用水路に取り付くと考えられる小溝 2があることから、取水口を伴う

堰が設置された可能性を想定できる。潅漑用水路の幹線として機能していた可能性が高い。

報告する遺物は 2~4 層で出土した。
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近世用水路出土土器・粗陶器 (Fig.89,.._,91,PL.81 (2)・82 (1)・92 (1)) 

39 は瓦質士器足鍋の脚部である。握り締め後ナデ。胎士は砂粒（石英• 長石）を含み、

外面• 断面とも2.5Y 8/3 (淡黄色）、ただし風化のため表面が失われ、元の色調をとどめな

い。 40は甕の口縁部。粗製であるが堅牢で須恵質に近い。 D径40cm以上。内外面ナナメハ

ケ後ナデ、口縁部ヨコナデ。砂粒（石英• 長石）を含み、 5Y~7.5Y6/1 (灰色）。

41・42は土師質陶器の甕である。 41は復元口径29.0cm、外面横方向ケズリ、内面ヨコハ

ケ・ナナメハケ後ヨコミガキ、口縁部ヨコナデ。胎土は砂粒（石英• 長石）をわずかに含

40 

C二~~-

~-- -

-- -----ー ュー一

41 

三 3

二／
44 

--'c::::--===「→,:, 
45 

こここ
,''' 

----

46 
＼
 

゜
20cm 

(1/3) 

Fig.89 近世用水路出土土器・粗陶器実測図 (1)
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み、 7.5YR8/4(浅黄橙色）を呈する。 42は復元口径29.7cm、体部は叩き締め後ナデ、内面

に同心円状の当て具痕を残す。口縁部ヨコナデ。色調は外面• 断面lOYRS/4(浅黄橙色）、

内面10YR6/4(にぶい橙色）である。 41・42ともに19世紀、在地産。

43は土師質土器の盗である。内面中央に型押し時の指痕を放射状に残したまま口縁部を

貼り付け、円に沿ってナデを施す。円はやや不整である。在地産。 44は土師質土器の底部

小片。外面ヨコナデ、内面ヨコミガキ、外底面未調整。胎土は微砂粒（石英• 長石）を少

量含み、外面10YR6/4、内面・ 断面10YR7/3 (にぶい黄橙色）。 45は土師皿の底部。外底面

回転ヘラ起こし、板目を残す。内底面ヨコナデ後一方向ナデ。胎上は微砂粒（長石）を少

量含み、色調10YR7/4 (にぶい黄橙色）。 46は土師質陶器の盤で、平面形は長円形または隅

丸方形と考えられる。体部は、底部と接合後ヨコナデ、ただし接合部付近は未調整。内底

面不定方向ナデ、外底面は未調整で板目を残す。胎土は少量の砂粒（石英• 長石）を含み、

色調7.5YR7/4 (にぶい橙色）。粗製ではあるが焼成良好、硬質な仕上りをみる。

47~52は士師質あるいは瓦質の大型粗陶器で、いずれも在地産である。 47は埋設して使

用する大型甕の口縁部で、口径70cm以上に復元できる。口縁端部から外面にかけてヨコナ

デ、外面に沈線を 1条施す。内面に同心円状の当て具痕とナナメハケを残す。胎土は

7
 

4
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Fig.90 近世用水路出土土器・粗陶器実測図 (2)
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7.5YR7 /3 (にぶい橙色）で、砂粒（石英• 長石）を含む。 48は風呂甕の底部である。復元底

径41cm、内面に踏板を受けるための突起を貼り付ける。外面上部ナナメハケ、外面下部と

内面ヨコナデ、外底面未調整。胎土は粗砂粒（石英• 長石）を含み、色調は外面7.5YR6/4

（にぶい橙色）、断面・内面10YR8/4(浅黄橙色）。図上で排水口を推定復元した。

49~51 は口縁部小片、径は算出できない。 49は士師質で、微砂粒（石英• 長石）を含む

胎土。内外面ヨコナデ、外面に凹線1条。色調10YR8/3(淡黄色）、外面は一部赤変し

2.5Y6/4 (にぶい橙色） となる。 50は瓦質、通称「黒焼き」である。胎土は微砂粒（石英・

長石）を含む。内外面ともヨコナデ、外面に凹線1条。 51は土師質で、粗砂粒（石英• 長石）

を含む。叩き締めた後外面ヨコナデ、内面ナナメハケとナデ。口縁の折り曲げ方は不整で

粘土がはみ出す。外面にくびれ状の凹線1条。 52は土師質、風呂甕の底部小片である。 48

と同様、内面に突起をもつ。胎士は粗砂粒（石英• 長石）を含む。外面ヨコナデ、煤が付

着する。外底面は未調整。内面ナナメハケ後、突起を貼り付けヨコナデ。色調は外面5YR

ロ 口 / ーー 5 3 

丁玉~― ,,r. 
8
 

5
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1
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Fig.91 近世用水路出土土器・粗陶器実測図 (3)
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~7.5YR6/4 (にぶい橙色）、断面• 内面10YR7/4 (にぶい橙色）を呈する。

53は瓦質土器の描鉢である。復元口径29.5cm。外面ヨコナデ後不定方向ナデ、指痕を残

す。内面ヨコハケ後、 6条単位の揺Hを刻む。口縁部は折り曲げて断面逆三角形におさめ、

ョコナデを施す。一部強いヨコナデ。外面• 断面2.5Y6/1(黄灰色）、内面2.5Y2/1(黒褐色）、

微砂粒（石英•長石）を含む。 54は瓦質土器。型押しで外面に模様を浮き出させる。内外面

N3/0 (賠灰色）、断面2.5Y8/3(淡黄色）を呈し、胎土には砂粒を含まない。植木鉢か。

55は瓦質土器、士瓶もしくは釜と推定し復元した。短く立ち上がる口縁をもち、復元口

径は11.1cm。外面型押しにより放射状の模様を浮き出させる。内面はやや雑なヨコナデ。

口縁部ヨコナデ。胎士は微砂粒（石英•長石）をわずかに含み、外面5Y2/l (黒色）、内面

5Y5/1 (灰色）、断面2.5Y6/3(にぶい黄色）。在地産。 56は55と似た器形で、土師質。復元

口径10.3cmで土瓶と考えられるが、器壁が薄い。胎上は微砂粒（石英• 長石）を少量含み、

外面• 断面10YR8/3(浅黄橙色）、内面7.5YR7/4 (にぶい橙色）、口縁部立ち上がり付近

7.5YR7 /4 (にぶい橙色）を呈する。在地産。 57は土師質の羽釜で、最大内径20.8cmに復元

できる。胎土は精緻な粘土で、わずかに砂粒（石英• 長石）を含む。外面は鍔を貼り付けた

後ヨコナデ、下半はナデで煤N2/0(黒色）が付着する。内面ヨコナデ、色調は7.5YR6/4

（にぶい橙）、断面も同色である。

58 は瓦質士器。小片のため口径復元不能。胎土は砂粒（石英•長石）を含み、色調

2.5Y7 /2 (灰黄色） ~8/2 (灰白色）。甕か。 59・61は瓦質土器の底部小片。ともに風化して

おり表面の残りはよくないが、体部内外面ナデ、外底面未調整である。 59は外面• 断面

2.5Y8/2 (灰白色）、内面7.5Y5/6(明褐色）、 61は外面・内面5YS/l(灰色）、断面10YR7/4 

（にぶい黄橙色）。 60は瓦質土器の焙烙である。器高5.0cm、復元口径20.6cm。胎土は砂粒

（石英• 長石）・小礫（石英）を含み、色調2.5Y8/2(灰白色）を呈する。外底面に煤2.5Y3/1

（黒褐色）が付着。在地産。

近世用水路出土陶磁器 (Fig.92,__,94,PL.92 (2) ,__,94) 

62~80·82は陶器である。 62は高台を欠く 1/5片。 2.5Y8/3 (淡黄色）の素地に藁灰釉

2.5Y8/l~2 (灰白色）を施す萩焼の皿である。内面に H跡を1ヶ所残す。 19世紀。

63~65は萩焼である。いずれも浅い天目碗風の器形で、復元口径11.4~7cm と法量が近

似している。 63は2.5YR8/3(淡黄色）の素地に藁灰釉2.5Y8/1(灰白色）を施す。外面下半の

露胎部分は5YR6/6(橙色）。復元高台径4.0cm、高台内を深く削り、底が薄い。 64は素地

10YR8/4 (浅黄橙色）、藁灰釉10Y8/l(灰白色）、外面下半の露胎部分は7.5YR7/6 (橙色）で
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ある。 65は素地5Y8/2(灰白色）に鉄釉7.5YR4/4(褐色） ~2/1 (黒色）を施す。いずれも 19

軋紀。 66は底部で、上半を欠くため全体のフォルムは不明である。素地5Y7/2 (灰白色）～

6/2 (灰オリーブ色）、内底面に凹線を1条巡らせ、灰釉5Y8/2(灰白色）をごく薄く施す。

高台は露胎である。

67は、接合点を持たない2片を図上で復元し、端反小碗とした。薄手で焼成良好、口縁

部は磁器に近い質感を呈する。素地2.5Y8/3(淡黄色）、口縁部断面5Y6/1(灰色）、藁灰釉

5Y6/2 (灰白色）。萩焼、 19軋紀。 68は碗の底部。復元高台径4.1cm、素地2.5Y8/3(淡黄色）

に槃灰釉10Y8/1(灰白色）を施す。外面露胎部分は5YR5/4(にぶい赤褐色） ~7.5YR7/4 (に

ぶい橙色）。萩焼、 19軋紀。 69は碗で、上半を欠く。高台径3.8cmを測り、 10YR7/3 (にぶ

い黄橙色）の素地に藁灰釉10YR8/1(灰白色）を施す。内面はロクロ目に沿って細い横縞を

なす。萩焼、 19軋紀。 70は碗の底部。高台径3.0cm とやや小ぶりである。素地2.5Y8/2~

7 /1 (灰白色）、藁灰釉5Y8/1~8/2 (灰白色）。萩焼か。 19世紀。 71は碗の底部小片である。

復元高台径3.3cm。素地2.5Y8/2(灰白色） ~8/3 (淡黄色）に鉄2.5Y4/l(黄灰色）で絵付後、
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Fig.92 近世用水路出土陶磁器実測図 (1)
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近世用水路出土陶磁器

灰釉を施し、内外面とも5Y8/l(灰白色）となる。

72は皿または鉢の底部小片で、復元高台径9.1cm。素地5Y7/2 (灰白色） ~2.5Y7/3 (浅黄

色）に、藁灰釉2.5Y8/3(淡黄色）を施す。 73は鉢の体部～底部である。復元高台径7.0cm。

素地10YR8/3(浅黄橙色）に透明釉を施し、施釉部分は外面・内面とも lOYRS/4(にぶい黄

褐色）を呈する。内面に目跡を1ヶ所認める。

74は瓶である。碁笥底で、復元底径6.1cm。素地10YR7/3 (にぶい黄褐色）、外面に灰釉

2.5Y5/1 (黄灰色） ~7/2 (灰黄色）を施し、畳付を釉刺ぎする。内面は無釉。

75は底部。復元底径8.8cm、徳利か。素地N7/0(灰白色） ~2.5Y8/4 (淡黄色）、外面に鉄

釉5YR4/l(褐灰色）を施し、内面は無釉7.5YR5/2(灰褐色）。 76は鉢の体部～底部で、復元

高台径7.4cm。色調は内外面とも7.5YR5/3(にぶい褐色）、断面10Y6/l(灰色）。焼締。

77・78は揺鉢である。 77は口縁部で、復元口径32.4cm。素地2.5YR5/l(黄灰色）、鉄釉

10YR4/l (褐灰色） ~3/1 (黒褐色）を施す。肥前系。 78は体部～底部で、高台径9.7cmを測

る。高台に重ね焼き痕が残り、内底面に砂が付着する。素地は断面アンコ状を呈し、表面

ヽヽ

ヽヽ

゜
20cm 

(1/3) 

Fig.93 近世用水路出土陶磁器実測図 (2)
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吉田構内第 2屋内運動場新常に伴う発掘調介

付近は5Y4/l(灰色）、中心部は2.5Y6/l(黄灰色）。内面に鉄釉7.5YR5/2(灰褐色）を施す。

釉は外面下方にも薄く及び10YR5/2(灰黄褐色）を呈する。萩焼。

79は肥前系の鉢。復元高台径10.0cm、分厚く堅牢である。いわゆる「副毛目唐津」で、

素地5YR6/4 (にぶい橙色）に、白泥5Y8/1(灰白色）と鉄7.5YR5/3(にぶい褐色）～

7.5YR4/l (褐灰色）の二彩を施して後、透明釉をかける。内面の布目状の痕跡は施釉前のも

のである。 80は体部小片、壺か。凹線を3条巡らせ、貼付文とヘラ描きを施す。素地

10YR8/4 (浅黄橙色） ~7/4 (にぶい黄橙色）で、内外面とも飴釉7.5YR3/4(暗褐色）。

81·83~88·90は磁器。 81 は肥前産染付皿である。内面に草花文と五弁花をあしらい、

高台内に渦福銘を償く。 18世紀。 82は肥前系陶胎染付碗で、磁胎に近い。素地5Y7/1 (灰白

色）。 83は白磁紅皿である。素地・釉とも白色、内面と外面上半に施釉。肥前系。

84は染付碗の底部である。全面施釉。畳付は釉剥ぎし、砂が付着する。肥前系か。 85は

色絵。瓶の底部で、外面のみ施釉、畳付を釉剥ぎする。高台外面に圏線2.5YR4/6(赤褐色）

1 本。内底面に釉が飛散する。肥前系か。 86~88は小片で、いずれも染付碗である。 88は

人工コバルトを用いており、近代以降の製品と考えられる。

89は陶胎の皿である。素地2.5Y8/3(淡黄色）に内外面とも白色不透明の釉を施す。内底
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Fig.94 近世用水路出土陶磁器実測図 (3)
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近冊用水路出土陶磁器• 石製品・木製品

面は蛇の目状に釉剥ぎし、璽ね焼き時の癒着痕を残す。口縁部近くの器壁の薄い部位は硬

質で磁胎に近く、白色となる。高台は露胎で、高台内に墨書があり「一」と判読できる。

肥前系。 90は89と同様のlIIlであるが、磁胎。素地・ 釉ともに白色で、内底面に砂が付着す

る。肥前系。

石製品・木製品 (Fig.95, PL.82) 

91・92は砥石である。 91は硬質の石材で、表と右側部の2面の使用面は比較的平面性が

高い。表には左右方向の線状の使用痕と敲打痕がみられる。破損後に敲石として利用され

たと考えられる。中型の中粒砥石である。 92は軟質細粒の石質で仕上砥と考えられる。表

と裏が本来の使用面であったはずであるが、完全に剥落している。剥離面はリングが明瞭

で打点を特定できるものもあり、意図的な剥離を行った可能性もあるが、判断は困難であ

る。下側と右側は平坦に整形される。特に下側の面には斜方向の擦痕が見られ、切断時の

鋸刃の痕と考えられる。

93は連歯の子供用の下駄である。木心より右側を使っての木取りである。歯は右側のす

り減りが大きく、鼻緒の孔の左側がやや広くくぼむのは、親指の接触による摩耗のためと

考えられることから右足用であった可能性を想定できる。

＼ 

" 

92 

こ

〇 10cm 
(1/3) 

Fig.95 近世用水路出土石製品・木製品実測図
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古田構内第 2屋内運動場新営に伴う発掘調介

小結

今回の調介では主に水利用に関連する遺構群を検出した。時期的には大きく三つに区分

できる。一つは大溝 1の機能時期を中心とした弥生時代後期までの時期、二つめは大溝 2

の機能時期を中心とする弥生時代後期から古代にかけての時期、三つめは近世用水路の機

能時期を中心とした主に18戦紀以降から近代にかけての時期である。

大溝 lは大溝 2に、小溝 7は小溝 5にいずれも流路方向を同じくしてほぼ同一位置に改

修されている。これらの溝は埋士の状況から、大溝 l上層上部は小溝 5と、大溝 l上層下

部は小溝 7と一対で使用されたことも考えられる。水利施設の幹線と支線としての役割を

果たしていた可能性もあり興味深い。大溝 lの掘削時期は出土遺物が散漫なため確定はで

きないが、下層の粗粒砂礫堆積から突幣文士器が出土していることから、縄文時代晩期以

来の河川を基に掘削した可能性がある。また、小溝 7から古い様相を持つ前期弥生上器が

出士していることから考えて、大溝 1の掘削時期はあるいは弥生時代前期まで遡る可能性

も考えられる。大溝 1から大溝 2への付け替えでは流路の重複が見られないことから、時

間的な隔絶を想定する必要がある。大溝 2は西肩部に 3段掘りがなされていること、杭根

や杭痕列などの遣構がみられることから、大溝 1より人工的要素が強く基本設計の違いを

見いだせる。古田遺跡の南西約1kmに位置する小路遺跡の発掘調査では、古代の大溝が検

出されており周辺地域の大規模な開墾の表徴として位置付けられる可能性が指摘されてい

る。小路遣跡の大溝の時期は、今回調査の大溝 1. 大溝 2の機能時期とはやや異なってい

る。しかし特に大溝 2は流路方向が山口盆地で想定されている条里地割の主軸方向と概ね

一致することから、大溝の存続時期の下限及び遺構の性格を考える上で、小路遺跡の大溝

の位置付けは参考となる。

大溝 3は大溝 2に取り付く溝としているが、下層土坑状遺構から弥生時代前期末～中期

初頭の土器が出土していることから、大溝 1との関連を考慮しておくことも必要である。

近世用水路は出士遺物から考えて、概ね18戦紀以降に機能していたことが考えられる。

吉田遺跡では関連する時期の遺構として、本部裏給水管埋設に伴う発掘調介で検出した近

世大溝が挙げられる。この溝の掘削とともに行われたと考えられる現在の大学本部付近の

開墾の契機を、本部 2号館で検出された、肥前系の染付磁器碗を出土した第 1号溝をめぐ

らせた屋敷跡と関連づけている。今回の調在で見つかった近世用水路は、本部裏の近世大

溝と掘削の時期や目的が同様であった可能性が考えられる。本部裏の近憔大溝は丘陵から

低地へのなだらかな傾斜に交差するように流路方向を持つ。近軋用水路も流路方向は、土
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小粘

地の傾斜に交差している。また大溝 lや大溝 2とは流路方向を違えていることも興味深い。

本部裏給水管の近軋大溝は、本学統合移転直前まで開口していた可能性が指摘されている

が、今回検出した近世用水路は明治時代以降に埋め立てられており、その後に整備された

水田が本学統合移転直前まで耕作されることになる。吉田遺跡のこれまでの調査成果を考

えると、この地の大規模な開墾の開始は古代・中肌まで遡ろうが、 17但紀後半から18軋紀

初頭にかけての時期に水利施設の付け替えを伴うようなさらに大規模な耕地の再編がなさ

れた可能性は考えられることで、今後の調査により明らかにすべき間題である。

注目される遣物として、小溝 7で出土した前期弥生土器が挙げられる。この上器を特徴

付ける肩部の段と沈線による無軸の羽状文は県内でも最古の要素であり、古田遺跡の弥生

集落の初現を考える上で重要である。また大土坑から出土した須恵器は、 T寧な作りでそ

の出自が気になるほか、時期的にも非常に興味深い遺物である。従来の山口県の編年観か

らすると 7世紀中頃の年代があてられる。ところが近年の研究では、実年代を繰り下げる

年代観が提示され評価は定まっていない。今回出士の須恵器は、遺構に伴い出士したもの

ではないため、土器編年への直接の関連は持ち得ない。しかし、当該期の遺物はこれまで

にも断片的にではあるが見つかっており、古田遺跡にもこの時期の遺構が埋存している可

能性が高く、今後の調査において遺構からの良好な状態での出土が期待される。

［注］

1) 木村忠夫「大溝について」（『小路遺跡』山口市埋蔵文化財調介報告第27集、山口市教育委員会、

1988年）

2) 小野忠熙『山口県の衿古学』占川弘文館、 1985年

3) 山口大学埋蔵文化財資料館「本部裏給水管埋設に伴う発掘調査J(『山口大学埋蔵文化財資料館調査

研究年報』 XIII、1995年）

4) 桑原邦彦 池田善文「防長地域の須恵器窯跡と編年的研究」（『山口県の上師器・須恵器』、周陽考

古学研究所、 1981年）の V~VI期、大津郡 n 置町峠 IIJ 2号窯跡灰原出上資料に対比できる。また、

中村 浩『和泉掏邑窯の研究一須恵器生産の悲礎的若察ー』（柏書房、 1981年）の III邸式 2段階に

該当。

5) 大林達夫「／古］防国府成吃期の土器の年代観• 序章」（『瓦衣 T・年一森郁夫先生還暦記念論文集ー』、

森郁夫先生還暦記念論文集刊行会、 1999年）
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Tab.7 出土遺物観察表（土器）
法量（ ）は復元値

:: 出土遺構 層位 器 種 部位 口(cm径) 底(cm径) 器(cm高) ①外色面②調内面 胎 土 備 考

1 大溝 3 中下層 縄文土器深鉢 「l縁部 にぶい黄橙色
1-5mmの長石石 外面ナデ
英を含む 後期

2 
大溝 2

下層 縄文十器 [J縁部 ①②灰にふ色い黄橙色 1-3rnmの長石わ 口唇部に1条の沈線
3区 英を多く含む 外面ナデ内向ナデ後期

3 
大溝 l

ト層 縄文L器 LJ縁部 褐灰色
1mm前後の長石 外面に2条の門線

31メ 石英を含む 外面ナデ内面ナデ後期

4 
大溝 l 卜―層 縄文上器 「J糸改音II ①②褐にぶ灰い色黄橙色 1-3mmの長石石 外面に4条の凹線

3~ え 英を含む 外面ナデ内面ナデ後期

5 
大溝 l 卜-層 縄文上器深鉢 口緑部 ①②灰黒白色 1-3mmの長石石 巻貝による刻み 外面ナデ
2[;{ 褐色 英を含む 内面横方向貝殻条痕 晩期

6 
大溝 l

F 層 縄文上器 胴部 ①②灰にぶ白い色黄橙色 1mm前後の長石 外向横h向貝殻条痕
3区 石英を含む 内面ナデ

7 
大溝 l

下層 縄文士器深鉢 口縁部 ①②灰黒黄色 1-3mmの長Ii Li 貼付突帝を貝殻で刻む

2区 褐色 英を含む 外面ナデ内向貝殻条痕晩期

8 
大溝 l

下層 縄文t器深鉢 口縁部 ①② 淡黄色 1-3mmの長伍右 貼付突喘

1区 黒褐色 英を含む 内面ナデ晩期

， 大溝 l
上層 弥牛十．器甕

「l縁部
(2.5) 淡褐色

1mm前後の砂粒を ミニチュアt器

0区 ～底部 含む 風化が激しい

10 
大溝 l

上層 弥生十点芹 高杯 口縁部 (32.0) にぶい橙色
1-3irunの砂粒を多 後期後半

OIメー 星に含む 風化が激しい

11 
大溝 2

ト．層 弥生上器高杯 脚部 浅黄橙色
1-7mrnの砂粒を多 後期後半

1区 量に含む 内面の風化が激しい

12 
大溝 2

F 層 弥牛上器高杯 杯部 ①② 淡黄橙色 1-3mmの長石石

0区 黒褐色 英を含む

13 
大溝 2 卜―層 弥生上器壺 底部 (4.2) ①② 赤色 1-5mrnの砂粒を含

風化が激しい
1区 明赤褐色 む

14 
大溝 1 2 

撹乱 弥生土器壺 口縁部 ①②灰暗黄色 精製粘tに1-2mmの
2区 褐色 砂粒をわずかに含む

15 
大溝 2

弥牛＋器甕 底部 にぶい黄褐色
1-3mmの砂粒を含

内面の風化が激しい
2[え む

16 大溝 2 上層 弥生 t器 甕 底部 (7.2) ①② 黄橙色 1-3mmの長石石 外面被熱
黒褐色 英を含む 風化が激しい

17 
大溝 3下層

1 層 弥生上器甕 [_]糸象音II ①② にぶい黄褐色 1~3mmの長石わ ヘラガキの6条沈線
士坑状遺構 浅黄橙色 英を含む 前期末～中期初頭

18 大溝 3 中 F層 弥生t器高杯 杯部 (34.2) 浅黄橙色
3mm以下の砂粒を

後期後平
含む

19 大溝 3 中卜-層 弥生上器壺
口緑部

(14.2) ①②黒オ褐色 1-3mmの砂粒を含
後期前半

～頸部 リーフ灰色 む

20 大溝 3 中下層 弥生土器高杯 脚部 (14.9) ② ①浅黄色 1-3薗 0)長fi り英と
後期後半

浅黄色 微籠のチャートを含む

21 
大溝 3い曾

1 4層 弥牛十器甕
日縁部

(23.1) 7.3 (24.5) ①② 淡黄色 l-3mmの長h 石英と 前期末～中期初頭
土坑状遺構 底部 暗灰黄色 徴耀のくさり礫を含む モミ圧痕

31 小溝 7 9 層 弥牛土器壺 肩部
①黒色（黒斑部 1mm前後の長れ 前期前半
分か）②灰褐色 仁英を含む 無軸羽状文 風化が激しい

32 小溝 1 陶 器 碗
体部

(3.3) 素色釉①地②灰I灰火オ白白リ色色ープ 精緻 藁灰釉
～底部

33 小溝 5 4 層 弥生＋器壺 底部 (4.6) ①② 明赤褐色 1-4mmの砂粒を多
I乱イ1::カ外敦しい

明褐白色 鼠に含む

“ 
小溝 9 上師質L器 底部 (7.5) 浅黄橙色 精緻 皿か

35 小溝 9 弥牛t器 壺 頸部 暗褐色
1-2mmの砂粒を含
む

38 大t坑 須恵器林
I J縁部

(14.4) (9.2) 4.7 灰色
1 mm前後の砂粒を

～底部 含む

39 近世1ti水路 2-4層 凡質上器足鍋 脚部 淡黄色
0.5-1 5mmの砂粒

在地産
を含む

船 近世用水路 2-4層 陶器甕 「］縁部 灰色
1-3mmの砂粒を多
く含む

41 近世川水路 2-4層 J: 師質陶器甕
l」緑部

(29.0) 浅黄橙色
0.5~1 5mmの砂粒

在地産
～体部 をわずかに含む

42 近世用水路 2-4層 土師質陶器甕
L1緑部

(29.7) ①② 浅黄橙色 0.5-1 5mmの砂粒
在地産

～｛本部 にぶい橙色 をわずかに含む

“ 
近世用水路 2-4層 t帥質十．器蓋

つまみ～
(9.2) 3.0 にぶい黄橙色

0.5-1 5mmの砂粒
型押し在地産

ll緑部 を少量含む

“ 
近世用水路 2 -4層 t帥n十器 底部 にぶい黄橙色

0.5-1 5mmの砂粒
在地廂

を含む
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出上遺物観察表

法量（ ）は復元値

:: 出土遺構 層位 器 種 部位 口(cm径) 底(cm径) 器(an高) ①外色面②調内面 胎 ± 備 考

45 近枇用水路 2-4層 十師皿 底部 5.7 にぶい黄橙色 微砂粒を少量含む
外底面回転ヘラ起こし
板目

46 近世用水路 2-4層 十師質陶器盤
u縁部

にぶい橙色
0.5-2mmの砂粒を 在地産 平面形は長円形ま

～底部 含む たは隅丸方形

47 近世用水路 2-4層 上師質七器甕 Ll縁部 (73.2) にぶい橙色
1-3mmの砂粒を含

在 地 産 埋 甕
む

48 近世用水路 2 -4層 上帥質t器甕 底部 (41.0) 浅黄橙色
1-3mmの長石伍

在地産風呂甕
英を含む

49 近世用水路 2-4層 上師質t器甕 「］縁部 浅黄橙色 微砂粒を含む 在地産

50 近世用水路 2 -4層 凡質十器甕 口縁部 ①②灰灰色白色 微砂粒を含む 在地産

51 近枇用水路 2-4層 十師質上器甕 ［］縁部 浅黄橙色
1-3mmの長石石

在地産
英を含む

52 近世用水路 2 -4層 t師質上器甕 底部
①② にぶい黄色 1-3mmの長石石

在地廂風呂甕
淡黄色 英を含む

53 近世用水路 2-4層 瓦質上器播鉢
口縁部

(29.5) ①②黒黄褐灰色色
0.5-lmmの砂粒を

17祉紀以前
-f本部 含む

54 近世用水路 2 -4層 瓦質上器鉢
口縁部

(18.1) ①③②淡暗黄灰色色 精緻 外面租I押し
～体部

55 近世用水路 2 -4層 瓦質士器
口縁部

(111) ①③黒に色②灰色 微砂粒をわずかに 在地廂 十．瓶あるいは釜か

～体部 ぶい黄色 含む 外面型押し

56 近世用水路 2-4層 上侃阻~+;器
□縁部

(10.3) ② ①浅黄橙色 0 5mm程度の砂粒
在地産上瓶か

～体部 にぶい橙色 を含む

57 近世用水路 2 -4層 上師質 t.器羽釜 体部 ①② 黒色 0.5-2 5mmの砂粒
外面に煤付着

にぶい橙色 をわずかに含む

58 近世用水路 2-4層 此質十器
LJ縁部 灰黄色-I火白 0.5-2mmの砂粒を
～体部 色 含む

59 近枇用水路 2 -4層 瓦質L器 底部 ①②③明灰褐色白色
1-3mmの砂粒を含
む

60 近世用水路 2-4層 瓦質上器焙烙
口縁部

(20.6) (15.0) 5.0 ①色③灰③白色灰、里褐 0.5-6mmの砂粒を
在地峠 ft'I押し

～底部 白色 含む

61 近世用水路 2 -4層 凡質t器 底部 ①③にぶl火い色黄椅色
0.5-2mmの砂粒を
含む

62 近世用水路 2-4層 陶器皿
□縁部

(9 2) 
素地淡黄色

精緻
萩焼 19世紀

～イ本部 釉 灰白色 藁灰釉 H跡あり

63 近世用水路 2 -4層 陶 器 鉢
口縁部

(11.4) (4.0) 4.2 
素地淡黄色

精緻
萩焼 19冊紀

～底部 釉 灰白色 藁灰釉

64 近世用水路 2 -4層 陶器鉢
口縁部

(11.5) 
素地浅黄橙色

精緻
萩焼 19枇紀

-{本部 釉 灰白色 藁灰釉

65 近世用水路 2-4層 陶器鉢
［］縁部

(11 7) 
素 地 灰 白 色

精緻
萩焼 19枇紀

～体部 釉 褐 ～ 黒 色 鉄釉

66 近枇用水路 2-4層 陶器
1本部

3.9 
索地快オリープ色

精緻
萩焼 19枇紀 内血に凹線

～底部 釉灰白色 1条藁I火釉

67 近枇用水路 2-4層 陶器碗
LI縁部

(9 4) (3.4) 
素 地 淡 黄 色

精緻
萩焼 19世紀

～底部 釉 I火白色 藁灰釉

68 近世用水路 2 -4! 曾 陶器碗 底部 (4.1) 
素地淡黄色

精級 萩焼 19世紀藁灰釉
釉 灰白色

69 近世用水路 2 -4 I曽 陶 器 碗
1本部

3.8 
素地 にぶい黄橙色

精緻 萩焼 19枇紀藁灰釉
～底部 釉 I火白色

70 近世用水路 2 -4層 陶器碗
体部

3.0 
素地灰白色

精緻 萩焼か藁I火釉
～底部 釉 灰白色

71 近世用水路 2 -4 ! 曽 陶 器 碗
体部

(3.3) 
素地淡黄色

精緻 灰釉
～底部 釉 灰白色

72 近世用水路 2 -4層 陶器
体部

(9.1) 
素 地 浅 黄 色

精緻 皿または鉢藁灰釉
～底部 釉 淡黄色

73 近枇用水路 2-4層 陶器鉢
体部

(7.0) 
素地戊黄橙色

精緻 灰釉 H跡あり
～底部 釉 透明

74 近世用水路 2 -4層 陶器瓶
体部

(6.1) 
索地にぷい黄褐色

精緻 札笥底灰釉
～底部 釉黄灰～灰黄色

75 近世用水路 2 -4層 陶器
体部

(91) 
素地灰白色

精緻 壺または徳利 鉄釉
～底部 釉 褐灰色

76 近枇用水路 2-4層 陶器鉢
1本部

(7.4) ①色③に灰ぶ色い褐 精緻 焼締
～底部

77 近世／廿水路 2 -4層 陶器揺鉢
lJ縁部

(32.4) ①褐②色③褐I黄火～ 黒 1-3mrnの砂粒を含
肥前系 191廿紀

-1本部 灰色 む
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法量（ ）は復元値

鍔 出土遺構 層位 器 種 部位 口(cm径) 底(cm径) 
器高

①色面②調内面 胎 土 備 考
(cm) 

78 近世用水路 2 -4層 陶器揺鉢
体部

9.7 ①②③灰色灰黄褐色 精緻 萩焼重ね焼き痕あり
～底部 黄灰色

79 近世用水路 2-4層 陶器鉢
体部

(10.0) ! 精緻 肥前系 18世紀
～底部

80 近世用水路 2-4層 陶器 1本部 素地
精緻

壺か 外面に貼付文とヘラ
釉 オ苗き 飴釉

81 近世用水路 2-4層 磁 器 皿
口縁部

(12 7) (7.6) 3.9 
素 地 灰 白 色

精緻 染付肥前系 18世紀
～底部 弟由 叫緑灰色

82 近世用水路 2-4層 陶 器 碗
体部

(4.4) 
素地灰白色

精緻 陶胎染付肥前系
～底部 釉 透明

83 近世用水路 2-4層 磁器紅皿
U縁部

(41) 1.3 1.4 
素地白色

精緻 白磁肥前系
～底部 釉 白色

84 近世用水路 2-4層 磁器碗
体部

(4 0) 
素地灰白色

精緻 染 付 肥 前 系
～底部 釉 明緑灰色

85 近冊用水路 2-4層 磁 器 瓶
体部

43 
素 地 灰 白 色

精緻 色絵肥前系か
～底部 釉 明緑灰色

86 近冊用水路 2 -4層 磁器碗
□縁部 素 地 灰 白 色

精緻 染付
～イ本部 釉 透明

87 近世用水路 2 -4層 磁 器 碗
口縁部

(113) 
素地灰白色

楕緻 染付
～体部 釉 透明

88 近侃用水路 2 -4層 磁 器 碗
口縁部

(7 3) 素地灰白色
精緻 染付近現代

～｛本部 釉 透明

89 近世用水路 2-4層 陶器皿
体部

4.6 
素地淡黄色

精緻 肥虹き系 見込み蛇の H状釉
～底部 釉 白色 剥 高台内墨書あり

90 近世用水路 2-4層 磁 器 皿
体部

45 
素地内色

精緻
白磁肥前系 見込み蛇の

～底部 釉 白色 目状釉剥ぎ

Tab.8 出土遺物観察表（石器・石製品）
法量（ ）は復元値

遺物
出土遺構 層位 器 種 最(大cm長) 最(大cm幅) 最(大cm原) 重(g量) 石 質 備 考番号

22 
大溝 1 2 

砥石 (12.9) 7.8 7.6 170.3 凝灰岩 中型硬質
1区

23 
大溝 l

上層 砥石 22 0 8.7 6.2 2304.9 結晶質凝灰岩 中型硬質
1Lメー

24 
大溝 1

下層 磨石敲石 (6.8) 87 6.2 560.7 角閃石ひん岩
2区

25 
大溝 l

上層 台石 (9.4) (9.2) (5.5) 360.3 凝灰岩
0[メ．

26 
大溝 l

上層 使用痕のある剥片 4.3 2.2 0.8 6.6 ホルンフェルス 縦長剥片
112<一

27 
大溝 l

下層 剥片 17 26 0.3 0.9 安ill岩 横長剥片2[,{ 

28 
大溝 1 2 

砥石 (3.7) (2 5) 16 11.8 砂岩 小型軟質中粒砥石
2区

29 
大溝 2

砥石 4.4 37 11 19 7 砂岩 小型軟質中粒砥わ被熱OLメ：

30 
大溝 l

l 層 砥石 5.7 2.9 10 16.9 ひん界 小型硬質
3区

36 小溝 5 5 層 楔形石器 25 1.8 13 4.8 姫島栢黒曜石

37 表採 剥片 28 1.4 0.4 12 黒曜石 縦長剥片

91 近世用水路 2 -4層 砥石 (8.9) 6.8 (2 8) 169.7 ひん岩 中型硬質

92 近世用水路 2 -4層 砥石 (6.8) (7 8) (14) 103 5 頁岩 中型軟質細粒砥石

Tab.9 出土遺物観察表（木製品）

悶I出土遺構 l層位 器種 最大長 1最大幅 1最大厚 重量
(cm) (cm) (cm) I (g) 

樹種 備

法量（ ）は復元値

I 
考

93 I近冊用水路 12-4層 ド駄 14.0 I 5.5 I 2.2 連歯
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淡赤褐色砂質 t_ ]¥'-2 水田床卜2 茶褐色粘質土

（マザt) ]¥'-3 水田床 13 茶褐色砂礫

IIー 1造成上 弟灰色粘質 t: v-2 地 [[J 緑I火色シルト

（瓦囲混） V-4地 [[J 青灰色シルト

m 水田耕土 暗青I火色粘質土

l¥'-1水田床士1 茶褐色粘質土

（黄斑ブロノク）
Eトレンチ Eトレンチ
北墜 1y=550 東隈 x=186 
21.0 m 21.0m 

6ニロ

迅廿牌J里I_

l 暗渠埋上 灰青色粘質 I. 4 河川1堆積土 灰白礫

（祖砂混） 5 河川2堆積土 黒灰色シルト

2 暗渠埋土 茶灰色粘質 tと 6 河川2堆積七 灰色微砂

白色礫 7 iwf/112堆積 t-. 黒色シルト

3 河川1堆 積t 褐灰色粗砂 8 M/112堆積 t 灰黒色砂礫

Dトレンチ
北壁 y=561 
21.0m 

Dトレンチ

東壁
21.0m 

1x=185 

ill~ 
N-2 V-2 

5m 
(l/l()(J) 

Fig.99 トレンチ壁面土層断面図 (2)

(3)遺構・遺物

古墳時代以前のものと者えられる河川と、近憔・近代の水田遣構を検出した。

河川

A・B・Cトレンチと Eトレンチで、流路の異なる2条の河川を検出している。前者を

河川 1とし、後者を河川 2とする。本学統合移転前の水田などと同じ第V層上面での検出

である。

河川 lはA・B・Cトレンチで検出し、東西に流路方向を持つ。検出した河川の総延長

は27mである。河輻はトレンチによって異なり、 A トレンチで輻約8m、Bトレンチで幅約

4m、Cトレンチで幅約3mを測る。同じく深さも異なり、検出面から Aトレンチで深さ約

40、、 Bトレンチで深さ約60cmを測る。

検出面からの深さは西のAトレンチよりも東のBトレンチが深いが、これは検出面の高

さの影響を受けたもので、河床の標高はAトレンチが19.40m、Bトレンチが19.50mである

（なお、 Cトレンチは流路方向を確認するために設定しており、河床は検出していない）。

東の Bトレンチよりも、西のAトレンチでは河輻が広くなり、河床も深くなっている。こ

れは河川 lが東から西に流れていたことをポすものであろう。ただし、検出時の河輻につ

いては、狭い流路が幾度も切り合うことによって形成されたものと考えられ、 Bトレンチ
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の東壁断面では堆積土の状況からそれが明瞭に観察できた。堆積土は砂礫を主体とし、シ

ルトなどが薄く貰入している。河床面はシルトまたは粘土であることを基本とするが、河

川の堆積上と同じ砂礫層の部分があり、色調によって識別した。遺物は、時期不明の士器

小片が1片出土した。

河川 2はEトレンチで検出した。 Eトレンチはその流路内であり、南側への上がりを確

認しているが、河岸ではない。また、 Eトレンチの東側にある Dトレンチではこの河川を

検出しておらず、流路は蛇行していたと考えられる。調在範囲での深さは検出面から約

30cmを測り、河床の標高は19.2mである。上面に黒灰色シルトが堆積するが、本流部分の

堆積土は灰黒色砂礫、河床面は青灰色シルトである。遺物は出土しなかった。

(4)小結

試掘調査によって、経済学部商品資料館予定地には、古墳時代以前と考えられる2条の

河川が埋存していることが明らかとなった。おそらく、本調査区の西隣接地で、昭和55年

度の経済学部校舎新党に伴う試掘調在で検出した「沼沢地あるいは谷状のやや落ち込んだ

地形」は、堆積状況から判断して同一の河川であったと考えられる。

本調査区の周辺では、昭和61年度に国際交流会館新営に伴う試掘調在を行い、古墳時代

以前と考えられる河幅17mの河川を検出している。この河川も本調査区のものと同じく東

西に流路方向を持つ。河幅17mというのは、幾度もの流路の切り合いを示しているのであ

ろう。吉田構内の北東部に位置する山塊から流れ出した河川が、幾筋にも流路が分かれ、

網目状に流れていたことが判明した。

［注］

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「吉田構内経済学部校舎新営に伴う試掘調査」（『山口大学構内遺跡調在

研究年報X』、 1992年）

2) 山口大学埋蔵文化財資料館「吉田構内農学部連合獣医学科棟新営に伴う発掘調在」（『山口大学構内

遺跡調介研究年報XI]』、 1994年）

3) 山口大学埋蔵文化財資料館「吉田構内国際交流会館新営に伴う試掘調在」（「山口大学構内遺跡調査

研究年報VI』、 1987年）
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2 実験廃液処理施設棟新営に伴う試掘調査

(1)調査の経過

吉田構内の北西部、正門の西側に位置する実験廃液処理施設棟の増築が計画された。こ

の増築計画もまた、経済学部商品資料館と同じく予算の都合上、具体化はかなり先のこと

と考えられていた事業であった。しかし、山口大学への平成 5年度補正予算交付が決定し

たことによって現実化した。工事は、廃液処理槽を地下深く埋設するというもので、地下

3mに近い掘削が予定されていた。

当時、学内環境整備事業の対応に追われる埋蔵文化財資料館には年度内対応の余裕はな

かった。埋蔵文化財資料館運営委員会では、委員を急遠召集して会議を開き、関連部局と

も検討した結果、実験鹿液処理施設棟増築を含めた補正予算事業の次年度繰越しが決定し

た。

実験廃液処理施設棟の北隣接地では、昭和55年度に汚水排水管の埋設工事が行われ、埋

蔵文化財資料館が立会調在を行っている。工事は、幅約60cm、長さ25mに及ぶ汚水排水管

路線を現地表下50cmまで掘削するものであったが、本学統合移転時の造成上が厚く、掘削

3) 4) 

は造成土内にとどまった。その他、九田川改修工事や正門前の環境整備工事の立会調在

によって、構内北西部の正門周辺は比較的上地が低く、統合移転時に厚く客土されたこと

が判明している。また、九田川改修工事や正門前の環境整備工事の部分的な深掘りによっ

て、付近一帯には吉田地区低地部の鍵層となる黒色粘土層の広がりを認めている。この黒

色粘土層については、現在までに遺物は見つかっておらず、地山層と考えている。また、

本調査地周辺は、過去の調査から遺物及び

!'. て欝：、：／口：てめ／こロニ：［二 ll 
営委員会は、士層堆積状況の把握を第一目

的とし、遺構・遺物の有無を確認する試掘

調査が必要であるとの判断を下した。これ

を受けた埋蔵文化財資料館では、平成6年4

月25日から4月27日にかけて試掘調査を実

施した。
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ー

゜
5m 
(1/150) 

Fig.101 トレンチ設定図

トレンチは、既存の実験廃液処理施設棟の前面にある空き地部分に広く設定する予定に

していた。しかし、当初の予想通り造成士が原く、排土処理に苦慮することになった。ま

た、造成士部分は脆弱で、 トレンチの壁が崩壊する危険があった。このため、調究は変則

的な形となり、 トレンチは東西長約7m・ 南北幅1.5mの規模に縮小した。そして、深く掘

り下げるのは調査区内の北辺のみ、西側から長さ4m・幅50cmの範囲にとどめ、上層の観

察をもって調杏を終了した。調査面積は約10面である。

(2)層序

本調査区における基本層序は、次の順である。

第 I層：マサ土（表土）

第II層：茶褐色粘質土（造成土 1)

第皿層：暗青灰色粘質士（造成土 2)

第W層：暗青灰色粘土（水田耕土）

第V層：茶灰色粘士（水田床土）

第VI層：青灰色砂礫（河川堆積土）

第VII層・．明緑灰色シルト

第VIII層：明茶灰色粘土

第IX層：暗褐色粘土

現在の表上層である第 I層：マサ土の下には、本学統合移転時の造成土が厚さ約1.2m、
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I 表 1:: マサ十^

II 造成土1 茶褐色粘質土

皿 造成 1:2 昭青灰色粘質土

W 水田耕上 暗青灰色粘土

v 水田床土 茶灰色粘土

VI 河川堆積 t 青灰色砂礫

VII 地山 明緑灰色シルト

¥'III 地山 明茶灰色粘fこ

IX 地山 暗褐色粘土

Fig.102 トレンチ壁面土層断面図

2層に渡ってみられた。その下には統合移転以前の水田耕土、床士を検出した。第W層：

暗青灰色粘士の水田耕土は厚さ約16cm、第V層：茶灰色粘士の水田床土は約8cmである。

この水田層の直下に、河川の堆積士と考えられる第VI層：青灰色砂礫と、第VII層：明緑灰

色シルトを検出した。第VI層：青灰色砂礫と第VII層：明緑灰色シルトの上面標高は16.6m

である。通常、この第VI層：青灰色砂礫と第VII層：明緑灰色シルトの上面が、吉田構内に

おける弥生時代以降の遺構面になっていると考えられる。第VI層：青灰色砂礫と第VII層：

明緑灰色シルトの関係を士層断面図には第VII層：明緑灰色シルトを切り込むように第VI

層：青灰色砂礫を表現したが、実際には第VI層：青灰色砂礫の末端が徐々に第VII層：明緑

灰色シルトに溶け込むような状態であった。おそらく両層とも河川堆積層であって、河川

本流が第VI層：青灰色砂礫であり、その肩部に堆積したのが第VII層．．明緑灰色シルトなの

であろう。なお、第VI層：青灰色砂礫は西側に向かって落ち込んでいるようであり、河川

本流は調査区外の西側にあると考えられる。河川堆積層の直下は、第VlI[層：明茶灰色粘土

であるが、厚さは16cm程しかなく、徐々に下層の第1X層:a音褐色粘士へと変化する。第VlI[

層：明茶灰色粘土の検出面は、標高16.5mである。

(3)遺構・遺物

当調査区では、河川の他に顕著な遺構・遺物は検出できなかった。
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(4)小結

今回の試掘調在では、河川以外には顕著な遺構・遺物の検出はなかった。しかし、吉田

構内において、従来不明な点が多かった正門付近の土層データが得られたことは、大きな

成果であったといえよう。特に第VIII層：明茶灰色粘土及び第IX層：暗褐色粘士の上部に第

V1I層．．明緑灰色シルトの堆積を確認できたことは重要である。

平成 4年度に構内環境整備事粟の一環として正門固辺で土木工事が行われ、埋蔵文化財

資料館が立会調査を行った。その際、現地表下約1.5mで黒色粘士層の広がりを確認してい

る。この黒色粘土層は20cm程の厚みをもち、色調に褐色が混じることや乾くとパサつく土

質が特徴的であった。沼沢地の泥炭層とも考えられ、吉田構内低地部の鍵層になるのでは

ないかという期待がもたれた。しかし、この段階では、黒色粘土層がいつ形成され、吉田

構内における遺構や遺物とどのような関わりを持つかは不明であった。

今回の調杏で検出した第VIII層：明茶灰色粘士及び第IX層：暗褐色粘土は、平成 4年度に

正門周辺で検出した黒色粘土層と同一のものであろう。色調に違いがあるが、地点によっ

て黒色の濃淡が異なるようで、士質的には全く同じである。本調在地点においても、第VIII

層：明茶灰色粘土及び第IX層：暗褐色粘土と分層してはいるが、その変化は漸次的であり

本来は同一の層形成であろう。そして、その上部に第VI層：青灰色砂礫と第V1I層：明緑灰

色シルトが堆積する。従来、吉田構内低地部においては、この緑色系シルト及び砂礫の上

面が弥生時代以降の遺構検出面とされてきた。この層序関係が把握されたことにより、黒

色粘士層の形成は縄文時代以前に遡ることが判明した。今後、理化学的な分析によって、

黒色粘土層の形成時期を判定していく必要がある。

［注］

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「吉田構内本部環境整備に伴う立会調11:J(「山口大学構内遺跡調介研究

年報X』、 1992年）

2) 山口大学埋蔵文化財資料館「九田川局部改良工事に伴う立会調介」（『山口大学構内遺跡調杏研究年

報XII』、 1995年）

3) 山口大学埋蔵文化財資料館「泉町平川線緊急地方道路整備工事に伴う立会調11:.山口大学吉田団地

環境整備（正門周辺）工事に伴う立会調介J(『山口大学構内遺跡調介研究年報XIJ」、 1994年）

4) 山口大学埋蔵文化財資料館「泉町平川線緊急地方道路整備工事に伴う立会調11:(信号機設置）」

（『山口大学構内遺跡調介研究年報XIJ』、 1994年）
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3 吉田体育器具庫及び便所新営に伴う試掘調査

(1)調在の経過

平成 5年度に急遠、本学に補正予算が支給され、体育器具庫の新営が決定した。当初の

計画では、吉田構内の南西、遺跡保存地区の北側にある旧体育器具庫の前が予定地であっ

た。しかし、計画予定地から遺構・遺物包含層が検出されることは、遺跡保存地区との関

係からも明らかであった。また、補正予算による他の事業も山積しており、埋蔵文化財資

料館が直ちに対応できる状態ではなかった。埋蔵文化財資料館運常委員会は稲議を行い、

計画地の変更と事業の平成 6年度繰越しを要望することとなった。これを受け、関連部局

で協議が行われ、計画地の変更と事業の平成 6年度繰越しが決定した。

変更地については、埋蔵文化財資料館と関連部局との検討の結果、陸上競技場の北東隅

が妥当との判断が下された。陸上競技場は吉田構内の西端にあり、東に隣接したサッカ

ー・ラグビー場より一段土地が低い。これは本来の地形の傾斜とともに、グランド造成に

伴う地形改変によるもので、陸上競技場の東側は斜面がカットされていると考えられた。

ただし、陸上競技場の東側付近においては過去の埋蔵文化財調査例がなく、地下のデータ

が不足していた。そこで、埋蔵文化財資料館では体育器具庫新営予定地において、遺構・

遺物包含層の有無を確認することを目的とした試掘調査を行った。

当初の試掘調査計画では、最も深い掘削が行われる新党建物の便槽予定部分にトレンチ

を設定し、遺構が検出された場合、建設予定地全体の事前調査に切り換える予定であった。

しかし、グランド層は10cm程の厚さで、直

下は地山面であり、調介区周辺における削

平の著しさを物語っていた。このため、建

物新営部分の北辺に沿って幅2m、長さ約

30mの範囲でのトレンチ調査とした。

調査の結果、 2条の河川を検出したもの

の出土遺物はなく、周辺に顕著な遺構が認

められないことから、この試掘調介をもっ

て調介を終了した。調介面積は約60m2、調

査期間は平成6年10月3日から 10月5日まで

である。
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Fig.104 トレンチ

設定図

(2)層序 (Fig.105,PL.87) 

本調杏区における基本層序は、次の順である。

第 I層：マサ士（表土）

第II層：コークス透水層

第III層．．黒褐色粘土（地山）

第W層：明黄色粘土（地山）

陸上競技場として使用されるために客士された第 I層：マサ土と

第II層：コークス透水層を取り除くと、第III層：黒褐色粘土の地山

が露出した。グランド層と地山層の間に、なんら堆積土が確認され

ない状況は、統合移転時の削平の著しさを示す。第III層：黒褐色粘

土の検出標高は17.4mである。本調査区で検出した2条の河川は、い

ずれもこの黒褐色粘土を切り込んでいる。ただし、削平が著しいた

め、本来の河川の遺構面となる土層は不明である。黒褐色粘土は厚

さ約30cmで、その直下は第W層：明黄色粘土である。また、河床

面での観察から、明黄色粘士の下は砂礫層であることが判明してい

る。

(3)遺構・遺物

トレンチの北端と中央で2条の河川を検出した。トレンチ北端の

ものを河川 1、中央のものを河川 2とする。

河川 lは南肩を検出するにとどまり、北肩は調在区外となる。検

出時の河幅は3m以上である。北東から南西に流路方向を持つと考

えられる。地山の黒褐色粘土を検出面とする。検出面の標高は

17.40mである。河床面は、検出した最も深い位置で標高16.90mで、

河床面までの深さは検出面から約50cmを測る。河川は砂と砂礫の

互層によって埋没していた。河床面の地山は第W層：明黄色粘土で

あるが、河川が最も深くなる調査区の南端では、青色系の砂礫層が

地山となる。

河川 2は東側で5.5m、西側で3.3mの河輻を持つ。北から南に流

路方向を持つと考えられる。河川 lと同じく地山の黒褐色粘土を検

出面とし、検出面の標高も同じく 17.40mである。河床面の標高は
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基本層序 遺構埋土 ， 河川2堆積L 青灰色細砂

表土 淡赤褐色砂質 1-.(マサ土） 1 河川1堆積土明慎灰色砂礫 10 河川2堆積土 灰色砂礫

II -1 グランド層 コークス透水層 2 河川1堆積土暗灰黄色粘土（砂混） 11 河川2堆積土 青灰色細砂

II~2 グランド層 淡赤褐色砂質f(マサ上） 3 河川1堆積土青灰色礫 12 河川2堆積土 灰色粗砂

皿 地山 黒褐色粘土 4 河川1堆積土灰褐色礫 13 河川2堆積土 暗灰色粗砂と細砂の
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C 河川堆積［ 青灰色砂礫 8 河川2堆積士 肖灰色砂

Fig.105 トレンチ実測図 (1)
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Fig.106 トレンチ実測図 (2)

16.90m、深さは検出面から約50cmを測る。河川は砂と砂礫の互層によって埋没していた。

土器小片1点が出土した。

(4)小結

今回の調在は、陸上競技場において初めての本格的な調査である。当初の予想通り、陸

上競技場の北東部は削平が著しく、地表から約10cmで地山の黒褐色粘士を検出し、時期不

明の2条の河川を検出するにとどまった。本調査区内において、黒褐色粘土の検出標高は

17.40mと一定しており、上面削平の著しさを物語っている。本来はこの黒褐色粘土の上面

に青灰色シルトが堆積していたと考えるべきである。北隣接地で行われた第 2屋内運動場

施設新営に伴う発掘調在では、この青灰色シルトが遺構の検出面となっている。とすれば、

遺構があったとしてもその大半は削平されており、深い河川の下部のみが残存したと考え

るべきであろう。

［注］

1) 河村吉行 I山口大学構内の埋蔵文化財の分布」『山口大学構内遺跡発掘調在年報X』（山口大学埋蔵

文化財資料館、 1992年）

2) 山口大学埋蔵文化財資料館「吉田構内第 2屋内運動場新設に伴う発掘調在」（本書P.109)
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吉田構内の立会調在

第 5章 平成 6年度山口大学構内の立会調査

第 1節 吉田構内の立会調査

1 経済学部商品資料館仮設電柱設置工事に伴う立会調査

調査地区 吉田構内

調査期間平成6年6月20日

調査面積約5m2

調査結果 経済学部廂品資料館の新営に伴い、工事用電源を引き込むための仮設電柱の設

置が必要となった。電柱は国際交流会館敷地内に2本 (A・B地点）、学内道路に平行して3

本 (C~E 地点）の計5本の設置が予定された。電柱の設置には直径約50cm、深さ約1.0m

の掘削を行うため、埋蔵文化財資料館が立会調在を実施した。

国際交流会館敷地は、西側に隣接した人文学部前駐車場より一段高くなっているが、こ

れは国際交流会館建設時の造成によるものである。このため、 A・B地点の掘削はいずれ

も造成土の範囲内にとどまった。 D・E地点は、ハンドボール場北辺の傾斜面にあたる。

現地表下80~90cmまでは造成土であり、造成士の直下は地山であった。 C 地点は、原さ約

30cmの造成士の下に、約40cmの厚さで水田耕上が残されており、その直下が地山となる。

立会調介の結果、国際交流会館及びハンドボール場の固辺は、本学統合移転時に水田を

削平した後、厚く客士していたことが判明した。

Fig.107 調査区位置図

-161-



'I'成 6年度山口大学構内の立会調査

2 人文学部前駐車場整備工事に伴う立会調査

調査地区吉田構内

調査期間平成6年7月27日

調査面積約6m2

調査結果 人文学部前駐車場の舗装整備が計画された。工事は、従来のバラス敷からアス

ファルト舗装にし、駐車場の周囲に排水のための側溝を設置するというものであった。 U

字溝の埋設には幅50cm、深さ54cmの掘削を伴った。このため、埋蔵文化財資料館が立会

調査を実施したが、本地区は本学統合移転時の造成土が厚く、深さ50cm程度の掘削では旧

地表すら確認することはできなかった。関連部局の了解を得て、 4地点の部分的な深掘り

を行い、造成士以下の土層堆積状況を確認した。

A·B 地点は現地表下0.9~1.0m まで造成士であり、その下に水田耕土の上面を検出し

た。 C地点は現地表下約50cmまでは造成上である。造成士の下には原さ約10cmの撹乱層

があり、その直下に厚さ約20cmの水田耕士があった。地山の緑色粘士はこの水田耕土直下、

現地表下約80cmで検出した。 D地点は現地表下約70cmまで造成土であり、その直下に厚

さ約30cmの水田耕土があった。地山の緑色粘土はこの水田耕士直下、現地表下約1.0mで

検出した。

立会調介の結果、人文学部前駐車場は厚く客土されていることが判明した。造成士は特

に北から南へと厚さを増している。また、造成土の下に水田耕土が残存していることも確

認できた。

I I 

Fig.108 調査区位置図
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3 テニスコート改修工事に伴う立会調査

調査地区吉田構内

調査期間平成6年9月5日

調査面積約15m2

調査結果 工事はテニスコートを夜間も使用可能にするための照明施設を設置するもので

ある。照明塔は小型であり、基礎部分を1.0mXl.Omの範囲で、深さ約1.0mまで掘り下げる

ものであった。ただし数は多く、 54ヶ所の設置が予定された。このため、 54ヶ所のうち、

テニスコートの周囲部分となる Aから 0の15地点について立会調杏を行い、士層の堆積状

況を確認した。

立会調査の結果、テニスコートの南半側は現地表下50~80cmで地山が検出されるのに対

し、北半側は現地表下1.0mまでは本学統合移転時の造成士内であることが判明した。九田

川に向かって地形が落ち込むのであろう。いずれの地点においても、水田耕土が造成土直

下に厚さ 10~40cmで残存していた。地山は緑灰色粘土であるが厚さは10cm程と薄く、地

点によっては水田耕作による削平のため緑灰色粘土が消滅し、その下の暗褐色粘土が地山

面となる場合もあった。また、薄い遺物包含層の可能性のある士層を部分的に認めたが、

掘削面積が狭いため明確にできなかった。

L地〗］［］ー［口］鳳〗也lffl=fflml地、凸

旦`mt凰也 I 

ロ ロ

----i 

一

Fig.109 調査区位置図
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平成 6年度山LJ大学構内の立会調令

4 教育学部附属養護学校生活訓練施設棟新営工事に伴う立会調査

調査地区吉田構内

調査期間平成6年9月26日

調査面積約l6m2

調査結果 附属養護学校の生活訓錬棟の新営工事に伴い、電気配線を埋設することとなっ

た。電気配線の埋設自体は、現地表からの掘削が約50cmと浅いものであるが、作業用の縦

坑であるハンドホール部分の7ヶ所は、設置のために1.5mX1.5mの範囲で深さ1.0mの掘削

が必要であった。電気配線埋設の掘削については、従前の調査データから埋蔵文化財に支

障のないことが予想されたため、深いハンドホール部分の7ヶ所について、立会調介によ

り地下の状態把握を行った。

立会調在の結果、養護学校敷地内においては、浅い地点で約50cm、深い地点では厚さ

lm以上に渡って客土されていることが判明した。また、造成士の直下には、水田耕土が残

存していることも判明した。地山は黒～茶色系統の粘士であった。

今回の調査では、遺物包含層及び遺構は確認できなかった。ハンドホール部分の調杏に

より、電気配線の埋設工事は埋蔵文化財に支障のないことが判明し、工事はそのまま進め

られた。

Fig.110 調査区位置図
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吉田構内の立会調介

5 教育学部附属養護学校生活排水管改修工事に伴う立会調査

調査地区吉田構内

調査期間平成6年8月2日

調査面積約2m2

調査結果 餐護学校からの生活排水管が、

市道を挟んだ大学グランド側で、劣化によ

る漏水を起こしており、排水管を付け替え
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るために掘削を行うという工事であった。

この場所は、陸上競技場からラグビー・

影響がないものと推測された。立会調在の

結果、当初の予想通り掘削は造成士内にと

陸上競技場

ラグビー場

＼
 

どまった。
Fig.111 調査区位置図

6 陸上競技場整備（透水管埋設）工事に伴う立会調査

調介地区吉田 構内

調査期間平成6年10月7日

調査面積約200m2

調杏結果 陸上競技場透水管工事は、グラ

ンド中央を貫く主幹と、その両脇に3本ず

つ取り付いた計6本の枝部分からなる矢羽

状の管路を、幅約1.0m、深さ約40cmの規模

で掘削するものであった。

立会調査の結果、現地表下約15cmまでは

グランドのマサ士であり、工事掘削に必要

な現地表下40cmは水田耕士の範囲であるこ

とを確認した。このため、埋蔵文化財に影

響はなく、工事は続行された。

陸上競技場

[J[0 
Fig.112 調査区位置図
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平成 6年度111□大学構内の立会調壺

7 ハンドボール場改修（プレハブ設置）工事に伴う立会調査

調査地区吉田構内

調査期間平成6年10月20日

調査面積約30m2

Fig.113 調査区位置図

調査結果 工事は、吉田構内の南部に所在

するハンドボール場にプレハブ建物を設置

するものであった。基礎工事は現地表面か

ら45cmの掘削であり、現状でも造成土によ

り周囲から一段高くなっているハンドボー

ル場においては、埋蔵文化財への影響はな

いものと予想された。

立会調在の結果、掘削は造成土内にとど

まり、工事は続行された。

8 野球場フェンス改修工事に伴う立会調査

調査地区吉田構内

調査期間平成6年10月20日

調査面積約3m2

＼ 
Fig.114 調査区位置図

調査結果 野球場のフェンスが老朽化のた

め倒壊しつつあり、付け替えが必要となっ

た。これに伴い、支柱の基礎部分6ヶ所が

付け替えられることとなった。

工事は、基礎を埋設するにあたり、現地

表面から約60cmの深さまで掘削するもので

あった。

立会調査の結果、いずれの地点も造成土

の範囲内であった。埋蔵文化財に影臀はな

く、工事は続行された。
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古田構内の立会調介

9 基幹環境整備（ボイラー室配電盤設置）工事に伴う立会調査

調査地区 吉田構内

調査期間平成6年10月25日

調査面積約4m』

調査結果 吉田構内の北東寄りに所在する

ボイラー室の改装が行われるにあたり、建

物外部の2ヶ所に、配電盤（アース盤）の埋

設が必要となった。工事は、現地表下約

1.5mの掘削を伴うものであった。

立会調在の結果、現地表下約60cmで河川

堆積士と考えられる賠青色粘質土を検出し

た。河川は深さ約60cmを測り、その下は地

山の明青灰色砂礫であった。河川から時期

不明の士師器が2片出土した。

10 九田川河川局部改良工事に伴う立会調査

調査地区吉田構内

調査期間 平成6年10月28日・平成7年1月11日

調査面積約lOOm2

調査結果 平成 5年度から行われている山

口県による九田川の護岸改修工事の続きで

ある。平成 5年度の調査では、遣物も遺構

も検出していない。平成 6年度はテニスコ

ート北東側からクラブハウス前までがエ区

となっている。

立会調在の結果、水田層の上に造成土が厚

さ約1.5mに渡って存在することが明らかと

1.8~2.0m に地山の黒褐色粘土が確認でき

国］噌圃桐

昌屑I冒目目叶
ロロ

なった。また、調在範囲内では、現地表下 >
陸 I:競技場

ハ
Fig.116 調査区位置図
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平成 6年度山口大学構内の立会調査

11 第 2屋内運動場仮設電柱設置工事に伴う立会調査

調査地区吉田構内

調査期間平成6年11月11日

調査面積約0.5m2

7-

―

-

調査結果 第 2屋内運動場の新営に伴い、

工事用電源を引き込むために2本の仮設電

柱が必要となり、掘削を行うものであっ

た。

現地表から約90cmほど掘削したが、本学

統合移転時の造成土の範囲内であった。第

2屋内運動場近辺は造成士が厚いことが推

測される。

12 教養部水道管破裂修理工事に伴う立会調査

調査地区吉田構内

調査期間平成6年11月15日

調査面積約2m2

~LJLJ 

J
 

~ Fig.118 調査区位置図

調査結果 教養部講義実験棟の南西隅側に

埋設されていた給水管が、老朽化により漏

水し、道路上に水が溢れ出した。復旧工事

に際して立会調在を実施した。

現地表下80cmまでは、表土及び統合移転

時の造成士、約80cmから掘削深度の約lm

までは黄褐色粘上の地山を検出した。一部

暗褐色粘士の部分があり、遺構埋士の可能

性も考えられたが、漏水のため確定はでき

なかった。遺物は出土していない。
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吉田構内の立会調査
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Fig.119 調査区位置図

14 公共下水道接続（教育学部附属養護学校プール排水施設設置）工事に

伴う立会調在

調査地区吉田構内

調査期間 平成6年12月9日・平成7年1月20日

調査面積約4m2

調査結果 山口市による公共下水道整備に

伴い、プール用の排水設備が更新されるこ

とになった。調査は、市公共下水道接続用

枡の設置予定地を2mX2mの規模で、現地

表下1.5mの掘削深度で実施した。樹木の除

去も伴ったが、調杏地点は養護学校敷地の

北西辺の擁壁に接する部分にあたるため、

工事は過去の擁壁工事による撹乱土の範囲

内にとどまった。

Fig.120 調査区位置図
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平成 6年度llJL」大学構内の立会調査

15 サークル棟給水管埋設工事に伴う立会調査

調査地区吉田構内

調査期間平成6年12月16日

調査面積約lm2

_.,'" .' 

図置位区査国言ー2
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調査結果 吉田構内北西部に所在するサー

クル棟の給水管が、老朽化により漏水を起

こしたため、年度当初計画にはなかった給

水管埋設工事が急遠行われることになっ

た。掘削深度は現地表下約60cmであり、付

近の調在状況から本学統合移転時の造成土

内であることが予想された。

立会調在の結果、掘削範囲は造成土内に

とどまったため埋蔵文化財には支障がない

と判断し、工事は続行された。

16 プール新営給水管埋設工事に伴う立会調査

調査地区吉田構内

調査期間 平成6年12月26日・平成7年2月15日

調査面積約lOm'.!

ロロ

侶H:貼H支.tjj

調査結果 給水管埋設にあたり管路部分の

調杏を実施した。表士及び造成土の厚さは

過去の工事の影響で不均ーである。それ以

下は概ね同様の層序を示し、約40~80cm以

下で約10~15cm程度の賠灰色の水田耕士、

約5cmの賠黄灰色の水田床土を経て、暗黄

灰シルトまたは黒褐色土の地山となる。地

山はプール側からテニスコート側に向かっ

て若干傾斜して低くなっていると推察でき

る。遺構・遺物は検出できなかった。

Fig.122 調査区位置図
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吉田構内の立会調在

17 

調査地区

公共下水道接続工事（汚水管雨水排水施設設置）に伴う立会調在

吉田構内

調査期間

調査面積

調査結果

平成7年3月3日

約6m2

山口市による公共下水道整備に

伴い、接続に先行して、陸上競技場南西辺

のテニスコート寄りに吉田構内からの雨水

排水施設連結用の枡が設置されることにな

った。現地表下約160cmより下が河川堆積

層で、上層から暗黄茶褐色粘質士、暗黄茶

褐色粘質砂、暗灰色砂、黒灰褐色砂礫、青

緑色粘土となる。現地表下約140cmと約

180cmの付近で、弥生時代から古墳時代に

かけての士器が2点出土した。

―

―
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―
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Fig.123 調査区位置図

18 教育学部スロープ設置（音楽棟）工事に伴う立会調査

調査地区

調査期間

調査面積

調査結果

吉田構内

平成7年3月17日

約lOm2

バリアフリー化のためのスロー

プ設置工事である。根切り掘削は既設建物

に直交し、約lmXlOm、掘削深度はlmに

達した。

現地表下65~100cm までは表士及び本学

統合移転時の造成士であるが、一部に約65

~100cmで水田耕土及び床土と考えられる

黒灰色粘質土、黄灰色粘質士を検出した。

黄灰色粘質上は地山の可能性もあるが、調

査範囲内は撹乱が著しく、確定は困難であ

った。遺構・遺物は検出できなかった。 Fig.124 調査区位置図
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平成 6年度山口大学構内の立会調介

第 2節小串構内の立会調査

医学部附属病院MRI-CT装置棟新営工事に伴う立会調査

調査地区小串構内

調査期間平成6年3月24日

調査方法 工事施工時における立会調杏

調査面積 300m2 

調査結果 小串構内のほぼ中央部、第 1中央診療棟西側に所在するMRI棟の増築が計画さ

れた。 CT装置棟を北側に拡張するというものである。本地は平成元年度のMRI棟新築の際

に、埋蔵文化財資料館が試掘調査を行い、二次堆積層中より削器や細石刃などが出士して

いる。今回の増築予定地においては、 MRI棟の基礎掘削及び配管掘削で、石器を包含する

水田層が撹乱を受けていると予想された。また増築工事は、長さ30m、幅10mの範囲を現

地表下3mまで掘削するというものであった。このため、埋蔵文化財資料館では工事掘削後

に立会調在を行い、士層の堆積状況を観察した。

士層観察は、 MRI棟建築時の撹乱が及んでいない北壁で行った。基本層序は以下のよう

になる。上層から第 I層：マサ土、第 II層：明緑灰色粘土（造成士）、第m層：黒褐色粘

質士（近軋整地土）、第 W層：茶褐色粘質土、第 V層：灰青色粘土・シルト• 砂の互層、

第VI層：貝層、第VII層：青灰色粘土の順である。第VI層：貝層からもわかるように、近世

以前には、本調在地は海浜であったと考えられる。第VI層：貝層は、最も原い場所で約

Fig.125 調査区位置図

10cmであるが、西から東に向かって徐々に

薄くなり、西から 19mの地点で消滅する。

海岸線を示すと考えられる。
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1) 山口大学埋蔵文化財資料館『山口大学構内

遺跡調介研究年報IX』（山口大学埋蔵文化

財資料館、 1991年）



小串構内・亀LlJ構内の立会調究

第 3節 亀山構内の立会調査

1 教育学部附属山口小学校プール新営給水管埋設工事に伴う立会調査

調査地区亀山構内

調査期間平成6年11月10日

調査面積約3m2

調査結果 新設給水管量水器用の桝設置地

点の2mX1.5mの調査を実施した。調在地点

の土層は、現地表下約60cmまでが造成土で

ある。それ以下は地山と考えられ、約60~

74cmが暗青灰色砂礫土、約74cmから掘削

深度の130cmまでは茶褐色砂礫土（山土）で

あったが、遺構・遺物は検出できなかった。
特別教室棟

n
 

Fig.126 調査区位置図

2 教育学部附属山口中学校プール新営給水管埋設工事に伴う立会調査

調査地区亀山構内

調査期間平成7年1月27日

調査面積約7m2

調査結果 新設給水管量水器用の桝設置地

点の2mXl.5mを中心とし、あわせて管路部

分の調査を実施した。

調査地点の土層は、現地表下約20cmまで

が黒褐色土（表土）、約20~40cmまでが暗茶

灰色土（耕土）である。これ以下は、約40~

115cmが黄灰色粘上（河川堆積士）、約115 11 

~125cmが青灰色砂礫（河川堆積土）、約

125~150cmが青灰色粘士（地山）となる。

遺物は出土しなかった。

（）  

（

）

 

Fig.127 調査区位置図
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、「成 6年度iliLI大学構内の立会調介

第4節 光構内の立会調査

1 教育学部附属光小中学校プール新営給水管埋設工事に伴う立会調査

調 査地区光構内

調査期間平成6年2月16日

調査面積約19m』

調査結果 平成 5年度補正予算により、プール新営工事計画が具体化した。光構内では、

工事予定地の南東側に隣接する武道場新営に伴う発掘調在で、古墳時代と中世の2面の遺

構面を検出しているほか、工事予定地の北側約100mに所在する体育館の新営工事の際には、

縄文時代から中世にかけての遺物包含層を検出している。したがって工事予定地全域に渡

って遣物包含層が埋存する可能性が推測された。ただし新営工事は既存施設の基礎撤去後、

同位置に計画されたため、地中の埋蔵文化財は既に消滅していると判断し、妍営施設に付

随する給排水管埋設工事に伴い必要となる新たな掘削について立会調査を行った。

調査はプール北側の量水器用の桝設置地点を中心に実施した。桝設置地点の掘削規模は

約3mX2m、深度約 1.8mに及んだ。この他に約lmXlm、深度約lmで2ヶ所の地点と管路

部分の調在を実施した。

層序は、現地表下約30cm までは黄褐色砂の表士、約30~40cm までが暗茶褐色砂、約40

~55cmまでが茶褐色砂、約55~11ocmまでが明黄褐色砂、それ以下は白黄色砂となる。約

30~55cmまでの暗茶褐色砂及び茶褐色砂には士器小片が混じり、遺物包含層と考えられる。

C地点 B地点 A地点

- - 7 

Fig.128 調査区位置図

混在の程度は、 C地点付近では表士下の賠

茶褐色砂でやや多めに検出したものの全般

的には顕著ではなかった。出士遺物は近世

陶磁器や時期不明の土器の小片で、図示で

きるものは含まれなかった。
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光構内• その他構内の守会調脊

第5節 その他構内の立会調査

1 湯田宿舎公共下水道接続及び排水施設改修工事に伴う立会調査

調査地区 山口市湯田温泉6T目8-29(山口大学湯田温泉団地構内）

調査期間平成7年1月13日・ 2月2日・ 2月9日

調査面積約44m2

調査結果 山口市による公共下水道整備に伴い、湯田宿舎下水施設もこれへの接続と併せ

て浄化槽、配管など既設下水道設備の改修が計画された。調在は、公共下水道接続用の大

型枡が設置される A地点、敷地の西端にあたる B地点、 A棟北側の配管埋設部分で敷地の

北辺祁分にあたる B地点から C地点に至る部分で実施した。

A地点では、現地表下約62cm までが黄赤褐色土の造成士、約62~94cmが水田耕土また

は床土と考えられる賠灰褐色砂質士で、これ以下が地山層と考えられる。約94~114cmが

暗青灰砂質土、約114~135cmが暗灰褐色粘質砂、約135~167cmが暗灰青色粗砂でこの層

の中位には黒褐色粘質士層が混在している。約167~178cmは賠灰色粘質砂、以下掘削深度

の233cmまでは青灰色粘上である。遺構・遺物は検出しなかった。 B・C地点の状況はほ

ぼ均質で、現地表下約60cm までが黄褐色土の造成士、約61~69cmが暗黄緑色土の漸移層、

約69~86cmが暗灰色粘質上の水田耕土、約86~107cmが賠青灰色砂質粘士の水田床土、そ

れ以下は暗灰色粘土の地山となる。地山は安定性が高く、 B・C地点間で広範に認められ

たことから遺跡の立地も可能であるため、引き続き注意が必要である。

--
Fig.129 調査区位置図 Fig.130 立会地点詳細位置図
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付篇 I

実体顕微鏡によるガラス小玉の観察

村田裕一

報告本編で述べられているように、グランド照明施設祈設に伴う発掘調査では、 Bトレ

ンチの 2棟の住居跡から合計37個という多数のガラス小玉が出土した。今回は、出士した

ガラス小玉について、実体顕微鏡による観察を行った。ガラス小玉の諸属性をより細かに

観察し、製作上の特徴を抽出することが目的であった。本稿では、まずガラス小玉の製作

工程について整理し観察の要点を確認し、次に実体顕微鏡を用いた観察により明らかとな

ったガラス小玉の細部の特徴について述べる。

1 . ガラス小玉の製作工程と観察の要点

ガラス小玉の製作に関しては、これまで小瀬康行氏、藤田等氏、富樫雅彦氏• 徳澤

啓ー氏らにより具体的に研究されてきた。これらの研究では、ガラス小玉の製作技法とし

て管切り法、鋳造法、巻き付け法などが挙げられており、それぞれの技法の内容が詳しく

解説されている。これらの解説に照らし合わせると、本稿で取り扱うガラス小玉は、全て

管切り法により製作されたものであることがわかる。

管切り法は、はじめに細長いガラス管を作り、これを短く切断してガラス小玉の原形を

作り、これに調整を加えることでガラス小玉を作り出す方法である。実体顕微鏡を使用し

た精緻な観察を基にした論考として富樫雅彦氏• 徳澤啓ー氏のものがある。ここでは管

切り法が 5つの製作工程として捉えられている。それぞれの工程と、そこで行われる作業

内容は論文中の各所に分散して記述されているが、以下のように整理することができる。

ガラスの素材化…ガラス小玉製作のために原料を調合して素材ガラスを製造する工程

素材管成形・・・素材ガラスを用いてガラス管（素材管）を製作する工程

素材管整形・・・素材管を引き伸ばして細長いガラス管を製作する工程

原管成形…細長いガラス管を短く切断してガラス小玉の原形（原管）を得る工程

原管整形…原管に調整を加えてガラス小玉として完成する工程
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実体顕微鏡によるガラス小玉の観察

以上の 5工程により、ガラス小玉製作のそれぞれの段階で行われる作業内容が遺漏なく

収録されている。しかし富樫• 徳澤氏のいうところの「整形」の指し示す作業内容が、筆

者にば必ずしも「整形」即ち形を整えるにとどまらないと考えられること。「成形」と「整形」

は音韻上の紛らわしさを持っていることの 2点から、「成形」と「整形」の両方を用語とし

て使用することは適切ではないと考える。また、両氏の定義する素材管成形の工程で製作

される細長いガラス管を指し示す名称が設定されていないのにも不都合がある。したがっ

て、本稿では、両氏が定義している工程とそこでの作業内容を踏襲しながら、以下のよう

に用語を変更して解説したい。

ガラスの素材化→第 1工程（素地製造工程）…ガラス小玉を製作するために成分を調合して

ガラスの素地（熔解ガラス）を製造する工程

素材管成形→第 2工程（原材管成形工程）…熔解ガラスを用いてガラス管（原材管）を

製作する工程

素材管整形→第 3工程（素材管成形工程）…原材管を引き伸ばして細長いガラス管（素

材管）を製作する工程

原管成形→第 4工程（小玉原形成形工程）…素材管を短く切断してガラス小玉の原形と

なるガラス管（小玉原形）を製作する工程

原管整形→第 5工程（小玉原形調整工程）…小玉原形に調整を加えてガラス小玉として

完成する工程

このように整理すると、管切り法によるガラス小玉製作工程には、二つの特徴があるこ

とがわかる。一つは、全製作工程が前後二つの段階に大別できることである。前半の工程

は、素材管を獲得するための第 3工程までの工程で、後半の工程は素材管に調整を加えガ

ラス小玉に仕上げるための第 4工程以後のエ程となる。

もう一つの特徴は、管切り法によるガラス小玉製作工程の最大の特徴と考えられるもの

である。それは、第 5工程以外の各工程にはそれぞれで目的とされる生産物があり、各エ

程がそれを生産（成形）するために完結した工程であるという点である。特に、前半のエ

程に位置付けられる第 3工程以前では、各工程で目的とされる生産物は、ガラス小玉製作

の中間生産物というよりはその時点での完成品としての性格が強い。したがって、各工程

では、加工対象であるガラスの外部形態のみならず内部状態が著しく変化するのである。
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ガラス小玉の製作T程と観察の要点

これは、例えば石器の製作工程のように、一連の製作工程のなかで素材に徐々に調整を加

えて、最終生産物の形態に近付けて行くような製作工程とは全く異質であることがわかる。

このようなガラス小玉製作工程の特徴は、完成したガラス小玉から製作工程の復元を試

みても自ずと限界が生じ、仮にガラス小玉の製作途中の生産物を観察できたとしても製作

工程の作業内容は限定的にしか解明できないことを意味する。完成したガラス小玉に残さ

れた製作上の直接的な痕跡は、主に第 4 工程• 第 5工程のものであり、それ以前の工程の

痕跡となると、第 3工程において引き伸ばしが行われた事実を知るのみである。

したがって問題点として、第 2工程で成形される原材管とその製作方法については全く

不明であることが先ず挙げられる。次に、第 4工程における素材管の切断方法は、折り取

り、挟み切りなどの方法が推定されているものの実際の出士遺物から確定されていない点

が挙げられる。最後は第 5工程に関連する点である。第 5工程における小玉原形の切断

面の処理とガラス小玉の形態を整えるための調整を目的とする作業の具体的内容として、

これまでの研究において検証または想定されているのは、小玉原形を再加熱してガラスを

半熔融状態にして表面張力を利用する方法（加熱調整）、この表面張力に加えて小口部に

押圧を加える方法（加熱押圧調整）、冷却後にさらに研磨調整を加える方法（研磨調整）の

3種類である。しかし、加熱調整の具体的な作業内容は不明である。研磨調整の有無も

個々のガラス小玉について、必ずしも確認されているわけではない。

このように細かい点では問題を残すが、管切り法が引き伸ばし→切断→調整という工程

を経ることについては、これまでの研究での統一的見解となっている。何故なら、ガラス

小玉内の気泡の観察から極めて合理的に説明することができるからである。ガラス小玉を

顕微鏡で拡大観察すると、通常ガラス内部に多数の気泡を見ることができる。この気泡の

生成は、小瀬氏の実験的研究により解明されており、管切り法により製作されたことを反

映するものとして重要視されている。すなわち小瀬氏は製作工程にしたがって気泡の状態

が変化することを示したのである。第 3工程の引き伸ばしで生じる細長い空洞である「気

泡筋」は、第 5工程の加熱調整のうちに分断されて「気泡列」を生じる。気泡列ははじめは

極小さい気泡である「微泡」で構成されているが、加熱時間が長くなると接近した気泡同

士が結合し、より大きな気泡を形成し「点在した気泡」となるとしている。小瀬氏はこの

ような気泡の形状変化を「気泡の 3態」としてまとめた。この他に気泡がガラス小玉の表

面に表れてあばた状を呈する場合がある。これを気孔と呼ぶ。これからわかるように気泡

はガラス小玉観察の重要な項目である。
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以上に整理した製作工程とガラス小玉の気泡と気孔の状態に注目しながら、第 3工程で

の引き伸ばしの痕跡、第 4工程での切断方法に関わる痕跡、第 5工程での調整方法に関わ

る痕跡に注意して観察を行った。以下に特徴的な事例について解説する。

2. 観察（ガラス小玉製作上の特徴）

直列する気泡 (PL.91(1)) 

ガラス小玉の側部を観察すると、内部に紐孔と同方向の多数の筋を見ることができる。

顕微鏡の倍率を上げると、無数の小さな気泡が整然と直列していることがわかる。微泡に

よる気泡列である。小口径と側部長が1/1程度の円柱状で透明度の高いガラス小玉の場合

は、良好に観察できる場合が多く、写真の221は特にわかりやすい例である。

表裏貫通した気泡 (PL.91(2)) 

紐孔と同方向に小口部の表裏を貰通している気孔である。気孔管と呼ぶことにする。写

真は219のものである。この気孔管は、小玉表裏の器面に近い部分で最大径を持ち中心部

では細くなっている。気孔管は226・233の各 l例とあわせて 3例ほど確認した。 226・233

の例では気孔内に不純物が詰まっており 219のような空洞状を呈してはいない。 219のよう

な気孔管は、第 3工程で生じる気泡筋が、第 5工程以後も残存しているものである。第 5

工程の加熱調整による半熔融状態とこのときの表面張力を考えると、空洞状であれば潰れ

てしまうであろうし、また気孔が直線的に貰通していることにも疑問が残る。 226・233の

ように異物が詰まっていなければ、このような小さな気孔が加熱調整後も残存することは

考えがたい。加熱調整時のガラス小玉の状態を考える上で重要である。

楕円形の気孔 (PL.91(3)) 

通常みられる気孔は平面円形のものが一般的である。ところが写真の221の例では平面

楕円形になっている。気泡筋の形態が残存したと考えられる。気孔の縁部（気孔の孔の縁）

が鋭く角張っているのは、第 5工程で研磨調整が行われたことを示すと考えられる。写真

の気孔の右下側はアクシデンタルな剥離を起こしている。

表面の状態① （あばた状） (PL.91 (4)) 

表面が半熔融したような状態に鈍くなった気孔が、ガラス小玉の表面全体に渡って分布

しており全体として鈍いあばた状を呈す。濃紺色のガラス小玉に比較的多く見ることがで

きる。写真は227の例である。第 5工程の加熱調整による半熔融状態により、表面近くの

気泡が気孔化したことにより生じたと考えられる。
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観察（ガラス小玉製作上の特徴）

表面の状態② （条痕） (PL.91 (5)) 

表面に何条も並行する条痕がみられる場合がある。写真は250の例である。ガラスが冷

えるときに表面と内部での冷え方の違いにより生じたものか、あるいは気泡列の有無など

内部構造の違いによる冷え方の違いにより生じたものか、または表面の腐食により生じた

ものか、形成要因には 3つの可能性が考えられる。顕微鏡で観察する限り、ガラス小玉表

面の色調や光沢は条痕が見られないものと変わりはないことから、腐食に関わるものでは

ない可能性が高いと考えられる。

表面の状態③ （光沢・稜• つぶれた突起） (PL.91 (6)) 

写真は257の小口部から側部にかけてである。表面は平滑で小口部には平坦面が形成さ

れ、側部にかけての曲面との境が明瞭で稜を形成している。小口部の平坦面は第 5工程の

研磨調整により形成されたものであろう。あるいは加熱押圧調整と研磨調整が組み合わさ

れた可能性もある。さらにこの稜の近くには、イボ状の小さい突起が 2ヶ所でみられる。

注目すべきはこの突起が全休的に靡滅していることである。第 5工程の研磨調整が行われ

たことを示すと考えられる。このガラス小玉は全体的にたいへん丁寧に研磨されている。

放射状に並ぶ気泡 (PL.91(7)) 

小口部を観察すると、紐孔から放射状に気泡列がみられる場合がある。紐孔と同方向の

気泡列が小口から側部にかけての器面にそってカーブした結果として放射状を呈している

のか、それともガラス小玉の内部で複数の気泡列が本来的に放射状に配置するのか判断が

困難である。写真は221の例である。

不純物の入った気孔① （縁部が鋭い） (PL.91 (8)) 

ガラスに含まれる不純物が表出し気孔を形成したものである。写真は221の例で、気孔

の縁部が鋭くなっている。第 5工程で研磨調整が行われたことを示すと考えられる。

不純物の入った気孔② （縁部が丸く外縁部がやや盛り上がる） (PL.91 (9)) 

前出のものと同様に、ガラスに含まれる不純物が表出し気孔を形成したものである。写

真は221の例で、この不純物は径約0.3mmでかなり大きい。注目すべきは、この気孔の縁

部は丸く、外縁部（気孔の縁の外側）はやや盛り上がることである。気孔の縁部及び外縁

部のこのような特徴は、研磨調整が行われなかったことを示していると考えられる場合が

ぁ忍）。ところが、 221のガラス小玉には先に挙げたように細長い気孔と不純物の入った気

孔①が見られ、これらの気孔は縁部が鋭く研磨調整を行ったことの証拠と考えた。不純物

の入った気孔②の縁部の状態と細長い気孔及び不純物の入った気孔①の縁部の状態は、同
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ーのガラス小玉にみられるものでありながら全く反対の作業内容を示すことになり矛盾を

生じる。そこで、 221のガラス小玉を全体的に見ると、表面は滑らかで気孔の縁部は鋭い

ものが多い。総合的に判断して、研磨調整が行われた可能性が高いと考えられる。したが

って、不純物の人った気孔②は不純物が大きいために気孔縁部の研磨の妨げとなったこと、

または気孔が小口曲面部にあるために研磨がかかりにくかったことが影響して盛り上がっ

たままになっていると考えられる。一つの気孔の外縁部の盛り上がりだけでは研磨調整の

有無を判断できないことを示す例である。

3. まとめ

以上、実体顕微鏡による観察に基づいて個別のガラス小玉の特徴について解説してきた。

ここでは、これらの特徴をもう一度概観して、ガラス小玉製作との関わりから再編成して

まとめとしたい。

第 3工程での引き伸ばしを反映するものとして、直列する気泡、気孔管、細長い気孔、

表面の状態② （条痕）等が挙げられる。いずれも紐孔と平行する方向に痕跡が残る。

第 4工程での素材管の切断方法を反映するものは今のところ確実な例を指摘できない。

かつて気泡が小口から側部にかけての器面の丸味に沿ってカーブすることを挟み切りの痕

跡であるという指摘がなされたことがあった。今回観察した放射状に並ぶ気泡でも気泡

列が同様にカーブしていると見ることもできる。しかし、それらは概ね360° に渡り整然と

した放射状を呈しており、挟み切りを反映したものであれば、挟み切られた方向に偏在す

るはずであり切断方法とは無関係と考えられる。拡大写真には挙げていないが、 226は全

体的に角張っており、第 5工程の調整作業があまり入念に行われていないと見て取れる。

小口部には剥離面を多数残しており、素材管からの切断作業で折り取りの方法が採用され

た可能性を指摘できる。

第 5工程前半の加熱調整による半熔融状態を反映するものとして、表面の状態① （あば

た状）がある。このような表面あばた状のガラス小玉は、小口径と側部長が1/0.6以下の環

状のガラス小玉において良好に観察できる傾向がある。環状のガラス小玉は、半熔融状態

の時間が長かった可能性が考えられる。気孔管は、加熱調整される際のガラス小玉に行わ

れる前処理を示すものとして注目できる。ガラス小玉を半熔融状態にする場合、どのよう

にして紐孔を潰れないように確保しておくのかという点は興味深い問題である。気孔管は

これに手がかりを与える。気孔管は紐孔と比べるとはるかに孔径が小さい。半熔融状態に
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あっては、当然のことながら、このような小さな気孔は閉塞してしまうはずである。にも

かかわらずこのような気孔管がみられるということは、一つにはこの小玉が半熔融状態を

経過しなかった可能性を考慮しなくてはならない。しかし、この小玉の外形の丸みを考え

ると、半熔融状態での表面張力を利用した調整作業を確実に行ったことを示す。したがっ

て、半熔融状態にあってもこの気孔が閉塞しない状態が形成されていたということである。

ガラス小玉の紐孔を観察すると、ほとんどの場合、紐孔の内壁は歪みのない円筒状を呈

している。したがって、ガラス小玉の縦断面形を見ると、紐孔の内壁は直線的となり、ま

た小玉外形は丸味を帯びるため、 D字を向かい合わせた形を呈することになる。ガラス小

玉の外形が、第 5工程の加熱調整で表面張力を利用して丸く整えられることを考えると、

紐孔内壁側だけが直線的になるのは力学上理解し難いことである。内壁側にはガラスの膨

張を許さない何らかのエ夫がなされていたということが考えられる。

それではそのエ夫とはいったいどのようなものであったのだろうか。推測の域を出ない

が、紐孔内には加熱調整時に紐孔の閉塞を防ぐことを目的とした真土が充填されていたと

考える。小さなガラス小玉に行う作業であるから、そのとき一緒に気孔管にも真土が充填

され、結果的に閉塞することなく残存したということは十分に起こりうることであろう。

このような点を考慮して観察すると、小口側には不純物の詰まった気孔が多くみられる。

この処理の後に、軸に通したいわゆる串刺し団子のような状態ではなく、バラバラの状

態で再加熱を行うのであろう。ガラス小玉の表面に熔着の痕跡が見られたり (223)、ガラス

小玉同士が熔着したものが出土することがあるのはこのためであろう。

第 5工程後半の調整作業として研磨調整が考えられている。細長い気孔、表面の状態③

（光沢）、不純物の入った気孔① （縁部が鋭い）等は研磨調整が行われたことを示す例であ

る。これに対して、不純物の入った気孔② （周辺部が丸く外縁部が盛り上がる）は研磨調

整を行っていても、行っていないように誤解する可能性がある例として挙げた。研磨調整

の有無の判断はこのように微妙であるが、気孔の他にもガラス小玉表面の状態を手がかり

として、ある程度判断することができる。ガラス小玉の表面が磨りガラスのようにきめの

細かい艶消し状を呈している場合は研磨調整を行ったと考えても良さそうである。反対に、

表面の状態① （あばた状）や表面の状態② （すじ）のように第 5工程での半熔融状態や第

3工程での引き伸ばしに起因すると考えられる痕跡をガラス小玉の表面に残している場合

は第 5工程で研磨調整を行っていないことを示していると言える。総じて研磨調整を行っ

ている場合はガラス小玉の表面が整って平滑であり、行ってない場合はガラスが冷却して

-185-



実休顕微鏡によるガラス小玉の観察

固まったときの痕跡をそのままに残し飴が固まったような光沢をしている。いずれにせよ、

研磨調整の有無は複数の特徴によって総合的に判断することが必要である。

以上が今回ガラス小玉の観察により抽出した製作上の痕跡である。これらの痕跡は、主

に第 3工程と第 5工程に関わる痕跡である。第 3工程に関わる痕跡は、これまで既に論考

されてきており、小瀬氏により体系化されているものである。一方、第 5工程に関する痕

跡は、従来より具体的に事例を提示することができたと考える。ただし、加熱押圧調整に

ついては確実な例を見出すことができなかった。

実体顕微鏡を使うことで初めて見ることのできるガラス小玉の表面と内部に残る様々な

痕跡は、第 3工程や第 5工程での作業を考える具体的な手がかりになることは明らかであ

る。特に第 5工程における加熱調整の特徴や研磨調整の有無は、個々のガラス小玉で様々

であり、製作地の系譜と関わる可能性もあり興味深い。今回は観察例の報告にとどまるが

今後諸属性を加えて総合的に分析したい。

［注］

1)小瀬康行「管切り法によるガラス小玉の成形」（『考古学雑誌』第73巻第2号、 1987年）

2)藤田等『弥生時代ガラスの研究」、名著出版、 1994年

3) 富樫雅彦• 徳澤啓ー「弥生時代におけるガラス小玉の研究ー板橋区四葉地区出上の極小ガラス小玉

の検討ーJ『東京考古』 13、東京考古談話会、 1995年

4) 富樫雅彦• 徳澤啓ー前掲注3文献

5)小瀬康行（前掲注1文献）により研究略史として詳しく紹介されている。

6)小瀬康行（前掲注1文献）による実験で確かめられている。

7) 富樫雅彦• 徳澤啓ー（前掲注3文献）により提示されている。

8) 藤田等（前掲注2文献）、富樫• 徳澤（前掲注3文献）により提示されている。

9)小瀬康行（前掲注1文献）

10)藤田等は「気孔の周囲にめくれた状態の有無で推測することができる」としている。（前掲注2文献、

P.124) 

11)柳田康雄「ガラス玉類の観察」（『山陽新幹線関係埋蔵文化財調在報告』第9集、福岡県教育委員会編、

1978年）

12)小瀬康行（前掲注1文献）
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付篇III

山口市湯田楠木町遺跡出土の古式土師器

田畑直彦

はじめに

山口県内では弥生時代後期から古墳時代初頭の土器編年案がいくつか提出されている

が、良好な一括資料が少ないため、その様相は他府県に比べて不明確である。この状況に

おいて、 1974年に山口市教育委員会によって調査された湯田楠木町遺跡出土土器は、数少

ない良好な資料と言える。本資料は、 1979年に小田富士雄氏• 佐原箕氏によって長門の士

井ヶ浜1V式、固防の吹越式に後続する庄内式併行の最古の士師器とされた。その後、

1981年に、山本一朗氏によって庄内式併行の防長10式終末に位置付けられた。近年には豆

谷和之氏により、布留式古相に位置付けられることが指摘された。しかし、概報に掲載さ

れている実測図の縮尺が小さいことなどから、資料として使用するには困難な状況にあっ

た。今回、筆者は山口市教育委員会から再実測と報告の許可を得ることができたので、山

口県内における古式士師器の基準資料として紹介し、同時期の土器についても考察する。

1 遺跡の概要

湯田楠木町遺跡は山口県の中央部、山口盆地の椙野川右岸の旧朝倉川の扇状地上に位置

する。現在の国道 9号線沿いは扇状地の扇端の湧水点にあたり、同 9号線から南側には水

稲耕作に適した低地が広がる。これらの立地を生かして、付近一帯は古くから開発が進ん

だ地域であった。本遺跡の西に隣接する赤妻遺跡は、弥生時代から中冊にかけての複合遺

跡で、弥生時代前期の土坑、庄内併行期の住居跡などが検出されており、包含層からは弥

生時代前期～終末期の士器が大鼠に出土している。古墳時代においては、本遺跡から西に

約500mの地点に、 5肌紀前半に比定される赤妻古墳が所在する。この古墳は主体部から

位至三公鏡をはじめとする多くの副葬品が出土したことで知られている。奈良• 平安時代

においては、赤妻遺跡で大量の須恵器や製塩士器、緑釉陶器が出土しており、周辺に吉敷

の地名も残ることから、遺跡の一帯は古代における吉敷郡術の有力な推定地である。この

他に、 1甚野川右岸には朝田墳墓群や下東遺跡、天神山古墳群など大規模な遺跡が多く、一
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L器捨て場跡出上上器の現況

貰して山口盆地の拠点的な地域であった (Fig.132)。

発掘調査では、縄文時代後～晩期から古墳時代の河川跡、古墳時代前期の住居址推定遺

構と士器捨て場跡、中戦の畑と推定される畝状遺構、溝などが検出された。今回取り上げ

る古式土師器は、河川跡の東肩から約1~smの範囲、約40可の傾斜面において、河川跡の

埋土である黒褐色シルト層を掘削中に検出された。出土士器には少量の須恵器も含まれて

いたが、小片で摩滅しており、河川跡の遺物が混人したものとされた。

2 土器捨て場跡出土土器の現況

今回、山口市教育委員会文化財保護課の収蔵庫で保管を確認できた古式土師器は、パン

ケース5箱分、 51個体分である。そのうち、写真や実測図で概報掲載土器と判断できたも

のは38個体、未掲載土器が13個体である。 Tab.10に「概報写真」があるものは概報の写真

図版で、そうでないものは実測図で判断しているので参照されたい。概報では99個体の実

測図が掲載されているが、残念ながらそのうち半数以上の所在が不明である。混入したと

される須恵器の所在も不明である。概報の記述及び未掲載土器の割合から考えると、本来、

図化可能な士器は130~140個体程度存在した可能性が高い。今回の検討で、新たに接合す

る土器、接合はしないが、接着剤の剥離痕がみられる士器を確認した。

また、他遺構出土遺物の混人の可能性があるため、注記を検討した。注記はYK-1の調

査名、士器捨て場跡の位置する E-4・5の地区名、取り上げ番号があるものが最も多い。

トレンチVIとあるFig.140-37は試掘調在時の出土と考えられる。以下、日付は5月29日か

ら6月9日まで存在する。注記の「NO」は取り上げ番号で、日毎で番号をつけて士器を取り

上げたようである。また、 5月29日から6月4日までの地区名がE-4、それ以降がE-5にな

っており、土器の取り上げは東から順に行われたのであろう。注記で士器を分類すると以

下のようになる。①YK-1 (調在名） E-4・5(地区名）、 NO(取り上げ番号）のあるもの、

② YK-1 (調在名） E-5(地区名）とあるもの、③YK-1 (調査名）上器捨て場跡の注記を持

つもの、④JYK-1 (調査名）があり、以下判読できないもの、国)YKG-8とあり、士器拾て場

跡ではない注記のあるもの、⑥注記のないもの。

このうち、他遺構の混人の可能性があるのは⑤ ・⑥である。⑤は8が該当する。しかし、

土器捨て場跡出土土器として遣物写真がある。⑥は5・10が該当する。 10は土器捨て場出

士土器として遺物写真がある。以上、注記と遺物写真から、 5を除くといずれも士器拾て

場跡出士と考えられる。 5も他と同時期であり、土器捨て場跡出士の可能性が高い。
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Fig.134 湯田楠木町遺跡出土の壺 (1)
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Fig.135 湯田楠木町遺跡出土の壺 (2)

3
 

土器捨て場跡出土土器

(1) 壺 (Fig.134·135·136-1~11)

1~3は二璽口縁壺である。 1は口縁部内外面に4条 ·5条単位の櫛描文を施し、 口唇部に

は刻みを施す。頸部～胴部外面にはヨコミガキを施す。胴部内面には粘土帯接合痕が明瞭

に残り、指頭痕が認められる。 2は口縁部の立ち上がりが短く、歪みがみられる。 3は二重

口縁壺の頸部の破片である。 1条の刻目突帯を持ち、内面は外への屈曲部を残す。 4は広口

壺である。 口縁部は大きく外反し、胴部は球形である。胴部外面にはタテハケ、内面は、

上半がヨコハケ、下半が左上がりハケである。 5は長頸壺、 6・7は直口壺である。 7は口縁

部の一部が注口状になる。 8は小型丸底壺の底部である。前述のように混人の可能性があ

る。 9・10は二重口縁壺の胴部である。 9は頸部に1条の貼付突帯、胴部に8条単位の櫛描文

を4段施す。外面の風化が激しく調整は不明。 10は胴部に左上がり及び平行タタキの後、

タテハケを施す。その後、 7・8条単位の櫛描波状文を2段に渡って施す。
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類を参考に行った。

a 在地系甕 (Fig.137-

12,-...,14) 

在地系甕は舌状口縁で体

部が倒卵形、ハケ仕上げの

弥生時代終末の系譜をひく甕で、口縁部のヨコナデやケズリに布留系甕の強い影響が認め

られる。 12~14は口縁部内外面にヨコナデを施す。 13は口縁部の粘土帯接合痕が段状に残

I 
I I 
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゜
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Fig.136 湯田楠木町遺跡出土の壺 (3)

11は直口壺である。口縁端

部が欠損している。胴部外

面は左上がり及びタテハケ

を施す。胴部内面は接合痕

が残り、ヨコハケを施す。

口頸部界の内面には顕著に

指頭痕がみられる。

(2)甕

(Fig.137・138-12~25) 

甕の分類は久住氏の分

り、胴部外面はタテハケを施す。内面は接合痕と指頭痕が顕著に残る。

b 伝統的V様式系甕 (Fig137・138-15,..._,24)

伝統的V様式系甕は口縁部が短く、直線的に外反し、外面に平行ないし左上がりのタタ

キを施す。 15は口縁部先端を強く折り曲げており、内面には明確な稜線を持つ。口縁部は

ヨコナデを施す。胴部外面はタタキをわずかに残し、タテハケ、内面は右上がり及び右方

向のケズリを施す。このため器壁は他と比べて薄い。口縁部のヨコナデや体部外面のタテ

ハケ、球形の器形に布留系甕の影響を受けている。 16は口縁部内外面にヨコナデを施し、

桐部外面に粗い平行タタキを施す。胴部内面には茎状工具による粗いナデを施す。 17・18

は口縁部内外面にヨコナデを施し、口縁部内面には粘土幣接合痕が段状に残る。胴部内外

面はナデを施す。 19は口縁部を強く折り曲げる。球形で丸底。口縁部外面はヨコナデ。内

面にはヨコハケを施す。胴部外面にタテハケを施す。内面は上方向のケズリの後、タテハ

ケを施す。 20は胴部上半に右上がりのタタキを施し、下半はタタキをナデ消す。
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Fig.137 湯田楠木町遺跡出土の甕 (1)
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Fig.138 湯田楠木町遺跡出土の甕 (2)

21は口唇部上端をわずかに肥厚させる。 口縁部内外面にはT寧な回転ヨコナデを施す。

胴部外面には平行ないし右上がりのタタキを施し、下半はタテハケにより消している。内

面は右上がりのケズリを左から右方向に施す。 22・23は右上がりのタタキを施し、 タテハ

ケ、 ナデで消している。内面は右上がりのケズリを施すが、 21に比べてケズリは荒く器壁

は厚い。

c
 

布留系甕 (Fig.138-25)

24・25は布留系甕である。 25は口縁部の内面を肥厚させている。頸胴部界の屈曲は鋭く、

口縁部内外面には回転ヨコナデを施す。胴部外面はタテハケの後ヨコハケ・ナデを施す。

内面は右上がりのケズリを左から右方向に施す。今回確認した布留系甕はこの2点のみで

あるが、概報には他に25と同様の口縁部が3点掲載されている。
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Fig.139 湯田楠木町遺跡出土の高坪

(3) 高杯 (Fig.139-26~34)

26は布留系高杯の杯部である。口縁部は大きく外反し、先端がわずかに内湾する。内外
12) 

面に細かなヨコミガキを施す。精製器種B群の技法であるが、胎土中には比較的砂粒を含

む。概報には同様な杯部が他に2点掲載されている。 27は杯部上半で屈曲する高杯である。

下半は接合しない同一個体片を合成している。 28は脚部が中実の伝統的V様式系高杯であ

る。杯部上半の接合面で剥離している。 29~32は杯～脚部である。いずれも風化が激しい。

34は小型高杯の脚部である。杯部との接合面で剥離している。裾部に1ヶ所穿孔する。精

良な胎土で、精製器種B群に相当する。 33は高杯の裾部である。裾部が短く肥厚している

ことから、古墳時代中期の混入の可能性が高い。
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湯田楠木町遺跡出土の器台・底部

(4) 器台 (Fig.140-35~37)

35・36は小型器台である。 35は[1縁部が短く外方へ立ち上がる。脚部には1ヶ所穿孔す

る。精良な胎土で、内面にヨコミガキを施す他は調整は不明。その特徴から纏向組年の纏

玲J

向III式後半、純向 4類、布留 O式に併行すると考えられる。 37は山陰系鼓形器台である。

上半を欠損している。底径が小さく、胎土においても他の土器と特に変わらないので、在

地で製作された可能性が高い。残存器高は5.3cmである。藤田憲司氏にしたがい、
Iii) 

部の上半と下半の誤差を 1:1~1:3 とすると、器高は 10.6~12.2cm と推定できる。＜び

くびれ

れ部径は10.5cmで、高さ／くびれ部径は1.0~1.2 となり、かなり扁平である。藤田氏の V 期、

いわゆる小谷式の段階に相当し、布留 I式、纏向 4類に併行すると考えられる。
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(5) 全本 (Fig.140-38ヘ-42)

38は直口で平底の鉢、 39は口縁部が内湾気味に立ち上がる。外面に細かなヨコミガキを

施す。精製器種B群の技法であるが、胎土中には比較的砂粒を含む。 40は小型丸底鉢であ

る。 41・42はミニチュアの鉢である。手づくねで製作されたもので、内外面に指頭痕を多

数残す。

(6)鉢．壺底部 (Fig.140 -43~46) 

43は底部がやや尖る。壺もしくは鉢の底部と考えられる。 44は大型壺の底部である。 45

は底部は小さく凹底で、胴部下半で屈曲して立ち上がる。外面はタテハケの後タテミガキ

を施す。内面はヨコハケ後ナデ。長頸壺の底部か。 46は底径が小さく、壺もしくは鉢の底

部と考えられる。

(7)甕底部 (Fig.140 -4 7~51) 

47はやや上底の底部である。弥生時代中期のもので、混入であろう。 48・49は、かなり

明確な平底であることから在地系甕の底部の可能性もあるが、弥生時代後期の混入である

可能性が高い。 50・51は伝統的V様式系甕の底部である。ともに小さな平底である。 50は

外面にやや右上がりのタタキを施す。内面はタテハケ及びタテミガキを施す。 51は外面に

右上がりのタタキ、下半は下から上ヘケズリを施す。内面にはタテハケを施す。

4 編年的位置とその特徴

土器は畿内系が主体で、他の系統は少量の在地系の甕と山陰系鼓形器台が1点含まれる

に過ぎない。甕には伝統的V様式系が多い。布留系の士器は甕、高杯、器台があり、伝統

的V様式系、在地系の土器に大きな影臀を与えている。時期的には、小型器台や山陰系鼓

形器台から、纏向 3式の後半～纏向 4式、纏向 4類、寺沢編年の布留 O式後半～布留 I式

前半に併行するものと考えられる。東部では若fの混入がみられるが、下東遺跡YD-1・

4出土土器がほぼ同時期と考えられ、布留系の甕の影響を受けた伝統的V様式系の甕、在

地系の甕が出土している。県西部では、古永遺跡 m —東地区SB-3·5 、古田馬場遺跡A

地区LD009・010、秋根遺跡LD066第 1層、延行条里遺跡IXa層、秋根遺跡LK091・72・80、

下七見遺跡 I第7地区SB-1・SD-02出土土器が同時期と考えられ、山陰系の土器が多数

出上している。

しかし、これらの資料には精製器種がほとんどなく、布留系を模倣するものと在地系や

伝統的V様式系の土器が多い。この状況において、湯田楠木町遺跡出土土器の様相は特異
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23) 

である。山口盆地では前方後円墳の出現は 5軋紀前半の新宮山古墳が最古であり、それま

24) 

では主に箱式石棺などを主体部とする方形台状墓が営まれている。副葬品も鉄器や小型の

鏡を持つ程度で、弥生時代以来の地域色を強く保持している。その一方で、甕のみならず、

精製器種も揃った布留系の土器群の出現をどう捉えるべきであろうか。精製器種や他と明

確に異なる胎土を持つものは、士器製作者の移住や搬入によるものと考えられる。山口盆

地の勢力は地域色を保持しつつ、周防灘沿岸の制海権を掌握し、「正始元年」銘の三角縁
25) 

神獣鏡を有する県内最古の前方後円墳である竹島御家老屋敷古墳を築いた畿内系の勢力と

早い段階から密接な関係にあったのであろう。

5 山口県内における弥生時代終末期～古墳時代前期の上器について

近年、西部では、士井ヶ浜W式と秋根の間、東部では吹越式と湯田楠木町の間の庄内式
26) 

新相に併行するまとまった資料が柳瀬遺跡 E地区LS005で出士している。在地系の甕

(Fig.141-4・5) には前段階までみられた甕内面のケズリがなく、ヨコハケ・ナデを施す。

外面のタタキとともに V様式系甕の影響が考えられる。伝統的 V様式系甕 (Fig.141-6)

は胴部が球形、尖底で口縁部が短く直線的に外反する。胴部外面は、平行タタキの後、タ

テハケを施す。在地系高杯 (Fig.141 -9・10)は、吹越式・士井ヶ浜W式のものと比べて杯

部の屈曲が緩く、かつ長くなり、直線的に外反する。次段階の秋根遺跡LD066第 1層出土

の高杯はさらに杯部が直線的に外反し、深くなる。東部の資料が充実すれば、高杯を指標

に西部と東部の併行関係が明らかにされるであろう。

この他、吉永遺跡 m —東地区SB-5では、伝統的 V様式系甕がまとまって出士している

(Fig.142-2~6) 。底部輪台技法で、右上がりのタタキを施し、内面にヨコハケを施す。布

留系甕 (Fig.142-7)、高杯 (Fig.142-10) は湯田楠木町遺跡出土士器と時期的にほぼ併行

する土器である。ただし、西部で、湯田楠木町遺跡に併行する資料には倒卵形で平底の伝

統的V様式系甕は少ない。本資料は時期的に若干先行する可能性もあるが、現段階では湯

田楠木町遺跡出土土器とほぼ同時期の資料と捉えておきたい。

弥生時代終末期後半においては、西部・東部とも複合口縁壺・器台は良好な資料がなく、

様相は不明である。また、庄内系甕は極めて少なく、吉田遺跡河川跡、綾羅木郷遺跡包含
27) 

層、吉田馬場遺跡LD009・010などから出士しているに過ぎない。これらは時期的にも湯田

楠木町遺跡出土土器と併行するものと考えられる。したがって、現段階では畿内系土器は

伝統的V様式系甕がみられるのみで、複合口縁壺・器台を除いた在地系土器との共伴関係
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ロロ
12 

Fig.143 秋根遺跡LK093出土土器 (S=1/6)

28) 

しか確認できない。遺跡によって様相が異なることが予想され、良好な資料の蓄積が望ま

れる。

湯田楠木町遺跡出士土器に後続するのは、秋根遺跡LK093出土土器である。布留系の脚

柱状部が細長く、裾部が短く外反する布留系高杯 (Fig.143-6)、X形小型器台 (Fig.143-

10)から、布留 II式、纏向 5類に併行すると考えられる。この間を埋める布留 I式の後半

に併行する良好な資料は得られていない。複合口縁壺の下限は不明だが、恐らくこの前後

に消滅するのであろう。甕は布留系甕 (Fig.143-3)のほか、依然として在地系甕が残存す

る(Fig.143-1・2・5)。山陰系二重口縁壺 (Fig.143-4)は成形・調整とも雑になり、頸部

が太くなる。なお、県東部では良好な資料に恵まれていない。

以上の資料から、現段階では吹越式• 土井ヶ浜W式を弥生終末 I期とし、柳瀬遺跡E地

区LS005を弥生終末 II期、湯田楠木町遺跡出士士器を古墳前期 I期とし、秋根遺跡LK093

出土土器を古墳前期 II期と仮称しておきたい。畿内との併行関係は弥生終末 I期を纏向 2

類、弥生終末 II期を纏向 3類、古墳前期 I期を纏向 4類、古墳前期 II期を纏向 5類と考え

ている。詳細については、別稿を準備中である。
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おわりに・注

おわりに

以上、湯田楠木町遺跡出土士器を再報告し、加えて、山口県内の弥生時代終末から古墳

時代前期の上器について若干の検討を行った。山口県内では弥生終末 II期に伝統的V様式

系の土器が流入し、古墳前期 I期に至って、布留系士器が流入する。湯田楠木町遺跡出土

土器は精製器種を含む布留系土器主体の土器群であり、在地系、伝統的V様式系甕にも布

留系甕の強い影響がみられる。本資料は、山口県内のみならず、西部瀬戸内における布留

系土器の出現を探る上で重要な一括資料と評価できよう。しかし、この時期を境に消滅し

ていく複合口縁壺や器台など在地系上器の下限については不明な点が多い。また、遣跡に

よって上器の様相が相当に異なることが予想される。資料の増加と蓄積を踏まえ、今後さ

らに検討を続ける所存である。
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［注］

1) 内田 悟他『山口市字楠木町 湯田中学校造成地 湯田楠木町第 I地区発掘調査概報』（山口市教育

委員会、 1975年）

2) 金関 恕「山口県豊北町士井ヶ浜遺跡出上の弥生式土器」（『弥生式土器集成資料編』、 1968年）

3)小野忠熙、山本一朗、乗安和二三ほか『吹越遺跡第 2次調在概報』（平生町教育委員会、 1972年）

4) 小田富士雄•佐原 箕「2 北九朴Iと西部瀬戸内における弥生土器絹年」（『小野忠熙編 高地性集落

の研究資料編』、 1979年）

5) 山本一朗『防長の土師器』（『山口県の士師器• 須恵器』周陽考古学研究所、 1981年）

6)豆谷和之「付篇 II 吉田遺跡第 I地区A区の調在」（『山口大学構内遺跡調在研究年報XI』、 1993年）

豆谷和之「196 湯田楠木町遺跡」（『山口県史資料絹考古 l』、 2000年）掲載図は筆者原図である。

7)増野淳一編『赤妻遺跡』（『山口県埋蔵文化財調介報告」第132集、 1990年）、鈴木 卓編『赤妻遺跡 II』

（『山口県埋蔵文化財調査報告』第154集、 1993年）
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8)古賀真木子編『赤妻古墳』（『山口市埋蔵文化財調在報告』第67集、 1997年）

9)杉原和恵編『神郷大塚遺跡』（『山口市埋蔵文化財調査報告』第38集、 1991年）

10) 増野晋次編『山口市内遺跡詳細分布調杏吉敷• 湯田地区』（『山口市埋蔵文化財調介報告』第64梨、

1997年）

11)久住猛雄「北部九小l・Iにおける庄内式併行期の土器様相J(『庄内式土器研究XIX』、 1999年）

12)次山 淳「布留式土器における精製器種の製作技術」（『考古学研究40-2』、 1993年）

13) 石野博信•関川尚功編『纏向』櫻井市教育委員会

14)豊岡卓之編『纏向』補遺編（奈良県立橿原考古学研究所附属博物館、 1999年）

15)寺沢 薫「畿内古式土師器の網年とニ・三の問題」（『矢部遺跡』奈良県史跡名勝天然記念物調査報

告49、1986年）

16)藤田憲司「山陰「鍵尾式」の再検討とその併行関係J(『考古学雑誌」 64巻4号、 1979年）この土器に

ついては、中川寧氏、久住猛雄氏にご教示いただいた。

17)富士埜 勇編『国道 9 号• 山ロバイパス 下東遺跡・荻峠遺跡」（『山口県埋蔵文化財調杏報告」第30

集、 1975年）

18)西田 宏編『吉永遺跡 (IIIー東地区）』（『山口県埋蔵文化財センター調杏報告』第10集、 1999年）

19)水島稔夫編『吉田馬場遺跡』（『下関市埋蔵文化財調在報告』 43、1992年）

20) 伊東照雄• 山内紀嗣網『秋根遺跡』（『下関市埋蔵文化財調査報告J22、1977年）

21)水島稔夫編『綾羅木川下流域の地域開発史』（『下関市埋蔵文化財調査報告』 41、1990年）

22)村岡和雄編『下七見遺跡 I』（菊川町教育委員会、 1989年）

23) 谷口哲ー「新宮山古墳•新宮山経塚」岩崎仁志編「平成6~8年度重要遺跡確認緊急調査報岩書』

（『山口県埋蔵文化財調介報告』第185集、 1998年）

24)山口市上ノ山古墳群の台状墓などが挙げられる。山口県教育委員会『庵河内遺跡・上の山古墳群j

（『山口県埋蔵文化財調奔報告』第164集、 1994年）

25)西田守夫「竹島御家老屋敷古墳出土の正始元年三角縁階段式神獣鋭と三面の鏡」(『MUSEUM』

No.357 東京国立博物館、 1980年）

26)濱崎真二編『柳瀬遺跡』（『下関市埋蔵文化財調介報告』 60、1997年）

27)伊東照雄編『綾羅木郷遺跡 I』(『下関市埋蔵文化財調杏報告』 27、1981年）

28)近年、東部でも下右田遺跡17次SL・SM地区SI1048出土土器で在地系甕と伝統的 V様式系の甕の共

伴が確認されている。原田光朗編「下右田遺跡第9・10・13・14・15・17次発掘調介概報』防府市

教育委員会、 1999年
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Tab.10 出土土器観察表

法量（ ）は復元値

悶 器 種 口(cm径) 底(cm径) 器(cm高) ①外色面②調内面 胎 土 概図版番号報 開 注 記 備 考

1 壺口縁部～胴部 (18.6) 灰白色 1-3mrnの砂粒を含む。 第14図ー 1 有
YK-1 E-4 N03 
740605 

2 壺口縁部～胴部 (20.0) 灰白色 1-3mmの砂粒を含む。 第14図ー 2 有
YK-1 E-4 NOlO 

胎上分析土器
740601 

3 壺頸部 淡黄色 1-3mmの砂粒を含む。 未掲載 YK-1 E-4 N06 

4 壺口縁部～胴部 (16.7) ①②橙浅色黄橙色 1-3mmの砂粒を含む。 第13図ー11 有 YK-1 E-4 NOl 

5 壺口縁部 (10.8) 淡黄色 1-3mmの砂粒を含む。 第14図ー15 註記なし

6 壺口縁部 (16.8) 淡黄色 1-3mmの砂粒を含む。 第14図ー 6
YK-1 E-4 N07 
740529 

7 壺口縁部 (13.8) 灰白色 1-3mrnの砂粒を含む。 未掲載 YK-1 E-4 N02 

8 壺頸部～底部 18 灰白色 1-3mmの砂粒を含む。 第17図ー25 有 YKG-8 t器捨て場でない注記

， 壺頸部～胴部 橙色 1-3mmの砂粒を含む。 第13図ー 3
YK-1 E-4 N016 
740531 

10 壺頸部～胴部 ①②Ii火返黄橙色
白色

1-3mmの砂粒を含む。 第13図ー 1 有 註記なし

11 壺口縁部～胴部 ①②褐浅黄橙色 1-3mmの砂粒を含む。 第13図ー 5 有
YK-1 E-4 N04 

灰色 740531 

12 甕□縁 (16.2) ①②灰淡黄色 1-3mrnの砂粒を含む。 第15図ー 7
YK-1 E-5 N05 

白色 740605 

13 甕口縁部～服部 (13.3) 淡黄橙色 1-3mmの砂粒を含む。 第15図ー 4
YK-1 E-4 N02 
740531 

14 甕口縁部～桐部 (16.0) ②①黄浅橙色 1-3mmの砂粒を含む。 未掲載か
YK-1 E-4 N05 

黄橙色 740531 

15 甕口縁部～胴部 (13.8) 灰白色 1-3mmの砂粒を含む。 第15図ー10 有
YK-1 E-4 N04 

1ふ1は15-10の誤り
740531 

16 甕口縁部～胴部 (17.9) ①②淡灰赤白橙色色 1-3mmの砂粒を含む。 第16図ー 3
YK-1 E-4 (IV) 

胎上分析土器
740529 

17 甕口縁部～胴部 (115) ②①灰灰色白色 1-3mrnの砂粒を含む。 第15図ー15
YK-1 E-4 N04 
740531 

18 甕口縁部～胴部 (14 0) 浅黄橙色 1-3mmの砂粒を含む。 未掲載か
YK-1 E-4 N02 
740531 

19 甕口縁部～胴部 (14.2) 橙色 1-3mmの砂粒を含む。 第13図ー13 有
YK-1 E-4 N013 
740531 

20 甕口縁部～胴部 (15.2) ①②褐淡黄色
灰色

1-3mmの砂粒を含む。 第13図ー 8 有 YK-1 土器捨場跡

21 甕 □縁部～胴部 (18.0) 淡黄色 1-3mmの砂粒を含む。 第16図ー 2 有
YK-1 E-5 N027-28 

胎t分析土器
740605 

泣 甕口縁部～胴部 14.4 灰白色 1-3mmの砂粒を含む。 第13図ー 7 有
YK-1 N0(48?) 

胎土分析士器
740609 

23 甕胴部～底部 (1.6) 灰白色 1-3mmの砂粒を含む。 第13図ー10 有
YK-1 E-5 N020 

胎七分析土器
740605 

24 甕口縁部～胴部 (17.6) ①② 浅黄橙色 1-3mrnの砂粒を含む。 第14図ー 8
YK-1 G-4 N06 

浅黄色 740531 

25 甕口縁部～胴部 (17 3) 浅黄色 1-3mrnの砂粒を含む。 第14図ー 7
YK-1 E-4 N04 

胎土分析土器
740531 

％ 高杯杯部 20.1 灰白色 1-3mmの砂粒を含む。 第17図ー 1 YK-1 土器捨場跡

27 高杯杯部 橙色 1-3mmの砂粒を含む。 未掲載
YK-1 E-5 
740605 

お 高杯杯部～脚部 ②①黒黄褐橙色色 1-3mmの砂粒を含む。 第17図ー 5
YK-1 E-4 N016 
740603 

29 高杯杯部～脚部 淡黄色 1-3rnrnの砂粒を含む。 第17図ー 4
YK-1 E-4 N012 
740601 

30 高杯杯部～脚部 淡黄色 1-3mmの砂粒を含む。 第17図ー 6
YK-1 E-4 N04 
740605 

31 高杯杯部～脚部 灰白色 1-3mmの砂粒を含む。 未掲載
YK-1 E-4 N013 
740601 

泣 高杯脚部 淡黄色 1-3mmの砂粒を含む。 未掲載
YK-1 E-5 
740605 

窃 高杯裾部 橙色 1-3mmの砂粒を含む。 未掲載
YK-1 E-5 
740605 
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遺物

番号

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

1111 I市湯田楠木町逍跡出［の古式［帥悩

法量（ ）は復元値

器 種
口径 底径 器高

①外色面②調内面 胎 土
概 報 概報

注 記 備 考
(cm) (cm) (cm) 図版番号 写真

小月げ砂ィ、 脚部 淡黄色 精良 未掲載
YK-1 E-4 NOlO 
740601 

小邸器台
9.5 浅貨橙色 精良 第171、Xi-10

YK-1 E-4 N04 
杯部～脚部 740531 

小片l1器台 脚 部 (11.0J 
1/火(I色

1-3mmの砂粒を含むC 第17図ー 11 介
YK-1 E-4 N014 

2i父黄桐色 740603 

山陰系妓形器台
118.31 I火白色 1-3mmの砂粒を含む3 第14図ー 3 fl 

YK-1 D-12 E 4-E 3 
試掘時出!・.t器か

脚部 トレンチ¥1740516 

鉢 I」縁部～底邸 (118) 28 59 灰白色 1-3mmの砂粒を含む。 木掲載か
YK-1 E-45 N038 

E-45はE-45の誤りか
740604 

鉢 r1縁部～底部 (8.4) 27 6.4 淡黄色 1-3mmの砂粒を含む。 弟17図ー18 イf
YK-1 E-4 N016(11 
740603 

1J、Jl,_'i)L)i'(J本 (11.4) 18 5.1 浅黄橙色 1-3mmの砂粒を含む。 釘~171叉l — 15
YK-1 E-4 N016(2) 
740603 

鉢 [ 1縁部～底部 (6.4) 12 3.2 1-3mmの砂粒を含む， ~\17佼]-23
YK-1 E-4 N023 

2浅 740603 

鉢 l」縁部～底部 (6.3) 2.3 0.5 淡黄色 1-3mmの砂粒を含む， 第17図ー22 ,fl 
YK-1 E-5 N030 
740605 

壺もしくは鉢
0.4 員橙色 1-3mmの砂粒を含む。 第17図ー33

YK-1 E-4 N06 
底部 740531 

壺底部 14 淡黄色 1-3rnmの砂粒を含む。 第15図--19 
YK-1 E-4 NOl 
740531 

壺底部 (6.4) 1-3mmの砂粒を含む。 木掲救
YK-1 E-4 N06 
740605 

壺もしくは鉢
2.7 I2)糾/火I火色 1-3mrnの砂粒を含む。 第17図ー35

E-4 N014 
底部 白色 740601 

甕底部 6.3 灰!'J色 1-3mmの砂粒を含む， 第17図ー29
YK-1 E-5 

混人／弥4時代中期
740605 

甕底部 3.2 1-3mmの砂粒を含む．） 未掲載
YK-1 E-4 N07 
740601 

甕底部 (4 6) ,:z: j〗l黄炎貸色 1-3mmの砂粒を含む。 未掲載
YIU E-4 N07 

灰色 740529 

甕底部 (2 0) 
＇」l;浅黄橙色

1-3mmの砂粒を含むC 第16図ー 12
YK-1 E-4 NOlO 

,2」I火黄色 740601 

甕底部 39 ①2焦戊褐黄色色 1 -3mmの砂粒を含む。 釘匁16[叉]ー11 1{ YK-1 以卜不明

※備考中の胎土分析上器は後に＝．辻利＾氏によって行われたもので、いずれも山口県内のものと推定さ

れている。

文献：三辻利一「西遺跡出土土器の蛍光X線分析J山口市教育委員会『西遺跡』

（『山口市埋蔵文化財調査報告』第21集、 1986年）
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山口大学構内遺跡調究要項

山口大学埋蔵文化財資料館規則

（設置）

第 1条 山口大学に山口大学埋蔵文化財資料館（以下「資料館」という。）を置く。

（資料館の業務）

第 2条 資料館は、学内の共同利用施設として、次の各号に掲げる業務を行う。

山口大学構内等から出上した埋蔵文化財の収蔵・展示及び調査研究

二 山口大学構内等における埋蔵文化財の発掘調査並びに報告書の刊行

三 その他の埋蔵文化財に関する必要な業務

（運営委員会）

第 3条 資料館に関する事項を審議するため、山口大学埋蔵文化財資料館運菅委員会（以

下「委員会」という。）を置く。

2 委員会に関する規則は、別に定める。

（館長）

第4条 資料館に館長を置く。館長は委員会の議を経て学長が委嘱する。

2 館長の任期は 2年とし、再任を妨げない。

3 館長は、資料館の業務を掌理する。

第 5条 資料館には調杏員若干名を置く。

2 調査員は、委員会の議を経て館長が委嘱する。

3 調査員は、資料館の業務を処理する。

（特別調査員）

第 6条 埋蔵文化財に関する特別な分野の調杏研究を行うため、資料館に特別調査員若干

名を置くことができる。

2 特別調査員は、委員会の議を経て館長が委嘱する。

（雑則）

第 7条 この規則に定めるもののほか、資料館に必要な事項は別に定める。
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山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会規則

（趣旨）

第 1条 この規則は、山口大学埋蔵文化財資料館規則（以下「資料館規則」という。）第

3条第 2項に基づき、山口大学埋蔵文化財資料館運酋委員会（以下「委員会」という。）

に関し、必要な事項を定めるものとする。

（審議事項）

第2条 委員会は次の事項を審議する。

山口大学埋蔵文化財資料館（以下「資料館」という。）に関する基本的なこと。

― 資料館の管理運営に関すること。

― 資料館の整備充実に関すること。

四 資料館の運営に要する経費に関すること。

五 その他必要な事項

（組織）

第3条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

ー 資料館規則第 4条第 1項の館長

二 各学部及び教養部の教官各 1名

三事務局長

2 前項第 2号の委員は、それぞれの部局の推應に基づいて学長が委嘱する。

（任期）

第4条 前条第 1項第 2号の委員の任期は2年とし、再任を妨げない。

（委員長）

第 5条 委員会に委員長を置き、委員の互選とする。

2 委員長は委員会を召集し、その議長となる。

（幹事）

第 6条 委員会に幹事を置き、庶務部長、経理部長及び施設部長をもって充てる。

（委員以外の出席）

第 7条 委員会が必要と認めるときは、委員以外の者を委員会に出席させるこができる。

（事務）

第 8条 委員会の事務は、庶務部庶務課において処理する。
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（雑則）

第 9条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定め

る。

Tab.11 山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会委員
（平成 6年度）

Tab.12 

氏名

永尾隆志
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山口大学構内の主な調査

Tab.13 山口大学構内の主な調査一覧表

吉田構内

調奔
調 木fl. 名 構内地区割 地点

面積
遺 構 遺 物

調査
備 考 文献

年度 (m') 区分

昭和
第 I地区A B[;,< L -N-15 1 30? 土喋柱穴

弥生七器、土師器、
事前

調査担当 年報

41年 須恵器 小野忠喫 XI 

第 II地区家畜病院新営
R -20 21 

2 2,000 溝、柱穴
弥牛土器、土師器、 ,, ，，， 

S T-19 20 瓦質土器、須恵器

第 II地区 3 弥生十．器、土師器 試掘 ,, 

弥生溝十城、 弥生土器、上師器、

第1V地区牛舎新営 S T-10 11 4 300 古墳竪穴仕居、 須恵器、瓦質土器、 事前 ,, 

中世住居跡溝 陶磁器

第 IV地区 5 試掘 ,, 

昭和
第 III地区杭列区

D-19 20 弥生土器、 t師器、
42年

および陸上競技場
E~17 19~21 6 杭列、弥生竪穴住居 須恵器、瓦質土器、 事前 ，，， 

F -17 18 1,600 矢板状木杭

第 III地区南区
G-21-23 

7 河川跡、柱穴
縄文 t器、弥牛土器、

ケ ク

H-22 木器、石器

H~zo 
竪穴住居、溝、土城、

第 III地区北区 I -19-21 8 1,400 
柱穴

，，， ，，， 

J -20 21 ① 

G-23 

H-23 24 

第III地区東南区 I J -24 ， 弥牛堅穴住居 弥生 t器 11 ，，， 

K-23 24 

L-23 

第III地[;,{野球場 10 中世柱穴 瓦質土器 試掘 ,, 

第V地/x学牛食常 J -20 11 弥牛溝、占墳土城 弥生t器、 t師器 事前 // 

調査担当

第V地区 12 河/II跡、柱穴、土城 弥生土器、 L師器 試掘 山口大学吉田

遺跡調介l寸l

第 I地区C区
K L -14 13 600 竪穴住居、溝、土城

土師器、須恵器、瓦
事前 ク

人学本部新営 質!:器

昭和
第 V地区教育学部 河川跡

弥生十．器、土師器、
試掘 ,, 

44年 須恵器

昭和 第 I地[x:D区第1地点 L -13 14 近世大溝 弥生 1器、木炭屑 // ク

46年
弥生 l器、 t師器、

第 I地区［）区第2地点 L -13 15 
瓦質土器、石鍋

// ケ

第 I地区D区第3地点 M~13 14 16 t滉廣、柱穴 弥生上器、瓦質土器 ，，， ク

弥牛土器、土師器、
年報

第 1地区D区第4地点 M N-14 17 ［戦、杜穴
瓦質 l一器、 石器

，，， ク XIII 

第 I地区D区第5地点 L -12 13 18 弥ル溝 弥生上器、 I帥器 11 ，，， 

第 I地区D区第6地点 M-13 19 杵穴
弥牛t器、土師器、

// ,, 
石器

第 1地1/Dl;{第7地点 M N-13 20 須恵器 ” 
ク

第 1地IxE区 M N~14 15 古墳竪穴住居、 卜職、
弥生［器、土師器、

年報
21 900 須恵器、比質 I器、 事前 ，，， 

第 2学生食常新管 0-15 溝、杜穴
石器、鉄製品

XII 

昭和
第 II地区 弥牛土器 試掘 ,,. 

50年
① 

賠和
第 III地Iメ． 竪穴住居

弥生 l一悩、 t師器、
“ 

,, 
51年 須恵器

[l{j禾ll
人文学部校舎祈党 M N-21 22 160 // 

調介担舟 年報

53年 近藤喬 X 
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調在
調 査 名 構内地区割 地点

面積
遺 構 遺 物

調在
備 考 文献

年度 (m') 区分

昭和 山口人学埋蔵
54年 A -20 21 

文化財資料館 年報
教育学部附属養護学校新営 B -19 20 23 410 溝、土塙 縄文上器、弥生上器 試掘

Ll! 11市教育委 IX 
C-19 

員会

理学部校舎新営 N O~19 20 24 250 ケ 年報

農学部動物舎新営 P -19 25 380 ケ X 

溝、土城、柱穴、
弥生土器、 上師器、 年報

本部管理棟新営 L -14 26 740 中世井戸、上渡墓、
石製品

事前
V旧

住居跡

昭和 経済学部校舎新営 K-21 27 66 試掘

55年
農学部農業観測

実験施設新営
P Q-15 28 50 溝、 i頂貨 事前

E-14-16 年報
本郎環境整備

F -15 16 
29 」¥/ー、 ムエ

X 

N~ll 

農学部環境整備 0-10 11 30 ,, 

P -9 10 

昭和
教育学部校舎新営 H-19 31 

弥生竪穴住居
弥牛土器、石製品 事前

56年 土堀、溝、柱穴

教育学部音楽棟新営 H-16 32 溝 ケ

教育学部美術科
J K-19 20 33 旧河川、溝、柱穴

縄文土器、弥牛土器、 ,, 
技術科実験実習棟新営 須恵器、十師器

正門橋脚新営 I -11 34 上ー~ b.. ェ

時計塔埋設 I -14 35 ク

本部構内擁壁取設 K L~13 14 36 ,, 
年報

I -15-17 I 
教養部構内擁壁取設

J -17 
37 ク L法等変更

構内循環道路舗装
J~M-15 

38 ,, 
M N 16 

農学部中庭整備 N 0~17 39 ，，， 

暖房施設改修 0-16 40 ，， :r. 法等変更

学生部文化会車庫新営 M-8 9 41 ク 工法等変更

学生部馬場整備 M N-8 9 42 ,,. 

昭和
附属図書館増築 L M-16 43 600 

弥生～古墳溝、 弥生土器、上師器、
事前

57年 土城、柱穴、杭列 須恵器、石器

大学会館新営 M N~14 15 44 130 弥生竪穴住居、溝 弥生土器 試掘

教育学部附属養護
A B-21 45 880 立~ 人ェ

学校プール新営 年報

放射性同位元素総合実験室 II 

排水桝新営
0~1s 46 2 ,, 

教養部自転車置場
L -17 

昇降口新党
47 10 ，' 

教養部中庭環境整備 J K-16 48 150 ,, 

昭和 弥生L器、十師器、

58年 古墳井戸、土城、 須恵器、輸入陶磁器、

大学会館新営 M N-12 13 49 2,000 柱穴、中世井戸、 国産陶器、瓦質土器、 事祁

掘立柱建物 緑釉陶器、木簡、石

器

G -18 19 弥生溝、弥牛．～古墳 弥牛土器、土帥器、
竪穴住居は上

ラグビー場防球ネノト新営 50 114 ,, 法変吏により
H -19 20 竪穴住居、 日廣 石製品

現地保存 年報

III 
理学部大学院校舎新営 M N-20 51 409 .1/~ . CL< ム

正門 南門二輪車置場 I J~12 13 
52 183 ,, 

および正門花壇新営 H-23 

学生部アーチェリー場的台
N-8 9 53 33 ，，， 

電柱設置

学生部庖舎整備 M-7 8 54 16 ク
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調介
調 介 名 構内地区割 地点

面積
遺 構 遺 物

調査
備 考 文献

年度 (m') 区分

昭和
学牛部野球場散水栓取設

I -21 
55 1 jl_上ムぷ

58年 K-22 

I -15 16 

教養部環境整備
J -15 

56 81 ケ

K-17 18 年報
L-18 III 

C~13 

学生部テニスコート改修
D-17 

57 12 'l 

E -15 16 

F-16 

昭和 大学会館ケーブル布設 N-12 58 160 弥牛士堀、杵穴 弥牛土器 事前

59年
弥生～中世遺物包含

層、占墳土堀、古代
弥生卜器、土師器、

大学会館排水管布設 J -L -13 59 180 
～中枇 l』堀、溝、柱

須恵器、青磁、白磁、 ク

瓦質 I:器
穴 年報

B -17 IV 

学生部テニスコート C -16 17 
60 25 

古墳以降の遺物包含
土師器 試掘

フェンス改修 D-16 層

E -15 

経済学部樹木移植 K-19 21 61 8 1'/・. h 云

昭和
弥生～中世遺物包含

縄文土器、弥牛土器、

60年 t師器、須恵器、瓦

L -14 15 
層、弥牛竪穴住居、

質土器、輸人磁器、
大学会館環境整備

M N-15 
62 592 貯蔵穴、 l堀、古代

国産淘磁器、土製品、
試掘

～近世士堀、溝、柱
石斧、原石、鉄器、

占Jヽ
窯壁

経済学部環境整備（樹木移植） K L-20 63 5 上~ムぷ

農学部附属農場飼料
須恵器、土師器、輸

R~17-19 64 30 古代末～中世河川跡 人陶磁器、輛口、 {i ,,. 
園排水溝修復整備

器、鉄滓

農学部附属農場農道改修 V-15-17 65 325 ,, 

教育学部前庭環境整備
I J~19 66 430 ,, 年報

（樹木移植） V 

中央ボイラー棟車止設置 0 P~16 67 25 須恵器 ，，， 

大学会館環境整備
弥生土器、 t師器、

（樹木移植）
M-15 68 ， 須恵器、石鍋、砥石、 ケ

鉄滓

J -20 

交通標識設置 N-14 69 3 ケ

P -18 

農学部解剖実習棟周辺環境整備 Q~1s 
（実験動物運動場設間）

70 16 ケ

理学部環境整備（藤棚設置） N-21 71 4 ,, 

農学部附属家畜病院舗装 S T-19 72 270 ,,. 

昭和 弥牛土器、 i・ 師器、

61年
M-22 23 弥生～古墳河川跡

須恵器、瓦質土器、

国際交流会館新営
N-22 

73 70 
中世～近世溝

須恵質土器、陶磁器、 試掘

鉄砲下、加T.痕のあ

る剥片

山口銀行現金自動支払機設営
J -19 74 11 包含層（河川跡か） 弥生J:器 立」ームェ

（電線路埋設）

農学部附属農場農道整備
S -20 

75 165 中世溝、柱穴 土師器、瓦質土器 ，，， 丁．法変更 年報
T U-19 

VI 

農学部附属農場農道交通規制
M-10 

（施錠ポール設置）
P~15 76 12 ，， 

Q~15-17 

正門横（水田内）境界
J -10 77 

杭設置
0.25 包含層か ,, 

経済学部環境整備
L -20 78 3 ，，， 

（樹木移植記念碑建立）
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調介
調 介 名 構内地区割 地点

面積
遺 構 遺 物

調究
備 考 文献

年度 (m') [><: 分

昭和 G-23 

61年 K-9 

吉田構内交通標識設置 0-22 79 3 須恵器 立会

S -20 

V-17 

B~17 18 
C -18 19 
D-19 20 
E -20 21 
F -21 22 
G-22 23 
H-23 24 弥生土器、土師器、

市道神郷1号線および
I J K -24 

須恵器（墨書のある
山口市教育委

問田神郷線の
L -23 24 

80 2,100 
古墳弥生溝、古代

もの含む）瓦質t器、 立会
員会

M N-23 河川跡、弥生包含層 山口大学埋蔵
送水管埋設 0 -22 23 

製塩土器、石斧、板
文化財資料館

P Q~22 石

R~21·22 
S -21 
T-20 21 
U -19 20 
V-18 19 
W X-18 

年報

教養部自動販売機埋設 VI 

（屋根設置および観覧席移動）
K L-18 81 3.5 ケ

教養部身体障害者用
L -15 16 81 3 ,, 

スロープ取設

経済学部散水線取設 L-20 83 4 ケ

吉田構内水泳プール
E~15 
F~15 16 84 26.5 包含層 1/ 

改修等 H~15 

農学部附属農場
S -12 

水道管埋設
85 3 ，， 

吉田構内汚水排水管等 M-18 
86 15 5 土師質土器

総改修 0-15 
ケ

本部身体障害者用 L~14 
スロープ取設

87 12 ，，， 

経済学部身体障害者用 K-18-20 
88 78 工法等変更

スロープ取設 L -18 
，， 

附属図書館荷物運搬用
L-16 89 8 弥生土器 ケ

スロープ取設

教黄部37番教室改修 K~16 90 1 ，，， 

昭和 教育学部附属教育実践 J K~1s 19 91 240 
ブランク、削器、

事前
62年 研究指導センタ一新営 植物遺体

教養部複合棟新営 J K~17 92 35 埋甕土城、溝、柱穴
土師器、須恵器、

試掘
土師質土器、石斧

教養部複合棟新営 I J -16 93 30 溝状遺構 弥生土器 jL~ ムェ

落し穴、河川跡、竪
縄文土器、土師器、

穴住居、土城、溝、

教養部複合棟新営 J K-17 18 94 900 井戸、埋甕土城、掘
須恵器、土師質土器、

事前
須恵質士器、陶磁器、

立柱建物跡、谷状遺
石鏃、石斧、木製品

構、柱穴
年報

B-16 17 山口柑県大館教学育委員会 VII 
九田川局部改修 95 20 JL → ム;is; 山口 埋蔵文化

C-16 財資

国際交流会館新営 M N-22 23 96 195 ケ

教育学部附属羨護学校
B-20 

自転車置場移設
97 1 ,,. 

農学蔀附属農場E7圃場 弥生土器、 t師器、

排水管埋設及び L -N-12 98 55 中世十＿城墓か 須恵器、輸入白磁、 ケ

E6圃場進人路拡幅 国産磁器、敲石

農学部植栽 N-17 99 3 ，，， 

経済学部集水桝取設 J -20 100 0.5 ~ 
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調在
調 1t 名 構内地区割 地点

面積
遺 構 遺 物

調在
備 考 文献

年度 (m) 区分

昭和 教養部複合棟新営に伴う I~16 101 1 包含層か "L'-,(,. ェ
63年 自転車置場移設

国際交流会館新営に伴う
N 0-22 102 35 

河川跡（溝か）、
弥生 t器、須恵器 'l 

排水管埋設 包含層

教養部複合棟新営に伴う
年報

ケーブル埋設
J -18 103 1 ケ VIII 

サッカー ラグビー場 F~19 21 
104 25 性格不明 弥牛土器 ,, 

改修 G-18 

消防用水設置 K-M-22 105 7.5 ,, 

平成 弥生上器、 t師器、
元年 水銀灯新営 J L -15 106 

4 古墳溝状遺構
須恵器、六連式製塩 事前

柱穴
土器

椙野寮ボイラー設備改修 0 -20 21 107 25 止ームぢ

H-22 弥生土器、土師器、

野球場防球ネソト新営 I~21 22 108 7 包含層 須恵器、瓦質t器、 ケ

J K-21 陶器

防火水槽配管布設 K~21 22 109 15 柱穴 ，， 

吉田寮ボイラー設備改修 M-8 110 4 ケ

体育施設系給水管改修 G H-16 111 50 陶器 ,,. 
丁^ 法等変更 年報

大学会館前記念植樹 M-13 112 6 ケ
IX 

I: 師器、須恵器、土

吉田寮ボイラー棟地下 M~S 113 45 包含層
師質土器、陶器、剥

，，， 

貯湘槽設備改修 片、て次加Tのある

剥片

第2武道場排水溝新営 G~15 114 2 溝 /,, 

案内標識設置
I -14 

115 05 ケ

L~18 

本部車庫給水管改修 L~13 116 6.5 弥生土器 ,, 

大学会館前庭環境整備 N -14 15 117 35 中枇溝 // 

平成 大学会館前庭環境整備 M-15 118 2 ク

2年 第1学生食堂設備改修 I J -19 119 7 ク 年報

教育学部附属養護学校
X 

案内板設置
E-20 120 1 ，，， 

平成 農学部連合獣医学科棟新営 0 P-17 121 76 縄文河川 縄文十．器、石器 試掘

3年 農学部仮設プレハプ倉庫設置 P -17 122 6 須恵器 止ームぢ

農学部微生物実験室その他
P -17 123 8 ,, 年報

模様替機械設備改修 XI 

大学会館前庭記念植樹 L M-15 124 2 ，，， 

サークル棟新営 F~14 125 1 ,, 

平成 農学部連合獣医学科棟新営 0 P-17 126 980 縄文河/II 縄文上器、わ器 事前

4年
H-22 

交通規制標識及び
M~lO 

バリカー設置
0-22 127 上」ーム—広

R~19 
S~20 

吉田構内道路 tt~23 128 40 ケ

（南門ロータリー）取設
年報

ボイラー室給水管漏水補修 0-16 129 4 ，， 
XII 

農学部附属農場ガラス室新営 S -14 130 3.5 ケ

大学会館前庭記念植樹 L M-15 131 3 ,,. 

泉町平川線緊急地方道路整備

工事及び山口大学吉田団地 H -11 12 132 ,, 

環境整備（正門周辺）

泉町平/II線緊急地方道路整備 I~11 133 7 ,, 
（信号機設償）
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調在
調 在 名 構内地区割 地点

面積
遺 構 遺 物

調在
備 考 文献

年度 (m) 区分

平成
本部裏給水管埋設 K-M-13 134 70 溝、柱穴

弥牛土器、土師器
事前

5年 滑石製模造品

人文学部 埋学部講義棟新営 M-20 135 4 試掘

第 2屋内運動場新営 G H-16 136 144 溝
弥生 t冷拾、須恵器 ,, 
砥石

農学部給水秤埋設 N-P -18 137 ， ，，， 

基幹整備（屋外他給水管改修）
L -15 

138 16 j_l_~b. r; 

M-17 18 

農学部連合獣医学科棟新党
0-16 139 4 ,, 

電気設備

大学会館前庭バリカー設置 N-14 140 1 ,, 

大学会館前庭記念植樹 L -15 141 16 ，，， 

年報

九田川河川局部改良
C~16 

142 40 ,,. XIII 
D-15 16 

農学部電柱立替 V-17 143 0.2 ,, 

農学部ガラス室設置 S -14 144 10 ク

教育学部給水秤埋設 H J -19 145 15 ，，， 

L -14 

環境整備（大学会館前庭） M-13-15 146 140 9 ，，， 

N -14 15 

H-20 

環境整備（遺跡保存地区） I -19~21 147 361 ，，， 

J~20 21 

環境整備（正門周辺）
G-13 

148 350 ケ

H-12 

平成 E~20 
6年 F-21 縄文河川、弥生住居、 縄文土器、弥生上器、

グランド屋外照明施設新設 G -18 22 149 600 溝、土坑、弥生～古 土師器、ガラス小玉、 事前 工法等変更

H-19 20 墳河川、近世溝 砥石、磨石、敲石

I -21 

弥生土器、 上師器、

弥生～古代溝、貯蔵
須恵器、砥石、磨石、

第 2屋内運動場新営 G I -15 16 150 726 穴、 t坑、近世溝、
敲石、剥片、須恵器、

// 

瓦質土器、十．師質土
土坑

器、陶器、磁器、瓦、

F駄

グランド屋外照明施設
F-21 縄文河川、弥生住居、 縄文十器、弥生土器、

G -20・21 151 200 溝、上坑、弥生～古 土師器、ガラス小玉、 ケ 工法等変更
配線埋設

H-19 20 墳河/II、近枇溝 砥石、磨石、敲石

経済学部商品資料館新営 K L~21 152 87 5 河/II 陶器、磁器 試掘

実験廃液処理施設棟新営 H-12 13 153 2 河川 ，，， 

体育器具唐及び便所新営 G H-17 154 60 河川 ,, 工法等変更 年報

XIV 
経済学部商品資料館 L-22 

155 5 ~1/_,6.. : 区

仮設電柱設置 M-22 23 

人文学部前駐車場整備
K-23 

156 6 ,, 
L -22 23 

教育学部附属養護学校
F-19 157 2 ,,. 

生活排水管改修

B-17 

テニスコート改修
C -16 18 

158 15 ケ

D-15-17 

E -15 16 

教育学部附属養護学校 B -20・21・22 
159 16 ,, 

生活訓線施設棟新営 C-20 

陸上競技場整備（透水管埋設）
C-18 

160 200 ,, 
D-18 19 

ハンドボール場改修
K-22 161 30 // 

（プレハブ設置）
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調壺
調 1t 名 構内地区割 地点

面積
遺 構 遺 物

調在
備 名 文献

年度 (m> 区分

平成
野球場フェンス改修

H-22 
162 3 立」ーームぷ

6年 I -21 22 

基幹環境整備
0-16 163 4 泊J/1 I力、 ，， 

（ボイラー室配電盤設置）

九田川河川局部改良
D-15 

164 100 ケ

E -14 15 

第2屋内運動場仮設電柱設置 G-14 15 165 0.5 ,, 

教養部水道管破裂修理 I -16 166 2 ,, 

E-20 

グランド屋外照明施設配線
F -20-21 

G~1s 19 22 167 150 ,, 
埋設

H-19 20 年報

I -20 21 XIV 

公共卜水道接続

（教育学部附属養護学校プー A-21 168 4 ，， 

ル排水施設設置）

サークル棟給水管埋設 F-14 169 1 ,, 

プール新営給水管埋設
E -15 

170 10 ，， 
F -15 16 

公共 F水道接続
C-18 171 6 河川 l固師器 ，， 

（汚水管雨水排水施設設置）

教育学部スロープ設置
H~17 172 10 ，， 

（音楽棟）

小串構内

調奇
調 介 名 構内地区割 地点

面積
遺 構 遺 物

調在
備 考 文献

年度 (m") 区分

昭和
医学部体育館新営 1 260 

土師器、瓦質土器、
試掘

58年 石器
年報

医学部図書館増築 2 4 」ゾーームぷ III 

医学部体育館新営 3 1 ，， 

昭和
医学部浄化槽新営 4 44 近世溝

士師器、瓦質土器、
事前

59年 磁器

医学部体育館新営 5 65 
土師器、瓦質七器、 ,,. 
磁器 年報

医学部基幹整備 IV 

（特高受変電設備）
6 28 動物遺体（貝殻） 試掘

医学部臨床講義棟
7 38 ,, 

病理解剖棟新営

昭和 医学部附属病院
8 390 

土師質土器、瓦質土
ケ

60年 外来診療棟新営 器、陶磁器

医学部基礎研究棟新営 ， 10 近世陶器 ，，， 

医学部看護婦宿舎改修 10 25 5 近世陶磁器 」¥fーームエ
年報

V 
医学部看護婦宿舎改修 11 20 ,, 

医学部環境整備
12 40 ,, 

（樹木移植）

昭和 医学部附属病院
13 5 ,,. 

61年 外来診療棟新営 年報

医学部附属病院外来診療棟 VI 

周辺環境整備等（雨水桝埋設）
14 18 ケ

昭和 医学部附属病院東駐車場
15 6 ，，， 

62年 改修 年報

削器、ナイフ形石器 VII 
医学部附属病院病棟新営 16 104 

細石刃核
試掘
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調在
調 査 名 構内地区割 地点

面積
遺 構 遺 物

調介
備 考 文献

年度 (m> 区分

昭和 二次加工のある剥片、

63年 使用痕のある剥片、

医学部附属病院病棟
17 300 

剥片、敲石、礫、原
Mームェ 年報新営 石、土師器、上師質

土器、瓦質土器、陶 VIII 

磁器

医学部附属病院運動場整備 18 220 ,, 

平成 削器、細石刃、二次
年報元年 医学部附属病院

19 45 加工のある剥片、剥 試掘
MRI棟新営

片、石核
IX 

平成 医学部附属病院動物
20 40 剥片 ,, 年報

2年 RI実験棟新営 X 

平成 医学部臨床実験施設新営
21 0.5 ~jf_4 エ

年報

3年 電気工事 XI 

平成
焼却棟地盤調在 22 ,, 年報

4年 XII 

平成 医学部臨床実験施設新営
23 ， ，，， 

5年 その他 年報

医学部附属病院基幹設備 XIII 

（焼却棟新営）
24 6 ケ

平成 医学部附属病院
25 300 ，，， 

年報

6年 MRI-CT装置棟新営 XIV 

常盤構内

調査
調 11: 名 構内地区割 地点

面積
遺 構 遺 物

調介
備 考 文献

年度 (m') 区分

昭和 工学部校舎新営 1 70 須恵器 試掘 年報

58年 工学部図書館増築 2 70 ,, III 

昭和 工学部尾山宿舎
20 _lL」ーム云 年報

59年 排水管布設 IV 

昭和 工学部尾山宿舎
65 

60年 擁壁取設等
ケ 年報

V 
工学部受水槽改修 3 15 ケ

昭和 工学部尾山宿舎
6 

61年 排水管改修
ケ

工学部身休障害者用
4 29 ，，， 

スロープ取設 年報

VI 

情報処理センター

（常盤センター） 5 30 ケ

空調設備取設

昭和
工学部焼却炉上屋新営 6 225 ，，， 

年報

63年 VIII 

平成 工学部夜間照明装置
7 2 ，， 

元年 及び防球ネソト設置
年報

IX 
工学部記念植樹 8 25 ，，， 

平成
工学部ガス管改修 ， 45 /,, 

年報

2年 X 

平成
大学祭展示物設置 10 7 ，，， 

年報

3年 XI 

平成 工学部プレハブ研究
11 6 試掘

4年 実験棟新営

年報
工学部 工業短期大学部の改 XII 
組再編 博士課程設置に伴う 12 40 ケ

建築物等の新営
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調介 面積
遺 構 遺 物

調介
備 考 文献調 木Fl. 名 構内地区割 地点

lメ分年度 (m) 

平成 ［学部および「党党短期大学部
13 ， "＼／・ー Lエミ 年報4年 職員宿舎取壊

XII 
大学祭展不物改僻 14 7 ,, 

平成 上学部プレハブ研究
15 12 試掘

5年 実験棟新営 年報

XIII L学部地域共同研究
16 16 ，， 

開発センター新営

亀山構内

調在
調 木且 名 構内地区割 地点

面積
遺 構 遺 物

調在
備 考 文献

年度 (m) 区分

昭和
教育学部附属山r1小学校 古墳竪穴住屈、

t帥器、須恵器、瓦
年報

58年
幼椎園運動場整備

1 60 
溝状遺構

質士器、瓦、石製品、 試掘
III 

木製品

昭和 教育学部附属IIll」小学校
2 1 」1/ー.ムェ

60年 散水栓改修

教育学部附属iiiLJ中学校
3 2 ケ

年報

球技コート整備 V 

教育学部附属幼稚園
4 

環境整備（樹木植樹）
1 // 

昭和 縄文土器、弥生t器、

61年 幼椎園・小学校 57 中世t堀か L師盛、俎恵器、瓦

教育学部山口附属学校 部分
5 

質土器、上師質 t器、
試掘

汚水排水菅布設 陶磁器、不明鉄製品、 年報
中学校部分 20 河川跡か 石鏃、剥片、植物遺 VI 

杭列 体

教育学部附属ill口小学校
6 」¥/ー.ムェ

電柱移設

昭和 教育学部附属幼稚園
7 40 ケ

年報

62年 遊戯室拡張 VII 

昭和 教育学部附属山口中学校
8 35 包含層 土師器、磁器、剥片 ,, 年報

63年 屋内消火栓設備改修 VIII 

平成 縄文l一器、弥牛土器、

元年 七帥器、姐恵器、瓦

教育学部附属幼稚圏・ 弥生-,早貞竪穴住居、 質t器、須恵質陶器、

廿iiI小学校 ， 260 +. 堀、溝、杵穴、河 黒色t器、掻器、― 市前

汚水排水管布設 /II跡 次加工のある剥片、

使用痕のある測片、
年報

剥片、石核、砥石
IX 

教有学部附属幼稚園
10 03 lL」ームぢ

バレーコート支柱設骰

教育学部附属幼椎園
弥生 t器、 七師器、

山口小学校汚水秤布設
11 170 弥牛溝状遺構 打製石斧、削器、剥 ,, 

片、石核

平成 縄文十器、弥生l器、
2年 土帥器、瓦質 f器、

12 70 溝状遺構 不明鉄製品、石鏃、 事前

敲石、扁平打製石斧、

教育学部附属1111I中学校 祉しィ1、束lJ片 年報

汚水排水行布設 弥牛t器、土師悩、 X 

須恵器、 ［師質土器、

13 130 瓦質 I器、国産陶磁 1L /. ,6_ ェ

器、扁平打製石斧、

砥h

平成 教育学部附属山口小学校
14 3 ,, 

6年 プール新営給水管埋設 年報

教育学部附属LlJII中学校 XIV 

フ゜ール新‘貨給水骨埋設
15 7 ,, 
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光構内

調査
調 査 名 構内地区割 地点

面積
遺 構 遺 物

調査
備 考 文献

年度 (m') 区分

昭和 教育学部附属光小学校
1 6 近世～近代石垣

瓦質上器、陶磁器、
試掘

年報

58年 自転車置場設置 瓦 III 

昭和 教育学部附属光小 中学校
2 . L¥  j ・_ムエ、

年報

59年 焼却炉新営 IV 

昭和 教育学部附属光中学校
3 1 土師器 ,, 年報

60年 外灯改修 V 

昭和 教育学部附属光小学校創立
4 25 土師器、須恵器 ク

年報

61年 記念事業（プロンズf象建立） VI 

昭和 弥生土器、土師器、
年報62年 教育学部附属光中学校

5 2 瓦質土器、土師質十． ,,. 御手洗湾採集
グラウンド防球ネソト設置

器、瓦
VII 

昭和 教育学部附属光小学校
6 10 

土師器、土師質土器、 ，， 
63年 遊器具移設 陶磁器

年報

教育学部附属光小学校
土師器、土師質t器、 VIII 

屋外スピーカー設置
7 0.5 須恵器、瓦器、瓦質 ，，， 御手洗湾採集

土器、陶磁器、土錘

平成 縄文土器、土師器、
2年 教育学部附属光小学校 須恵器、瓦質土器、 御手洗湾採集

運動場改修
8 15 

施釉陶器、磁器、土
試掘

遺物含む 年報
錘、剥片、鉱滓 X 

教育学部附属光中学校 ， 23 土城
土師器、須恵器、須

事前
運動場改修 恵器模倣上師器

平成 教育学部附属光中学校
10 38 土塙、溝状遺構 土師器、磁器、陶器 試掘

3年 武道館新営

教育学部附属光小学校
11 18 土師器、石錘 」兄ーェム、、． 年報

屋外施設設置 XI 

教育学部附属光中学校
12 0.5 土師器 ケ

Iゞ ックネット新設

平成 教育学部附属光中学校
13 500 土城、柱穴

縄文土器、須恵器、
事前

4年 武道館新営 士師器、瓦器 年報

教育学部附属光中学校 XII 

武道館地盤調杏
14 立会

平成 教育学部附属光中学校
15 6 1, 

年報

5年 武道館新営その他 XIII 

平成 教育学部附属光小中学校
16 19 ケ

年報

6年 プール新営給排水管埋設 XIV 

その他構内

調査
調 在 名 構内地区割

面積
遺 構 遺 物

調査
備 考 文献

年度 (m2) 区分

昭和 学生部ボート艇唐
字部市大字小野字土井 05 止干 fェヽ

59年 合宿研修所整備 年報

学生部ヨット艇庫 IV 

合宿研修所整備
吉敷郡秋穂町東字中道 ケ

昭和
熊野荘給湯機器取設 山口市熊野町3-21 7 ,, 年報

60年 V 

昭和
湯田宿舎給水管改修

山口市湯田温泉6T目
35 杭 ，， 

61年 8-29 年報

経済学部職員宿舎 山口市旭通り 2丁目3-32 1 土師質土器 ，，， 6号宿舎 VI 

公共下水道切替 山口市水の上町6-9 7 此 ，，， 2号宿舎

昭和
須恵器、 L師器、 t 

63年 経済学部職貝宿舎
山口市白石二丁目8-7 1 師質t器、瓦質土器、 ，' 

7号宿舎 年報

公共下水道切替
陶磁器

採集 ¥111 
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調査

年度

平成

元年

平成

2年

平成

3年

平成

4年

平成

6年

調 在 名 構内地区割
面積

遺 構 遺 物
調在

備 考
(m") 区分

本部職員宿舎
山口市水の上町6-1

公共下水道切替
1 ，，， 1号宿舎

人文理学部職員宿舎
山rI巾11i観音町1-25 12 陶磁器 ケ 7号宿舎

公共下水道切替

経済学部職貝宿舎

公共下水道切替
山口市香山町3-1 0.5 ，，， 3号宿舎

湯田宿舎A棟給配水
山口市湯田温泉6丁目 30 ,,. 

その他改修

経済学部6号職員宿舎
山口市旭通り 2丁Fl3-32 05 ,, 

電柱設置

人文 理学部職員宿舎
山口市天花932-2 1 ，， 

公共下水道切替

上竪小路共同下水管布設
山口市上竪小路字久保

7 ，，， 

7-4 

湯田宿舎公共下水道接続 山口市湯田温泉6丁目
44 ,:, 

及び排水施設改修 s~29 

※文献① 山口大学吉田遺跡調在団『吉田遺跡発掘調介概報』（山口大学、 1976年）

※昭和41年以降、吉田構内においては、工事に際し随時継続的に調杏を実施しているが、昭和52年以前の吉

田遺跡調査団の関与した調杏については、調在名をすべて把握しているわけでなく注意が必要である。
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Summary 

Ch.I This is a summary of the archaeological excavation carried out on the campuses of 

Yamaguchi University in the 1994 fiscal year. In the archaeological survey on the Yoshida campus, 

salvage excavation was carried out once, trial excavation was performed three times, and 

examination had done eleven times. In the archaeological survey on the Yoshida campus, salvage 

excavation was carried out three times, trial excavation performed three times, and examination 

had done eighteen times. Examination was carried out once on the Kogushi campus, twice on the 

Kameyama campus, once on the Hikari campus. Examination had done once on other campus. 

Ch.Il ; salvage excavations 1 In the salvage excavation that was involved with the plan of the 

construction of the new outdoor lightning equipment for an athletic field, we set A,B,C,D,E,F 

trenches around the athletic field. A river was discovered in the A trench, and a lot of broken pieces 

of pottery which belong to the period from the Yayoi Age to the Kofun Age were excavated in the 

river. Four pit houses were discovered in the B trench, and they were considered to be in the dating 

from the middle Yayoi Age to the late Yayoi Age. 37 glass beads were excavated from two pit 

houses of the late Yayoi Age. In the F trench, a river was discovered, and in which, a lot of broken 

pieces of pottery and stone implements that belong to the period dating from the late Jomon Age to 

the last Jomon Age. 

Ch.ill ; salvage excavations 2 The ditches and the earthen pit were discovered during the 

salvage excavation prior to the construction of the second new indoor athletic field. The excavation 

area was set 22 meters from south to north and 33 meters from east to west. A large number of 

pottery and stone implements which belong to the Yayoi Age were excavated in the large-scale 

ditch. Also, a lot of earthenware and porcelain that belong to Early Modem Age were excavated in 

the irrigation channel. 

Ch.N ; trial excavations Two river were discovered during the trial excavation prior to the 

construction of the Museum of commodity. Only a small amount of archaeological remains were 

found. 

The trial excavation that was involved with the plan of the construction of the new facilities 

for wastewater center treatment was short scale. No archaeological remains or features were 

detected during this excavation. 
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Although we found a river during the trial excavation accompanied with the plan of the 

construction of the facilities for physical education, we could find only one piece of remains. We 

couldn't decide which period the river belongs to. 

Ch. V ; examinations The examinations are run on a small scale. Through the examination 

accompanied with the laying cables underground for the new outdoor lightning equipment for an 

athletic field and prior to the laying a sewer pipe underground for the public, we confirmed the 

existence of layers containing cultural remains. No archaeological remains or features were 

detected during examinations in any other areas. 

Appendix 

I This is the observations on the glass beads from Yoshida site by using a stereomicroscope by 

Hirokazu Murata. The observations is composed of three part. In the beginning, he arranged a 

process in making the glass beads. In the second part, he explained his detailed observations on the 

surface and internal of the glass materials by some photomicrographs. In the last part, he made a 

conclusion and assumed that glass beads were stopped the link hole with clay to save the hole 

destroyed and they were heated up at the last process of making, because there is very small pin 

hole in some glass beads and inner wall of many link holes in the glass beads are formed by a flat 

surface. 

II This is a report of an adze found somewhere in Yamaguchi city by Hirokazu Kominami. He 

appraised the adze to be Mikoshiba-type in incipient Jomon Age, because of the shape, the 

material, and the grinding on only the edge of it. He compared the adze with the series that range 

the western part of Shikoku. 

m This is a reconsideration on the pottery excavated at the Yuda kusunokicho site in Yamaguchi 

city by N aohiko Tabata. The pottery is belong to the initial Ko fun Age, came from a single feature 

and are suitable for a study. It is fairy rare to find these kind of archaeological remains in 

Yamaguchi prefecture. Most of the pottery are Furn-type including finely made examples of them. 

Also, it is important to study the appearance of Furn-type pottery in the western part of Setouchi 

area. In addition to the fact-report, he analyzed the pottery which belong to the period from the 

latest Yayoi Age to the initial Kofun Age in Yamaguchi prefecture. However, it is impossible to 

explicate the phase completely. It is necessary to continue to study for the increase of 

archaeological remains in the future. 
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